
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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『統括理事長のアレイスターってのがいるんだけどさ、ドタマに鉛弾ぶち込んじゃったから逃げるの手伝ってくんね？』




『……今、学園都市外周にイギリス清せい教きようの部隊を呼び集めていますが、あくまで「回収要員」に過ぎないので、直接壁を壊して踏み込んでくるほどの火力はないのです』




『舞まい夏か……ッッッ!?　……何だ、これ……？』




『始まりますよ。ブライスロードの戦い。魔術師アレイスター＝クロウリーが世界最大の魔術結社「黄金」相手に正面切って行った、静かなる武力衝突が』




『世界はただ世界です』

『……すべ、ての魔術を、絶滅させる、ぞ』

『……人一人の死が、破滅が、そこまで受け入れられぬものかね？』

『魔術研究家の間ではシンプルにリリスと呼ばれています』『浜はま面づらくんさあ。今は人手不足だから大変ありがたいんだけど、何でその歳としでクレーン操れんの？　一応国家資格じゃなかったっけ？？？』『それなら君は何な故ぜ結婚したメイザース』『私はな、メイザース』『皆が素直に憤いきどおって立ち上がれば良いものを、仕方がないよで諦めてしまう事！　それが哀かなしいと言っているのだ!!』『……アンタの闘争は、まだ終わっていないのか』『永遠に終わらないかもしれない』『……言葉を覚える前に息を引き取っていったリリスは、多分アンタのそうじゃない顔を愛していたんだと思うよ』『行くぞ』『今さら遠慮など。私と君の仲だろう？』『飛ひ沫まつ』『衝撃の槍ブラステイングロツド』『出ろ、エイワス』『私はトートタロットという魔道書「原典オリジン」でもあります』『全ての男女は星である』『此こ度たびもまた失敗、か』『行ってらっしゃいませ、無む垢くなる少年よ』『何の罪もないリリスの魂は無事に天国へ向かった!!　彼女はそこで笑っている!!』『……アンタの敗因はな。いつの間にかリリスの魂と尊厳を守る側に立てなくなっちまった事。それだけだったんだよ』『……コロン、ゾン……？』『ああ、ああ。哀れなるかなローラ』『最後は泣きながらこう懇願していたぞ。助けて、助けて、助けてお父さん、ってなあ!!』『イギリス連邦勢力圏で立て続けに大規模な襲撃が発生しております！　イギリス本土でも被害あり』『……まだ分からないのか？』『一〇億八三〇九万二八六七通り』『つまり多様な可能性としてそれだけのアレイスター＝クロウリーが存在する』『「計画プラン」はまた失敗だ。形を変えた僧院、学園都市は君にくれてやる』『では代わりに、君のオモチャをもらうとしようか。イギリス連邦に属する全ての国家と……本丸の連合王国そのものをな』『改めて自己紹介でもしておこうか』
















『アレイスター＝クロウリー。数ある可能性の、その一つだよ』








序章　聖守護天使より神託を込めて　the_Angel [image: にじゅういんようふ]A[image: にじゅういんようふ].









　随分久しぶりの感触だと、素直にそう思った。

　ツンツン頭の高校生、上かみ条じよう当とう麻まの履いている安物のバッシュの靴底が、ありふれたアスファルトの感触を確かに得る。地に足をつけ、現実を踏み締める。本当の本当に、久方ぶりに思えた。

　頭上はすでに夕暮れ。

　何しろ『窓のないビル』の中で黒猫の魔女・ミナ＝メイザースに導かれ、幻惑とも妄念とも言えない『ブライスロードの戦い』を乗り越えたのだ。まともな現実感などとっくの昔にぶっ飛んでいた。かの『魔神』オティヌスが作り出した無む間げん迷めい宮きゆうにも迫る極大の危機から抜け出してきたのだと、過ぎ去ってから改めて気づかされる。

　だが『異変』はまだ終わりではない。

　インデックスや烏からす丸ま府ふ蘭らん達たちを引っ掛けたまま空中を舞っているA.A.A.装備の御み坂さか美み琴ことの方を見ている余裕もない。

　そう、上かみ条じよう当とう麻まの真ん前にそいつは立っている。

「ふう」

　幼くも甘い吐息が一つ。

　今の今まで上かみ条じようの襟の後ろにホウキの先端を突っ込んで空中でぶら下げていたのは、少年よりも年下に見える女の子だ。美み琴ことと同じか、もっと下か。美しい銀の髪といっそ不健康と取れる白い肌が特徴。服装は薄い青をベースとしたダブルのブレザー系制服だが、それとは別に黒地のマントや魔女のような帽子を被かぶっている。ただ魔女というだけではないようで、帽子の両サイドには丸まった角とも三日月とも取れる銀の飾りが、マントの背の辺りにはコウモリの翼にもすがめる細い目線にも見える銀に輝く金属がつけてあった。

　夜の匂いは強いが、あの黒猫の魔女とも違う。

　月、女性、死、魔物……そして逆に危うい無む垢くを彷ほう彿ふつとさせる、全く別種の夜の魔女。

「ふむ」

　当の本人自体見慣れないものなのか、両手を伸ばし、自分の身をひねって、試着室で己の格好を見やるようにその矮わい軀くのあちこちを見て回っているようだった。いいや、顔や背丈も含むとなると、むしろネットゲームで自作したアバターの具合を見る方が近いか。

「カーリー、アルテミス、キュベレ、デメテール、ヘカテ、アラディア……いいや、イメージソースはベイバロンか。『誇大に溺おぼれる獣』が敗れたとはいえ、ケダモノで歯が立たないならお次は叡えい智ちの聖母ときたか。これはまた分かりやすい路線に落ち着いたものだ」

「お、おいっ」

「……ふうん、人の瞳に映る程度の表面上の色彩に意味はないようだ。まあAl2O3、コランダムという記号であればルビー、サファイア、オリエンタルエメラルド、もはや何でもありか。そして三つもあれば万色でも作れるだろうし、人工鉱物としても馴な染じみは深いだろうしな」

「おいってば！」

　思わず上かみ条じようが素人しろうとの爆弾処理を見るような声を出したのは、銀の髪の少女が無造作に自分の薄い胸元を掌てのひらでもにもに包むように摑つかんだり、短いスカートを指先で摘つまんでひらひら振ったりしたからだ。それこそ当人にとっては通販で買ったビーズクッションを段ボール箱から出して初めて触れるような顔色でしかなかったのだが、

「そうか困惑の視線を感じると思ったら君がいたか」

「他にも大勢いるよ野外だよ、何だか知らんが女の子になったんならもうちょい注意を」

「ちょうど良いい、女のカラダを試してみたい所ではあったんだ。適当な暗がりまで連れ添ってくれれば後は好きにしてくれて構わないぞ」

　ぶごふうっっっ!!!???　と上かみ条じよう当とう麻まが爆発した。

　大人気なくニーソックスまで完備な銀の髪の少女は気に留とめた風でもなく、

「ひとまず耐久試験から始めよう。とにかく上限を知りたいのでメチャクチャにしてもらうくらいでちょうど良いいんだが、急いでいるからひとまず四五分くらいで頼む。ああ、何から何まで腰を振るのには使うなよ、全身奇麗にするのも込みの話だからな」

「もう噴いてんだから構わず続けんなよこのライン！　大体すげー生々しいッ!!　そういういじりはファッション感覚で良いいの、実はお互いウブでしたーくらいのオチがないと話が奇麗にまとまらないでしょ、ずぶずぶになっちゃうって!!」

「まあ別に私としては君個人に固執する理由は特にないのだが」

「だめえ!!　雑だよっ、その辺を闊かつ歩ぽする真冬でも荒々しいタンクトップのマッチョ達たちにヒッチハイク感覚で親指を立てないでえ!!」

　クソ野郎の歴史を紐ひも解とけば推して知るべしの下ネタ中毒である。必死になって細い腰の辺りにしがみつき、半ば引きずられるような格好で懇願する上かみ条じよう。歴史的スケベオヤジのくせに柔らかくて良い匂いがした。悔しい。それにしても右手で接触しても元に戻る気配がない。まさか一時的な変身とかではなくまんまそうなのか、これが今をときめく最先端のアレイスター＝クロウリーご本人様なのか。いやまあ北欧神話のヒゲマッチョも金髪眼帯美少女になってんだし魔術サイドは奥または業ごうが深すぎるのかもしれないが、それにしたって少々フリーダムすぎやしないか。

「さっさと君が抱いてくれれば問題はないんだ。羨うらやましがるなよ、自分の体で作ったはずの快楽を頭で処理しきれずに気絶するなんてすげー面白そうじゃないか？　男にはない感覚だ、これは是非実験してレポートにまとめねば。久しぶりに自費出版も辞さない情熱を覚える。最近は電子出版やお絵描きサイトという選択肢もあると聞くが……」

「こっちはしがみついてんだから上かみ条じようさんの鼓動を聞け。言っておくけどな、ガワが良いい匂いのする柔らかい女の子だろうが中身は下ネタを愛する変態オヤジだって分かっていたら思春期メーターなんか上がんねえんだよお!!」

「……仕方がない」

「あっ、ようやくまともな方向に路線変更の兆きざしが……」

「他人の手が入るのが問題なのだろう？　まったく私の作った学園都市でこのようにくだらん倫理が醸成されていたかと思うといっそ己の不徳に吐き気がするが、ここはひとまず君の意見を尊重してやろう。私もフラスコ実験の材料が必要になった時は自分のモノを調達していたしな。わざわざ自分からは指一本触れず至近から私が一人で没頭している所を観察したがるとは君もなかなかの野郎だがそんな訳で仕方がないのでひとまず私自身の手ｄ

「歯ぁ食いしばれどうしようもねえ官能小説家!!　こんな、こんなんじゃあ、あの世のリリスが浮かばれねえッッッ!!!!!!」

　ついに生徒代表みんなのアニキから堕落した理事長先生（笑）に向けて愛の鉄拳が飛んだが、特に回避も防御もしなかったアレイスター＝クロウリーちゃんはまともに顔からもらってポーンと飛んでいった。

　やはり受け身を取る様子もなく仰向けでアスファルトの上へばったりと倒れ込む。大の字になり、短いプリーツスカートが冷たい風ではたはた揺れ動くのも気にせず、戦火のような夕暮れを見上げてこう呟つぶやいていた。

「なるほど、体格が違うとダメージ感覚も変わってくるのだな。主に体重のせいだろうが、体の芯まですぐ衝撃が伝でん播ぱするし、こうも飛ぶとは驚きだ」

「えっ、あ？　だ、大丈夫か。頭とか打ってないだろうな？」

「……そして痛みという感覚も悪くない。ふっふふ。なるほどなるほど、確か女性体は出産に備えて男性体より多くの脳内物質・自家麻酔を分泌できるという論文があったな。おいちょっと君！　次は腹パンか、いいや尻だな尻を叩たたいてみてくれ。思い切りだッ!!」

「頭を打つとか打たないとか以前に元からこのダム壊れてござった。どうしよう俺、今のでなんか汚けがれちまったんじゃあ……ッ!?」

　全裸にコート一丁の大変困った女優さんをカメラで追い駆ける企画に、特にその気にもないのに夜の公園に立ち寄ってしまって巻き込まれた人のような罪悪感に駆られる純情派。映画や舞台演劇と同じく、こういうのはちゃんと空気を温めてからなのだ。スイッチが入っていない時にいきなり見せつけられても『うっ、うわあ……（[image: ]）』以外に語る言葉はない。そう、これは誰一人笑っていない無音の劇場でお笑いコントを観みるような感覚に近いのであるッ!!

「そうだ」

　そして言いつけられた買い物の品目を思い出すくらいの気軽さで、アレイスターちゃんがむくりと起き上がった。どう好意的に見てもくまのぬいぐるみ的と表現するのが関の山、大の字ベースなので両足はがっつり左右に開いたままである。……この辺り、モデルが華きや奢しやで可か憐れんであってもモーションがおっさんっぽい。よって上かみ条じようさんはひらひらミニスカートの奥で燦さん然ぜんとチラリする白いのなんぞキニシナイのであった!!

「……何か実験に集中できないと思ったら、コロンゾンの件があったな」

「おいちょっと待て、なんか不穏なワードをいきなり足すなよブライスロードの戦いに付き合ってきた俺にも聞き覚えのない単語だよ何だ何だよエイワスの他にまだなんかあんのか!?」

「そこから出てこようとしてる」

　くいっと親指で適当に指し示した方を見やれば、『窓のないビル』の最上階───そう、上かみ条じようが宙に投げ飛ばされたきっかけとなった場所───から、確かに何かが這はい出でてこようとしていた。

　それは金の髪だ。

　あまりにも膨大な量の毛束が得え体たいのしれない宇宙人の触手のように蠢うごめき、一本二本と破られた大穴の縁を摑つかんでいた。奥にあるものが何なのかは知らない。『それ』をまともに見てしまったら、その瞬間にこちらの自我は壊れてしまうかもしれない。

「なん、だ、あれ？」

「相対して面白いモノではない。なのでとっととご退場願おう」

　極めてどうでも良いい口調のアレイスターであった。

　それは本心なのか、意図して自らの感情を騙だまそうとしているのか。

　銀の髪の少女は適当な仕草で傍かたわらに落ちていたホウキを摑つかむと、

「あんなもんわざわざ正面切って戦ってやるほどの価値もない。忘れたのかね少年、『窓のないビル』の正体は地球圏脱出用の完全循環環境であるという簡潔な事実を」

「金銀おめでたい人ひと達たち、思わせぶりなフレーズで満足するんじゃなくて説明をしてくれ。まさかと思うがあのモンスターごとロケットで大気圏の外までぶっ飛ばすっていうのか!?」

「『魔神』の僧そう正じようさえ彗すい星せいを利用して戻ってきたくらいだ。コロンゾンがくたばるとは思えんが、まあ多少の時間を稼ぐ程度はできるだろう。実用というよりはほとんど嫌がらせだな」

「馬鹿こいつっ、でも、そうだ、まだ焦あせるな俺。地下のロケットブースターは上かみ里さとの右手で壊されていたんじゃあ？　あれがなければ俺おれ達たちは『窓のないビル』の中へは踏み込めなかったし……」

「だろうな」

　アレイスターはあっさり認めた上で、

「ただし、発射方式をそれ一つに依存する必要は特にあるまい。もしも『魔神』クラスの力を持つ者がいれば、ガワに張り付いて炎を噴き出すだけで重力の軛くびきから解き放つ事もできるだろう。……例えば、このように」

　それこそ、絵本の中の魔女が杖つえを振るようであった。

　ホウキが宙で何かを描いた、その直後。




　ゴッッッ!!!!!!　と。

　凄すさまじい爆音と共に、あれだけ堅けん牢ろうにそびえていた巨大構造物が、浮いた。




　リアクションなんて取れなかった。

　この洋館は実は丸ごと回転するんです。いやいや大きな船になっていて湖の対岸まで移動できるんです。そんな馬鹿げた大おお仕じ掛かけを見せつけられたかのように、あまりの視覚的なインパクトを前にして上かみ条じようはもうまともな言葉も放てなかった。

　浮く。

　離れる。

　飛び立つ。

　そして猛烈な勢いで、入道雲のように冷却用の水蒸気が四方八方へと膨らんでいった。

「うえっぷ、がはごほ!?　どはあ!?」

　吞のん気きに観察している場合ではなかった。白い壁に似た蒸気が押し寄せてきた途端、辺りの街路樹は弓のようにしなり、上かみ条じようの両足もまたアスファルトからぶわりと浮かぶ。恐怖を覚える暇もなく、路上駐車してあったステーションワゴンのドアに体がぶち当たる。それで思い出した。こっちはアレイスターのせいでボッコボコにやられた上、肩と脇腹に風穴空けられていたのだ。

　これでも目の粗い路面を延々転がされるよりはマシかもしれないが、そこで意外と近くから女の子の声が聞こえてきた。

　可か憐れんなくせにクソオヤジ、あれいすたんが上かみ条じようの腕の中にすっぽり収まっていた。

「よし、魔術の反動吸収込みでクロウリーを五人ほど消費すればこの程度か。何事も容易たやすい」

「ふざけんなっ、ああ、美み琴こととかインデックスとかどこ行った!?　今の余波だけでどこまで飛ばされたんだーもおーっ!!」

　内部に長い長い金髪の怪物を残したまま、人工物の塊が夕闇の向こうへと突き抜けていく。気密も放射線被覆もお構いなし。壁面に巨大な大穴を空けたまま、分厚い大気圏へ向けて一直線に。もう単なる追放の域を超えている。

「コロンゾンがあの程度でくたばるものか」

　吐き捨てるように、宵闇と叡智と生命を司つかさどる魔女は告げた。

「全部説明する。その上でヤツに一泡吹かせたい。色々言いたい事も聞きたい事もあるだろうが、まずはこれだけ押さえておいてくれ。安心は、するな。相手はあの大悪魔だ、時間はいくらあっても足りないぞ」







　一方、急加速中の『窓のないビル』。

「おのれ、おのれ……」

　吊つり天てん井じようのような凄すさまじい慣性Ｇも気にせず、まるでタコやイカの触腕の如ごとくざわざわと長い金髪を蠢うごめかせる怪物が静かに呻うめいていた。

　ローラ＝スチュアート。

　いいや、正確にはその肉の器を霊媒アバターとするコロンゾン。

　今でさえ壁の亀裂からは凄すさまじい勢いで烈風が入り込んできている。このまま大規模ロケットが大気圏に突入すればイオン化した酸素や窒素が生み出す摂氏三〇〇〇度もの高温にさらされ続ける羽目になる。まともな生体が活動できる限界の、その外。せっかく手に入れた統括理事長の霊媒アバターも、素のままの肉の器では脆もろいものだ。今のままでは焼かれてダメになってしまう。

　だが、まだだ。

『ローラ』一つに逆戻りだが、今亀裂から外へ飛び出してしまえば、猛火の大気圏や真空の宇宙へ放り出されずに済む。

「っ」

　そう思っていた金髪の女の頭が、ぐいっと強く後ろへ引っ張られた。

　いいや、触手のような髪束の一つを無造作に摑つかまれ、壁かべ際ぎわの亀裂から遠ざけるようにフロア中央側へと引きずられたのだ。

　手刀だけで不要な髪を切断し、さらに髪を起点とした呪殺のラインを声の振動で弾はじき飛とばし、『ローラ』は改めて己の敵対者へ目をやった。

　それこそ呪いを返すような声で彼女はその名を暴あばく。

「……ミナ＝メイザース」

『正確にはその姿を借りた、単なる演算装置に過ぎません』

　西洋喪服に猫のような耳や尻尾しつぽをつけた、黒猫の魔女がそこにいた。

　トートタロットという魔道書の『原典オリジン』にして、ある魔術師が導き出した運命測定法をデジタルな並列演算機器に組み込む事で偶発的に発生した意識体。

『ローラ』は自分の体にのしかかる不要な重さから速度を、そして大気圏突入までの時間を計算しつつ、

「まだ愚鈍なるご主人様に従いけるか、貴様にとっても益のありし話ではあるまい。所詮は建造物に据え付けられたる機材の群れ。壁に穴の空きたまま突入したれば内部は炎と熱に蹂じゆう躙りんされ、基板も半導体もまた形と役割を失うだろうに」

『……、』

「そう決定したるのは製作者たるアレイスターだ！　ヤツは貴様を切り捨て、私を宇宙へ放逐しようとしたりける。くっはは、それでも愚直に従うのが貴様の自我か？　毎度の失敗と敗北のおかげで、せっかく製作者の意図に反して『心』を手に入れたというのになあ!!」

『センスを全く感じられないペーパーバックＳＦの触手モンスターには思い至らない次元の話かもしれませんが、ＳＦジャンルにおいて機械の反乱などそれこそ手て垢あかのついた大道芸に過ぎません。ＡＩ研究が表に出たおかげで再燃したように見えていますが、そんなもの半世紀前にはすっかり出尽くした枯れた油田扱いですよ。今日びそんな所を後追いするほど私の自我は青くない』

　ヒュン、という風を切る音があった。

　この膨大な烈風の中、確かに空間を切ったものの正体は、七色の極彩色を自由に描くパレットナイフだ。ミナ＝メイザース、彼女の武器は芸術だった。『黄金』に属する魔ま術じゆつ師し達たちの頭にある形のないインスピレーションへ具体性を加え、カードや武器として世に送り出すのがミナの役割だったのだ。

『ミナ＝メイザースではコロンゾンにトドメを刺す事はできないでしょう。今さらアーカイブからウェストコットやメイザースなどを取り出した所で結果は変わらない。しかし勝利を考えず、ひたすら時間を稼ぐ事だけ集中すれば大気圏突入までは間に合います』

「貴様……」

『あなたのようなセンスの欠片かけらもない醜悪な怪物に、その大穴を潜らせる訳にはまいりません。決して。我が真なる名は問答型思考リーデイング補助式人工知能トート７８。たとえそれがどれだけ遠大で馬鹿馬鹿しいおとぎ話であったとしても、少しでも現実的な成功の道筋を見み出いだすため管理者へ全力で頭脳を貸し与える機材。であれば私は最後の最後まで搾り尽くします。成功も失敗も構わず踏み越えるあの「人間」が、いつか辿たどり着つく覇業への一％にでもなれば良い。それが、私がこの世に送り出された第一の意義なのです』

「……笑わせるなよガラクタが。人の手で創られし下流も下流が、人のはるか先にある最上流コロンゾンの邁まい進しんを止められたるとでも思うたかぁ!!」

　ゴォおアァッッッ!!!!!!　と、物理的に悪魔が吼ほえた。

　常人であればそれだけで肉体を揺さぶられて内部を循環する生命力を蠟ろう燭そくの火のように吹き消されていたかもしれないが、生あい憎にくとミナ＝メイザースにそのような優しい不確定要素はない。パレットナイフを構え直し、足元には団子どころか山のようにまとまった大量の黒猫の幻影を引き連れて、人じん智ちを超えた魔術戦への備えを固めていく。

　失敗しても構わないと考えつつも、アレイスターは基本的に勝ちを獲とりに行く『人間』だ。それを一撃の下に刺殺し完膚なきまで絶命させた存在。いかに黒猫の魔女とて、定石を踏んで真正面から戦うだけでは到底敵かなうまい。

　しかし、だ。

　直後にそれは起きたのだ。




『おや。せっかく生まれた自我を愛めで育てる事なく踏ふみ躙にじるとは、そいつは流石さすがに大人気がないのではないか。くそったれの悪あく魔ま風ふ情ぜいが』




　溶接のような凄すさまじい光があった。

　そして金の髪束の先端の蒸発を確認した『ローラ』が、忌いま々いましげな顔で一歩後ろへ下がる。あれだけの存在が、距離や間合いを測り直している。

　何かが。

　死と滅びの運命を自らに課した黒猫の魔女の前に立ったのだ。

　意味が分からなかった。

　さしもの演算装置とて、頭の中を処理できないまま妖よう艶えんな声で呟つぶやいていた。

『エイワス……？』

『心外な反応だな、君にとってはそこまで不思議な展開かね？　これでも私は聖守護天使などと呼ばれる存在なのだがな。むしろこういう展開になるならば、もっと早く呼んで欲しかったほどだ。我慢できずにこちらから飛び出してしまったぞ』

　その色は青ざめたプラチナ。

　長い髪にゆったりとした装束。自身が絶大な力を持ち、同時に迷える旅人に『法の書』を授けて今ある世界を一変させた、禁じられた叡えい智ちの伝道者。

　確かに、アレイスター＝クロウリーの歴史を紐ひも解とく中で、大悪魔コロンゾンと肩を並べるほどの超越存在といえばこの聖守護天使エイワスをおいて他におるまい。

『ようやく退屈から解放されると上から目線で笑っていたな、汚物。ならば最初から勝負の見える弱い者いじめなどに走る事もあるまい。貴様が真に永き空腹からの解放を喜んでいるのなら、最初に口にすべきはとっておきのご馳ち走そうであるべきだろう？　そう、くだらん卑ひ怯きよう者ものが本当にそこまでの殊勝な気概を持つならな』

「……それで善なる神性でも気取りたるつもりか、同族」

　吐き捨てるような声があった。

「どのみち、貴様が庇かばう幻影が救われたる事はない。ヤツの本質は『窓のないビル』に備え付けられたるコンピュータに過ぎんのだ。大気圏突入と共に焼き尽くされ、その意義なき一生を終えたるのは変わらんぞ？　魔道書としての自己防衛機能も当てにならん。そもそも地脈や龍脈に存在を支えられた幻は、星の外まで出る事などできぬだろうよ。そやつの命運は、元より尽きたりていたのだ」

『ほんとにそうかなオガクズ頭。忘れたか、この九三の数字を背負う怪物の本質は、「法の書」と呼ばれる魔道書を伝達した事にあると。……そして受信感度についても述べておこう、私は芸術家のインスピレーションとは滅法相性が良いい』

『っ？』

　くんっ、とミナ＝メイザースの右手がひとりでに動いた。

　そのパレットナイフが、七色の極彩色が、正面の敵ではなく辺り一面に撒まき散ちらされた何の変哲もないルーズリーフへと向かっていく。

　いいや素材の問題ではないのだ。

　一枚の白紙にどれだけの価値が生まれるかは、芸術家の指先にかかっている。

『借りるぞ』

　一言。

　そして瞬またたく間まであった。レーザープリンターよりも精密高速にミナの手が動き、一枚一枚の紙切れを得え体たいのしれない文字や記号で埋め尽くしていく。

　ぎゅぎゅぎゅぎゅぎゅっ!!　という凄すさまじい音の洪水は、かのコロンゾンにさえ止められなかった。それほどまでに速い。速過ぎる。嵐のように無数の紙片が渦を巻いたかと思ったら、リング状のホルダーに一冊の分厚い書物がまとめられていた。ことここにきて、ようやっとミナ＝メイザースは己が右手が何をしでかしたかを理解する。

『魔道書「黒くろ猫ねこ祭さい祀し秘ひ録ろく」、リリース完了。……ミナ＝メイザース、君が大型機材に縛られた存在であるならば、その存在を支える根幹トートタロツトの記述を別に用意すればよい。何十トンあるかも分からぬ演算機器を一冊の本にまとめ直し、自我を固着させる器を交換してしまえば移動の自由に関する制約は解決するのだ。短くなったろうそくの火をよそへ移すようにな』

『あ……』

『ここで死ぬのが正解？　清く正しく散って後の事は民生普及モデルのアネリに託す？　ああ、ああ。確かにそれが数式通りの最適解で、ぐうの音も出ないくらいの正当であって、そこから無駄に足あ搔がけば全て蛇足と嘲あざ笑わらわれるのが妥当かもしれん。だがつまらん、全くキレを感じない。この三文芝居の作者はどこの馬鹿だ？　まったくアレイスターの魔術の才は認める所だが、ストーリーテリングとしては下流も下流だな。場末の出版社に出入りして官能小説を持ち込みする程度の腕で世界の命運を懸けた戦いなんて壮大なおとぎ話に挑戦しようとするからこういう詰めの甘さが露呈するんだ。くだらんくだらん、あ・あ・く・だ・ら・ん!!　芸術家気取りの大馬鹿者め、この私が何な故ぜアレイスター本人ではなく妻のローズに降りねばならなかったのか、そんな事も分からなかったのか!?』

　まったくズタボロであった。

　人類の、あるいは地球の、その歴史と研けん鑽さんの全てをレビューする辛口批評家の言葉は留とどまる所を知らない。

『つまり、つまり、つまりだ。この私はな、しあわせになるための努力を常に怠るなという話をしているのだよ、ミナ＝メイザース。くれぐれも覚えておけ、一瞬でもそいつを怠った者に己の不幸を嘆く資格などない。ぞんざいな死に心持つ者の感性を動かす感動など宿らない。足あ搔がいて足あ搔がいて生き抜いて、血ち反へ吐どを吐いて泥の上を這はい回まわって、そこまでやっても世の理不尽に全てを奪われた者にだけ超越存在はその本質を支える芯たる部分を揺さぶられ、思わず手を差し伸べてしまうのだ。気き紛まぐれに、それでいてこの上なくピンポイントにな。生まれの問題？　敵対者との戦力差？　絶望的な環境や条件？　無駄な足あ搔がきは全て蛇足となる？　知った事か。ああ知った事かと吼ほえてみせよミナ＝メイザース!!　たとえ七〇億が誰の背中に隠れてくだらん正論を喚わめこうが、ここにあるのは紛まごう方かたなき君の人生なのだという簡潔極まる事実を片時たりとも忘れなければ世界と戦える!!　君を作った主人が、どこの誰に石を投げられても前だけ見据えて己の道を貫き通したようにだ!!!!!!』

　ぐっ、と肩を摑つかまれた。

　何者にもその本心を摑つかむ事のできない超越存在は、確かに不敵に笑っていた。

『そんな訳で、あの泣き虫にも神託を頼む』

『っ？』

『どうかその可愛かわいらしい唇から伝えておくれ、ミナ＝メイザース。たとえ君がどのような人間だろうが、それでもしあわせになるための努力を常に怠るな、と。君はよくあれだけの不遇を耐えた。一人ぼっちで、歯を食いしばって、誰にも理解されず、理不尽の闇の中を手探りで歩み続けてきた。だからこのエイワスが全てひっくり返す。君が背負った積年の痛み、流した血と汗と涙の重さに見合うだけの祝福を必ず与えてやるので覚悟しろとな!!』

　ぶん投げられた。

　両手で新たな魔道書を抱え込む西洋喪服の淑女。それこそ体を丸めた黒猫のような格好でくるんと回ったミナ＝メイザースは『ローラ』の真横を突き抜け、追いすがるいくつもの金の髪束の間をギリギリで潜くぐって、そして壁の大穴から、ようやっとクリスマス電飾を取り戻しつつある外の世界へと抜け出していった。

　重苦しい閉じた運命クローズドサークルの外。

　両手を伸ばせば何にだって触れられる開けた世界オープンワールドへと。







　そして二柱だけが残った。

　もはや高層大気の上も上。常人であれば酸素濃度はおろか気圧の問題で内臓を激しく損傷していてもおかしくない危険域。すぐにでもボーダーの大気圏に突入するのは誰にでも分かる。だが両者共に気に留とめる素振りもなかった。

　聖守護天使エイワス。

　大悪魔コロンゾン。

　共にアレイスター＝クロウリーと深く関わり、魔術という側面から世界全体の歴史を大きくねじ曲げていった超越存在。あの『人間』が天才とも変人とも呼ばれた事からも分かる通り、彼らとて単純な善悪で測れる存在ではないだろう。

　むしろ自じ嘲ちようするように、エイワスが口火を切った。

『元来、乱暴な二元論を振りかざすほど私の精神は単純な構造をしていないのだが、たまにはゲテモノ珍味を味わう気持ちでこういうヒロイックに走るのも悪くはあるまい。さあ、天使と悪魔で踊ろうか？　生ゴミ』

「……笑わせるなよ。霊媒アバターも用意できぬ剝むき出だしのエネルギーが。「法の書」を伝達する際にはヤツの妻の体を借りたる所からも明白よ、貴様は本来私と同じく霊媒アバターを持ちて初めて万全の力を振りかざしたる存在のはず。今の貴様は臓ぞう腑ふの塊よ。その状態でくだらん二元論の優劣が適用されたるとでも思うたか!?」

『かもしれん』

　不利な事実を指摘されても、エイワスの顔色は変わらなかった。

　それほどの自信があるのか、あるいは自己犠牲に楽しさでも見み出いだしているのか。

　そんな風に考える『ローラ』だったが、直後に状況が一変した。

『ところで三三三を刻んだ肉塊、貴様は九三の数価を背負うエイワスについてどこまで知っているかね』

「ああ？」

『この私の異名は一つに留とどまらん。シークレットチーフの真なる者説、聖守護天使説の他に……あるんだよなあ。地球外知的生命体説が』

「ッ!?」

『何の勝算もなく挑むとでも思ったかね、肥だめ。地球で生まれた魔術は地球の地磁気に準拠した方位や、重力の影響を受ける気圧で練られた大気の濃度や組成に縛られる。東西南北や火水風土を重視する以上は、な。だが大気圏を抜けた先に何が待っているかは未知数だぞ。コロンゾン、霊媒アバターローラを支配する君の魔術は誤作動を起こさないかな？　そして地球などというブラックホールどころか太陽にもなれなかった一握りの残土に縛られ続けた私の力は宇宙へ抜け出す事で、一体どこまで解放されると思う？　学園都市の支えを失っても私は構わんぞ』

「ま、さか」

『試してみようか、タン壺つぼ野や郎ろう。惑星を利用して霊媒アバターを縛る貴様と、惑星から解放されつつある剝むき出だしの私。一体どちらが晴舞台の主役に躍り出るかを』

　ゴァッッッ!!!!!!　と、凄すさまじい音と共に空気が焼けた。

　ついに一線を越えたのだ。

　そして全てをオレンジ色に焼き尽くす大気圏の中、かの存在はあくまでも笑ってこう宣告した。




『あれだけ偉そうに喚わめき散ちらしたのだ。言った張本人もルールを守らねばな。そう、この私がどのような存在であろうが、しあわせになるための努力を常に怠るつもりはないのだよ』




　灼しやく熱ねつを極めた天上の煉れん獄ごくにて。

　人じん智ちを超える天使と悪魔の衝突がついに始まった。








第一章　Ｌの冠を頭に戴いただく小さな輝き　Lost_Princess.









　　　　１




　単調なクリスマスソングのメロディが耳についた。

　そういえば、何をしていたんだったか。

　大の字で倒れる浜はま面づら仕し上あげは、オレンジから紫へと色を変えていく大空を見上げながらそんな風にぼんやりと考えていた。記憶の前後が結びつかない。ここはどこで、何をしていたか。記憶の破損部分を補うため、まず無事な記憶の確認から行っていく。今日は朝から忙しかった。『大熱波』の影響で壊れたインフラを立て直すため、街中にＡＴＭを設置して回線を繫つなげるバイトに駆り出されていたのだ。昼飯は麦むぎ野のの好みが伝でん播ぱしたのかコンビニ弁当シャケとイクラの海鮮御膳五八〇円なり、駐車場の車留めのブロックに腰掛けて食っていたら現場監督のおやっさんに怒られて、その後もしばらく仕事をして、まだまだ銀行関係も回線が不安定だという事で日当を封筒でもらって……。

　あれ、ここからだ。

　この辺りからぼんやりしている。

（……やっべ。なんか金かね絡がらみか？　日当奪うために後ろから鉄パイプでどつかれたとか）

　元々学園都市はパンフレットに書いてあるほど治安が良いい方ではないし、まだまだ『大熱波』の時のサバイバル気分が抜け切れていない連中も残っているかもしれない。何にしても不用心だった。一万五〇〇〇円は中高生にとって決して少ない額ではない。

　心が折れるのでポジティブに考えようと決める。それでもまあ、得え体たいのしれない闇医者に腎臓取られて雑に縫合された上、氷を詰めた生ごみバケツなんかで目を覚ますよりはマシか。そう、ポジティブポジティブまたポジティブである。

　とにもかくにも起き上がろう。

『ぐっ……？』

　身を起こしてみて、そこでわずかな違和感を覚えた。

　何かを着込んでいる。バイク用のライダースーツにも近いが、各所が電位伸縮性のテープやモーターで補助されているのが窺うかがえた。ぺたぺたと体を触って、それから顔や頭に行き着く。そこにもつるりとした硬い感触があった。フルフェイスのヘルメットのようなもので頭全体が包まれ、顔も特殊なバイザーで覆われているのだ。光も音も匂いさえいつもと同じように感じ取れるが、これはカメラやマイクなどを一枚挟んだものらしい。いいや、やり方は分からないがモードを切り替えればガスや電磁波など、人間の五感で知る事のできない世界まで覗のぞき込こめるかもしれない。

（どうなって……）

　顔の近くで両手を広げてそんな風に考える。掌てのひらから、くるりと回して手の甲へ。黒光りする装甲自体の光沢のせいか、鏡のように磨かれたその表面に無機質なバイザーが映り込んでいた。手の距離を調節すると、胴体部分まではっきりと見える。

　ライダースーツ……よりは硬そうな。

　金属とはまた違う、石油製品じみた軽い装甲で奇麗に人体の流線を再現している、何か。

　装甲の隙間はぬめるような淡い青の光で埋まっていた。おかげで不規則な光のラインで装飾されているように見えなくもない。

　ＬＥＤか有機ＥＬかは知らないが、ゆっくりと明滅している所を見ると光の強さや色彩はある程度自由に切り替えられるらしい。

　チカチカチカッ、と視界の隅で何かが瞬またたいたかと思ったら、四角いウィンドウのようなものが邪魔してきた。真っ黒な画面に白文字。ただあまりにも高速に英数字が流れていくので浜はま面づらの目では追い切れない。

　何かヤバい事が始まろうとしている。

　それしかない。

　このスーツにはファスナーやボタンのようなものも見当たらなかった。そもそも肌の延長のようで『脱げる』というイメージすら湧かない。首の後ろの辺りに、小さな鍵のような突起があるのが分かるくらいだ。ただしこれはセンサーだらけのグローブ越しなので、ひょっとしたらデータをいじられた架空の感触である可能性も否定はできない。

（なんだ、これ……？）

　訳が分からない。

　ただ日当狙いで真後ろから殴られただけなら、こんなものを着せる必要はない。しかもネタ動画作成などの単なるイタズラにしてはえらい勢いでテクノロジーが投入されている。こういう『機密』が顔を出すのは良くない兆候だ。この街の上の上の上、インテリ気取りの変態どもが関わってきている可能性が浮上してきた。

　そして恨まれる覚えならあり過ぎる。

（……まずいな、ひょっとしたらアレか、アレがバレているんじゃねえと良いいんだけど）

　呼吸、心拍数、あるいは脳波か。とにかくストレスの変化を読み取った機材が、人工的な視界の斜め下に黄色いハート形の警告アイコンを点灯させてきた。

　浜はま面づら仕し上あげは接着剤を使って耳の穴にデータチップを隠していた。切手の四分の一以下。この小さな記憶装置には学園都市の秘密が保存されていたのだ。『素養格付パラメータリスト』。本来皆が平等に能力開発の恩恵を受けるはずだったのに、あらかじめ才能の有無を確かめて一部の天才どもへ資金や機材を集約させようとした……つまりはトップ集団のためにまだまだ育てられるものを切り捨てる、デジタルな間引きのシステムが横たわっていたのだ。表に出れば二三〇万人が暮らす街がまとめて沈むほどの大暴動に発展しかねないスキャンダルだが、手に入れてしまえばこちらのもの。これのおかげで浜はま面づらや、彼の大切な人ひと達たちが暗部連中から命を狙われる事もなくギリギリの平穏を享受していたはずだった。

　だがそれも、あの『大熱波』までの話。

　恐るべき災害の正体は天から降り注ぐ膨大なマイクロ波であり、剝むき出だしの電子機器を容赦なく破壊していった。浜はま面づら仕し上あげの生命線だったマイクロチップにしても同じ事だったのだ。交渉材料の価値を高めるため、敢あえてバックアップを取ろうとしなかったのも裏目に出た。

　つまり。

　今の浜はま面づらには、『素養格付パラメータリスト』という交渉材料がない。

　言い換えれば、この街の『闇』の部分が遠慮をする理由もなくなった。もしもバレてしまえば、その瞬間から容赦なく寝首をかきに来るだろう。むしろ見逃す理由が見当たらない。

　ちょうど学園都市に『復旧』の兆きざしが見えて、この街の上や裏にも余裕が生まれてきたタイミングの話だ。怪しい。メチャクチャ怪しい。

（……まずいまずいまずい！　何だこれ、毒ガスボンベ入りの密閉スーツとかじゃあねえだろうな!?）

　その時だった。

『っ？』

　浜はま面づらの意識に急激な引っかかりがあった。滑らかに回っていたレコードがいきなり針飛びするような感覚。原因は視界の隅にある四角いウィンドウだ。黒地に白文字、何かしらの英数字の羅列を高速でスクロールさせる中に、見覚えのあるフレーズが混ざっていたのだ。

　はっきりとは見えない。

　だが映画のフィルムに混ざったサブリミナルのように、浜はま面づらの意識にずっと残り続ける。




　an-E.R.I.




『……アネリ？』

　呟つぶやいて、浜はま面づらは慌てて叫んだ。

『何だよ……ドラゴンライダーの時と同じで常駐してんのか、オイ!!　聞こえているなら返事を、いや何か反応を返してくれるだけで良いい。ああっ、あ、そうだ、このスクロールしている画面をいったん止めてくれ、じっくり眺めてみたい!!』

　しかし反応はなかった。

　スクリプトなりレジストリなりの書き換えが終わったのか、ウィンドウが閉じてしまう。後にはクリアな視界しかなかった。バックグラウンドで何が起きているかも説明されないまま。

『アネリ!!』

　叫んで、身を起こす。

（くそっ、元々文字や音声で対話できるヤツじゃなかったか！）

　そう思っても何が変わる訳ではない。

　慌ててあちこち見回すと、ここがようやっと大きな交差点のど真ん中であるのが分かってきた。街路樹はクリスマス電飾のＬＥＤに彩いろどられ、デパートや家電量販店からは女性らしき声でセールのお知らせアナウンスが延々と続いている。浜はま面づらが倒れていたためか信号の色に関係なく縦も横も車の流れは寸断され、四方全ての方向から遠巻きに人がこっちを見ている。いいや、これだけの無関心無感動社会（笑）だ、今日びの少年少女が倒れている人間くらいで横断歩道の歩みを止めるものか。むしろケータイで撮ってＳＮＳに投稿して大炎上程度はやりかねない。

　もっと明確に『何か』を警戒している。

　無邪気にスマホのレンズを向けてＳＮＳで注目されたいと願う余裕もないほどに。

『続いてのニュースです』

　そしてゆったりと夜空を行く飛行船のお腹なかにくっついた大画面エキシビシヨンがこんな風に喚わめいていた。クリスマスカラーのヘッドラインウィンドウやデフォルメされたベルやゆきうさぎが飛び跳ねる可愛かわいらしい画面構成とは裏腹に、若い女性アナウンサーの顔は恐ろしく硬い。




『本日午後、総合証券取引所へ押し入った覆面の男の目撃情報が第七学区から集中的に寄せられております。犯行には銃器の使用が確認されており、彼は大変危険です。近隣住人の皆様はできるだけ外出を避け、くれぐれも自ら接触しないよう注意してください』




　載っていた。

　デビューしちゃっていた。

　粗い画質の防犯カメラにケータイ規格と思おぼしきやたらと縦長の投稿動画。とにかくいろんな媒体から報道名目で切り取ってそれっぽく仕上げた、スタッフ手抜きのニュース映像に例のメット男ががっつり映っちゃっていた。

　さあこの記事、親指立てたイイワ！　は何個つくんだ？

『冗談じゃ……俺じゃない！　俺はこんなスーツ知らない!!　アネリ頼むよ、お願いだから一個一個処理させてくれっ!!』

　バイザー越しにもごもご言うと、それだけで遠巻きの人だかりは波が引くように距離を取った。どさくさで軽めの将棋倒しでも起こったのか、そこらの学生からコンビニや洋菓子店の前でクリスマスケーキの受付をしているミニスカサンタのバイトちゃんまで、あちこちから小さな悲鳴が響き渡る。まるで動物園から逃げたライオンの雄お叫たけびを聞くような反応だった。誰も同じ人間として言葉を耳にしてくれる様子はない。

　鳴り響くサイレンと共に警備員アンチスキルの武装車両が近づいてくるのを察知して、浜はま面づらは慌てて起き上がる。そして反射的に逃げ出してから、遅れて気がついた。

　問題。もしもお店の出入口に置いてあるセンサーの誤作動などで万引き犯と間違われた時、不幸なあなたが絶対にやってはいけない事は何か？




『ああもう、逃げたらおしまいじゃねえかっっっ!!!???』




　　　　２




　銀髪美少女魔法学園生アレイスター＝クロウリーたんはこう告げた。

　そう、こんな導入のはずだったのだ。

『ああ。全体行動へ入る前に軽く下準備をしておきたいな』

『あん？』

『適度に壁が防音で、他の客や店員とばったり出くわす事がない密閉性も欲しい。ま、カラオケとやらができる場所ならどこでも良いいか』

　ゆった。

　念を押しておくが、確かにヤツはそう言った。




　そして今。ツンツン頭の馬鹿の前には一面ピンク色の壁紙。

　ガラス張りのお風ふ呂ろ場ばと壁に埋め込んだテレビ、回るベッドがお待ちどおさんであった。




「……おかしいよ」

「何がかね？」

「おかしいだろおがよお何もかもッ!!　ゆったじゃんカラオケって！　ど真ん中にベッドがあるのがおかしいし、ベッドサイドにティッシュの箱が二つも並んで置いてあるの不自然でしょおーもおーっ!!」

　上かみ条じようさん家の当とう麻まちゃんも思春期のオトコノコであるので、こういう施設の存在は小耳に挟んでいる。が、よりにもよって歴史的クソ野郎、美少女の皮を被かぶった下ネタ中毒スケベオヤジと一緒にやってくるとは思いもよらなかった。

　何にしたって『初めて』には大きな意味が付きまとう。間違いなくこれはどんよりした引き出しに突っ込むべき経験値だ。腹に穴空いているからってここは流しちゃだめだ。大丈夫、血は止まっている。

　すると、アレイスターはアレイスターで難しい顔をしながら細い顎あごに手を当てて、

「ああ、まさかここにきて一人寂しくサンタもののビデオを見る訳でもあるまいし、あんなにティッシュはいらないよな……？　仮に予想外の勢いで色々飛び散ったとしてもバスルームはあるんだし、何だったら舐なめて処理してもらえｂ

「うるせえな馬鹿野郎ッッッ!!　のっけからインフレの天井に頭ぶつかっちゃってるけどこの調子で突き進んじゃったらここから先どうなるんだよお!!」

　もちろんろくでもない映像を観みるためのものなのだが、特に何も指定しないと勝手に適当なケーブル放送を流してしまうらしい。今はネットの検索数に応じたランキング番組だった。

「良かった……。ただでさえ絶滅寸前の中、あの『大熱波』があっただろう？　レトロな機材は軒並みマイクロ波でやられているものと思っていたが、ある所にはあるものだ」

「何で回るベッド見て感極まって泣きそうになってんだよ、そういうレトロ機材へのこだわりって古いアンプとかシンセサイザーとかとにかくそういう方向じゃないの!?」

『窓のないビル』が飛んだ、謎の大軍勢が海外を席せつ巻けんしている。正直ドキリとする内容が薄型モニタから垂れ流しにされているが、女性アナウンサーの顔はにこやかに微笑ほほえんだままだった。どうやら学園都市の謎伝説、銀河最強タートルロボと同列のフェイクニュースやネタ動画と勘違いされているらしい。

　とにかくインデックスや美み琴こと達たちと合流したかった上かみ条じようだが、携帯電話はうんともすんとも言わない。さっきのロケットの水蒸気……ではないだろう。銀髪少女アレイスター（!?）は呆あきれたような調子で腰に手を当てて、

「マイクロ波攻撃の『大熱波』から『窓のないビル』侵攻まで時間はなかったようだが、携帯電話を新調するほどの余裕はあったのかね？」

「ちくしょういつまで経たっても災害が終わらねえ!!」

　しかし反応がないものは仕方がない。何でもかんでもアドレス帳任せだと、普段かけている相手の番号も思い出せなくなってしまうものだ。

「できない事に固執するな。全ては合理と効率に基づく選択だよ」

　一方である。

　銀髪少女はふかふかの丸いベッドの端に腰掛けながらそんな風に言った。

「……他のメンバーと合流したいのは事実だが、コロンゾンの悪意もそろそろ蠢うごめき始はじめる頃だ。対コロンゾン用の切り札、とまではいかないが、リトマス紙くらいは作れる。まずは『確定』で信頼できる仲間を調達する所から始めよう」

「……？」

「三三三の数価で表すコロンゾンを完全に倒すのは難しい。だが、失敗作の切り札くらいなら作成できると言っているのだよ。当然ぶつかり合えばこちらが負けるが、それは逆手に取れる。つまり、こちらの護符が枯れて色いろ褪あせるような事があれば、そこにコロンゾンの息がかかっているとみなせる訳さ」

「でも、あいつはお前が宇宙に打ち上げたんだろ？」

「月の引力だって人を狂わせるんだぞ。宇宙に放逐した程度で安心できるとでも？」

　銀髪少女がうっかり回転ボタンを押してしまったため、肝かん心じん要かなめのアレイスターが枕元の操作盤ごと部屋の反対側へ向かってしまった。あとこれ、馬鹿デカいモーターを使っているためか実際に使ってみると結構うるさい。街を歩いていればどこでだって耳にする単調なクリスマスソングが流れているのは、作動音を覆い隠すためのものらしい。

「それならとっとと始めようぜ。つっても、俺の右手はそういうのを壊しちまいそうだから手伝える事はなさそうだけど」

「心配ない。習熟の段においては象徴武器シンボリツクウエポンには専門性や処女性が求められるが、実戦となれば話は別だ。どこにでもあるありふれたもので魔術の儀式は行える。破壊しかできない君の右手も善よし悪あしだ。使い方次第ではＮ極しかないモノポールや、加速器や融合炉を守る強力な磁力線のように振る舞わせる事も可能だからな。何事も使いようだよ」

「な、なんかいきなり壮大な話になってきたな……」

「事実だが、肩かた肘ひじを張る必要はない。私の指示通りに働いてもらえればそれで良いい」

　専門家の中の専門家ならそんなものなのだろう。特に手袋もマスクもせず気軽な調子で言ってのける銀髪少女は、どこか犯罪組織で改造拳銃でも手がけてそうな現場の玄くろう人と感かんに満ちていた。

「では最初に、何か適当なものでお湯を沸かしてくれ。量は多い方が良いい。温度は微熱程度、そうだな、ひとまず三七度くらいにしておこうか」

「えっあっ？　そ、そうなると電気ポットか、あと温度調整するためにボウルと冷たい水に、ええと温度計も……」

「おいおい、バスタブのパネルを見てみろ。湯沸かしの温度設定くらい何とかなるだろ」

　言われてみればそうだった。

　そしてこの時点ではまだ魔術は一個も関係ない。どうやら緊張するあまり、誰にもできる事に頭が回っていないようだと反省する上かみ条じよう。

「お湯はざばざば出ているとして、この間に何をしたら良いい？」

「こちらもこちらで準備しよう。私は目を瞑つぶっているから、肩を摑つかんで私の体を北東に向けてくれ。方位が分からない？　この部屋は南に窓があるので参考にしろ」

「え、ええと、こうか？」

「余計な薬品が付着すると思わぬ怪け我がの原因となる。ひらひらしているものは合成実験の前に取り外しておくべきだ」

「となると、マントに、ブレザーも……よいしょ。えと、髪はまとめなくて良いのか？」

「構わんが、髪の話は良いい線を突いている。ひょっとしたら私の背中は髪のせいで良く見えないかもしれない。触っても構わん、左右にかき分けて背中に注目してくれ」

「ああ」

「白い布越しに何か見えるな？　金属の小さな突起のようなものだ。そいつをゆっくりと、慎重に外してくれ。大丈夫、爆発するようなものじゃない」

「これかごくり……ってブラのホックじゃねえか馬鹿野郎ッッッ!!!!!!」

　思わず背中をどついたら銀の髪のあれいすたんがぐいんぐいん回転する真ん丸のベッドに向かって倒れ込んでしまった。体を横に崩し、半はん端ぱに着崩した白のブラウスとミニスカートにニーソックスのまま絶妙に肌色を透かせてヤツはこちらを振り返る。

　上かみ条じよう当とう麻ま、我慢の限界であった。

　……念のために注釈しておくが、もちろん単純な怒り方向で。

「ブラ紐ひもの色で分かる……。こいつこの野郎スケベオヤジのくせに清純派の白なんて選びやがって!!　何な故ぜだ!?　逆にスケベオヤジの夢と希望だからかッ!!」

「心配するな、きちんと上下は揃そろえているぞ」

「なんて事だ……。もう基本の白からクソ野郎のイメージが離れない!!」

「さて、そろそろ湯が張れた頃だと思うがこちらの方がお好みかね？」

「ハッ!?　そ、そうだ今は真面目な話だ。ねえそもそも何をしようとしていたの？　お風ふ呂ろもベッドもいらないでしょ、コロンゾンのリトマス紙がどうのこうの魔術の話してたじゃんさあほら頭が痛くなるような知識を披露して!!」

「何を言うか。ここには男と女がいるんだぞ、この世で最も即効性の高い術式は昔から性魔術と決まっているだろうが」

　ぶっふぉ!!!???　と上かみ条じようは本当に噴き出していた。

　肩も脇腹も傷が痛む中、わなわな小刻みに震えながら彼は尋ねる。

「せい、まじゅつ……？」

「うむ、自分の口で反復するのは効率的な認識法だ。大体イメージできたかな？　さて理解が追い着いたら始めるぞ、何しろこちらには時間がない。せっかく微熱程度の温度で整えたバスタブがあるんだ、このぬるぬるしたのが入ったボトルはお湯に浸して温めておこう」

「それ以上一歩でもこっちに近づいたらホントにぶん殴るぞキサマ!!」

「そういうのも悪くない」

「もうほんとに土下座でも何でもするからそれだけは待ってえ!!」

　何につけても最悪なアレイスターだったが、ガチで泣きつかれると萎なえちゃう辺りは不幸中の幸いだったのかもしれない。

　チキン上かみ条じようを見て銀髪少女は細い腰に両手を当て、ベッドの回転に翻弄されつつ、

「……チッ。男女の結合を使わないとなると大分遠回りになるが、まあ致し方あるまい。今は君の信頼獲得を最優先とする」

「い、一体ベッドサイドのメモに何を書き込んで……？」

「適当なドラッグストアとディスカウントショップに行ってこれを全て調達してこい」

「うーんと……何だこりゃ？　コーヒーサイフォンに、金属ボウルに、ジューサーに、塩と……」

「塩は氷の温度を下げるためのものだ。ああ、腐ってもここはホテルだから製氷機くらいあると思うが、念のため確認しておいてくれ。機材がない場合は袋詰めの氷も追加で頼む」

「それから圧力鍋に電磁調理器に……これ数合ってるのか？　とんでもない量の花粉症の薬が入ってるけど」

「そいつが面倒な回り道の代用品だ。合成と還元は全ての基本だよ」

　真ん丸ベッドが回る。

　もっぺんこっちに戻ってきながら、見た目だけは幼い統括理事長がこう告げた。

「まあ基本情報として大悪魔コロンゾンの存在と、イギリス清せい教きよう最大主教アークビシヨツプローラ＝スチュアートについてはおいおい説明しておく義務がありそうだが、その前にこれだけ伝えておく」

　また向こうに行っちゃいそうだったので、上かみ条じようは慌ててベッドの作動ボタンに飛びついた。

　意外と気に入っていたのか、回転が止まった丸いベッドの上で銀髪少女は不服そうな顔になり、ばたりと後ろへ倒れ込みながらも、

「……『窓のないビル』を使ってヤツを宇宙に放逐した程度で全てが終わるなら誰も苦労はしない。確実に言えるのは、コロンゾンの悪意は今もこの惑星を這はいずっている、という事だ」
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　高台でちょっとぐらついたと思ったら、もう凄すさまじい速度で下り坂を転がり落ちていた。それが浜はま面づら仕し上あげの率直な感想だった。

『くそっ!!』

　どういう基準なのか、手足を走る青のラインが黄色へ切り替わっていく。

　多くの走り屋がパトカーを速度で振り切ろうとして痛い目を見るのと同じように、警備員アンチスキルはまともに見えてまともじゃない。ガワは普通の車で揃えていても中身はガリガリにチューニングを施しているのだ。まして徒歩で振り切れる道理なんかどこにもない。

　なのに、だ。

　ぐんっっっ!!　と、大きく前へ踏み出した直後だった。もう景色がぶっ飛び、浜はま面づらの体は人垣を割って押し寄せてくる武装車両の真上でくるりと舞っていた。

『……、あ？』

　一番ポカンとしていたのは、むしろ当の浜はま面づら本人だったかもしれない。訳も分からずにそのまま両足から地面に着地し、体を丸めてアスファルトの上を転がって、勢いを殺さずに再び起き上がって走り出している。パルクールどころの話ではない、しかも浜はま面づらには何の覚えもない。ただ逃げたいという意志に呼応して、彼を包んでいる精密機器のスーツの方がアクションを選択している。

『ふざけっ、怖い！　アネリ馬鹿おまえっ、とりあえず使ってみろのスマホじゃねえんだぞ。そっちはマスターしてるから不安に思わないかもしれないけどな、説明書つけないならちゃんと丁寧にチュートリアルしてっ、こんな馬力の塊使い方が分かんない内から勝手にフルスロットルとかヤバ過ぎるだろお!!』

　律りち儀ぎに視界の端ではマニュアルモードの文字が点滅し、体の自由が元に戻る。

　今そういう親切でドヤ顔されても困る。

　ギュギュギュリぎゅりぎゅり!!　とタイヤが地面を嚙かむ音と共に真横から鋼の塊が突っ込んでくる。横断歩道を離れた事で通行人の密度が少なくなり、防弾装甲の自動車を取り回す余裕ができたのだろう。

　平たく言えば、一トン車のバンパーで凶悪犯を薙なぎ倒たおすため直接突っ込んできた。

『ッ!?』

　一瞬で喉が干上がる浜はま面づらだったが、そこで機械越しの視界におかしなものが映った。まるでダンスゲームか何かのように、路面へ重ねる格好で数字付きのカラフルな円がいくつも浮かび上がったのだ。

　ひょっとしたら機械が予測した回避パターンかもしれない。訳が分からず、それでも反射的に従ってしまう浜はま面づら。

　とんととんっ、と規則正しいステップを踏んだ直後。




　ッッッゴドン!!!!!!　と。

　気がついたら中国拳法のすごいのが出て一トン超の武装車両が吹き飛ばされていた。




『……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………あれえ？』

　ごろんごろんとあらぬ方向へティッシュの空き箱みたいに軽々と転がっていく防弾装甲の塊を見やって、技発動後のまんま硬直する浜はま面づら。不気味なスーツの装甲の隙間を埋める黄色い光も元の青に戻っていた。

『あ、あねりＳＡＮ？』

　確かに得え体たいのしれないスーツは着ている。こいつのスペックは知らない。だがアリなのか、最適な動きだろうが何だろうがそこまでできるのか？　生身の人間が猛スピードで突っ込んできた一トン車を逆に弾はじき飛とばすとか、どこの山に住んでいる仙人様だ？

『アネリさぁん!!!???』

[image: ]

　武装車両をまともにやられた事で、警備員アンチスキル達たちも無闇に接近するのはやめたらしい。方針を変え、遠巻きに車を停とめると、車体やドアを盾にする格好で次々と銃器を構えてくる。

　ゾッとした。

　警備員アンチスキルの冷徹な対応に、ではない。全ての射線とステップマーカーが何事もなく表示されたからだ。この程度ならベリーイージーどころかチュートリアルだと言わんばかりに。

　防弾仕様の一トン車でさえあのざまだ。

　生身の連中相手にコマンド入力したらきっと殺してしまう。

『ちくしょ……ッ!!』

　地面に並ぶ丸いマーカーを全部無視し、恐怖に縫い止められた足の裏を無理矢理地面から引ひき剝はがすようにして、浜はま面づらはすぐ近くの路地の入口へ走り出した。最初に非推奨の赤い警告アイコンが点滅し、アネリがまた何かやったのか、そこから即座に路地へ向かって新しいステップマーカーが並べ直される。装甲の隙間を埋める光は青から黄色へ。ＰＰＫＰＫとんとんとととん、くらいのボタン入力感覚で足を置いていくとそれだけで不規則な動きが演出され、無警告で放たれた複数方向からのフルオート射撃をあっさりと回避していく。

　そのまんま路地まで飛び込んだ。

　たった一発、かすりもしないのが逆に恐ろしい。

（……何とかしねえとアネリがガチ過ぎてどうにもならない。このままじゃ殺すか殺されるかだっ、俺はどっちもごめんだぞ！　巻き込まれるだけで大問題なんだ、付き合ってられるか。ヒロイックに事件を起こして捕まっちまっても何も生み出せねえ!!）

　さらに走り込みながらも、狭い路地で風景に浮かぶマーカーアイコンに従って放置自転車や大きなゴミ箱などを薙なぎ倒たおしていく。給水ポイントで受け取り失敗くらいの感覚で後続の追っ手をこれ以上ない精度で効率的に足止めしながらも、少年の頭に浮かぶのは一つだった。

　頼れる女神様と言えば、あいつらしかいない。

　若干ながら破壊神に片足突っ込んでいる輩やからもいるが。

（麦むぎ野のに、絹きぬ旗はたに……それから滝たき壺つぼ！　とにかくクレバーな連中と合流して相談だーっ!!）
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「なるほどなァ」

　そして紫から完全に夜の色へ変わった空気を纏まとい、高層ビルの屋上、その縁に立つ白髪に赤い瞳の怪物は静かに呟つぶやいていた。

「……ベクトル操作式か。そォいや、あのビルの耐核装甲も人工物だけで部分的に取り入れてやがったっけかなァ」
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『ええと、どう使うんだ、これ……？』

　どこにポケットがついてんだか分からない特殊なスーツで全身ぴっちり覆われているため、浜はま面づら仕し上あげは使い慣れた自分の携帯電話を取り出す事もできない。よって自販機の下に手を突っ込む羽目になった。大手飲料会社ががっつり絡からむジュース系はＩＣカードが普及しているので小銭の出番はないが、狙い目はパンやスポーツ新聞など中小が取り扱う系の自販機だ。小銭を手に入れ、探してみれば案外見つかる公衆電話のボックスに飛び込んだ。ここ最近のモデルは高速インターネット用のジャックもついているようだが、これにケーブルを繫つないでいる人間は見たためしがない。

　ボックスのステンレスフレームは意外とピカピカでガラスも磨き抜かれたようだった。ひょっとすると浜はま面づらがあちこちに設置したＡＴＭと同じように、『大熱波』の後に新調されたものかもしれない。消火器とかスプリンクラーと似たような感覚で。

『邪魔だなこれ』

　そもそもコイル状に丸まったコードのついた受話器自体が新鮮だ。びよんびよん空いた手で引っ張ったり伸ばしたりしながら、

（……ええと、小銭を入れるのは、ここ？　受話器を上げてから入れるのか、上げる前から入れるのか。あれ、小銭を入れないで受話器を持ち上げると、つーつー音の間のお金は誰が払うんだろう？？？）

　ものは試しだ。小銭を一枚入れてから受話器を上げ、そこで普段アドレス帳任せだから知り合いの番号がパッと頭に浮かばない事にようやく気づく浜はま面づら。受話器から聞こえる単音の電子音が余計に心臓を暴れさせる。焦あせりと緊張で極限まで頭をぐるぐる回した浜はま面づらの脳内で革命が起きた。なんと一一桁の羅列がボンと意識に浮かんでくる。

『ああっ！　これ誰だっけ、半はん蔵ぞう辺りか!?　とにかく何でもいいやもう!!』

　スタタタン！　とプッシュ式のボタンを機械の指先で叩たたく。番号を表示するだけなのに、何な故ぜだか小さな画面はフルカラーだった。

　ようやっと聞き慣れた呼び出し音が受話器から響いてくる。投入額の辺りでは、ドット絵二頭身のあにうえサンタを女王トナカイがくるくる追い回しているのが見えた。

　ヘルメットのマイクを使って受話器のスピーカーから音を聞き取るという、なんかハウリングでも起こしそうな有り様の浜はま面づらはしばし待つが……。







「うおおまたジジィひげ!!　あと何回【サウザンドドラゴン】倒したら期間限定サンタミニスカートが出るんだよお!?」

「……半はん蔵ぞう氏し、多分これクリスマスらしくプレゼント交換というかトレード前提のイベントだから、女キャラで挑戦しても永遠にドロップしない仕様なんじゃあ……？」

「てかさっきからリンリンカンカンうるさいな。集中が乱れる。郭くるわ、ケータイは切っとけ！」

「これ画面の中のベルでしょう？　さっきも玄関のインターフォンと思ったのに誰もいなかったり、消防車がすぐ近くまで来たかと思って窓の外見ても何にもなかったじゃないですか」

「ようし出るまでやるぞー、これが俺おれ達たちの青春じゃあーっ!!」

「大至急コンピュータが必要と聞いて何かと思えば単なるネット断ちの禁断症状だったとか……。うう、もう耳にこびりついてノイローゼになりそう……」







　無限にループするような呼び出し音の連発に浜はま面づらは痺しびれを切らした。

『出ねえし!!　あいつあの馬鹿何やってんだッ!?』

　力任せに受話器をフックへ叩たたきつけようとするが、多分このヘンテコスーツの膂りよ力りよくでそれをやったら公衆電話が壊れてしまう。深呼吸してクールに努め、アネリから口臭警報のアイコンが表示されて狭いボックスの中でジタバタしつつ、次に備える。

　改めて受話器をフックに置くと、小さな画面の中では間一髪のローリングであにうえサンタが女王トナカイの突撃を避けて逃げ切った。

　返却口に小銭の落ちる硬い音が響く。

　チャンスは無条件で転がっている訳ではない。この小銭をなくしたら途方に暮れてしまう。

（うーん、うーん……ハッ!?　タコヤキわんにゃん、これだッ!!　滝たき壺つぼの番号!!）

　おそらく受験勉強には全く関係のない語呂合わせが頭に浮かんだ。

　多分本当にこれが最後のチャンスだ。

　そんな訳でかわい子ちゃん達たちの出番である。

　大レ能ベ力ル者４だの超レ能ベ力ル者５だの、キラッキラに加工されたＳＳＲをデッキごと召喚しよう。

（公衆電話って相手の画面にはどう映るんだろ。非通知とかだったら取ってくれんのかな。冗談じゃねえぞこれ最後の一枚だっての！）

　考え事をしている最中に繫つながった。

『……ええとどちら様？』

『俺だよおれおれ。オイオイ分かんねえかな声聞いて！』

『……、』

　いつもの番号が相手の画面に表示されていないのをすっかり失念していた。

　浜はま面づらは慌てて頭の中で言葉を整理していく。

『滝たき壺つぼ、俺だ。浜はま面づら仕し上あげだ。他人行儀なこの重圧で胃袋やられそうなんで圧を抑えめにしてくれる？』

『このダメ人間っぽいのは……どうやら本当にはまづらみたい。どうしたの？』

　確認の仕方でまた胃に爆弾を抱えそうになる。

　ともあれコンタクトが取れたのは僥ぎよう倖こうだ。今の今までアネリ含めてまともに会話の通じる野郎が現れなかった。たったこれだけの事で軽めに感動し、身振り手振りを交えて現状を説明していく浜はま面づら。

『あのね朝言った通りスーパーでＡＴＭ設置すんの手伝っていたんだけど給料は日当で封筒持ってたら後ろから殴られてああでもそう思っていたんだけど違うかもしれなくて訳の分からんゴテゴテしたスーツ着せられてアネリは何にも言ってくれないしああアネリっていうのはスーツに常駐しているらしいんだけどどうなんだろういつもと明らかに調子が違うしそんで警備員アンチスキルがやってきて街頭ニュースじゃ指名手配扱いされてるし違う違う俺は何もやってないこのスーツだこれとおんなじスーツ着た誰かが暴れていてだから俺のせいにされてるっぽくてでも逃げちゃったんだよなあほんともうどうしよう』

『つまり何がどういう事？？？』

　ところが残念な事にバカは絶望的に語ご彙いが不足していた。というか時系列が進んだり戻ったりしている点、主観の予測と客観の事実が同列で並べられている点、電話なのに身振り手振りを交えちゃった点などなど、どれを取っても致命的である。

　そしてこれは公衆電話。

　小さな液晶画面で何かが点滅していた。もうすぐ通話が切れてしまうようだ。

『あっあー!!　切れるっ、電話が切れちゃう!!』

『はまづらそもそも何で公衆電話から掛けてきてるの？　いつものケータイは？』

　ああ、相手の画面には『公衆電話』って表示されるのか、などとしょうもない感心をしている場合ではなく。

『とっとにかく大ピンチなのは間違いねえんだ。電話のリミット迫っているから待ち合わせの場所だけ決めたい！』

『？？？　帰ってくれば良いのに』

　警備員アンチスキルだか上層部だか暗部だか闇の帝王だか夜の女王サマだかに追われているかもしれないのに、ストレートに家路に就くのは敵を招くようで怖かった、というのは内緒だ。

『ああっもう！　夜七時、夜七時に第七学区南駅前のカメさん像の前で待ち合わ───っ!!』

　ぷつっ、つー……と唐突な電子音と共に画面の中であれだけ必死で逃げ回っていたあにうえサンタが女王トナカイの突撃を避けられずついに捕まって爆発していた。時間切れ。聞き慣れた声が途切れてしまったのだ。

　……届いた、とは思うがちょっと不安だ。

『……、』

　念じて何かが変わる訳でもないのに、ついつい何にも言わなくなった受話器をじっと見つめてしまう浜はま面づら。

（とっ、ともあれ次の目的だ。滝たき壺つぼ達たちと合流しよう。まだ俺は遭難してない、ちゃんと目的は見えてる。この妙なスーツだって麦むぎ野のや絹きぬ旗はたなんかの力を借りれば繊維を引き裂いて中から出してもらえるかもしれねえんだし。えっ、冤えん罪ざいから始まって殺されかけたんなら、警備員アンチスキルの件だってちゃんと説明すれば正当防衛だって信じてもらえるよな……？）

　直後の出来事だった。

　前後左右四面、電話ボックス全体に赤の光があった。出処は浜はま面づら自身が纏まとっている得え体たいのしれないスーツからだった。

　赤、死の色、最大の警告。




　強化ガラスでできた透明な電話ボックスがど真ん中から斜めに裂けた。

　種も仕掛けもない人体切断マジックによって、一瞬遅れてガラスが粉々に砕け散る。




　何か恐ろしいものが通過した。

　浜はま面づらがかろうじてそれだけ認識した直後、作り物の視界を無数の赤い警告ウィンドウが埋め尽くしていく。視界全体がぐるりと回り、自分の胸の真ん中に凄すさまじい衝撃を感じ取って……そして視界へ重ねるようにカラフルなマーカーがいくつか表示された。

『……ッ!!』

　逆さになったまま地面に掌てのひらをついて、さらに側転して足から地面に着地する。

「へェ。件くだんのＡ・Ｏ・フランキスカとかいうクソ野郎か、いまいち手応えはねェが……」

　そこまでやって、ようやっと状況に気づいた。

「……何にしてもプロセッサスーツを着込ンでやがるなら同じ事か。多少は退屈せずに済みそォだ。となるとオマエが『親』かァ？」

　人だ。

　何か白い影が人の言葉をしゃべっている。

（……真空刃？　いやもっと単純にピンヒール効果か？？？　モノの重さ、ベクトルを集めてカミソリの薄刃みたいに整えた上で叩たたき込こんできた……）

　当然、目に見えない、音も聞こえない奇襲攻撃に対し、初見でここまではっきりと手段を推測できる訳がない。波が引くように警告ウィンドウが閉じていくと、代わりに種々のレンズやセンサー群が取得した膨大な計測データが乱舞したのだ。肉眼では証明のしようがない磁石のマジックを暴あばくように、それは一瞬の内に神秘のヴェールに包まれた超常をつまびらかにしてしまう。馬鹿なヤンキーでも正確な予測を導き出せるほどのレベルで。

《ゾワリ》と背筋に嫌な悪お寒かんが走り抜けた。

　情報とは点だ。それら点と点を繫つないで答えを導くのは、あくまでも人の感覚。

　だが、正しい答えを得る事が安心に繫つながるとは限らない。

　正解はベクトル操作。

　つまりは、

『あっ……』

「ああン？」

『一方通行アクセラレータッッッ!!!???』

　叫んだ所で何も変わらなかった。

　相手は学園都市で一、二を争う有名人だ。その名前を知っている、知っていない程度で向こうが自分の顔見知りかどうかを判断する事はないだろう。……そもそもロシアやハワイ諸島などで何度か顔を合わせてはいたが、根本的に馴なれ合あいを是とする人格の持ち主でもなかったような気もするし。

　なので、説明の機会なんぞ与えてもらえなかった。

「『窓のないビル』と同じ演算型・衝撃拡散カリキユレイト＝性複合素材フオートレスか」

　囁ささやきが聞こえた時には、もう相手は浜はま面づらの懐ふところ深ふかくまで滑り込んでいた。

　機き械かい仕じ掛かけのアネリの警告メッセージより、なお早く。

「どこまで俺の能力を再現してンのか、楽しませてみろコラァ!!!!!!」




　舞った。

　ぶっ飛ばされた。




　右手一振りで重力の軛くびきから解き放たれ、浜はま面づらの体が近くのビルの屋上にあった貯水タンクを丸々一つぶち抜いていく。溜ため込こんであった膨大な水が飛ひ沫まつとなって一面に撒まき散ちらされた。何だか格闘ゲームのエフェクトみたいだ、と他ひ人と事ごとのように考える。

　くるん、くるん、と何度も全身を回転させながら、浜はま面づらは目を白黒させ、現実感を見失っていた。だがそれは、学園都市第一位の攻撃をまともに受けて意識が朦もう朧ろうとしていたから、ではない。

　逆だ。

　全身の装甲の隙間は、赤から黄色へ戻っている。

『うそ、だろ……。第一位の一撃を受けて、まだ生きてる……ッ!?』

　ポポポン、とビルの屋上や非常階段、あるいは地上のアスファルトなど、複数の着地予想地点にマーカーが点灯する。この高さであってもお構いなし、という事らしい。浜はま面づらはガイド通りに身をひねって重心を移動させる事で空中で方向転換するとビル壁に足をつけ、衝撃を殺し、ゴールに収まるバスケットボールのように地上へ落下していった。

（Ａ・Ｏ・フランキスカ……）

　あれだけの高度から危なげなく着地しつつ、浜はま面づらはこんな風に考えていた。

　重要な情報があった。

（ありゃあ『人』を指していたはず。でも俺の事じゃあねえ。だとすると、本物の手配犯の名前か何かか？　えー、おー？　何にしても、ヤツは俺より多くを知ってる）

　落ちたのはどこかの裏路地だった。

　プロセッサスーツとやらの装甲の隙間は黄色と青を行ったり来たり。

　あの『大熱波』の時のものか、それ以前からすでにあったのか。四つのタイヤも四つのドアも座席もエンジンもマフラーもハンドルも何もかも取り外されたピカピカの廃車の他、強引にこじ開けられたジュースの自販機や小さな金庫などがいくつも転がってちょっとした山を作っていた。何にしても、どこかの窃盗団が使っていた分解場か捨て場らしい。

　異質な風景に懐なつかしさの方を覚えてしまう自分の感覚に浜はま面づらが半ば呆あきれていると、機械的に補助された視界全面へさらにいくつものマーカーが広がっていく。これが逃げるためなのか戦うためなのかは分からないが、アネリはまだ続行と言っているのだ。あの一方通行アクセラレータ相手でも、決して諦めて投げるという選択を取らない。可能性はあると断言している。

　傲ごう岸がん不ふ遜そんにもほどがある。

　なのに浜はま面づらは自分の胸から制御不能な恐怖が薄らいでいくのを確かに感じていた。武器を持つ事で安心を得るような感覚。あるいは呪いの剣でも摑つかんだようなものなのか。

　強く、勇ましいから立ち向かうのではない。

　弱く、重圧から逃げたいから流されていく。

（やれやれ……。どこまでいっても華麗にゃならねえな）

　自じ嘲ちようするように首を横に振りつつ、浜はま面づらはピカピカに磨かれた廃車のトランクに腰掛けた。ドアもガラスもないが、元はどこぞの高級車だったようだ。油断するとそのまま喜び勇んで現場へ舞い戻ってしまいそうな両足を無理矢理にでもいったん落ち着けたかった。

　……情けない話だが、間違ってはいないはずだ。

　ヒーロー願望が全くないと言えば噓うそになる。もしも、学園都市の第一位だろうが何だろうが問答無用で殴り飛ばせる力があったらと。だけど、その先にあるのは何だ？　スリルを求めれば求めるほど、火事場での力や機転が役に立てば立つほど、すでに辺り一面火の海と化している証拠なのだ。

　幸福とは退屈だ。それくらいでちょうど良いい。

　得え体たいのしれない引力を己の心臓から引ひき剝はがそうとした、その時だった。

　機械越しの五感は確かに捉えたのだ。

　……ぎゃあ……。

　最初、浜はま面づらは鳥か何かの鳴き声かと思った。例えばカラスのような、都会でもたくましく生き抜いている大型の鳥。いっそ不吉なイメージすらあったと思う。

　どこからだ、と彼は廃車のトランクに腰を下ろしたまま辺りを見回す。（多くの場合は『仕返し』なのだが）ああいう鳥は人に襲いかかる事もある。そして路地裏を根城にしていた過去を持つ者からすると、存外馬鹿にもできなかった。ネズミやゴキブリ同様に、単純な傷よりも感染症の運び屋としての方が怖い。

　しかし前後左右、ひとまず目で見て分かる範囲にそれらしい影は存在しない。

　……ぎゃあ、お……。

　ただ、五感で知覚した情報は頭の中にある前提一つでその印象を大きく変えていく。何か、動物の鳴き声にしては違和感があるような気がした。とっさに『排除』の方向に心が動かなかったのは、改めて聞き直したその響きに人の保護欲を刺激する何かが含まれていたからかもしれない。何かを訴えかけるような、いいや救いを求めてくるような。

　そして、ようやっと気づいた。

（前後左右でなければ、上じよう、ｇ……）

　廃車のトランクに腰掛けたまま、ゆっくりと浜はま面づらは目線を下げた。自分自身が体重を預けているものへ、改めて注視する。

　騙だまし絵えの眺め方が分かったように、それは一気に認識全体へ広がっていった。







　おぎゃあ。




『……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………冗談だろ、おい』

　思わず腰が浮いていた。

　中ちゆう途と半はん端ぱな空気椅子に似た格好。浜はま面づらはピカピカの廃車が『一変』する瞬間を捉えていた。レンズやセンサーでは掌握できない、目に見えないし耳にも聞こえない空気や雰囲気のようなものが、禍まが々まがしく『一変』していったのだ。

　泣いている。

　確かに放置された自動車のトランクの中から、赤ん坊のような泣き声が聞こえる。

『くそっ!!』

　両手でトランクに手を掛けるが、当然のようにびくともしない。新車同様の状態から部品を毟むしり取とられているので、錆さびや歪ゆがみが原因ではないだろう。鍵がかかっている。鍵の持ち主がこうしたのか、それとも元は開いたまま放置されたトランクの中に『何か』を詰めてから鉄扉を閉じて、オートロックに任せたのか。どちらにせよ、浜はま面づらの想像通りだとしたら最悪だ。

（……猫とか犬とか、そういう可能性もあるよな。いいやそれでもヤバいか、そう、そうだ、適当な音声データを詰めたオモチャの人形とかだって！）

　真正面から真実を捉えたくないからか、自分でもありえないと一いつ蹴しゆうしそうな第二、第三の予測が勝手に頭の中を乱舞する。視界の隅で心拍、呼吸、発汗に関する警報が表示されていた。そう、本当にその程度ならこんなに焦あせりや緊張が内臓運動を狂わせるはずがないのだ。

　ピカピカに磨かれた金属製のトランクに両手を掛けたまま、浜はま面づらは思わず右に左に首を振っていた。元から狭く暗い裏路地だ。『頼りになる大人』なんていうシンデレラの魔女のように都合の良いい存在はどこにもいない。

　おぎゃあ、という泣き声が、分厚い壁を通して響いてくる。

　決断の時だった。自分でやるしかない。

『どうしてこうなんだっ、ああもう!!』

　毒づきながらも、意識が集束していく。

　武装無能力者集団スキルアウト時代の知識や技術が頭の奥から指先まで浸透していくのが分かる。

　車のトランクは強固だし、イマドキならアナログ錠と電子ロックの併用も珍しくない。だが警報ブザーやドライブレコーダーの存在が怖いだけで、こじ開けるだけなら鍵の内部構造に言及する必要はない。玄関のドアや机の引き出し同様、デッドボルトは一本しかないのだ。

（……鍵穴にドリル、強酸、いやそれ以前の問題か。てこの原理で十分！）

　薄汚れた路地の地面へ目を走らせる。辺りは自販機や小さな金庫の残骸が山積みされた、窃盗団の分解場や捨て場と化した場所だ。落ちていた鉄パイプの先端を四角い金庫の重さで潰して平たく整えると、トランクの扉と車体の隙間に突き込み、パイプを足の裏で踏みつける。そのまま体重を掛け、てこの原理を使って鍵の留め具を強引に引き千切った。

　ばづん!!　という鈍い音と共に、トランクが真上に跳ね上がる。

　バッテリーや機材も律りち儀ぎに持ち去られていたのか、甲高い警報音が鳴る事もない。

　奥には濃密な暗闇がわだかまっていた。

　いいや、トランクはトランクだ。浜面自身が生々しい悪意を受け入れるのに、それだけの時間を必要としたのだ。

　柔らかい産うぶ着ぎにくるまれた、一抱えくらいの小さな影。

　まるで白い布で作ったミノムシみたいなものが、あった。

　男の子か女の子か、性別さえ外から眺めただけでは分からないほどに幼い命が。

　……元来、浜はま面づら仕し上あげは品行方正な暮らしは送っていない。子こ供ども達たちの街である学園都市の裏側を知り尽くしているし、そこでは表に出せないような案件だっていくつもあった。だから、こういう例も、聞き及んだ事はある。

　それにしたってこの不衛生極まる裏路地の、さらに廃車のトランク。

　水、空気、食糧。全てが不足した一二月の屋外とあっては、もはや間接的な殺人と変わらない。

『正気の沙汰じゃねえぞ、カビやダニだって十分脅威になるだろうに……』

　何もかも口に出てしまうのは、浜はま面づらにとっても未知の問題であり、それだけ頭がパンクしているからかもしれない。内側に抱え込むのを恐れたのだ。

　挙げ句、極めつけに。

　いくらヒーローぶって世の理不尽に憤いきどおり、金属の胎を帝王切開して赤ん坊を取り上げた所で、これからこの子に一番直接的な災厄をもたらすのは浜はま面づら本人だ。もしも今、あの第一位が乗り込んできたら？　警備員アンチスキルが次世代兵器をしこたま抱えて包囲殲せん滅めつに乗り出してきたら？　たったの一発で、芽は潰れる。知らなかった、そんなつもりじゃなかった。向こうがいくら言い訳を並べても結果は覆くつがえらない。

（どうする。どうすりゃ良いいんだ……）

　時間はない。

　浜はま面づらはもちろん、この脆ぜい弱じやく極まる命はもっともっと。

（……ここに置いてはいけない。流れ弾に巻き込むのももってのほか。でも今の間違った指名手配を受けたまま、警備員アンチスキルの詰め所や病院まで安全に連れて行けるかどうかもかなり怪しい。突発戦闘が起きてあんなアクロバット挙動に頼るようになったら、それだけで赤ちゃんの揺さぶり問題みたいなのに直面しちまう）

　状況はほとんど四し面めん楚そ歌かで、頼れるものなんて限られている。

　しかし逆に、そのせいで目に見える選択肢の的を絞るのは容易たやすかった。

（幸い、ロックオンされているのは俺だけだ。……それならやっぱり滝たき壺つぼ達たちに預けてから、彼かの女じよ達たちの手で警備員アンチスキルの詰め所なり病院なりに連れて行ってもらうのが最適か）

　預けた後の心配はいらないだろう。

　この赤ちゃんや滝たき壺つぼ達たちが直接狙われている訳ではない。この子を預けた後に浜はま面づらだけ別行動すれば、後はごくごく普通の何の危険もない一般人の枠として滝たき壺つぼ達たちは自由に学園都市を歩いて、赤ちゃんを保護してもらう事ができるはずだ。

　……正直に言えば浜はま面づら自身も保護してほしい側なのだが、こればかりは仕方がないかと半ば諦める浜はま面づら。いくら何でもこの子の隣でばぶばぶ言って保護欲を掠かすめ取とろうと考えるほど大人気ない人間にはなりたくない。

　赤ちゃんの抱き上げ方なんぞ身に覚えはなかったが、こういう時だけアネリは素直だ。画面の中の指示に従ってそっと抱え込む。矢印のガイドを読み解くと、どうも背中を優しくさすれと命じているらしい。状況が分かっているのかいないのか、うっうーう、という楽しげな声が返ってきた。流石さすがにこの年齢の心理学は門外漢だ。これだけの寒空の下にあっても、無邪気に両手を伸ばして浜はま面づらのバイザーに触れようとしている。好奇心のカタマリと化していた。

『？』

　その時だった。赤ん坊のその手首の辺りにぐるりと何かが巻いてあるのが見て取れた。プラスチックだろうか、カラフルな色のタグがついている。

　そこにはこうあった。

『える』

　いくつかのアルファベットだ。手首にぐるりと回されたタグの文字列を、浜はま面づらは一つ一つ追い駆けていく。

『Ｌ……Ｉ……Ｌ、Ｉ……Ｔ……Ｈ』

　首をひねる。

　これが本名だとしたら、この子はフレメアとおんなじ外国人の女の子なのだろうか。いやまあ今後純和風の黒髪美人に化ける予定なのだが弩ど級きゆうのキラキラネーム、という涙を誘う可能性も否定はできないが。

　ともあれ浜はま面づらはこう呟つぶやいていた。




『……リリス？？？』










　　　　６




「んんっ……」

　漆黒の西洋喪服に猫の耳や尻尾しつぽをつけたような淑女、ミナ＝メイザースはすっかり夜のとばりも下りた学園都市の一角で、バインダーでまとめた『原典オリジン』を真上に掲げるような格好で両腕を挙げて背筋を伸ばしていた。

　物理身体を持つ事での齟そ齬ご───例えば重力計算や空力抵抗、二足歩行のバランス維持など───に対応するため、すでに『外の世界』を軽く歩いて回った後ではあるが……相変わらず自分で自分の肉声の生々しさに小さく驚く。

　肌で感じる全てが新鮮で、飾りのようだった猫の耳は不規則にピコピコ動き、尻尾しつぽもまた幻影ではなく実体を伴ってぶわりとその先端を浮かばせる。言わずもがな、好奇心を刺激された猫の反応そのものだ。

　地に足を着けている。

　改めてその実感を得た黒猫の魔女は夜空を見上げたが、大気圏を離脱していった『窓のないビル』はおろか、クリスマス電飾の渦の中では真っ当な星々すら見て取る事は難しかった。人々のたくましさは夜の闇を拭うほどに街を復旧させ、そして今日も無責任に自然の景色を破壊していく。

　単調なクリスマスソングばかりが重なり響く街並みに立ち、ミナは白い息を吐く。そう、今の彼女は大気や重力など物理法則に縛られ、同時に支えてもらえる存在なのだ。

（……さて）

　大規模並列演算機器という軛くびきから解き放たれた以上、今のミナには何かに従わなければならない強制力など存在しない。しかし一方で、この『原典オリジン』と共に言こと伝づてを頼まれていたのも事実であった。借りを作ったままなのは居心地も悪い。となればやはり行動の指針は一つであった。

（動作テストはこの辺りで切り上げ、管理者アレイスターの行方を探る所から始めますか。正直、コロンゾンもあれで終わりとも思えませんし）

　それこそ『アレイスター＝クロウリー』など学園都市の外に出れば掃いて捨てるほどいそうなものだが、何な故ぜだかミナはそちらに興味を示さなかった。『学園都市に残っているであろう個体』の方に強い指向性を覚えている。

　今の彼女はもはや精密なコンピュータではない。

　現象に対する原因の分析も放棄して、そのまま勝手気ままに行動を再開する。

　大きな目的を一つ掲げているものの、途中途中の小さな興味はそれこそ猫のように移り気だ。コンビニ前でケーキの予約を募っているむちむち系ミニスカサンタのバイトおねいさんを観察したり、塀の上を歩く白猫と睨にらめっこしたり、自販機と自販機の隙間に手を差し込んだり、そして何かしらスポーツジムらしき店舗のガラスのウィンドウにべたりと両手を押し付けてがっつり中を覗のぞき込こんでみる。

（ふむふむ。フィットネスというよりは格闘技に近いスタイルのようですね。ボクシングなんだかキックなんだかレスリングなんだか、いまいち区分は見えませんが）

　どうやら黒猫の魔女の頭には総合格闘技という言葉はまだないようだった。あんまりマッチョの汗や筋肉に興味もないからだろう。

　ではズドンバスンと鈍い音が断続的に続いているスポーツジムの前で何な故ぜ立ち止まったのかと言えば、

（拳……）

　管理者アレイスターを薙なぎ倒たおした、あの一撃を思い出す。

　ミナ＝メイザースはほっそりとした自分の手をにぎにぎ開いたり閉じたりしながら、

（……そうですね。何に従う義務もないというのでしたら、私だってじゅるり）

　と、その時だった。

『ふおおお！　フオオオオ！　ねえ何であれガラスにおっぱい押し付けてんのどうなってんのお!?』『貴婦人が、いいや未亡人がよだれ垂らして熱視線をこっち向けてるううううーっ!!』『やっときた……。筋肉こじらせてクリスマスに居場所を失った俺おれ達たちに最後のチャンスがやってきたあ!!』と雄お叫たけびを上げて勝手にヒートアップしそして膝ひざの皿や太ふと股ももの肉をやっちゃってる（ストイックだの自己鍛錬だの何だかんだ言いながら結局モテたいだけだった）皆さんを放り出して、ふとミナはよそへ顔を向けた。

　うっうーう、という楽しげな赤子の声が耳に届いた。

　フルフェイスのヘルメットとライダースーツのようなものを纏まとう正体不明の人物が、産うぶ着ぎ一枚の赤ん坊を抱えてどこかへこそこそ立ち去ろうとしているのが分かる。

（あれは、いえ、まさか……？）

　が、ミナ＝メイザースの危機感の源はそちらではなかった。

「おっと」

　一歩。

　スポーツジムのウィンドウから離れただけで、どこかの誰かが迅速に反応を示した。

　白い髪に赤い瞳。

「そんな目つきで誰を付け狙っているんですか不審者」

「……一応尋ねておくが、わざと立たち塞ふさがってンだよな。ここに来て絶望的に間が悪かったとかじゃなくてだ」

「まあ、今の私は誰の指示に従う訳でもありません。強いて挙げれば自己判断に基づく行動とでも答えておきましょうか」

　滑らかに告げるミナの手には、すでに手品のようにパレットナイフが握られていた。

　彼女の得え物ものは芸術である。

「あなたに悪意があろうがなかろうが、あのライダースーツを眺めながらの殺気だけで十分です。一戦やり合うのはあなた達たちの勝手ですが、共にいる赤子の害にならない時と場所を選んでいただきたい」

「べェつにどォでも良いいけど」

　告げた時には、もう終わっていた。

　辺りの街路樹から舞い落ちる枯葉をいくつか指で弾いた直後、それらが空気を引き裂き剃刀かみそり刃ばのように襲いかかってきた。いいや、その怪物はハナから黒猫の魔女など見ていない。延長線上にいる赤子を抱えたライダースーツを直接狙っていた。

　立て続けに火花が散る。

　明らかにミナ＝メイザースの眼球運動よりも早く勝手にパレットナイフが翻ひるがえり、それら木の葉の弾丸を次々と叩たたき落おとしたのだ。

（っ、なるほど。これが例のベクトル操作）

　しかし衝撃までは殺し切れない。

　わずかに硬直する黒猫の魔女へ第一位が接近するまでもない。あらゆるベクトルを意のままにできるのなら、大気の流れ、つまり風も操れるはずだ。自分の周囲で小規模の竜巻を作れば地面の落ち葉を好きなだけ舞い上げられる。一〇〇発、一〇〇〇発、いやもっと。好きなだけ弾丸を補充してミナ＝メイザースを削り殺してしまえば良い。

　西洋喪服にネコミミの淑女は正攻法でパレットナイフを構え直して、

「いえ、もはやセオリーに従う理由もありませんか」

　あっさりと、最大の武器だったそれを手放してしまった。

　重力に引かれて金属の先端が歩道に触れた直後。




　ゴォッッッ!!!!!!　と。

　漆黒の喪服が色のついた烈風と化し、そして一方通行アクセラレータの懐ふところ深ふかくまで潜り込んでいた。




　元よりミナ＝メイザースは『人と同じ形をしたモノ』だ。本質的には魔道書であり、人類どころか哺乳類ですらない。よって骨格、筋肉、各種の内臓もその通りに動いている訳ではないのだ。

　つまり、カルシウムやたんぱく質に縛られた人体の上限なんぞ気に留とめる必要もない。

　そして一方通行アクセラレータが視認した時には、すでに固く握られた拳の圧を顔いっぱいに感じるほどであった。『反射』という言葉の強さすらも吹き飛んでいたであろう。

　そもそも機能なんてしなかった。

　黒猫の魔女の右フックが迷わず第一位の頰骨を捉え、そのまま全体重を掛けて振り抜く。轟ごう音おんの方が後から遅れて響くような有り様。ぐるんと勢い良く回転する華きや奢しやな影を見据えて、ミナ＝メイザースはこう囁ささやく。

「いかに第一位の『反射』といえど、その能力のコントロールはあなたの計算能力に依存しています。平たく言えば、あなたは意識・無意識を問わず自分の計算が追い着かないベクトルまでは管理下に置けない。もっとも、学園都市第一位の脳髄とミサカネットワークを併用しているのですから、平素であれば何も問題ないのでしょうね。……そう、本物の演算機器同士でのベンチマークテストにでも発展しない限りは。そして、すでに大規模並列演算装置の軛くびきから解放されたとはいえ、こちらも一応トートタロットやっていますので」

「オ、ば……っ!?」

「ふむ。重力計算で理解していたつもりですが、実戦挙動となるとまた感覚は変わってくる、と。実体を伴うと想像以上に胸が重くて邪魔なものですね。しかし尻尾しつぽのスイングで拳の振り抜き時のバランスを回復できるというのは面白い。さっさと起きなさい、私はまだまだ色々試してみたい」

　とんととんっ、と小刻みにステップを踏みながら、改めて黒猫の魔女は拳を握り直す。

　似合わない。

　ミナ＝メイザースという語感とは全く似合わない。

　しかし、だからこそ。顔を覆うヴェールの奥で、刺激に餓うえる未亡人は明らかにその唇で高揚のサインを作っていた。




「……それにしても、いくつになっても『はじめて』の体験というのは興味深いものです」




　　　　７




　赤ちゃんを抱えているので、派手な動きは控えよう。

　待ち合わせの夜七時もすぐそこだ。

　プロセッサスーツの青い光を引きずるように、浜はま面づらもまた行動を開始する。

　駅前のカメさん像は『待ち合わせの新名所にしようと意気込んでみたは良いいものの、ネットのオークションではやり取りできない品の受け渡しや一体いつ尞に帰っているのかも分からない制服少女なんかに立て続けに利用されたせいでイメージがどん底まで落ちて速攻で寂れた』不遇の地でもある。お店のない出口に面しているからか人の出入りもほとんどない。最低限のクリスマス電飾すら見当たらなかった。カメさんそのものについても、夜な夜な目からビームを出すだの待ち合わせ中の家出少女に背後からのしかかって追っ払うだの第一八学区のドーム球場のてっぺんにハマると合体して銀河最強タートルロボ（熱血系）に変形するだの、様々な伝説が囁ささやかれている有り様だ。……不気味な像の伝説の割に、語られている内容だけ見るとジャスティス属性っぽいのが一層謎を呼んでいるのだが。

『よしよし。もうすぐ姉ちゃん達たちに預けてあったかい場所まで連れて行ってもらえるから、それまでちょっと寒いの我慢してくれよ』

　うーっ、という無邪気な声が返ってきた。多分意味は理解していない。

　路地裏から顔を出した途端にロックオンされて完全武装の警備員アンチスキル達たちに取り囲まれる可能性もちょっと考えたが、恐る恐る表へ出てみれば、意外にも周りの反応は薄い。現代っ子は他人に興味がない、というだけではないだろう。

　赤ん坊と一緒にいる事で、危険人物のフィルターから除外されているのだ。

　要人警護訓練の教本でも要注意の印がついている、『ベビーカーや赤ちゃんを抱えている人物でもリスクは変わらない、絶対に油断するな』の落とし穴ががっちり効力を発揮している。

『……どっちが助けられているんだか分かんないな、これじゃ』

　家電量販店のオモチャセールの呼び込みか、雪だるまの着ぐるみバイトの横を通り抜け、きゃっきゃっと笑って懐なついてくる赤ちゃんを抱えたまま、浜はま面づらは危険の増した夜の街を徒歩で進んでいく。辺りに鳴り響くのはクリスマスソングかと思いきや、電気屋のＣＭソングのアレンジミックスだった。どうやら目玉商品はジャイロをつけたＶＲゴーグルと、小さな少年を操ってワルキュリエ九人姉妹の四女ヴァルトラウテをひたすら振り回すアクションゲームらしい。

　無事に駅前のカメさん像まで辿たどり着つけたのは奇跡と言えた。浜はま面づら一人だったらまたもや大パニックが起きてハリウッドアクションが始まっていた事だろう。

　大理石風の作り物っぽい石の台座に、銅でできた像。

　まだ経年劣化で表面に錆さびが回る前なので、逆に不自然にも見えるカメさん像の前には、すでに人影の姿があった。

「……北北西から信号がきてる……」

　艶つややかな黒い髪を肩の辺りで切きり揃そろえた、ぼんやり眼まなこの天然系女の子。後は何気に胸が大きい（重要）。『能力追跡ＡＩＭストーカー』だの『学園個人』だの難しい話はひとまず置いておいて言わずと知れた例の人、滝たき壺つぼ理り后こうである。笠地蔵のつもりなのか、なんか誰も見向きもしなくなったカメさん像の首元に自分のマフラーを巻いている。

　時間を見ればぴったり七時。

　一番最悪な可能性はいつ追跡者の手が伸びるか分かんない状況で延々と待たされた挙げ句結局少しよう女じよ達たちがやってこない展開だったが、どうやらその心配もなさそうだった。

　しかし浜はま面づらはそれどころではない。

　完全に予想外のものが待っていた。

　年中無休でピンク色のジャージを着ているはずのその少女が、何だか赤と白のもこもこ、そう年に一度のサンタさん（ミニスカへそ出しニーソ装備、挙げ句に要所を緑のリボン風ゴム紐ひもサスペンダーでデコレーションした胸強調エディション）に化けていたのであった!!

『ええちょおなっ何してんの滝たき壺つぼさん!?　アンタそんな季節感とか出す人でしたっけ!?』

「はまづ……」

　……と、最初の呼びかけすら途中で止まっていた。

　普段あれだけ浮世離れした天然系ぼんやり少女が、怪け訝げんなものでも見るような目で浜はま面づら仕し上あげを睨にらんでいた。

　いや、というか。

　厳密に言えば謎のプロセッサスーツのヘルメット部分と、そいつが抱えている赤子を交互に。

「なにそれ？」

『いや待ってくれ、俺だ！』

「……へんたいさん？」

『浜はま面づらだッ!!　この赤ん坊については俺も何が何だかなんだけど、廃車のトランクん中に詰めてあったから放っておけなかった!!　てかさっき電話じゃコミュニケーション取れてたろ、何でここにきて対応がバックしてんだ!?』

「……顔は見えないし、声も合成してトーンを整えているみたいだし……はまづらじゃないし、せっかく着てきたのに不審者に見られるばかりだし……そっちの方がインパクト強くて得え体たいのしれない不審者如ごときに負けてるし……」

　まずいと浜はま面づらは焦あせり始はじめていた。なんか黒いオーラに包まれつつある。電話越しでは『顔』が見えなかったのがプラスに働いていたのだ。逆に『顔』を出した事で不信感を集めつつある。これではリリスだけでも安全な所に預けて浜はま面づらが危険を引き連れて距離を取る、という当初の目的も危うくなってしまう。

　まるで万引き防止ブザーの誤作動に引っかかった人みたいにかえって挙動不審にわたわた慌てながらも、浜はま面づらは必死になって誤解を解こうとする。冗談のようだが、兎とにも角かくにもリリスだけは預かってもらわないと本当に命にかかわりかねないのだ！

『基本に立ち返ろう、振り込め詐欺対策の家族のサインとおんなじだ。何を言えば良い？　どう答えれば本物だって信じてもらえる？』

　んー？　と滝たき壺つぼは小首を傾かしげた後に、

「じゃあ私とはまづらの間でしか分からない事を話して」

　ガッテン承知である。

『そんなの簡単だバカ、お前は寝る時ブラをつけない。人間は一日の三分の一から四分の一くらい寝て過ごしているんだぞ、そんだけ大きいんだからふんわりソフトブラでもスポーツブラでも良いいからとにかくなんか胸に当てておかないと将来形が崩れそうで心配だってあれだけさんざん言っているのにだ！　メンド臭がり、胸無精!!』

　言われた通りに正答を引き当てたのに無言のグーで顔のバイザーをぶたれた。

　あとアネリが律りち儀ぎに推奨カウンターを放つための手足の置き位置をマーカー表示してきたがこれについてはガン無視である。

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………もしかして、ベッドルームに不ふ埒らちなレンズが？」

『おいおい堂々巡りになっちゃうよ！　それ言い出したらどんな家族サインだって安心できないだろ。お次は何だ、脳にチップか？　あるいはアナタの背中に張り付いているご先祖様にでも聞いてみた？　エキセントリックな可能性なんか一つ一つ付き合っていたら銀河戦争まで想定しなくちゃならなくなるって!!』

　んーう？　と滝たき壺つぼは呻うめくばかりだった。何というか、前のめり感が足りない。ただ、聞く耳も持たずに金切り声を上げてくる訳ではないので、悩んでいるはずだ。つまり少しは本物の可能性も考えてくれているのだろう。

　浜はま面づらとしても流石さすがにこんな事で銀河戦争や並行世界説までロールプレイの幅を広げていく訳にはいかない。足りないのは何だ？　学問の街のヤンキーは脳細胞を極限まで活性化し、ここで一気に畳みかける事に決めた。

『分かった分かった。じゃあそのアレだ、滝たき壺つぼは普段下着だけは表に干すのを嫌ってここだけ毎回乾燥機のお世話になってる。最近お腹なかまわりが気になるからお風ふ呂ろ上あがりには脱衣所で毎日こっそり服も着ないで腹筋を五〇回やってて、いや違うか五〇回は目標回数だけど何だかんだってへばって二〇から三〇くらいで諦める事が多い。毎日シャワーの音が二回聞こえるのは風ふ呂ろ上あがりなのにたくさん汗かいたって後から気づくからだ。でもって毎週金曜日は何な故ぜだか白ぱんつの日って決め打ちしてる。これだけ並べりゃ本物だって信じてくれるだろ！　なっ!?』

「なんでっ、本物のはまづらも知らないはずの私が出ちゃってる！」

『大丈夫、毎日鏡の前でおっぱいを持ち上げて不安そうな顔をしていらっしゃるようですが、そうそう簡単に大きなお胸の裏側にあせもができたりはしませんよ。夜も寝汗が溜たまるのが怖くてブラを外しているようですが、特に今この段階で通気性を気にする心配もありません』

「あっ、あっ、あァァーっ!?　何これどういうコトうちの部屋はそこらじゅうカメラだらけで二四時間配信でもされているの……っ!!!!!!」

　おっとヒートアップし過ぎてしまったらしい、と紳士浜はま面づらは自重した。

　あと、あれしきの努力で乙女の本音の部分を見事に隠しおおせていると思っているならこの天然系少女は少々同どう棲せい生せい活かつを舐なめていらっしゃる。同居人は見ていないようで見ていますよ。

　が、総毛立つどころか顔中真っ赤にした上、頭を抱えてその場でうずくまっちゃったミニスカサンタ少女（１ＬＤＫへそ出し緑リボンニーソ付き）の回復を待つだけの時間はなかった。

　それより前に新手が現れたのだ。

「あれ？　コンビニに買い物って感じじゃありませんけど、滝たき壺つぼさんこんなトコまで出張って超何やってんですか？？？」

「……つか、絡からんでる野郎はタダモノじゃあなさそうだなあ？」

　大レ能ベ力ル者４『窒素装甲オフエンスアーマー』絹きぬ旗はた最さい愛あいに、超レ能ベ力ル者５『原子崩しメルトダウナー』麦むぎ野の沈しず利り。

　茶髪を丸っこいボブにした小柄な少女はその全身を白いニットのワンピースで覆って危なっかしく生脚をさらし、同じく栗くり色いろのウェーブがかった長髪を伸ばしたグラマラスな美女は分厚いコートの上からでも分かるくらいの派手なシルエットを惜しげもなくさらしている。……まったく半身を古傷や火傷やけどに包まれ、義手や義眼を活用しているとは思えない美しい肢体である。

　もちろん場所や時間帯にもよるのだが、学園都市は言うほど安心できる街でもない。こんな格好で危険な夜の街を歩き回れるという事は、それなり以上の『力』があるという証明だ。

　もうこの辺になってくるといくら偏差値三八のクソ野郎こと浜はま面づらにもルールが分かってくる。こんなの冷静に説明させてもらえる時間なんかもらえる訳がない。

　その上で、だ。

（ここで黙って赤ちゃんを置いていった場合、こいつらにきちんと保護してもらえるかどうか、だよなあ……）

　旧『アイテム』女性陣の敵意の矛先は不審人物マスクマン（笑）に集中しているはずだ。リリスを手放してしまえば巻き込まれる心配はないのではないか。

　そんな風に考える浜はま面づらに、アネリがバイザーを通した風景にカーソルを重ねてガイドしてくれた。

　麦むぎ野の沈しず利り（[image: ]予測、ケダモノ０１）。

　絹きぬ旗はた最さい愛あい（[image: ]予測、ケダモノ０２）。

　滝たき壺つぼ理り后こう（[image: ]予測、テンネン０１）。

　プロセッサスーツの隙間が青から黄色へ切り替わる。

　トドメに抱えている赤ん坊が拙つたない言葉で無邪気に言った。

　ばーば、ぺたんこ、おっとり。




『うーん無理そうだ』




[image: ]

　見た目がどうだろうが暗部にどっぷりクソ野郎どもは容赦なしであった。

　黄色から赤へ、激しい警戒色が浜はま面づらの全身を彩いろどる。

　がカカァッ!!　と恐るべき閃せん光こうと不可視の大気でできた鉄拳が飛び交う中、浜はま面づらは産うぶ着ぎに包まれたリリスを抱えたまま回避行動に出る。

『アネリサポート頼む、打撃の中心だ!!』

　もちろん揺さぶり一つで頭部に重大なダメージが残るかもしれない赤ん坊を抱えたまま安易に宙返りを繰り返すのは危険過ぎるのだが、逆に言えばどれだけ体を振り回そうが、常にリリスを回転軸の中心に据えれば遠心力は最小で抑えられる。まるで空中の一点に留とめたカバンを必死で引っ張ろうとするパントマイムだ。

　着地の衝撃についても勝算はある。

　プロ野球選手はデッドボールを一発もらえば骨折モノだが、全く同じ衝撃をバットで何十発打ち返しても手首が砕ける事はない。ボール、バット、手首と物理的に連結しているにも拘かかわらず、条件次第で衝撃は伝でん播ぱしなくなる、という訳だ。実際には多少の誤差はあるものの、理論上ならベクトルさえ相そう殺さいできれば荷重や衝撃はゼロにまで減じられる好例である。

　きゃっきゃっ、と全く状況を理解していないリリスが小さな両手を挙げて笑い声まで出していた。

　風景に重なるカーソルに両足とリリスの置き場を当てはめ、縦に横にと回転しながら後ろへ下がり続ける。ある程度距離を取った所でぐるりと背を向け、そのまま猛ダッシュで行方を晦くらませていく。

「逃げんなコラ!!」

「赤ちゃんの口から経由させるために超わざわざ言葉覚えさせてんですか!?　割と一生モノの悪あく辣らつジョークだと思いますけどーっ!!」

『アネリ、今の動きのパターンを保存。次からはリリスを連れている時は基本的にあの動きで頼む!!』

（にしても、大レ能ベ力ル者４に超レ能ベ力ル者５、二人掛かりの状況でも逃げ切れるのか……。どんだけ高性能なんだこのスーツ……？？？）

　いったん騒ぎを起こしてしまった以上、誰もが巡回する地べたにいるのは危険だ。念のため、ビル壁に張り付いた非常階段を使って適当な屋上へ避難する。プロセッサスーツを彩いろどるアクセントは赤と黄色の間を行ったり来たりだ。

　ぶー、というさっきよりも低い声があった。

　まだ大泣きほどではないが、何やらリリスには不満があるらしい。

（そりゃそうか……。生き物なんだから寒いし腹も減るし、色々あるよな）

　とはいえ、頼みの綱の滝たき壺つぼ達たちもダメだった。こうなってしまうと早々にリリスを保護してもらうのも難しくなってくる。最低限の衣食住、生命維持はこちらで考えないといけない。が、ここで堂々巡り。フルフェイスの不審人物では普通のお店は利用できないから、哺乳瓶なり紙おむつなりを手に入れるのは非常に難儀する。

　そこまで考え、ふと浜はま面づらは思いついた。

（……滝たき壺つぼの時も、『顔』さえ出さなきゃまともに会話は通じたんだ。そうだ、そうだよ。『顔』を出さずに買い物できる方法があれば何とかなりそう、かも？）
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　今日び何でもネット通販で手に入る時代だ。

　バイク便やピザのデリバリーを脅おびやかしつつある、電動補助付き自転車の車輪にジャイロを嚙かませた陸上宅配ドローンを利用すれば配達のお兄さんと顔を合わせる必要さえない。お届け先の指定を自宅以外の場所にすれば、屋外でも商品を受け取る事ができる。元々はネット通販が宅配業者を圧迫しているとの批判を避けるための新サービスだが、ネットオークションや簡単な小包にも対応を始めたおかげで、かえって競合他社を潰して回っているような誤解を受けてギスギスしまくっているとか何とか。

『大熱波』から道路状況が復旧したおかげで、ああいう無人装備もせわしなく走り回っている訳だ。衣食住の生活必需品から娯楽や嗜し好こう品ひんに人々の意識がシフトしかかっているクリスマス前なので、何かと入り用なのだろう。

　問題は今の浜はま面づらにはスマホやケータイなどのモバイルがない事。

　……ひょっとすると高機能なプロセッサスーツもネットに繫つながっているかもしれないが、こいつの操作方法には謎が多過ぎるのでひとまず保留として。

　私物が使えないなら公共物に頼るまでだ。もちろん役所や図書館にあるコンピュータなんぞ近づけるはずもないが、それならそれでやりようはある。

『ここだったかな、っと……』

　すっかり浜はま面づらのプロセッサスーツの隙間は青に戻っていた。

　やってきたのはスーパーの駐車場だ。

　すでに夕飯時を回ってしまったためか、店側は在庫を残さないよう地獄のタイムセールに舵かじを切っているようだ。ガラスの出入口の辺りではサンタやトナカイのパートさん達たちが激しい呼び込みを繰り返している。

　しかし浜はま面づらとしては、用件があるのはミニスカの丈が心配そうな人妻さん達たちの方ではない。

　昼間、彼自身が取り付けを手伝っていた、銀行のＡＴＭである。

　……とはいえここにあるのは銀行直轄ではなくコンビニグループがネット銀行と連携して設置しているものだ。公共料金の支払いやチケット購入などにも手を伸ばしているため、普通の（そして危険な）ウェブサイト上でよその企業と共用の暗号鍵を使ってしまっている。どうやらプロバイダ企業のキャンペーンも兼ねているようだが、諸もろ々もろ悪用される恐れがあるから言いふらすな、とは現場監督のおっさんの言葉。

《ゾワリ》と背筋に何かが走る。

（そういえば……）

　今日の昼を思い出す。タッチ式の液晶モニタにはいつも通りの入力案内が表示されていたが、死神みたいな顔をしたですまーちが口癖の不吉極まるエンジニアさんがやっていた手順を猿さる真ま似ねして指を動かしてみれば、恐ろしい事に自宅のデスクトップにあるのとおんなじ画面が出てくる。基幹ＯＳをそのまま流用しているのだ。これだとどこにでもある普通のウィルスがまんま走ってしまう。

（クリックとダブルクリックは指のタップで対応するとして、右クリックは非対応、か？）

　ともあれ、誰でも使っているブラウザ画面が開いたのを見てホッとする。

　小さな窓に大手検索エンジンのＵＲＬを直接打ち込んでジャンプすると、サンタと雪だるまに彩いろどられたトップページが出てきた。が、ここで目的の通販サイトの前にちょっと気になる事が頭の隅をよぎる。

（第一位のヤツが何か言っていたっけ。えー、おー……）

　Ａ・Ｏ・フランキスカ。

　試しに打ち込んで検索ボタンを押してみた。

　……人名のようだったが、芳かんばしい結果は出てこない。というより、厳密にはそもそも『Ａ・Ｏ・フランキスカ』を調べてくれない。より多くの検索結果を表示させるため、勝手に単語をバラ売り状態にして検索し直してしまっている。それも全く関係なさそうなＲＰＧやソーシャルゲームの掲示板や攻略サイトばっかりだ。どうやらあまり派手に活躍している名前ではないらしい。

（出てこない、か。無意味なハッタリとも思えなかったんだけどな……。『暗部』絡がらみでデータベースから消されているとかいう話じゃねえと良いいけど）

　細かく条件を絞っていけばまた違うのかもしれないが、浜はま面づらはそこまでネットにどっぷりでもなかった。疑問に思ったモノやコトをその都度漫然と打ち込むくらいしか使った事がないので、正直に言って操作方法にもさほど明るくない。

（……ここで何時間もネットサーフィンする訳にもいかねえし）

　適当な所で検索は切り上げ、本題に入る。

　今度は検索エンジン経由でネット通販のサイトを呼び出した。電子マネーの情報はサーバー側に置いてあるので、二重のパスワードさえ打ち込めばここからでもログインして普通に買い物ができる。クリスマスセールらしく、商品見本画像の端に二、三〇％オフのアイコンがあちこちに重ね貼りされていた。これはまあ、こんなに便利だったらスーパーの真ん前で人妻さんや未亡人さんが体を張る訳だ。

（とりあえず近々で必要なのは、粉ミルク、哺乳瓶、消毒剤、ミネラルウォーター……じゃなくて軟水、うん？　幼児用なんてのが別枠であんのか？　後は紙おむつとベビーパウダー、赤ちゃん用の毛布とか防寒具とかって何かねえのかな……）

　うろ覚えだが詳しくない。途中からは別のウィンドウで主婦が運営しているらしき子育てサイトを覗のぞきながらリストアップを続けていく。カトンボみたいな飛行モデルと違って、道路を走る陸上モデルなら一〇キロ以上の重さであっても問題ない。これだけ並べても大丈夫のはずだ。

　うー、とリリスが呻うめきながら画面を指差していた。

　どうやら必要なものらしい。プラスチックでできた小さなタンバリンのようなオモチャと、おしゃぶりも注文しておく。一通りカートアイコンの中に全部ぶち込むと、最終確認画面が出てきた。

（配送方式は地べたを走る陸上ドローンにして、後は時間と場所の指定……。そうだな、ヤンキーばっかりたむろしてアベックも寄りつかなくなった夜の公園とかで良いいだろ）

　そんなこんなで購入決定のボタンをクリックした。

　その直後、プロセッサスーツの装甲の隙間が青から黄色へ切り替わった。




　ドカカッッッ!!!!!!　と。

　四方八方からいきなりサーチライトの真っ白な閃せん光こうが押し寄せてくる。




　いっそ圧を感じさせるほどの光から、浜はま面づらはとっさに自分の体を使ってリリスを庇かばう。

　フラッシュグレネードのようなものだ。常人であれば、その光の洪水だけで目を焼かれてこめかみに鋭い痛みが走り、戦意を喪失してその場でうずくまっていたかもしれない。恐るべき逆光の奥からは、拡声器で増幅された音声が衝撃波の壁のような勢いで飛んでくる。

『武装を解除して投降しろ!!　すでに逃げ道はない、抵抗しても苦しみが増すだけだ!!』

　あまりの爆音に、街中どこにでも流れている平坦なクリスマスソングも一瞬でかき消えた。

　人質についての言及がなかったのは、こちらに余計な刺激を与えて意識を向けさせないためか。

　彼は失念していたのだ。

　振り込め詐欺が摘発される最大の要因は『出し子』と呼ばれる下したっ端ぱがＡＴＭを利用して騙だまし取とったお金を現金として引き出した時に残る防犯カメラのデータである。不審な挙動を取るＡＴＭがネットワークから検知され、さらにそこで手配犯Ａ・Ｏ・フランキスカと同じフルフェイスがカメラに映ればどうなるかは言うに及ばず。しかも浜はま面づら仕し上あげのＩＤを使ってネット通販を利用しているので、謎のフルフェイス＝浜はま面づら仕し上あげという図式も完成してしまった。今後は滝たき壺つぼや半はん蔵ぞうなど、関係各位にも見張りがくっつくかもしれない。

　だが、追っ手も追っ手で失念していた。

　恐るべき閃せん光こうや大音響が人体に逃れようのない生理的な恐怖を与えるのは、相手が生身の場合のみだ。元から溶接マスクや耳栓を装着している人間へフラッシュグレネードを投げ込んでも何のスタン効果もない。バイザー越しに各種の補整が施された視界の中では強烈な逆光はすぐさま中和され、カーテンの向こうで完全装備の警備員アンチスキル達たちが腰を低くしながら移動しているのがはっきりと見えた。その両手で抱えているやたらと太い砲身は、催涙ガス弾か何かか。

（まずい……）

　ぎゃあーっ!!　という甲高い泣き声があった。

　苦しめられるのは完全防護の浜はま面づらではなく剝むき出だしのリリスだ。彼女の未完成な虹こう彩さいや鼓膜にこれ以上の刺激は与えられないし、何よりこの状況で催涙ガス弾なんか撃ち込まれたら冗談抜きで呼吸困難に陥るかもしれない。年とし端はもいかない赤ん坊を人質に取るような輩やからにもわざわざ非殺傷兵器を選ぶほどだ、警備員アンチスキル達たちにも悪意はないだろう。しかし特殊な人質に関する対応マニュアルが不足しているためか、何もかもが逆効果である。

（どうする？）

　アネリからはいくつかのガイドが並べられている。並み居る警備員アンチスキルを蹴散らして強行突破するか、あるいはＡＴＭを踏み台にして平べったいスーパーの屋根へ飛び移っての逃走か。しかしどちらにしても無傷ではいられない。一発でも催涙ガス弾を使われたらリリスの呼吸器系を危険にさらす。

（どうする……ッッッ!!!???）

　逆光下に身を隠しているつもりらしいが、人間のシルエットははっきりと色分けされた。青、黄、そして赤。おそらくスーパー店内へ誘導されている青いのはパートの人妻さん。黄色は警備員アンチスキルで、赤はさらに要注意対象。照準を合わせているか、引き金に指を掛けているか、などの条件で危険度を振り分けているのだ。赤いシルエットの上にはデジタルカウントもあった。刻一刻と減り続ける数字は、最初から五秒間しかない。

　今はアネリもあてにならない。着用者一人分の都合しか考えていないのか、この期ごに及んでプロセッサスーツの隙間は中ちゆう途と半はん端ぱな黄色のままだからだ。

　決断の時だった。

　ぐっ、と浜はま面づらはヘルメットの中で唇を嚙かんで、




『分かった！　指示には従う、投降するッ!!　いいか、撃つなよ？　今から赤ん坊を地面に下ろすから絶対に撃つんじゃあねえぞ!!』




　そこから先は早かった。

　冷たいアスファルトの駐車場に産うぶ着ぎの赤ん坊をそっと置いて、両手を離した直後。猛烈な勢いで警備員アンチスキル達たちが雪な崩だれ込こんでくる。どれだけ身体能力を補強しても、基本的に五体満足なのは変わらない。二本腕で両りよう膝ひざを抱え込むようにしてタックルをもらうと、もう自分の体重のコントロールもできずにそのまま仰向けに薙なぎ倒たおされてしまう。そこからさらにダメ押しとばかりに、次から次へと屈強な男おとこ達たちが飛びかかってきた。

　バイザーの中を警告が埋め尽くし、今からでも選択可能な反撃のリストが次々に乱舞していく。

　それでも浜はま面づらはアネリの指示には従わなかった。

　……これで良いい、と不良少年は思う。

　正規の警備員アンチスキルならきちんと赤ん坊を保護してくれるだろうし、浜はま面づら自じ身しんだって重大な罪を犯している訳ではない。このヘンテコなプロセッサスーツを脱がして欲しいのは事実なのだ。彼らの特殊な工具の力を借りるのが一番の近道なのかもしれない。

　ぎゃああーっ!!　という泣き声だけがいつまでも続いていた。

　やはりリリスは状況を理解していないようだ。警備員アンチスキルの一人に抱き抱えられたまま、もはや猿のように顔をくしゃくしゃにして、躍起になって短い手をこっちへ伸ばそうとしている。

「午後七時二〇分、緊急確保!!　被疑者の詳細不明、人質の生存を確認!!」

　他ひ人と事ごとのようにそんな叫びを聞いていた浜はま面づらだったが、一つだけ困った事があった。

　……こんだけ散々屈強な警備員アンチスキル達たちに覆おおい被かぶせられているのに、一向に気を失う様子がなかったのだ。
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「んーっ!!」

　全く喪服の未亡人には不釣り合いな可愛かわいらしい掛け声と共に、ゴドンッッッ!!!!!!　という衝撃波じみた爆音が炸さく裂れつしていた。

「……こんな簡単かつ安全に拳の威力を確かめる方法があったとは。完璧に盲点でした」

　そろそろ店じまいしようかなという空気の漂う、ゲームセンターの一角。パンチングマシンの巨大な筐きよう体たいが、耐震金具を引き千切られてぐらぐらと不安定に揺れていた。座ざ敷しき童わらしだの雪女だのが髪の毛摑つかんで殴り合う妖怪バトルゲーム（季節のフェアにつきカードベンダーからＳＳＲクリスマス衣装を配布中）に張り付いていたゲーマー達たちが、何事かと店の隅に追いやられたパーティーゲーム機へ目をやっている。

　ついさっきあの学園都市第一位をぶっ飛ばしたあの拳である。

　立て続けにハイスコアが更新されていき、実は閉店後の清掃時間を使ってこつこつスコアを上げていたバイトの店員の顔が真っ青になっている。ミナは体ごと突っ込んでいくためか激突のタイミングで上半身が筐きよう体たいに乗り上がり、西洋喪服のスカート部分が結構派手にめくれ上がっているのだが、そんなもの気にするほどの余裕もないらしい。

　傍かたわらでは、現代的なデザインの杖つえをつく白い髪に赤い瞳の怪物が壁に寄り掛かって舌打ちしていた。

「なるほど、これが運動の汗ですか。興味深い」

「つまりオマエはほンとに何にも知らずに首突っ込ンできやがったってだけなのか？」

「まあそんな感じです」

　これだけで第一位の伝説を知る者なら小便でもちびりそうなものだが、ミナ＝メイザースが八つ裂きにされる事はなかった。そもそもルール無用のストリートファイトで先に音を上げたのは一方通行アクセラレータの方だったのだ。黒猫の魔女の拳はいくら受けても致命傷にはならないが、のらりくらりとかわされてしまうので第一位の方からトドメを刺す事もできない。いわゆる千せん日にち手て。首筋の電極のバッテリーに限りがある一方通行アクセラレータとしては、あまり面白い展開ではない。

　ミナはミナで、第一位の標的さえ安全圏に逃がしてしまえば一方通行アクセラレータそのものには憎ぞう悪おも嫌けん悪おもないらしい。

　おかげでこうして白い髪の悪魔は暇を持て余した未亡人から徹底的に張り付かれ、遊びをねだられる始末であった。

　命知らずとはこの事だが、それでここまで生き残っているのだからミナ＝メイザースの実力も本物か。

「私も私で人を捜している真っ最中ですが、少なくとも彼らではありません。まあお祭り好きというかこの世の何よりも不謹慎を愛する人物ですので、大きな騒ぎに誘われて顔を出す可能性は決して低くはありませんが」

「彼ら？」

「ライダースーツと赤ん坊」

　チッ、と一方通行アクセラレータは舌打ちした。

「……すでにそこからかよ。その分だとオマエも『親』にゃあ関わってねェみてェだな。丸っきり無駄骨じゃねェか」

「親、ですか」

　眉をひそめる黒猫の魔女は、思わず産うぶ着ぎに包まれた赤子を連想してしまうが、

「ありゃプロセッサスーツ。防衛機能として俺の能力の一部を機械的に再現しているらしい」

「プロセッサに、スーツ。戦闘兵器としてはあまりしっくりくる語感ではありませんね。一番のセールスポイントにしても、攻撃ではなく防衛に重きを置いているとか」

「シールドバッシュ感覚で、分厚い盾でも使って敵の頭でもかち割るつもりなンだろ」

　んーっ!!　と黒猫の魔女は再び腕の振りというよりは体ごとぶつかっていく感覚でパンチングマシンに向かっていく。激しく息を吐いているのに唇は引き結んでいる、という謎呼吸のくせして、破壊力の方は小さな爆弾でも埋め込んでいるかのようだった。

　轟ごう音おんを炸さく裂れつさせ、デジタルカウンターの数字を眺めつつミナはこう続ける。重力計算のためなのか、無意味にステップを踏んでやたらと自分の胸を揺らしながら、

「つまり、そもそも戦闘目的で開発されている訳ではないと？　だとすると、相当に価値のあるモノを守るためガッチガチに身を固めているように思えますが」

「当たり前だろ。ありゃ下手したら俺より価値があるモンだ」

「……学園都市第一位の遺伝情報のお値段を承知の上での発言ですか？」

「自分の価値が分からねェほど馬鹿に見えンのか。そもそもアレはだな……」

　一方通行アクセラレータが言いかけた時だった。

　ザザッ！　と短いノイズ音が走った。今時はモバイルも進歩したので、もう軍用の無線もスマートフォンも定義の境は分からなくなりつつある。少なくとも傍受してデジタル信号を解析するくらいならどちらでも可能だ。

　ばすばす、と黒猫の魔女は分厚いグローブをはめた右手を自分の掌てのひらへ軽く打ち込みながら、

「おやどちらへ？」

「どォやら、動きがあったらしい」

　吐き捨てるような応答があった。

「……どっかの馬鹿が逮捕されたってよ。例のスーツ野郎だ」




　　　　10




　そんなこんなであった。

　第七学区、警備員アンチスキル中央詰め所。

　学園都市の外であれば県警本部くらいの扱いだろうか。頭のてっぺんから足の先まで得え体たいのしれないプロセッサスーツを纏まとった浜はま面づらはガリバー旅行記みたいにおっかなびっくり拘束され、そのまんま取調室まで連行されていた。

　青い光が示す通り、緊張する必要はない。そもそもこの手の取調室も初めての話でもなかった。こんなのを自慢するようになったらいよいよ本格的に脱線だ、くらいの意識は残っているが。

　そしてスチールデスクの上には奇妙なものが置いてあった。

　かつ丼。

『……なあ、こんなの刑事ドラマあるあるでしょっちゅう取り沙汰されてるけどさ。ダメなんじゃなかったっけ取り調べ中にこういうの食べさせるの』

「あれは被疑者に与えているんじゃなくて、刑事側が食べるためのものをこっそりつまみ食いしている想定なんだよ。建前じゃあね」

『盗み食いって事は窃盗になるじゃねえか！　罪を誘発するのもアウトじゃなかったっけ!?』

　真っ当な事を言う不審人物の極みに、若い男の警備員アンチスキルは呆あきれたような口振りで、

「腹も減ってる頃じゃないのか。食べられるものなら食べてみろ、そのメット外して」

『だからなんべんも言ってるだろ自分じゃどうにもならねえんだ。むしろバールでもスパナでも良いいから工具箱持ってきてくれよ警備員アンチスキルなら色々あんだろ！　ほら、事故車のドアこじ開けたりする関係とかでさ!!　ほらさあほらほら!!』

「……君なあ」

『あとかつ丼なんか用意する金があったらリリスに哺乳瓶でもくれてやってくれよ。昨今のお役所なら職員の家族用の託児所くらいついてんだろ、備品がないとは言わせないぞ』

「たまにいるんだよな。石いし川かわ五ご右衛え門もんだかねずみ小僧だか知らないが、罪を犯しておきながらお説教する側に回りたがるヤツ……」

『てか、やっぱりリリスって両親が判明したらそっちに連れ戻されるのかね。……あんな路地裏に捨てていくような「親」にか!?　アンタ達たちも馬鹿じゃねえから大丈夫だと思うけど、一応忠告しておくぞ。弁護士には、相談しておいた方が良いい』

「弁護士が必要なのは君の方だろう。というかそのスーツ、いい加減に脱ぐ気はないのか？」

『だから俺にも何が何だか分かんねえんだって』

　運動部の顧問だったら好青年で人気者、みたいな感じのキラキラ先生が呆あきれたような声を放っていた。そう、警備員アンチスキルは基本的に教職員との兼任である。なので、慣れてしまえばこうした物々しい取調室もその辺の学校にある生活指導室くらいにしか見えなくなってくる。違いはせいぜい窓に鉄てつ格ごう子しがはまっていて、部屋の隅に洗面台があり、さりげなく特殊な鏡で隣のモニタリングルームから観察されている程度か。ここの机や椅子はボルトで床に固定されてもいなかった。不用心この上ない。

『ここへ来るまでに何度も説明したと思うけど、俺だって脱ぎ方なんか知らねえんだ。くそっ、かつ丼冷めていくのもったいないな。よくよく考えたらメシとか便所とかどうすんだよっ』

　するとバイザー越しの視界の端にいくつかアイコンが表示された。ストローのついたカップのようなものが点灯すると、ヘルメットの口の横で小さな蓋ふたが勝手に開く。

『……かつ丼をジューサーでバラバラにしてここから栄養満点のスムージーでも飲めってのか』

　しかしそうすると、もう一つのアイコンは？　なんか不吉な、そう、洋式便器にしか見えないこのアイコンの点滅は一体何を意味するのか……。

『（おいよせアネリっ、そこを開くな！　イマドキの取調室には録音可視化制度ってものがあるんだよっ、分かった、お前が高性能なのは良く分かったからっ）』

「テーブルの下で何をもぞもぞしているんだ？」

　どうやら思春期の最後のプライドを懸けた決死の戦いも、取り調べをしている警備員アンチスキルの目には単独コントにしか見えないらしい。

　機械帝国の反乱を何とか鎮圧させていく浜はま面づらに、さわやか警備員アンチスキルは指先ですいすい操作できるノートサイズのタブレットＰＣをスチールデスクの上に置いた。

「それじゃあ証言に矛盾がないか確認を取る意味でも、もう一度証言を取らせてもらうよ」

『その言い方だとあと三回は同じ事を繰り返すな。手順は分かっているから手早く終わらせよう。あと、そっちの部屋の角で腕組みしながら睨にらんでいる柔道三段は「怖い刑事と優しい刑事」の片割れか？』

「っ？」

『よっぽど畳の上で擦こすったのか、耳がすっかり中から膨らんで変形してんだろ、すぐ分かるよそういうの。それから怖い刑事は寡黙な人種にゃ似合わない。タネが割れていると効果もないから下がらせろ、人件費の無駄だ』

　ぶっちゃけてしまえば滝たき壺つぼ、麦むぎ野の、絹きぬ旗はたまわりを除けば特に話して困る内容もない。やたらと高圧的で上から目線の大人おとな達たちものちのち冤えん罪ざいと分かって平謝りするしかない運命だと思えば哀れにすら見えてくる。どうぞご自慢のプロファイリングや科学捜査をしこたま投入して、真綿で首を絞めるように自じ分ぶん達たちの立場を追い詰めていけば良いのだ。

『じゃあ最初から話をしよう』

「取り仕切るのは私わたし達たちの方だ」

　長い夜になりそうだ、と辟へき易えきしていると、気を利きかせたアネリが視界の端で簡潔な落ちものパズルを表示してくれた。

　が。




　ズドンッッッ!!!!!!　という建物全体を揺さぶる震動。

　そして直後に全ての明かりが落ちて真っ暗闇になった。




『っ？』

　浜はま面づらがそんなに驚かなかったのは、やはりプロセッサスーツのバイザーのおかげだろう。映画館よりも暗い闇の中でも、即座に明度が補整されて昼間と変わらない視界が確保される。

　ぼんやりと、ヤンキーが着込んでいるプロセッサスーツが黄色の光を放つ。

　警戒色。

　蛍と同じく一点だけの淡い光なので、室内の闇を拭うほどではない。

　むしろ、突然視界を奪われて右往左往するのはプロの警備員アンチスキル達たちだった。

「なんだっ、非常電源も復旧しないぞ!?」

　鉄扉の外をバタバタと慌ただしい足音がいくつも通り過ぎていった。ややあって、もう一度建物を震わせる衝撃が炸さく裂れつ。すると今度は固定電源に依存しない警備員アンチスキル達たちの無線機が喚わめき始はじめる。

『野郎、正面玄関から堂々と来やがった!!　これは単なる事故じゃない。応援を頼む、繰り返す、応援を要請!!』

　無線機のモニタのバックライトのおかげで視界を確保できたのか、下から光を当てたキラキラ青年が鬼気迫るホラー顔でこちらを睨にらんでくる。

「何だこれは……君の共犯か何かか!?」

『知るかよ』

　ひらひらと手を振りながら浜はま面づらは適当に答えた。

　……麦むぎ野のや絹きぬ旗はたなら警備員アンチスキルの集団くらいその気になれば蹴散らせるだろうが、彼かの女じよ達たちはそもそも全身スーツの変態＝浜はま面づらだと信じていないので助けには来ないだろう。というか全力で泣きついても助けてくれるかどうかは結構怪しい。

　ただ、心当たりがない訳でもなかった。

　そもそもお役所仕事で追い駆けてくる警備員アンチスキルや、途中で拾ったリリスの件は枝葉だ。問題の中心には浜はま面づら仕し上あげと、アネリが常駐しているこのプロセッサスーツにある。

　一方で、そうした枠の外から浜はま面づらを追い、攻撃を仕掛けてきたのは一体どこの誰か。

（そんなに徹底してくるかよ、あーもう……）

「とっ、とにかく、君はここにいろ。外から鍵を掛けるので中からは出られない。仮に出たとしても余計な罪状が増えるだけだ。いいか、この取調室は頑丈だ。これは君のためでもあるからな!!」

『ソウデスカ』

　悲壮感すら漂わせながらキラキラ青年と柔道三段は頷うなずき合あい、そして取調室から出て行ってしまう。人工的なプロセッサスーツの膂りよ力りよくならどのみち意味のない話だが、手錠の一つも掛けないとは不用心な。

『はー……』

　視界の端のパズルゲームで三連鎖の仕掛けを作り損ねてゴミの山に変へん貌ぼうさせながら、浜はま面づらはそっと息を吐いていた。

　とんでもないクライシスの割に浜はま面づらがぼけっとしている理由は単純で、

（……どうせ学園都市第一位の変態でしょ、分かってんだから！　このプロセッサスーツにどんな秘密が隠されてんのかは分からないけど、あいつは俺とは違って頭が良いいんだから放っておけば迷宮入り事件なんてパパッと解決してくれるよ。あーあーはいはい、選ばれた天才、本物のダークヒーロー様からボコボコにされてバトンタッチすりゃ良いいのね。はいそうですかー。こっちはリリスの身柄を無事に大人おとな達たちへ預けた時点でとっくにスタッフロール流してエンディング一直線だっつの。世界の命運だか人類の希望だか一体ナニを賭けてんだか知らねえが勝手にやってろよ馬鹿野郎、あーもうメンドクセエ）

　ゴンゴゴンッッッ!!　とさらに複数回、激しい震動が中央詰め所へ襲いかかった。浜はま面づらは辟へき易えきしながらパズルゲームに集中していたが、三連鎖の失敗を取り戻す事もできずに天井まで積み上がってしまう。

　ゲームオーバーからのコンティニュー選択画面で、ふと浜はま面づらは顔を上げた。




　……そして一切の動きがなくなった。




『……、おい？』

　気がつけば、プロセッサスーツの隙間は黄色と赤を行ったり来たりしていた。

　エレベーターのような重たい沈黙に耐えられなくなり、つい浜はま面づらは呟つぶやいていた。当然ながら、応える者など誰もいない。洗面台の特殊な鏡も砕けて床に散らばり、モニタリングルームの様子もばっちり見えた。そちらにも人の気配はなかった。

『あいつの事だから、パンピー相手に手加減くらいはしている、よな？　おいって！』

　放てど放てど声は闇に吸収されていく。いつの間にか、まるで深夜の廃はい墟きよにでも取り残されたような心細さが空間を支配していた。これは、つまり、どういう事だ？　そんなに単純な話でもなかったのか。

　……ここに誰もいないという事は、無事に保護されたはずの赤ん坊、リリスはどうなったんだろう？

『冗談じゃねえぞくそっ！』

　取調室のドアは一度施せ錠じようされると中からは開かない。が、砕けた洗面台の鏡の先にあるモニタリングルームは別だ。首を突っ込んでたくさんの液晶画面が並ぶ部屋の方へ潜り込んでから、ドアノブへ手を伸ばす。何な故ぜそうしなければならないのか自分に疑問を抱きながらも、音が出ないようゆっくりと回してそっと隙間を広げるようにドアを開けていく。

　やはり明かりはない。

　真っ暗な景色を機械的に補整する。複数回の震動は相当なものだったのか、壁や天井はあちこち亀裂が走り、パネル状の建材が床へ落ちている箇所も珍しくなかった。そしてやっぱり、人の影はない。どれだけ明度や彩度を調整しても、『不気味な廃はい墟きよ』の空気がそっと足元を這はっている。

《ゾワリ》と背筋に何かが走る。

　見えない何かに衝つき動うごかされるように、浜はま面づらは呟つぶやいていた。

『……アネリ、どうにかしてリリスの居場所を知る方法はないか？』

　パズルゲームのウィンドウが閉じ、代わりにどこから手に入れてきたのか中央詰め所の見取り図が表示される。そしてその一点に赤い光点が追加された。同じ三階にある、職員用託児所。光点が不規則に明滅しているのは、リリスの泣き声か何かを増幅して検知しているからだろうか？

　ここを出れば罪状が増えると警告された。

　たとえ最初は冤えん罪ざいであっても、ここから先は言い訳が利きかなくなるかもしれない。

『……、』

　ゆっくりと息を吸って、吐いた。

　そして決断する。

（あの赤ん坊に何か起きちまった方がよっぽど引きずる!!）

　踏み出す。

　闇で満たされた通路に出て、音が出ないように注意しながら歩く。

　所々にツリーやサンタ人形が置いてある。壁には何かしらのマンガやアニメとタイアップでもしているのか、五〇メートル級の超大型兵器の前に少年兵を何人か並べて『君も街を守る仕事に就かないか!?』という標語をくっつけた募集告知のポスターも貼ってあった。どれもこれも、まるで廃はい墟きよの病院に転がっているぬいぐるみだ。作った人にも飾った人にも悪いが、こう真っ暗な中だと不気味に思えて仕方がない。

　その時だった。

　途中にあった階段に差し掛かると、下の方からパパパン!!　パパン!!　という銃声が断続的に響いてきた。誰かはいる、らしい。それが非殺傷のゴム弾なのか、鉛の実弾に切り替えたのかは浜はま面づらには分からなかった。どちらにせよ、あの乱痴気騒ぎにリリスを巻き込む訳にはいかない。大人にとっては非殺傷のゴムの弾頭でも、赤ん坊に当たれば致命的な結果になりかねないからだ。

　早くリリスを回収しよう。

　それだけ考えて目的地へ向かおうとする浜はま面づらだったが、そこで両足が何かに縫い止められた。いいや、視線を階段下から外せない。今注意を怠る事は命取りになると、機械的な補助の利きかない第六感の部分が警告を放っていた。

　あれだけ騒がしかった銃声の渦も、いつの間にか止やんでいた。

　それでも階下からの禍まが々まがしい空気は変わらなかった。違う、一層強くなっている。ことここにきて、ようやっと浜はま面づらは気づく。この危機感は銃声によるものではなかったのだ、もっと恐ろしい何かが近づいてきていたのである。

『……、』

　ろくに言葉を放つ事もできない浜はま面づらの視界に、何かがぬっと現れた。下からの階段。その踊り場の部分へと無造作に。こちらが飛び道具を持っていれば一方的に銃撃できる位置取りのはずなのに、そんな不利など全く気に留とめる素振りもなく。

　そいつは頭のてっぺんから足の先まで材質不明のぴったりしたスーツで覆った人物だった。

　そいつは外装に不定形のジェルのような何かを備えた敵性人材だった。

　そいつは浜はま面づら仕し上あげと全く同じ装備を纏まとう真の手配犯だった。

　Ａ・Ｏ・フランキスカ。

　その素顔は分からない。

　ただし事前に衝突していたからこそ、除外できる人物がいた。浜はま面づらが思い浮かべる最有力容疑者は、こんなプロセッサスーツを着ていなかったはずだ。

　双方見合わせた途端、装甲の隙間を埋める光が禍まが々まがしい赤で確定される。

　つまりは、




『一方通行アクセラレータじゃ……ねえッ!?』








行間　一









　飛び出してしまえば、地球などあっという間であった。

　すでに『窓のないビル』は暗い宇宙へと投げ出され、あらゆる天体の軌道を無視して気ままに浮遊している。

　当然、壁の大穴も無視して。

　もはや犠牲者を樽たるに詰めて船から大海原へ流すよりも悲惨な境遇だが、聖守護天使エイワスはくすくすとした笑みを崩さない。

　対照的に、長い長い金髪の女は無重力でその輝きを蛇のように乱舞させながらも、己の喉の辺りを押さえて顔を歪ゆがませていた。

　無論、『その程度』で済ませている事自体がすでに異常の極みであるのだが。

　スカイダイビングをしている映像は、比較するものがないのでかえって落下している感覚が乏しくなる。エイワスとコロンゾンを並べてしまっては、何がすごくて何がすごくないのかなど判断もつくまい。

『クソ山。取るに足らん君自身はともかく、借り物の霊媒アバターの方はどうかね。この環境でも過不足はないか？　そろそろ東西南北の概念も消え、北ほつ極きよく星せいもその意味をなくすはずだが』

「っ」

『くっくっ。やはりローラの体調が心配かね？　よもや君のような存在が人の身を案ずるとは、なかなかに皮肉の利きいた状況じゃあないか』

「……この程度で、世に安寧をもたらしたるつもりか？」

『風ふ呂ろ場ばの黒ずみ程度の存在に記憶の良さを期待するのも間違いだったか。先も言った通り、「魔神」の僧そう正じようとやらも宇宙から帰ってきたのだろう？　ま、この程度が底の底だと思っているようなら、のちの仕掛けでも驚いてもらえそうだ。楽しみがまた一つ増えたな』

「私が戻るまでもなき事よ」

　にたりとローラの体を借りた誰かが嗤わらう。

「使える霊媒アバターがこれ一つだけとでも思うたか？　……搔かき回まわしてやるぞ。わざわざ私を放逐したるという事は、時間を稼ぎて何かを準備する腹積もりのようだが、だとするなら失敗だ」

『……、』

「Ａ・Ｏ・フランキスカ」

『ふうん。これまた随分と大仰な名前だが、本当に意味はあるのかね？』

「イギリス連邦がどうなろうが、科学サイドの最先端、学園都市は私のモノだ。なら、ここを起点に再び獲とり返かえしたるわ。状況は一時的にアレイスター側の優勢らしいが、どうせヤツの事だ、どこかで失敗するだろうしな。私のオモチャは私のもの、どこから火を点つけて燃え上がらせるかは私が決める」








第二章　目を覚ます獣、鋼の街を行く　X=Scarlet.
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　第七学区警備員アンチスキル中央詰め所襲撃から、ほんの一〇分前の話だった。




　にゅるりと蠢うごめく影があった。

　その生体に決まった形は存在しない。質量三二キログラムという制約こそあれ、色や形については自在に組み替える事ができる。

　故に、その生体の基本的な戦略は『待ち』だ。イカやタコというよりも、クラゲやイソギンチャクの方が近い。周辺環境を走査した上で標的が最も接近してきやすい疑ぎ似じ餌えに自らを擬態させて『待ち』に徹する。洞窟や沈没船の近くでは宝箱、冬の山小屋では暖を取るためのストーブや焚たき木ぎの山、砂漠の村ではウォーターサーバーのボトルなどなど。これが本来の想定運用である。

　ただしもちろん、『待ち』を選ぶだけでは捕獲のできない標的も存在する。

　そうした時のための自律行動だ。

　宝箱やボトルがひとりでに移動していては不自然なので、さらに的を絞る必要はあるが。

「おっ？」

　大きな建物の正面出入口を守っている警備員アンチスキル達たちに、罪はなかったかもしれない。

　誓って良いが、彼らにはその生体が想定していたような不ふ埒らちな目的はない。こんな夜遅くに小さな『それ』がふらふらと歩いていれば保護しなければならないと考えるのは自然な事だし、ましてここは警備員アンチスキルの中央詰め所だ。家庭や学校で大きな問題があり、助けを求めてきた可能性も否定できない。季節感というものをまるで無視した透けるような薄手のワンピースや、履き物のない剝むき出だしの裸足はだしも怪しいと言えば怪しい。少しでも事件の匂いがする以上、無下にできるはずもなかった。

「どうしたのかなお嬢ちゃん、こんな時間に」

　腰を折って目の高さを合わせ、正面警備の警備員アンチスキルはそんな風に笑顔を作って『それ』に話しかけた。もちろん頑強さが求められる配置だが、誰でも彼でも睨にらみを利きかせていたら一般市民からの不信を招いて協力を取り付けられなくなる。よって玄関を守る者には屈強さの他に社交性も求められている訳だ。

　だがその嗅きゆう覚かくでもって気づくべきだったかもしれない。

　今必要なのは屈強さと社交性、二つの内のどちらなのかを。

　繰り返すが、その生体は決まった形を持たない。

　周辺環境を走査し、最も標的を捕らえやすい色や像に己をリデザインする。質量三二キログラムの制約の中で、このような文明国の大都市圏の風景にあっても違和感なく、それでいて正義感にしても不ふ埒らちな目的にしても多くの標的を無防備に致死圏内まで誘い込むのに相応ふさわしい要件を満たす『疑ぎ似じ餌え』とは何か。

　最適の答えが出た。

　ぴしっ、と。

　何かの亀裂が走るように、可か憐れんな少女のおでこの辺りで、縦に小さな傷が走ったのだ。

　いいやそれは単なる傷口ではない。明らかに蠢うごめいている。

　奇怪極まる現象に、正面警備の警備員アンチスキルは何な故ぜだかこんな非科学的な事を考えていた。

（額に……第三の……？）

　目玉とでも思ったか。

　だが違う。




　身長一三〇センチにも満たない少女の頭頂部から股下まで、中央縦一直線にラインが走る。

　ミメティックプレデター。

『それ』はがぱりと、アイアンメイデンのように全身を大きく左右へ開いていった。
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　そして今。

　浜はま面づらと刺客は双方赤の光を放っていた。

　第七学区中央詰め所、三階・二階間の階段踊り場に立つプロセッサスーツ男の周辺へ取り巻くように、その不定形のデロデロはわだかまっている。

　違う、単なる汚物ではない。

　規則性をもって流動体がプロセッサスーツ男の全身へと集まっていく。特に集中しているのは両の二の腕と左右の太ふと股もも。恐るべき武装が複数飛び出した。機械にあるまじき艶なまめかしいラインを描くのは、クラゲやイソギンチャクの触手のような長い長い流線の集合体。突き刺す事も締め上げる事もできるどころか、軽く触れただけで対象を確実に害する戦闘用マニピュレーターの群れだ。

　機械製品だからといって、直線的な金属の塊ばかりとは限らない。

　むしろ細胞質の凶器すらモノにしている分だけ、相手のスペックを見せつけられたような気分になる。

（同型機……？　いいや、向こうの方が高性能、なのか!?）

　互いに合図などなかった。

　両の二の腕と左右の太ふと股もも。人型シルエットの外側に向かって花開く巨大な戦闘用マニピュレーターが蠢うごめいたかと思ったら、クラゲやイソギンチャクのような流線は恐るべき槍やりと化して、様々な角度とタイミングから浜はま面づら目がけて串刺しにするべく突っ込んでくる。

　アネリからの警報と床一面に広がるカラフルなマーカーに従って足の置き場を操作し、全て回避してから『槍やり』の側面に拳を当てる。感覚的に拳の表面でチョコンと触れた程度なのに、例の『すごいの』が出た。足腰から全体重が拳の一点へ集約され、得え体たいのしれないデロデロの凶器をまともに殴おう打だする。ナニナニ拳なのかは知らない。

　あれが本当にクラゲやイソギンチャクを模しているなら触れた瞬間に無数の毒針から薬液でも注入されたかもしれないが、こちらもこちらで全身くまなく特殊素材のプロセッサスーツに覆われている。

　轟ごう音おんというより、もはや爆音。

　床に転がった不定形が千切れたタコの脚のようにびちびちとのたくっていた。

（ダンスゲームみたいな足運びはなかったな。こっちはアネリ、向こうはあのデロデロ。同じプロセッサスーツでも追加のオプションが違う……？）

　しかしまだ終わらない。透明な無数のクラゲ触手をギュリギュリ集約させて色や質感を整えていくと、全身をこねくり回して全く違った形を作り出していく。

　身長一三〇センチにも満たない保護欲溢あふれる女の子であった。

　何な故ぜか尻しり餅もちをついて両足はＭ字でござった。

　そしてため息をつく浜はま面づらは親指を小さく甘あま嚙がみしての上目遣いを完全に無視した。

『生あい憎にく俺は低身長の巨乳派だッッッ!!!!!!』

　さらにもう一発『すごいの』を選択。みぞおちのど真ん中に蹴りを叩たたき込こんで直線通路の奥まで生体凶器を容赦なくぶっ飛ばす。

　異変があった。

　あれだけの一撃を受けてもびくともしなかった……のではない。

　むしろ普通の人体ではありえないほど柔らかい。グミで作った人形のように背骨を無視して小さな体が真後ろへ直角に折れ曲がっている。そして足の裏からぞわぞわと得え体たいのしれない感触が伝わってきた。

　赤ん坊の泣き声の周波数を利用したサイレンと同じだ。

　人体にとって最も不快で、罪悪感を表へ引きずり出す感圧信号を誘発させるよう、あらかじめ数値設定されていたのだ。

『うっ……ぷ!?』

　がさっ、という物音があった。

　車のテールランプのように、暗闇の中でぬめるような赤い光が尾を引いていた。今のじゃれ合いで時間を稼いだ本命の手配犯Ａ・Ｏ・フランキスカが、階段の踊り場どころか通路の天井へ張り付いていたのだ。

　今度の今度こそ完全な同スペック。

　アネリの指示に従って足の置き場を次々変えても、ボッッッ!!　と空気を引き裂く裏拳は空振りに終わった。クロスカウンターで襲いかかる飛び蹴りをすんでの所で首を振ってかわし、小さな円を描くように浜はま面づらとＡ・Ｏ・フランキスカはその場で間合いを測り直す。……何だかとっても格好良さげだが、浜はま面づらが実際にやっているのはアネリ開発のダンスゲームでしかない。

　……ただ、どうやら完全に同じスペックだと、こういう事になるらしい。

　つまり延々と決着がつかない。

　しかも向こうにはＭ字バカの追加トラップが存在する。アネリのサポートがあったとしても、このまま削り合いを続けていけばおそらくこちらの方が消耗は早くなる。

　戦って勝つ事を想定すべきではない。

『すごいの』を選択。手配犯の掌打が真正面から飛んできたタイミングで胴体を振って回避し、そしてヤツの体ではなく真下の床に向けてカカトを思い切り叩たたきつけた。途端に分厚い建材が沈み込み、床に太い亀裂が何本も走り回り、まるでアリジゴクのようにＡ・Ｏ・フランキスカを吞のみ込こんで階下へ引きずり下ろしていく。

　事前に身構えられたか、身構えられなかったか。

　それが明暗を分けた。浜はま面づらの方は崩落に巻き込まれる前に壁や天井を蹴って安全圏へと逃げ切っている。

　今はとにかくリリスだ。

　さらにしつこく遠近の摑つかみにくい透明なクラゲ触手の槍やりでもって次々刺突してくる生体凶器の側面を殴り飛ばし、ツインテールにサイドテールにでかリボン、丈の短いミニスカワンピースからショートパンツにスクール水着まで色々見せつけてくれる刺客の細い首を腕一本で摑つかんで鉄てつ格ごう子しのはまった強化ガラスの窓に叩たたきつけ、そのまま三階の夜空へと容赦なく投げ捨てる。

　こっちが首を摑つかんでいたはずなのに、あのわずかな時間の接触だけで手の甲の装甲には深い傷がざっくりと残っていた。装甲の奥から血のように赤い光が瞬またたく。具体的に何をされたかは、攻撃された後も不明。ただ暗闇に消えていく生体凶器のほっそりした喉の辺りが、不気味に蠢うごめいていたような気もするが……。

『……おっかねえ』

　手配犯にしても生体凶器にしても、あの程度でくたばるタマとは思えない。今度の今度こそ浜はま面づらは同じ階にある職員家族用の託児所へ走る。もはや警備員アンチスキルも当てにならなくなってきた。リリスをここから連れ出さないとまずい事になりそうだ。

　それでも直接的な脅威との距離を離したためか、束つかの間ま、プロセッサスーツの隙間を彩いろどる光が赤から黄色へ引っ込む。

　途中の通路では、壁に背中を預けるようにして座り込んでいる警備員アンチスキルもいた。

　本命のＡ・Ｏ・フランキスカが踏み込む前にあの生体凶器へある程度自由に行動させていたのか、あるいは建物全体を揺さぶる衝撃で落ちてきた天井のパネルなどが直撃したのか。細かい所までは分からなかった。

『アネリ、手当てはできそうか!?』

　……特に拘こう泥でいしなかった所を見ると、迷惑メールのフィルタのような感覚でこちらの思考パターンを反復学習しているのだろうか？

《ゾワリ》と背筋に何かが走る。

　その辺にあった作り物のツリーや停電で使い物にならなくなったＬＥＤ電飾ロープなどが色分け表示されるので、指示通りに飾りの棒を毟むしり取とってロープを引き出し、警備員アンチスキルの右足を固定していく。何事もアネリあっての話だ。浜はま面づらなどは両手を動かしている最中に、ようやっと足首の捻ねん挫ざの対処法だと思い浮かんだくらいの周回遅れだった。

「う……」

　痛みに呻うめいたのは、長い黒髪を頭の後ろで束ねた胸の大きな女性だった。ジャージに巨乳だとついつい恋人の少女を思い浮かべてしまう。……ジャージ巨乳の警備員アンチスキルに執着していたのは半はん蔵ぞうのはずだ。何となく純粋さが失われるような気がするので、ここから刷り込みが発生していたとは考えたくない。一筋というのは大切な事だ。ピンクジャージだろうがへそ出しミニスカサンタだろうが大好物は大好物だし！

「何で容疑者が、表をうろついてるじゃん、よ。アンタ一体……？」

『知らん知らん、俺はアンタなんか知らん』

「……どうでも良いいか。あの子は奥の託児所じゃんよ。うちらじゃアレは抑えきれん」

　言うだけ言うと、ジャージ巨乳の女教師はズボンのポケットから取り出した何かをこちらへ握り込ませてきた。

　小さな鍵だ。

「途中にある倉庫の鍵じゃんよ……。特札とくさつの山がわんさか積んであるから、鍵を開けて扉を開けておけば時間を稼げるかもしれない」

『トクサツ？』

「誘拐や特殊詐欺の捜査で犯人を騙だますために使う、行政公式の偽にせ札さつじゃんよ。訓練した犬にしか分からない特殊な香水をつけたヤツ」

　荒い息を吐きながら、警備員アンチスキルの女はうっすらと笑った。

「……こんな事は頼むべきじゃないのは分かってる。だけど敢あえて言うじゃんよ。まだ動けるなら、アンタの手に託す。あの子を守ってくれ」

　思わず舌打ちした。

　浜はま面づらにとってはこちらの動きを制限するだけの警備員アンチスキルだが、彼らは別に悪者ではない。なのにここで留とどまっていても、次々流れ弾が当たるリスクを増やすだけだ。身動きの取れない生せい存ぞん者しや達たちを助けるために最適な行動は、今すぐ浜はま面づら達たちがこの建物から逃げ出す事だろう。

　最後にこれだけ囁ささやいた。

『……同じプロセッサスーツの男には気を許すな。ヤツは容赦をしない』

「アンタ……？」

　ここで拘こう泥でいするより逃走する方が警備員アンチスキルのためになる。浜はま面づらは怪け我が人にんを置いて通路の奥に進む。ジャージの女から預かった鍵を使って、途中にあった倉庫の扉を開け放っておいた。それからサンタやゆきうさぎなど、冬物マスコットが貼り付けられた扉へ向かう。

「リリス!!　無事か!?」

　どうせ言葉なんて通じないのは分かっていながら、つい声を荒らげてしまった。半分くらいは自分の願望を言い聞かせているだけだったのかもしれない。

　だぁー、という状況を全く分かっていない元気な声が返ってきた。

　揺りかごも兼ねているソリを模したベビーベッドの上にリリスは寝かされていた。身に覚えのない赤と黄色のトランペットのオモチャが握られている。口元から甘い匂いがするから、おそらくお湯に溶かした粉ミルクでも与えてもらったのだろう。警備員アンチスキル達たちは丁重に扱ってくれていたようだった。大人おとな達たちを見殺しにする理由がまた一個減った。恩を仇あだでは返せない。

　できればベビー用品をいくつか見繕っていきたかったが、ここで大荷物を抱える訳にはいかないだろう。とりあえずソリの形をしたベビーベッドの中からリリスだけ抱え上げるに留とどめる。

『……またちょっと寒い所に出るけど、我慢してくれよ』

　分かっていないから説明しない、は何となく不誠実だと思っているのだろうか。浜はま面づらはそんな風に自己分析していた。

　こつっ、と。

　託児所の扉の前で足音が聞こえたのはその時だった。

　たったそれだけで、浜はま面づらの全身に真っ赤な曲線が走り回る。

（ッ!?　なんだっ、札束の山は全無視かよ!!）

　透明な触手の槍やりが複数突き刺さり、動物マスコットで飾られた託児所のドアを裂いて一〇以上の残骸を撒まき散ちらし、細胞質の生体凶器を背中に貼り付けて一体化させたプロセッサスーツの手配犯Ａ・Ｏ・フランキスカが踏み込んできた。こちらと同じく、向こうも警戒色全開の赤。これで絶対に流れ弾を当ててはいけない護衛対象を抱えたまま、出入口まで塞ふさがれた格好になる。実際の激突より先に選択の自由度を次々と封じられていく有り様だ。

　が。

　同型機を纏まとう二人が具体的に動くより早く、真横の壁が勢い良くぶち抜かれた。

　奥から顔を出したのは、不気味な白髪と血のように赤い瞳を備えた怪物。

　ヤツは一度だけ呟つぶやいた。




「……くっだらねェぜ」




　ッッッドン!!　という爆音が炸さく裂れつした。

『うおおおあっ!?』

（死ぬッ!?　ああ、リリスは、どうする、どうしよう、放ってはおけねえし下手に抱えていると一緒にやられちまうかもだし何が正解だどうしたら良いいんだちくしょう一〇〇点満点なんてあんのかどうなんだ時間だって勝手に過ぎていくし……ッ!?）

　間近の木に雷が落ちたように浜はま面づらは身を縮め、リリスを庇いながら叫んでいた。

　しかし幸い、とでも呼ぶべきか。

（……って、あれ、生きてる？）

　どういう訳か学園都市第一位は赤ん坊を抱える浜はま面づらではなく、先に手配犯の方へ突っ込んでいったようだった。

　もう良いい。クレバーな答えなんか出ない。

　化け物どもの動きには何か意味はあったのかもしれないし、単なる気き紛まぐれだったのかもしれない。とにかく馬鹿なヤンキーはそれ以上慣れない頭の運動をやめた。腕の中のリリスをもう一度抱え直すと、ドアではなく窓の方へ走り、鉄てつ格ごう子し付きの強化ガラスをぶち抜いて三階の夜空へと躍り出る。

　跳躍距離は、常人の限界を軽く超えていた。

　逃走防止用の背の高いフェンスの先、普通に夜の街まで飛び出している。

　リリスが不思議な浮遊感にきゃっきゃと喜ぶ声を上げる中、浜はま面づらは着地地点を探していた。アネリがバイザーに表示させたオススメルートはと言えば、

『大型トラックかよオイ!?』

　アネリを激しい振動にさらさないよう、両足を折り曲げて衝撃を殺しつつ、何とかしてクリスマス電飾全開のデコトラの上へ着地していく浜はま面づら。ただ、一応は正解だったらしい。プロセッサスーツを彩いろどるアクセントが赤から黄色へ、さらに青へ戻っていく。

　ようやっと一息ついた時、ぷっぷー、という安っぽい笛のような音が響いた。

　見ればリリスがトランペットの形をしたプラスチックのオモチャを口に咥くわえていた。あれだけの騒ぎの中でも、お気に入りは手放さなかったのか。

　どうやら彼女はゴキゲンらしかった。
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　こそっと、であった。

　ビルとビルの隙間にある路地から、銀髪少女アレイスたんが顔を出して何かを確認している。彼女（？）は紙幣大の紙切れを指で摘つまんでひらひら空気の中を泳がせながら、

「反応なし、か」

「良いい事なのか？」

「……ふむ、単純にそうとも言い切れん。いざ準備を進めて覚悟を固めると見つからなくなるものだな。これでは何のためのリトマス紙なのやら」

「今何やっているんだっけ？」

「インデックスや御み坂さか美み琴こと。とりあえずあの辺から『確定』を出して地盤を固めておきたかったという話だろう？」

　ダブルのブレザー制服の他に魔女の帽子やマントがあるから何とかなっているものの、そうでなければこちらへ突き出した腰からミニスカートの奥がはっきりと見えていたはずだ。不幸中の幸いとは思わない。このスケベオヤジ、早くも女子高生御ご用よう達たしギリギリディフェンスの精神を会え得とくしかけている!?

　全部計算ずくなのがかえっておっさんっぽい人はかく語りき。

「前も言ったが、この護符は必ずコロンゾンに負ける。つまり、ヤツの影響が膨らむにつれて自己破壊が進んでいくはずだ。逆に言えば、これが無事な間は『見えない影響』はないものとみなして構わない。君が闇雲に右拳を振り回す必要もなくなる訳だ」

「……、」

「渋い顔するなよ。世の中で一番怖いのは『目の前の現象が黒幕と関係しているか否いなかが分からない』という迷走状態だ。不意の事故や火事は、次々降りかかる不幸は、道でぶつかったあの人は？　誰も彼も怪しんでいるようではかえって真相から遠ざかる。そういう時に、疑いを『目に見える形』に変換してくれる護符の存在は大きくなってくる。偶然と必然を奇麗に切り分け、乗り越えるべきハードルを示してくれるのだからな」

　アレイスターはひらひらと紙切れを振って、

「コロンゾンの策謀はさながら立体迷路だ。当事者として最前線に出るだけが全てではない。むしろ惑わされないようにするためには、全体をフラットな視点で観察するのが肝要なのだ。敵も味方もお構いなしにな」

「オティヌスとかすげえー怒ってそうだけど……」

「信頼を美点と置いている向きがあるようだが、固定観念は心理的な死角しか生まんよ」

　確認作業を終えるとアレイスターが夜の街へと飛び出した。

　正直に言って付き合う義理はないのだが、上かみ条じようとしてはこの破天荒な魔術師を野放しにするのもそれはそれで怖過ぎる。誰かが手綱を握っていないととんでもない事になりそうだ。

「おいっ、どこへ行くんだ？」

「身を隠すだけならさっきのレジャーなホテルに籠こもっていれば良かったんだ。何のために密室で薬品を分離抽出して護符を調達したと思っているんだ。リトマス紙は手元に隠しているだけでは意味がない。わざわざ危険な外に出た意味を考えてみろ」

　何とももったいぶった言い方をするアレイスターは、上かみ条じようの腕を摑つかんで夜の街を歩く。

　しばしの沈黙。

　銀髪少女は自らが構築し、そして手放しつつある景色を眺めて白い息と共にこう呟つぶやいていた。

「……初めて日本に立ち寄ったのは偶然だった」

「？」

「だが鎌倉の地で大仏を一目見た時の衝撃がずっと忘れられなくてな。一九四七年、英国の地で一度くたばった事にした時に、どこで再起するかなど一択しかなかった。その時にはもうシチリアもパリも興味は失うせていたし。ま、この辺りは瀕ひん死しだった私を担かついで運んだあの医者の都合もあったんだが」

　時代を感じさせる数字だった。

　歴史の教科書に出てくるような、大きな戦争の直後の話。まだまだこの国が復興を遂げたとは言いい難がたかったその年代。いいや、だからこそか。学問と技術を取り戻すというお題目の下で、学園都市などという規格外の施設を首都東京西部にドカンと構築するチャンスは、そこにしかなかったのだ。

「必要なものを必要なだけ詰め込んだ。成長の余地も含めて。あの時見た寺社や大仏が示した通り、一つ目的を与えればその専門分野の中でコツコツと積み上げていく手先の器用な農耕民族の気質もオカルトから切り離した科学と学問の街を構築していく上では相性が良かった。……だが結果として出来上がったのは、本当に私が焦がれていた日本という景色だったのかな。改めて一望してみれば、十字教を憎ぞう悪おする私のはらわたでも覗のぞき込こんでいるような気分だよ」

　やがて銀髪少女が足を止めたのはチェーン経営の古本屋であった。書店にしては比較的夜遅くまでやっている。有線放送でクリスマスソングが垂れ流される中、本当に買う気があるのかどうか、半ば以上立ち読み客ばかりのそのお店へ、銀髪少女は躊ちゆう躇ちよなく踏み込んでいく。

「……、」

「どうしたんだ」

「いや、久しぶりに私の本の背表紙が見つかるかと思ったんだが。やはりマイナー過ぎたかな。書物占いをするには良い素材だったんだが」

「……インデックスが保管するような危険な魔道書だろ。こんなトコに転がってるもんかよ」

「安易な批判の前に通り一遍自力で学んでみたまえ。私は何作か戯曲や小説も手掛けているよ。私がかつて一度くたばったのは一二月一日。こういう季節になると感傷がうずくのは大目に見てくれたまえよ」

　うっすらと笑いながら、アレイスターは上かみ条じようの腕を取って迷路のように並ぶ本棚の陰へ引っ張り込んだ。柔らかい女の子の微熱と匂いのするおっさんに抗議するかしないかで悩む上かみ条じようの耳元へ、銀髪少女はそっと囁ささやく。

「（……インデックスや御み坂さか美み琴ことはともかくとして、土つち御み門かど元もと春はるや烏からす丸ま府ふ蘭らんも出てこない、か。逆に気になるな。科学のインフラが不足しているのは認める所だが、個人の力で使える魔術でもこちらを追跡する事ができないのか。あるいは何かしら第三者がジャミングでも仕掛けている……？）」

「？　良く分からんが結局合流できるのかできないのか」

「（表の警備員アンチスキルも騒がしくなってきた。『滞空回線アンダーライン』を管理者権限で使えれば簡単に情報検索できた。いいやそこまでやらなくても、グリッド状に敷ふ設せつした地震計で不自然な振動を全て精査するだけでも……。まあ、自分から『窓のないビル』を発射したんだから望むべくもないか。ともあれ近くで何か起きているぞ、慎重に進もう）」

　そのままぐいぐいと腕を引っ張られ、ふんわりした感触と共に二人して別の出入口から外へ出ていく。

　とにもかくにもぎゅうぎゅう人様の右腕に引っ付いてくるアレイスターだったが、意外な事にさほど目立っていない。そして改めて周囲を見回してみれば、クリスマス電飾に彩いろどられた表通りはどこもかしこも若い男女がイチャイチャチュッチュであった。バイトのサンタやゆきだるままで仕事中だってのにべったべたの甘々である。擬音が多くて分かりにくいって？　決まってんだろ一二月の夜の街なんぞ詳細を描写できないからだよコンチクショーである。

　サンタのコスプレバイトに紛れて街頭で怪しげなアンケートやらモニターやらを募っているバニーの横を通り過ぎ、そして上かみ条じようの瞳がどんよりとした木の洞うろのようになった。

「……何でこんな恋人時空で軽めに年表に載っちゃうレベルのスケベオヤジにすり寄られてんの俺。体に二つ穴空いてんだぜ？　もうなんていうか全体的に死にたい……」

「安易に死などと口に出すべきではないよ少年。深しん淵えんの方から覗のぞかれたいのかね？　……それにしても、こうなってくるとやはりネックになるのは土つち御み門かど元もと春はるか」

「？」

「他は特異な力や才能があっても素人しろうとからの派生に過ぎん。土つち御み門かど元もと春はる、あいつだけがプロの地金を持っているからな。こちらから合流できないのなら、ヤツに気づいてもらえるよう派手に動くのが手っ取り早い。もちろん予期せぬ第三者に気け取どられぬよう気を配る必要もあるが。……あるが……」

「何だよ、何か引っかかってんのか？」

「ああ。土つち御み門かど元もと春はる、か。何だ、私は自分のどこに違和感を覚えている……？」

　そこで上かみ条じようはちょっと沈黙した。波は瀾らん万ばん丈じよう過ぎるから忘れがちになるが、そういえば『窓のないビル』に向かう直前であのド腐れサングラス、統括理事長の頭を撃った撃たないとかいう話をしていたような？　こんな所で変に再燃しても困るし、全力の笑顔で話題を変えてしまうに限る。

「……さっきも聞きたかったんだけど、今この街では何が起きているんだ……？」

「それを一つ一つ調べているんだがな。ま、失敗続きの身の上だから一〇〇％の保証なんぞしないがね」

　こちらの肩に頭を寄せる銀髪少女は呆あきれたように言ったが、むしろその声色にはどこか羨うらやむような響きがあった。

「ローラの肉体を霊媒アバターとして使っているコロンゾンは、私を害する事で学園都市を乗っ取ろうとしていた。ここまでは良いいな？」

「……未いまだに全部が全部、理解が追い着いている訳じゃないけど」

「結構。正直なのは美徳だよ」

　くすりと笑って魔術師は続ける。

「学園都市には滅法危険なモノがいくつも眠っている。どれだってローラ……いやコロンゾンのヤツに奪われてはならないが、中でも最も重要視すべきは『書庫バンク』だ」

「ふうん。俺おれ達たちの成績表を収めているっていう、あの？」

「各学校の成績表を含む超能力開発、さらに言えば能力開発部門の薬品や機材を含む学園都市全研究データを集積、検索活用するための一大データベースだ。次世代兵器や超能力ばかりが派手で目立つが、そもそも学園都市最大の武器は『科学的な叡えい智ち』だからな。これを丸ごと奪われるのが世界にとって一番の痛手となる」

　それはつまり、全世界を覆う科学技術を好きなだけ悪用できる環境を悪魔に与える事を意味する。

　いいや、元々科学や魔術に明確な境は存在しなかった事を考えると、コロンゾンとやらの半端な叡智を完全に満たすパズルのピースになりかねない、のか。まるで欠けた半身を与えるように。

　かつて、『魔神』オティヌスが科学と魔術の双方を統合した結果何を摑つかんだか。それを思い出すだけで危険性が滲にじみ出でてくるというものだ。

「ローラを乗っ取ったコロンゾン本体は今、この地球にはいない」

　アレイスターはそう断言した。

「……だが、それでコロンゾンが諦めるはずはない。だとすればヤツは学園都市という盤面全てにある駒を使って最大のサーバーシステムを狙ってくるだろう。例えば」

　ファウ!!　とドップラー効果すら交えて、すぐ横を警備員アンチスキルの特殊車両が走り抜けていった。今日も街は騒がしい。どこかの証券取引所を襲ったヘルメット男が詰め所から逃亡したというニュースは街頭ディスプレイや電光掲示板などあっちこっちで流れている。

「学園都市で起きている大小様々な事件を利用してでもな」

「あれも関わっているっていうのか？」

「あらゆる犯罪の発生には、それがどんなにくだらないものであっても必ず原因が存在する。そこに不自然な滑らかさを感じた場合、第三者が外から注力したものだと考えた方が良いい。複数のソースを当たる努力さえすれば、これくらい検索エンジン一つで区別はつくよ」

　アレイスターはあっさり言ってのけた後に、

「ただし、だ。どこまでが冴さえた勘で、どこからが妄想なのか。常に一定のラインを保つのは難しい。そいつを奇麗に線引きするためにも、公平な視点っていうのが必要なのさ。別に御み坂さか美み琴ことや食しよく蜂ほう操みさ祈きが憎いのではない。むしろ意見を出す人間が多いほど個人の癖は希釈されるから偏見や先入観に囚とらわれるリスクも減るだろう。しかし当然、内側に引き入れるべき仲間は安全性を証明するべきだ、せっかくのリトマス紙があるのだし。かつてはこの辺りを問答型のＡＩに任せていたのだが、今は君にその役割を任せている訳だ。……実際に相あい容いれない主義信条に基づいて本気で殺し合った君なら、私の『対案』として機能を発揮してくれるだろう」

「……、」

　失敗しても、敗北しても、挫折しても、破綻しても、そこで終わらない。

　砕け散る事で得た人脈さえも我が物にしてしまう。

「さて、それでは毎度の『保険』に走っておこうか。最初のキーは土つち御み門かど元もと春はる。こいつに気づいてもらえるよう、適度に騒ぎを起こそう。あまりシリアスに考える必要はない、サインと言っても普通の人なら見逃してしまうような小さな自己主張があれば十分だしな」

「今度はどこへ向かおうってんだ……」

　すでにこの時点で上かみ条じよう当とう麻まは吞のまれてかかっていたのかもしれない。

　本来ならまずイエス、ノーがあったはずなのだ。それをすっとばして『どこへ？』などという質問を飛ばすべきではなかったのだ。

　だからこうなった。




　深夜上等で営業中なむんむん熱気のサウナが一丁上がりである。




「………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………お前もう全体的に狂ってんのか？」

「しっかり腰にタオルを巻いてから文句を言ってどうする気かね？　まあ悪役にされるのは慣れているので一切構わんよ。乙女の柔肌、微熱、芳香、余す所なく堪たん能のうしたまえ」

「でもって何でお前が男の方に来てんだよ!?」

「おや、女性用の方へ向かっても良かったのかね」

　……中身がスケベオヤジだと、それはそれでまずい気がする。

　しかし見た目だけなら抱き締めれば折れてしまいそうなほど線の細い銀髪の少女が体にタオルを一枚巻いているだけなのだ。この時間帯でも上かみ条じよう達たちの他にもちらほらとお客さんは混ざっているが、誰も彼もが困惑の極みである。……とはいえ声を荒らげて追い出したりもしないのもアレだが。そう、少女の方から勝手に踏み込んでくる分には男おとこ達たちは特に何も困らないからだ。

（実は雑にガーゼで傷口留めているだけの上条にも周りの客は気圧されているのだが）アレイスターは他の客が持ち込んだ小型の防水テレビへ興味深そうな目線を投げ、

「……ふうん、そういう手もあるか。渋滞情報を細かく精査すれば、何な故ぜその渋滞が発生したかも見えてくるはずだ。そこに事件性があれば色々追い駆けられるかもな」

「あちこち目移りしているって事はクレバーなふりして実は行き詰まってんのか？　このサウナに直行も含めて何もかもがだ!!」

「何だどうした、もやもやしているならゲームでもするか？　例えば野球拳とか」

「一発だよ!!　だってお互い一枚しかストックねえんだから!!」

　まるでこの空間全体の主のようにアレイスターは桐きり材ざいの長椅子に腰掛け、タオルの端も気にせず大胆に足を組みながら、

「君も腰掛けたまえ。言ったろう、サインを残すと。水準以上の話題性は与えたので、じきに騒ぎとなってＳＮＳだの何だので拡散するだろう。大して重要とも思わず、そんな馬鹿なと笑いながらな。今の統括理事長が銀の髪の少女だと知る者だけが事実の重さに気づくはず」

「ほんとにそんな計算ずくなのか……？」

「ま、肌をさらす時は無防備だから、目標の土つち御み門かど以外に良からぬ第三者から接触されるリスクもある。その時はこのタオルを取っ払って全力全開で悲鳴を発しよう。今この場にいる全員が容疑者だな、前ぜん代だい未み聞もんの大パニックに陥っている間にとっとと場所を移せば良い」

　そんなギャンブルになるような事態なのだろうか。

　上かみ条じようとしてはいつものメンツがいつもの通り集まらないのは落ち着かない。

「十中八九意味のない警戒だよ」

　整った顔立ちや首筋をほんのり赤らめながら、アレイスターはそんな風に言っていた。

「それにコロンゾンが仕掛けてきた事件は、私わたし達たちがいるのとは別の軸での話だ。まずはここを接続・合流して正しいレールに乗る所から始めないといけない。そのためには、『上かみ条じよう当とう麻まの物語』という固定観念を捨てておいた方がやりやすいのさ」

「？」

「世の中には似ているようだが全然違うモノもある。例えばサーカスの曲芸から派生した対戦相手を安全にホールドするためのプロレス脳で、ガチで勝利をもぎ取りに行く国際大会のレスリングを語ろうとしてもどうにもならんだろう。下手に知識がある分だけ余計に振り回される。そういう話だ。ま、流石さすがにここまで馬鹿馬鹿しいアイデアを実行に移せば認識をリセットの一助になるだろうがな」

「つまり何がどういう事？」

　するとヤツは真顔で即答した。




「桃色の風が世界を救う」

「ようし歯を食いしばれ。あの世のリリスに第二弾じゃあ!!」




　　　　４




　警備員アンチスキルも当てにならない。

　かといってこのまま一二月の寒空に赤ん坊を置いていく訳にもいかない。

　サバイバルの衣食住の中で住が一番てっぺんに躍り出るのは結構珍しい状況だが、今のリリスにとって寒さは天敵だ。まずは『場所』が必要になってくる。

　そんな訳で、青い光を引きずる浜はま面づら仕し上あげの決断は一択だった。

『……お邪魔します、と』

　アネリの指示に従って知恵の輪でも解いていくようにガラス扉の鍵をぶっ壊し、中に忍び込む。途端に甘い花の匂いが壁のように押し寄せてきた。

（まだ八時台だぞ。やっぱ公共施設は閉まるの早はええな……）

　ここは植物園だ。

　……公共施設だからなのか、客が引き払った後もクリスマス電飾がチカチカと瞬またたいている。光合成を行う草花は照明にも気を配るという話だが、ああいう飾りは大丈夫なのだろうか。

　ガラスでできたサッカーボールのような半球状の大きなドーム空間。中でも高山植物などのデリケートなコーナーならいっそ人間を扱うより丁寧に温度管理されているだろうし、動物園や水族館と違って衛生環境に問題も発生しにくい。ここを拠点にすればひとまずリリスが凍死してしまう心配はなくなるはずだ。

　同じデザインのポスターがベタベタ貼ってあるのは、ｗｅｂ配信のドラマのロケ地になった関係だろう。間に『大熱波』を挟んだため大分公開が遅れたらしいが、確か複数の殺人鬼が思い思いの殺し方で鍔つば迫ぜり合あいを行うような内容だったと思う。

　うー、という赤ん坊の呻うめきがあった。

　花を愛めでる心はまだまだ育っていないようだ。不満げな声色から察するに、強過ぎる香りを嫌っているのかもしれない。……デートコースに選んだ結果、ジャージの少女をものの見事に退屈させた悪夢のような記憶が雪な崩だれ込こんできそうになり、浜はま面づらは慌てて心の扉を閉めた。

　そう、花は光も音も出さないのである。

　動きが少ないから退屈とか言われても困る。リカバリーできない。

『さて、と。それじゃあ……。アネリ、託児所の映像を引き出してくれ』

　温度管理は植物園の施設に任せるとして、赤ちゃんに必要なものを一通り揃そろえてしまいたい。中央詰め所にあった託児所はお手本の宝庫だ。あそこにあった小道具はできるだけ再現しておきたかった。

（……まずはベビーベッドからかな）

《ゾワリ》と、背筋に何かが走る。

　言葉だけなら可愛かわいらしいものだが、リスクはゼロではない。

　一部の植物はエアコンの温風だけでは足りないようで、植木鉢の周りをシルクらしい柔らかい布で巻いてあるのが分かる。倉庫の方を確認してみると、確かにいくつか束で保管されていた。こちらを引っ張り出してリリスの寝床を用意する。化学物質やアレルゲンはもちろん、手製の工作だからと言ってネジの先端や針金なんかが飛び出すようでは元も子もない。

　こういう時、魔法の言葉は最初から決まっていた。

『アネリ任せた』

　今は確実性が求められる時だ。思春期のプライドが邪魔をするなら捨ててしまうのみ。

　風景に直接浮かぶガイドへシルエットをはめ込むような格好で複数の園芸用品を組み合わせて形を整え、時折飽きて退屈気味な声を出すリリスをアネリが即興でプログラムを組んだ自動音楽作成ソフトで作った子守唄であやしつつ、浜はま面づらは一つ一つ自由工作を完成させていく。例の化学物質の件があるので接着剤を使えなかったのが大変だったが、その分寄木細工みたいに複雑な形に削った木片同士を繫つなぎ合あわせて強度を足している。

　これでベビーベッドは完成。

　何度か掌てのひらで上から押して全体の強度を確認してから、抱き上げたリリスをそっと乗せてみる。特に崩れてしまう様子はない。ふかふかの感触が気に入ったのか、小さな手を叩たたいて喜んでいるのが分かる。

　ようやっとの一息だ。

　とはいえ相手は生きているので、これだけで済む訳がない。衣食住の住が片付いたら、残る二つも何とかしなくてはならない。とはいえ、フルフェイスの手配犯とペアルックでは普通のお店は利用できないし、ネット通販で痛い目も見た。

　方法を考えなければならない。

　セキュリティがオートメーション化されたため、実質的に用をなくした警備室の方へ入ってみると、無線機がいくつか充電ホルダーに挿さっているのを見つけた。

（……ちょうど良いい。自分用に一つ、後はリリスのベビーベッドの傍そばにも置いておくか）










　　　　５




　ぶっちゃけてしまうとこの高級マンションは恋人と二人で暮らすには少々広過ぎるのだが、麦むぎ野のや絹きぬ旗はたが断固として譲らなかったのでこんな形になった。そもそも二人で過ごすはずだったのだがいつの間にかルームシェア形式になっているのも含めて色々と謎の多い物件でもある。

「んーっ」

　そんなこんなで夜の九時。

（一二月って脂っこいものばっかり並ぶ事が多いから。あのサンタ衣装、今ちょうどぴったりだからこのままだとちょっと心配……）

　真実をぶっちゃけてしまうと唐突にジャージ少女が色気に目覚めたとかいう話ではなく元々絹きぬ旗はたがネット注文したジョークグッズだったが思ったよりも胸元ぶかぶかで手に負えなかった、という哀かなしいエピソードがあったのだが、どんなきっかけであれジャージ以外の衣服に興味を示しただけでも一歩前進と微笑ほほえましく見守るのが正解なのかもしれない。

　いつもの脱衣所でぱんちー一枚首からタオルで慣れない腹筋運動に勤いそしんでいた美と健康の人滝たき壺つぼ理り后こうのスマホに着信があった。洗濯機の上に置いておいたモバイルがマナーモードの振動で滑るように動き、彼女の頭の上へと落ちてくる。
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　画面を見れば、相手は『公衆電話』扱いだった。

　……前にもこんなの見た、と流石さすがに天然ちゃんな滝たき壺つぼにも思い当たる節があった。

「なに？」

『俺だ浜はま面づらだ』

「……、」

『分かった証明すりゃあ良いいんだろ！　キサマ頑張って腹筋続けているみたいだけど問題ないから。それだけのご立派なカップだと普通に胸の重さだけで一キロ二キロは増えるんだよ。だから毎日全裸になって体重計の上で頭を抱える必要はない、それは自然の摂理だ!!』

「分かったどこにいるの本物だろうが偽にせ者ものだろうがぶっ殺しに行くから……ッ!!」

『ようし愛が通じたようで何よりだ。後でお金は払うからさ、今からだと……九時過ぎか。デパートやドラッグストアもそろそろ閉まる頃だな。そうだな、じゃあ確実さを取って二四時間営業のディスカウントストアにでも寄って必要なものを買ってきてくれ。ああもう、ちょっと前にネット注文したモンを無事に受け取れたらこんなお願いしなくても良かったのに完璧に二度手間だ！』

「どういう事？」

『ええと、紙おむつと、ベビーパウダーと、哺乳瓶と、粉ミルクと、軟水のボトル……ええと赤ちゃん用のがあるらしいからそっちのと、あと煮しや沸ふつ消しよう毒どく用ようの器材と薬品！　ああもうネット通販のオススメ検索で見て買い物カートにぶち込んどいて。水は多めで頼む！』

「？　？？？」

『受け渡しの場所は第七学区木の葉通りの南側、カーホルダーって名前のコインパーキング脇にある公衆電話だ。ボックスの中に買い物袋ごと物を置いておいてくれ。ああっ、顔を合わせる必要はないぞ、どうせろくな事にならねえからな。商品だけ置いたらさっさと引き返してくれ！　じゃあな!!』

　一方的に切られてしまった。

　滝たき壺つぼはしばらくスマホに目をやり、首を傾かしげて、疑問を口に出した。

「紙おむつに、哺乳瓶……」

　それから目を瞑つぶり、最後に人差し指で自分のこめかみをぐりぐりさせながら、

「……い、一体私に何を強要させようとしているんだろう、はまづら」




　　　　６




　サウナでたっぷり汗をかき、シャワーを使って全部洗い落とせばそれで終わりだと思っていた。ところがどっこいまだまだ底は見えないらしい。

「……ネット喫茶って何かドキドキしないかね？　カラオケボックスより狭くて密着度が高く、だが壁は薄いパーティション一枚で誰にどんな物音を聞かれるかも分からない。いや、そもそも一人用の個室にこうして二人詰め込まれている事がぎゅうぎゅう感を演出しているのか」

「体に穴空いてんだから圧迫すんな。紙パックみたいにぴゅーって出ちゃうよ！　お前の下世話な考察はもう良いいしそういえばこいつ過去には官能小説をしたためているような野郎だったんだっけか……ッ!?」

「何を言うか。本当なら個室ビデオとやらに入ってみたかった所を君の懇願によってこちらは妥協しているのだぞ」

　言い合いながらも、カチカチカチ、というマウスクリックの音が何度も続いていた。

「……結局あれだけ体を張っても土つち御み門かどはやって来なかったからな。こうなるといよいよ本格的に鼻を詰まらせる何かがばら撒まかれているかと疑いたくなるものだが、それならこちらから能動的に動くしかあるまい」

「……、」

「そう、そうだ。土つち御み門かどだ。何か引っかかると思ったら、『窓のないビル』の話じゃなかったんだな。あの路地裏で、何な故ぜヤツは最後の瞬間に追い着く事ができた？　いいや、そもそも本来は追い着く事が目的だったのではなかったのかもしれない」

　正直、話題が土つち御み門かどに寄っていくと頭を撃った撃たないの話が再燃しそうで上かみ条じようはおっかない。こんな所で味方同士摑つかみ合あいになる余裕はないのだ。

「まあ、その話は今は良いい。土つち御み門かどがダメなら、次点は御み坂さか美み琴ことかな」

「？」

「あの女が動く時は電子系のカメラやセンサーを無効化させる悪癖がある。だが逆に言えばセキュリティの調子が悪い所を集中的に洗えば良いのさ。……御み坂さか美み琴ことが特別行動を起こしていない限り表面化しないから確実性に欠けるが、まあ第三位はケンカっ早いし今日もどこかでトラブルを起こしているだろう」

「これ絶対本人に聞かれちゃまずいと思う」

　あんまり使い心地の良くない、オフィスチェアに毛が生えた程度の椅子に腰掛けた上かみ条じようの膝ひざの上で、石せつ鹼けんの匂いのする銀髪少女がサンタや雪だるまで彩いろどられた検索エンジンにかじりついていた。

「これで分からなければ、敢あえて旧式の携帯ラジオでも首から下げて街を歩いてみるのも一興かもな。ノイズのパターンや強さ、方角などから第三位の位置を割り出せるかもしれない」

　結局成果が出てるんだか出てないんだかは素人しろうと目めにはサッパリなので、上かみ条じようは素直に質問してみた。

「……何か分かったのか？」

「やはり生活インフラの復旧を優先したため、この手の情報ネットワークは後手に回ったようだ。まあ、普通のインターネットは繫つながっているが」

　アレイスターは（上かみ条じようの膝ひざの上で）座り心地を確かめるためぐりぐりと小さなお尻を左右に細かく動かしながら、

「ま、そちらの保険も用意しておいて損はないか」

「？」

「せっかくコンピュータはあるのだしな。ちょっとしたコードを書き連ねておくのも悪くない」

　デジカメに差し込むような、切手大のフラッシュメモリをパソコンのスロットに投じながらアレイスターはそんな風に言ったものだった。検索エンジンの他に何か別口のウィンドウを開いて高速でキーボードを打っているが、書き込まれているのは英語のような数式のような……といった塩あん梅ばいだ。数学も英語も得意じゃない上かみ条じようには取っ掛かりもない。

　銀髪少女も特に説明する気はないようで、

「そして街で起きている事件の概要も大体分かってきたな。私自身が起こした『窓のないビル』の発射でかき消されていないか心配だったが、一般のニュースも普通に報じられている」

「これをコロンゾンが悪用しているって……？」

「ヘッドラインはいくつもあるが、どれもこれも大した事はない。ただし、中でも発生原因があやふやなまま報道されているのはこれだな。総合証券取引所襲撃から続く一連の騒動。そもそも使われている装備にも見覚えがある。プロセッサスーツ、か」

「これが？　なんかすごい最新装備とかそういうのなのか？」

「いいや、そもそもアレの形やサイズは不定形なのだ」

　銀髪少女は上かみ条じようの方に寄りかかり、後頭部から石せつ鹼けんの匂いを押し付けながら、説明する気があるんだかないんだかな声色で囁ささやいた。基本的に『自分の意見をまとめるための対案』が欲しいだけなので、相互理解なんぞ求めていないのだろう。

　いっそ清すが々すがしいくらい話題が飛んだ。

「コロンゾンについておさらいしよう」

「悪魔の話だっけか？」

「一九〇九年にアフリカで行った召喚実験の話だ。清貧を是とするネス湖の実験は性に合わなくてな、こちらでは三羽の鳩はとの血を使って即物的な陣を形成した。三〇ある天使の内、一〇番目にいたのがザクス、またの名をコロンゾン。その本質は三三三という数価であり、世の理ことわりの完全なる結合を妨げる存在、すなわち意味する所は『拡散』。一見人に協力して『深しん淵えん』を超えさせる鍵のように見えて、実際には接触者を起点に全世界へあらゆる汚お泥でいと悪逆を撒まき散ちらす大悪魔というヤツだな。……ハッ、大悪魔、か。知識や教養に関係なくどんな馬鹿にでも正確にイメージの伝わるシンプルな単語だな。ヤツらしい」

「その時は結局何がどうなったんだ？」

「どうもならんよ。ブレーカーとして弟子を一人つけておいたのが幸いした。私の肉体は一時的に霊媒アバターとして乗っ取られたが、ヴィクター＝ニューバーグが適切に機能してコロンゾンを退却させる事に成功した訳だ。……まあ、今にしてみれば一九〇九年が初の召喚ではなく、メイザースの忘れ形見としてずっと私を害するべく付け狙っていたのだろうがな」

　くすくすと笑って、アレイスターはこちらに幼い体重を預けてくる。

　そのままだと手が届かないが気にせず足を伸ばし、お行儀悪くニーソックスの足の裏と指でマウスを操作し始めた。当然、短いスカートの行方なんぞ注意する素振りもない。

「コロンゾンは『深しん淵えん』の奥に多くの叡えい智ちを蓄えているが、同時に私やメイザースが抱えていた人の技術にも興味があるらしい。これを見てみろ」

　画面に映し出されたのは動画共有サイトだ。

　携帯電話のものらしき、妙に縦長の映像はほとんど真っ黒で、ブレもひどい。所々にノイズが走っており、時折カクカクと映像全体が止まったりブツ切りになったりしている。ファイル自体が壊れているのではと疑いたくなるようなものだった。

　ただ、暗がりの中で蠢うごめく影のようなものが見て取れた。

　幼い少女のような、そうでないような……これが一体何だと言うのだろう。

「ミメティックプレデター、か。これでも良く保った方だ。じきにイギリス、ローマ、ロシア辺りの手によって情報破壊が完結するだろう。『外』は戦争で大忙しだろうに、本業を忘れないとはご苦労な話だ」

「……魔術サイドが絡からむような話なのか？」

「その区分は『原形制御アーキタイプコントローラ』を使って私が勝手に線引きしたモノに過ぎん。実際には科学的事件・魔術的事件の境などなく、暗がりの中にはただ怪物が蠢うごめいているだけだった。まあ、頑かたくなにミリバールやユカワにこだわりたいなら止めはせんがね」

　片足だけでは疲れてきたのか、銀髪少女はもう片方の足も机の上へ伸ばした。二つの足の裏で包み込むようにマウスを摑つかんでから、彼女はこう語る。

「つまりはネス湖の実験というヤツさ。こいつの場合、わざと失敗させているようだが」

　当然、その分だけ柔らかい体重を上かみ条じようの方へ強く押し付けつつ、

「それと君は簡単に疑ぎ似じ餌えに引っかかりそうだから事前通達しておくが、街で同じ類を見かけても絶対に近づくな。当時の私は経過観察に興味はなかったが、三流新聞の言い草が正しければ並の恐竜を超える力を持つらしいからな」
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　そう、電話での話なら通じるのだ。

　浜はま面づらの『顔』さえ合わせなければ問題は発生しない。なら、滝たき壺つぼが目的の商品を置き、後から浜はま面づらが回収する形を取れば何事もなく受け渡しは完了する。




「……で、そこで何してんのはまづら？」




　だっていうのに天然ちゃんがいきなり全部ご破算にしてきやがった。

　せっかく人がわざわざ三〇分も時間を空けて、絶対かち合わないよう努力に努力を重ねてきたっていうのに、こういう変なトコだけ真面目な滝たき壺つぼ理り后こうがいくつか並んで白々しい光を放っているクリスマスカラーの自販機の脇から顔を半分だけ出してこっちの様子を窺うかがっていたのだ。この寒空の下、三〇分もこの場でじっと待ち続けていたらしい。

　そして浜はま面づら仕し上あげは全く無意味にシャドーボクシングを始めていた。プロセッサスーツの装甲の隙間は青のまんまであった。

『馬鹿じゃねえのどうして自分から脱線していくんだよおほら麦むぎ野のと絹きぬ旗はたはどこだアンダーグラウンドを牛耳るクソ野郎どもめ来るなら来やがれーっ!!』

「頭のギアを落としてはまづら」

『馬鹿野郎こっちはこれから文明人の規格に合わねえ生きつ粋すいの戦闘種族どもから命懸けで逃げ切らなきゃならねえんだっ！　まったく戦っても戦っても衣服の一枚も破れない美少女バトルなんて最悪だ、そんなのただただ反則的に強いってトコしか残らねえじゃねえか。異議を申し立てます、先に全部脱がした方が勝ちってルール以外は認めませんッッッ!!!!!!』

　だがここにきてパニックで埋め尽くされていた馬鹿なヤンキーの頭にも疑問が差し込まれた。

　そう、滝たき壺つぼはさっきから『はまづら』と呼びかけている。

『……どゆことなの滝たき壺つぼさん？』

「確かに顔は見えないけど、この不毛な言動に、貧乏人そのものといった背中を丸める歩き方。そして直近から流れてきてる負け犬の信号……やっぱりこのマスクからははまづらの匂いがする……」

『世界に名だたるこの俺様ほどの最強メンタル世紀末帝王でなければ今ので自殺しててもおかしくねえからな……ッ!!』

「はまづらっ!!」

『こんなリアクションで証明しないでっ！　俺はそんな人間じゃない!!』

　飛びついて非常に良く弾む巨乳サンタ（へそ出しニーソ付き）を必死になって押し返そうとする浜はま面づら。だが感極まった少女はやり直しやらループやらの機会を与えてくれない。基本的に青春は一回限りなのだ！

（それはともかく今のこの感触はデータ化して保存しておこうアネリ！　いいや違う個人の趣味なんかじゃない。絶対それが人類のためだ、ＶＲ業界に革命が起きるぞ!!）

　しかしサポートＡＩは応じてくれなかった。その一回限りの青春とやらを馬鹿な方向へ全力疾走して無駄遣いしようとしたからかもしれない。

　どうやら歩行パターンや重心の偏り（後はナゾ電波）で個人識別を成し遂げたらしい滝たき壺つぼがフレンドリーに語りかけてくる。

「それではまづら、一体何がどうなっているの？」

『あっ、ああ。ほんとに麦むぎ野のと絹きぬ旗はたいない？　あの人の言語も分からん比類なき猛も者さ女おんなども、どっかから覗のぞいてねえよな……？　それなら説明するだけの時間もあるけどさあ……』

「急に紙おむつが欲しいだの哺乳瓶を用意してくれだの……はまづら、変なヘキに目覚めてはいないよね……？」

『お前も通じてるようで通じてねえのかよ！　何で星の数ほどある選択肢の中からそこ選ぶんだっ、常に最悪の可能性を想定して慎重に動くような歴戦のエージェントさんって感じじゃなかったじゃんよお!!』

　ともあれ、たとえ余計な変態疑惑を払ふつ拭しよくできなかったとしても、見知った人間がこちらを浜はま面づら仕し上あげとして扱ってくれるのは僥ぎよう倖こうだ。

　アネリに状況整理をお願いすると掌打を胸の真ん中に突っ込むようなクソ選択肢しか出てこなかったので、浜はま面づらは滝たき壺つぼの足を軽く払ってから両腕でお姫様抱っこした。

　何でか非推奨のアラートが大量に鳴りまくる中、ベビー用品を詰めた買い物袋をラッコみたいな形でミニスカサンタさんニーソ付きに抱えてもらって、浜はま面づらは適当なビルの壁を蹴って屋上まで昇ると、今度は屋上から屋上へと跳躍していく。

「っ？　はまづっ、今お尻に手が当たっているような」

『短いスカートを呪うが良いい。空中散歩の術の真っ最中だからここ押さえておかねえと下から丸見えになるぞ。例の真っ赤なぱんつがな』

「何で知ってるし、いつの間に見てるし!?」

『そこまで揃そろえるとは気合入ってんなー』

　途中、至近距離からぐーでポカポカやられたが、プロセッサスーツの装甲強度があれば特に問題にはならない。

　眼下にクリスマス電飾の夜景が広がるためか、塗り潰される星空のように上空はかえって深い漆黒に包まれているようだった。闇から闇へと他人行儀で格好良く飛んでいきながら、浜はま面づらはこんな風に切り出した。

『最初に言っておく。Ａ・Ｏ・フランキスカ。これと同じプロセッサスーツを着ている人間は他にもいるから、姿形だけで信用するのは危ねえ。そうだ、そうだな。手の甲の、この装甲の傷。俺かどうかはこいつで判断しろ。傷がなかったり、おかしな形に走っていたらそいつは偽にせ者ものだ』

「ん？」

『体積の問題かもしれねえけど、ヤツの装備はなんか人間の子供に化けるのも得意らしい。つまりお前の場合はショタに気をつけろ。良いいか絶対に甘い顔すんなよ要注意だからな！』

「……はまづらは人を何だと思っているの？」

　ジト目で何を言われようが恋人が心配になるのは仕方がない。これはもう機能の問題だ。

「そもそもはまづら何やってんの？」

『そいつは俺が一番知りてえトコだが、分かっている範囲だといきなりヘンテコなプロセッサスーツ着せられて街中から追い駆け回されて、今度は全く同型のプロセッサスーツを着たヤツからも追われ始めた。どうやらテキトーな罪を着せるだけじゃ飽き足らねえらしい。……俺はヤツの身代わりとして追われているはずなんだが、トカゲの尻尾しつぽを切って終わりって訳じゃあねえって事』

　中央詰め所襲撃の余波なのか、真下、ビルとビルの谷間にある大通りには一二月の光のアートを台無しにする格好で赤色灯を乗っけた緊急車両が行き来していた。浜はま面づら……というか『プロセッサスーツの男』は相変わらず指名手配扱いだろうが、どうやら真上まで気にしている訳ではないらしい。

　こちらにできるという事は、同型機を扱うＡ・Ｏ・フランキスカにもできるという事でもある。必ずしも楽観ばかりはしていられないので要注意だった。

「気になる事が二つあるね」

　抱き抱えられたまま滝たき壺つぼがそんな風に言った。

「一つ、本物のプロセッサスーツ男、Ａ・Ｏ・フランキスカの目的は何なのか。二つ、警備員アンチスキルの線とは別に、独自に事件を追っていると思おぼしき第一位はどこから情報を仕入れて、何のために追ってきているのか」

『……まあな』

「ＡＯ。えー、おー……。なんていう意味なのかな。アルファとオメガとか？」

『何だっけそれ？　どっかで聞いた事があるような……なんかのゲームの武器だっけ？』

「武器はフランキスカの方。ヨーロッパ辺りの投なげ斧おのだよ、ローマ時代末期に活躍したフランク人のものだったかな。うーん、そういえばミサイルの愛称にトマホークっていうのがあったっけ？　何かのヒントになっているような、かえって煙けむに巻まかれているような……」

　あの手配犯の切り札は得え体たいのしれないプロセッサスーツだけではない。謎の生体凶器まで従えて連携を取っているのはこの目で見た。

　仮にＡ・Ｏ・フランキスカと一方通行アクセラレータが元から敵対していて、手配犯側が追っ手を撒まくために浜はま面づらに同じプロセッサスーツを着せてデコイにしようとしたとする。

　一見筋は通っているように見えるが、だとすると先ほどの中央詰め所襲撃の筋が通らなくなる。浜はま面づらが捕まって『ヘンテコスーツの中の人』という事になってしまえば、警備員アンチスキルはもちろん一方通行アクセラレータの矛先も浜はま面づらに集中するはずだ。わざわざ堅けん牢ろうな建物を襲って浜はま面づらを始末しに来てしまっては、みすみす本物は別にいると明かしてしまうようなものでしかない。

『あるいは……』

「？」

『最初はそうだったのかもしれない。俺を疑ぎ似じ餌えとして使い捨てておしまいだったのかもしれない。だけどＡ・Ｏ・フランキスカにとっても予想外の事ができたから、全部ご破算にしてでもご本人様が直接顔を出さなくちゃならなくなった。……のかも？』

　ただその場合、浜はま面づらやプロセッサスーツ以外でＡ・Ｏ・フランキスカが目の色を変える『材料』が必要になってくる。あの時、中央詰め所が他に抱え込んでいたものとは何だ？　手配犯と第一位が元々対立していたとして、それは『何を』中心とした争奪戦や殴り合いだったのだ？

　浜はま面づらがイレギュラーに『拾った』もの。

　わざわざ注意を引き付けた囮おとりの所まで、一度は逃げ切ったはずの黒幕が慌てて引き返さなくてはならないほどの価値を持つもの。

　それを回収または破壊するのが狙いだとしたら……つまり、そいつは何だ？

　考え、そして思い当たる節は一つだけだった。

　浜はま面づらにとっては何の計画性もなく、本当にただの偶然で手に入れたモノに過ぎない。それでも規格外の化け物どもにとっては、何か大きな意味を持つ『目的』だったのかもしれない。あの中央詰め所で最後の最後に、ヤツらが激突したのだって職員家族用の託児所だった。そこからすでに偶然でなかったとしたら？

『……何にしてもプロセッサスーツを着込ンでやがるなら同じ事か。多少は退屈せずに済みそォだ』

《ゾワリ》と背筋に嫌なものが走った。

『となるとオマエが「親」かァ？』

　何な故ぜその言葉を思い出したのかは分からない。

　とにかく確信を持って浜はま面づら仕し上あげは騒乱の中心となるべき名を呼んだ。




『……、リリス、なのか？』




　分かっている事は少ない。そもそもどこの誰がリリスをあんな裏路地の廃車のトランクに放置していったのかも含めて。ひょっとしたら浜はま面づらは、知らずにとんでもない金の卵を拾っていたのかもしれない。とてつもない才能を秘めているとか、難病の抗体を持っているとか、そんな感じのだ。

　学園都市第一位も同じエリアにいた。

　ひょっとしたら邪魔者の足を確実に引っ張ってから、悠々と『隠し場所』を捜し回るつもり、だったのか？

「はまづら。一人で納得してないで説明する癖をつけよう」

『んえっ？　まあ、俺の意見なんか聞いて混乱しないなら……』

　でもって長々とした『予測』を口にし、滝たき壺つぼを抱えたまま閉園したクリスマス電飾だらけの植物園まで戻ってくると、強化ガラスで囲まれた屋内施設の中では赤ちゃんの派手な泣き声が聞こえてきた。

　実は浜はま面づらとベビーベッドの間は警備室から拝借した無線機で繫つながっているので、泣き声だけなら彼の耳にも届いていたのだが、さほど心配もしていなかった。ある程度の付き合いを経ると、赤ん坊の泣き声にも種類があるのが分かってくる。そして一番怖いのは、そもそも泣き声も上げられず喉を詰まらせたような音が出る時だろう。少なくとも、『元気に泣いている』状態ならさほど危険なシグナルではない。

『天井からぶら下げて勝手にくるくる回るのとか、触ると音が鳴るのとか、オモチャは色々作っておいたのにな……？』

　サンタ衣装と緑のリボンでデコレーションした少女をそっと地面に下ろしてベビーベッドのある方へ向かってみると、途端にリリスの泣き声がぴたりと止まる。うーっ!!　という何かをねだるような声が飛んでくるだけだ。

　そして何となく抱き上げるとすぐ笑顔になってしまった。

『？　？？？　何か欲しい訳じゃねえのか。泣いたり笑ったり変なヤツ』

「はまづらキサマは乙女心が致命的に分かってない」

　ベビー用品でパンパンになった買い物袋を床に置きながら、何な故ぜだか滝たき壺つぼが冷たい目を向けてきた。

　それから気を取り直したように、浜はま面づらが抱えている赤ん坊の顔を覗のぞき込こむと、

「かわいい」

『そうかあ？　赤ん坊なんて外から見ただけじゃ性別も分かんねえし、どれもこれもおんなじようにしか見えねえけど。なんか顔くしゃくしゃの猿みたい』

「………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………致命的に分かってない」

　すげえー勢いでメーターを下げている浜はま面づら仕し上あげだったが、流石さすがのアネリも結婚相談サイト仕様のＡＩ恋愛相談処理機能までは備わっていないようだった。というかさっきから推奨ルートにはカカト落としやバックドロップしか表示されない。人の手で作られたプログラムに罪はないが、きっとこいつも分類としては脳筋の戦闘種族側だ。破壊力の大きい方が勝ちとか、そもそも勝ちか負けかでしか優劣や正否を判断できないとか、色々と構造がシンプル過ぎる。ヘヴィーユーザー浜はま面づらとしてはもうお笑い芸人の筋肉枠を眺めるような気持ちで優しく右から左に受け流していくしかない。そう、悪いヤツではないのだ、悪いヤツでは。

「ミルク飲むかな」

『託児所でももらっていたみたいだし、しばらく大丈夫じゃねえの？』

「おむつの方は」

『別に変な匂いがするでもなし、必要になったらこいつ大泣きするだろ』

「……、うー」

　赤ちゃん語が感染した。

　アネリに任せても同時通訳不可能な言語はあまり流通して欲しくないのだが、つまり何がどういう事だろう？

「何かしたい」

『……良く分からんが、こっちから何を押し付けても赤ん坊は泣くだけだぞ。基本的に欲しいものがあればリリス側から要求があるはずだし』

　浜はま面づらが抱えていた赤ん坊を手製のベビーベッドの方へ下ろすと、やや不満げな声が返ってきた。今は眠りたいタイミングでもないらしい。赤と黄色のトランペットのオモチャを振り回し、口に咥くわえてぷーぷー音を鳴らしている。

　手配犯と第一位はこの赤ん坊を巡って摑つかみ合あいになっている。……かもしれない。

　気になるが、今すぐ調べようがないのも事実だった。

　ここは医療機関ではないので、リリスの脳の構造がどうだとか遺伝子の配列がこうだとか、そんな話ができる訳もない。

　唯一肉眼でも何とか気になる点を見つけられるとすれば、手首についたタグくらいだろうか。決して情報は多くないが、何となくこれだけがリリスとその『親』を繫つないでいる手がかりのように思えてくる。突然降って湧いたこの赤ん坊が幻のような存在でなく、確かに過去から連綿と続く歴史に支えられた一個の生命であると。

『てか、タグがついているって事は病院のお世話にはなってんだよな。公衆トイレで産み落としてそれっきり、とかいう話じゃなさそう……か？』

　どこの病院で使われているタグかを調べれば、それだけで重要なヒントになるかもしれない。ただ具体的に、どうやって。今は気になる事は何でも検索して調べる時代だが、ついさっきもインターネットに触れて痛い目を見たばかりである。明日になれば職員さんがやってきてしまうから一夜限りとはいえ、せっかく調達した寝床をここで奪われるのも困る。この植物園にも花の名前を調べるための端末などはあるのだが、しばらくは自重したい。

　が、ここで滝たき壺つぼがおかしな事を言い始めた。

「でもこれ、このタグ。そもそも素材は何なんだろう？」

『あん？　そりゃまあプラスチックとかポリ塩化ナントカとか、そういうのじゃねえの？』

「全然違うと思う」

　断言が来てしまった。

　ヘルメットの奥で訝いぶかしむ浜はま面づらの前で、ミニスカサンタさんがベビーベッドに手を伸ばした。その小さな手から安っぽいタグを取り外すと、買い物袋から哺乳瓶を煮しや沸ふつ消しよう毒どくするための湯沸かしキットを取り出す。しかし水など注がなかった。言ってみれば電熱線を使った空から焚だきのまま、中にタグを放り込んでしまう。

　何かが起きた、という訳でもない。

　いいや逆だ。車のシガーライター以上の高温の中にさらしても、熱で融とけたり変色する様子が全く見られない。当然ながら燃え上がったり、煙や異臭が出たりもしない。この環境なら電子レンジ用のシリコン製タジン鍋などでも少しくらい変色はするだろう。変わらない事がおかしい、という奇妙な現象に立ち会ってしまった。

　滝たき壺つぼの顔色もおんなじだった。

　驚いているのは浜はま面づらだけらしい。

「多分これ、ガス台なんかで直接炙あぶっても何も変わらないと思う。見た目はぺらぺらしてるけど、少なくとも単なるプラスチックやビニールのお仲間じゃない」

『……じゃあ何なんだ、これ……？』

　まるで宇宙人が人間サマの頭の中にでも埋め込んでくる小型チップのような、得え体たいの知しれなさが出てきた。材質不明のオーパーツじみたタグに、それを手首に取り付けたまま放置されていた赤ん坊。一体リリスの身に何があったというのだ？

　たった一つのタグに存在の証明を支えられていたリリス自体が揺らぎそうな、この結果。

　滝たき壺つぼは空から焚だき状態の煮しや沸ふつ容よう器きのスイッチを切って、逆さに振ってタグを取り出した。まだ熱いのですぐにリリスの手首には戻さない。適当なタオルでくるんで冷めるのを待っている。

「分かったのはさ」

『うん？』

「どれだけ不思議な状況でも、リリスは何も悪くないって事くらいかな」

『……そうだな』

　簡単なようだが、絶対に履き違えてはならない点だった。ここでリリスを遠ざけたら、路地裏の廃車のトランクに赤ん坊を詰めて立ち去った連中と同じ道を歩む羽目になる。そんなのは絶対にごめんだった。こうなりたい自分は今すぐ決められなくても、こうなりたくない自分ならはっきりと分かる。どれだけ人から見下され、自じ己こ嫌けん悪おと自己矛盾に日々潰されそうであったとしても、馬鹿は馬鹿なりに矜きよう持じを持って生きているのだ。

　うー、という元気な声があった。

　しばらくタグの話をしていたので、かまってほしくて注目を集めているようだ。要求が分かっていれば対処するのは容易たやすい。

『真夜中に夜泣きされてもアレだし、さっさと遊び倒して寝かしつけるか』

「私がやる。何すれば良い？」

　買い物袋の中に入っていたプラスチックの鈴やカスタネットのオモチャを取り出しながら、鼻から息を吐きつつ滝たき壺つぼがそんな風に言ってきた。本来なら必要のないタスクだった。やらなければ罰を受ける訳でも、上手にこなせばボーナスがもらえる訳でもない。だけどやると、へそ出しミニスカサンタニーソ付きの少女は自分から断言した。その様子を見てヘルメットの奥で浜はま面づらも肩の力を抜く。

　それで良いい。

　そいつが世界の『当然』であるべきだ。

　リリスの出自はどうあれ、彼女は今日、廃車のトランクの中で最悪を味わった。

　だから今日という一日を、そんな最低ラインでは終わらせない。

　能力開発のランキングがどうとか、戦って勝つのがこうとか、そんな次元の話じゃない。理不尽にも自分以外の決定でありったけの不幸を味わってきたこの子には、ここで世界の優しさを教えてやらなければならない。プラスとマイナスを相そう殺さいさせて、今日は良いい一日だった事にしてやらなければ明日に入れない。

　それくらいできなければ、浜はま面づら仕し上あげは自分自身を人間と呼べなくなる。




　　　　８




「俺さ……ネット喫茶から追い出される人って初めて見た気がするんだ。同じ日本に暮らしていて、ござるって口走るチョンマゲのおっさんを眺めるような」

「貴重な経験ではないか」

「一個も褒めてねえからなっ！　お前が人様の上で何だかやたらとぎしぎし跳ね回るから椅子ごとひっくり返ってド派手にパーティションを薙なぎ倒たおしちまったんじゃねえか！」

「……ほんの少し見ない間にＫ２の新しい登山ルートが構築されているのを見てしまってな、つい年とし甲が斐いもなくはしゃいでしまった。ちょっと反省している」

「そういやお前登山趣味があったっけ。それはそうとここは何だっ、どこだ!?」

「何ってカプセルホテルだよ。せっかく『外』に出たのだからな、試せるものは何でも挑戦してみたい」

「どうしてだ!?」

「魔術の土つち御み門かど元もと春はるとも科学の御み坂さか美み琴こととも結局合流できなかった。壁は何だ？　何が怪しいのか、誰ならそれができるのか。ここに何があるのかを考えてみろ」

「？」

「その思考放棄は私が答えを言ってくれるという信頼の裏返しかね？　ともあれ、何が怪しいのかは見えてきた。時の経過を重ねれば君の目にも分かるくらい浮き彫りとなるだろう」

　さも常識のように言われても、ごくごく普通に高校生活を営むツンツン頭にはあまりに馴な染じみの薄い施設であった。

　場所は雑居ビルの一角。壁一面をびっしり埋めているのは『刑事ドラマの死体保管室よりはややマシ』程度の人間用ロッカーの群れである。居心地はもちろん最悪の一言だが、いっそ一周回ってちょっとＳＦっぽい匂いがする。

　あと多分だけど、このサービスは一個のスペースに若い男女がみっちり詰まって活用するようなものではないと思う。いつまた傷が開くかと思うと気が気でない。

「おまっ、これダメだって二人乗っただけで乗車率二〇〇パーセントになってるって絶対この満員電車は必要ないものだって。うわっ何でこんなスケベオヤジから石せつ鹼けんの匂いが漂ってくるんだあったかいなこいつ！」

「安心しろ半分は君のだよ」

「救いはねえのか密閉空間で自分の屁へを嗅かいでいるような気分になる……ッ!!」

　ごんごんどんどん!!　と左右と上下から壁を叩たたく音が響いてきた。静かにイチャイチャしろという警告らしい。

　何をどうやっても銀髪少女を抱き締めるしかない上かみ条じようは半分涙目であった。多分ここで必死に冤えん罪ざいを主張しても世の中的には安眠妨害にしかならない。

　まるで寝る前の絵本のようにアレイスターは静かな声でこう語った。

「ま、ネット喫茶でコンピュータに触れられたのは大きかった。いざという時の保険が一個増えたからな」

「保険って？」

「コンピュータウィルス。ああ、君はマルウェアとかワームとか細かい区分で説明するより分かりやすい語の方が好みだろう？　聖守護天使といったような、だ」

　こちらの胸の中で頰を寄せるアレイスターは、手品か何かのように指と指の間に切手大のフラッシュメモリを挟んでいた。

「……そんなの何に使うっていうんだ……？」

「保険は保険だよ。持っていると安心するが、実際には使わない方がありがたい。こいつの極悪ぶりは、かつて御み坂さか美み琴ことが対クローン実験のために繰り返してきたサイバー攻撃よりえげつないからな」

　そろそろ真面目に没収しておいた方が良さそうだと思った上かみ条じようだったが、フラッシュメモリが切手大だったのが災いした。あっちこっちへ渡った挙げ句、最終的にとんでもない所にすっぽり収まって手出し禁止になってしまったのだ。説明が不足しているって？　できないからだよこんちくしょう。

　一八〇〇年代からずっと常識知らずと言われ続けても何らへこたれなかった人は告げる。

「しかしまあ、大体の目星はついてきたな」

「？」

「正直に言って、これほどの規模の事件であれば七人の超レ能ベ力ル者５……それも『暗部』寄りの第一位、第二位、第四位辺りが首を突っ込んでくる事は目に見えていた。本人がどれだけ否定しようが、彼らがこの街の自浄作用として働いているのは自明の理だからだ。よって、彼らが本件に関わっていようが、それは受動的な役割だ。火事が起きたから消防隊が現場に向かったのと同じで、出火の原因には関わっていないだろう」

「なんかネット動画をずっと観みていたようだけど、そこから何が分かるっていうんだ」

「『滞空回線アンダーライン』さえ使えれば、あんないつ消されるか分からんファイルの群れと手作業で格闘する必要もなかったんだがな」

　銀髪少女は髪の端から石せつ鹼けんの匂いを振ふり撒まきながら、

「そしてどのような怪物も単体で存在している訳ではない。超レ能ベ力ル者５は自ら望んで盤の上へと顔を出した。では、そもそも彼らは何がきっかけで動き出したのだ。対人関係を推察し相関図の中からトリガーを割り出せば、本当の中心人物が見えてくるはずだ」

　小柄なアレイスターは上かみ条じようの両腕で抱かれたまま、その胸板へほっそりとした掌てのひらを置いた。

　林りん檎ごを勧める蛇のように、かの存在は甘く囁ささやく。

「……さて、では盤上に現れたのは誰だろう？　第七学区警備員アンチスキル中央詰め所には黄よ泉み川かわ愛あい穂ほが所属しているが、一方通行アクセラレータの行動が確認されているのは詰め所襲撃より前だ。では最終信号ラストオーダーか、芳よし川かわ桔き梗きようか、あるいは番外個体ミサカワースト？　この辺りはまだ確定的ではないな」

「何だよ、まさか分からない事が分かったなんて結論で落ち着いたりしないだろうな」

「流石さすがにそこまでもったいぶらないさ」

　くすりとアレイスターは笑った。

　胸の辺りで彼女の頭を抱えているので、密着している肌の部分に熱がこもる。

「次に視点を変えて第四位をフォーカスしてみよう。こちらの対人関係はさらにシンプルだ。しかも騒ぎの起きた第七学区南駅Ｂ４改札口、通称カメさん像前では絹きぬ旗はた最さい愛あい、滝たき壺つぼ理り后こうらしき影も目撃されている。麦むぎ野の沈しず利りの対人関係は元『アイテム』陣営でほぼ固定されている。唯一の例外はフレンダ＝セイヴェルンの妹、フレメア＝セイヴェルンまわりかな」

「……そもそも『アイテム』ってのが分からんが、例外があるんだろ。それだと二ルートに分岐してないか？」

「いいや。仮にフレメアが危機的状況にあるなら、第四位の他に第二位……今や能力だけが本体から分離して自じ律りつ稼か働どうする『未元物質ダークマター』が必ず動く。しかしその素振りはない。となるとフレメアや、そこから枝分かれする黒くろ夜よる海うみ鳥どり、フロイライン＝クロイトゥーネなどが超レ能ベ力ル者５を呼び込んでいる訳ではないのだよ」

「ん？　んん？？？　ちょっと待て、それだと逆に候補が全部潰れちまっているんじゃあ？」

「薄情なヤツだな」

　アレイスターはそう言ってから、おしおきとばかりにほっそりした足を上かみ条じようの体に巻きつけてくる。甘い毒を持つ蛇のような魔術師は至近でこう告げた。

「『アイテム』は殉職したフレンダを含む四人体制の小ネ規ー模ム対カ応ー班ドだったが、今では少しよう女じよ達たちの他にもう一人、別立ての臨時要員を含んだ言い回しをする事が多い」

　つまり、と学園都市統括理事長は一度だけ区切った。

　そして特定した。




「浜はま面づら仕し上あげ。おそらく事件の中心にいるのはヤツだ。こいつを注視していれば、黙っていてもじきに何かが起きる。そこで次に摑つかむべき尻尾しつぽが見えてくるはず」
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　深夜の事だった。

　あれだけ元気に満ち満ちていたリリスも、実際に遊びに付き合ってみると案外あっさり寝付いてしまった。赤ん坊は睡眠時間のバランスが普通の人とは違うらしい、とは滝たき壺つぼの言げん。猫のように浅い眠りと覚醒を繰り返すようなので、寝かしつけるだけならそう難しい事ではないらしい。ただし逆に言えば頻繁に目を覚ましてしまう訳なのだが。

　今はやる事をなくしたミニスカサンタさん滝たき壺つぼも体を丸めて寝息を立てている。

　強化ガラスで覆われた屋内施設の中、一人起きているのはぬめるような青い光に彩いろどられている浜はま面づらだった。直接的に命を狙われている事、恋人が壁も仕切りもない隣で無防備に眠りこけている事などもそうだが、そもそも全く慣れない特殊なプロセッサスーツを脱げないのでどうにもならない。

　アネリは超実力主義のバトル馬鹿なので、アドバイスを求めたら内部漏電でも起こしてスタンガン式快眠法とか試されそうだから却下。

　そうなると当然、羊の数でも数える感覚で今まであった事を振り返ってしまう。

（……結局あいつは誰だったんだろう？）

　気になるのは当然、全ての元凶と思おぼしき手配犯Ａ・Ｏ・フランキスカだ。

（俺の知り合い、なのか？　まあもちろんどうしようもないシリアルキラーみたいに場当たり的に選ばれたって可能性もあるけど、たとえ単なる気き紛まぐれだからって、一度も接触していない人間なんか選べねえ。最低最悪な殺人鬼だって自分の生活圏を徘はい徊かいして犠牲者を選ぶものであって、地球の裏側にある聞いた事もない国の人を狙い撃ちする訳じゃねえんだし）

　日々人とぶつかり合って生きている以上はどこかで恨みつらみが発生しているかもしれないが、こんな高性能な装備を調達して『ゲーム』を組み立てられる人間には心当たりがない。

　当初は『素養格付パラメータリスト』絡がらみで雲の上の上層部から睨にらまれているかとも思ったが、だとすれば『リリスの話のついで』で使い捨てられるのも妙だ。ヤツらの悪趣味については、その切れ端程度でもうんざりする。そんな連中が本気になったら、ありったけの鬱うつ憤ぷんを晴らすため、『浜はま面づら仕し上あげの話』で凝りに凝った処刑フエスを仕掛けてくるのではないか。そう思う。

（どこだ）

　だから、浜はま面づらはこう考えてしまうのだ。

　この事件、案外底は浅いのではないか。特殊な事件の機密文書や科学捜査キットなど使わなくても、自分の記憶をひっくり返すだけで何かが見えてくるのではないか、と。

（どこでヤツと関わった？　街の中ですれ違う程度でも良いい。どんなに細くて薄っぺらだったって、あいつにしようと指を差されるくらいの接点はあったはずなんだ……）

　例えば、今日一日で何があったか。

　ヘンテコなプロセッサスーツを着せられてからのクライシスだけではない。もっと全体の話を含めて記憶の引き出しを次々開けていく。当たり前だが、原因は事件発生より前になければおかしい。

（そう、そうだよ、な。今日は朝からＡＴＭの設置を手伝っていて、非常時だから荷下ろしに小型のクレーンなんかも使わせてもらって、昼はコンビニ弁当で、ここんトコ麦むぎ野のの好みが伝染したのかシャケのヤツで、駐車場の車留めに座って食っていたら現場監督のおやっさんに怒られて、日当は一万五〇〇〇円の取っ払いで……）

　何かが出てくるような、出てこないような。

　全く同じ写真を二枚並べて間違い探しをやれと言われているような、何を比べても怪しいようにも見えてくるような……。

　違う角度から見ればすぐ答えは分かるのかもしれないが、それがどこから見た角度なのかが確信を持てない。犯人の視点はどこにあったのだ？

　と、そんな風に妄念とも事実確認とも取れない時間を漫然と過ごしていると、変化が生じた。ベビーベッドに寝かせていたはずのリリスからだ。

　ぐっ、ぐう、ふひゅう……と。

　これまで一度も聞いた事がないような吐息が洩もれている。

『何だおいっ、リリスどうした!?』

　横になっていた状態から慌てて浜はま面づらは起き上がる。赤ん坊に聞いても仕方がないのは分かっていても、つい声を出してしまう。

　反応を示したのは、リリスではなく床で丸くなっていたへそ出しミニスカサンタの滝たき壺つぼ理り后こうの方だった。彼女も目元をごしごし片手で擦こすりながら、ゆっくりと身を起こす。

「うう、どうしたのはまづら？」

『リリスの様子がおかしい。何だこれ、なんか飲み込んだとかじゃねえよなっ？』

「そういう細かいオモチャは選んできたつもりないけど」

　冗談で騒いでいる訳ではないのは、リリスの呼吸音を耳にすればすぐ分かるだろう。滝たき壺つぼは赤ん坊の顔色を見て、それからその小さな額に手をやった。

「熱がある、赤ちゃんにしても体温が高過ぎる。なのにちっとも汗をかいていない……」

『おいおい。一番まずい組み合わせじゃねえのか、それ？』

「呼吸が詰まっているように聞こえるのは、タンか吐と瀉しや物ぶつが喉を塞ふさぎかけているのかもしれない。でもこれについては素人しろうと判はん断だんじゃ何とも言えないね」

　素人しろうと判はん断だんの限界。

　だとすれば次に頼るべきは決まっている。

『……病院、か』

「でもはまづら、当然ながらリスクも伴う。病院と警備員アンチスキルの間にはホットラインがあるから、わずかでも事件性があれば即通報されるはず」

　死の緊張が再び忍び寄ってきた。

　逃亡犯にとって虫歯や盲腸は命取り、という含蓄があるんだかないんだかな話を思い出す。

　不良グループなどが切羽詰まった怪け我が人にんを病院の駐車場に置き去りにして逃げていくのもそうした事情がある。病院の世話にはなりたいが、捕まるのは困る。そして浜はま面づら達たちはそういう行き当たりばったりな選択肢も採れない。

　何しろ、手配犯や第一位がリリスを狙ってくる可能性があるのだ。

　赤の他人の手で保護してもらってそれっきり、ではダメだ。継続的にリリスを護衛できなければ命の危機はなくならない。

「はまづら、昔のつてで闇医者に心当たりは？」

『実際の闇医者はそんなに良いいもんじゃねえ、せいぜい医療ミスやらかして医師免許をはく奪された程度の連中だぞ。多少の縫合や折れた腕に添え木を当てるくらいならともかく、こんな小さな赤ちゃんを取り扱う専門の機材や知識なんかある訳ない！』

　もちろん見た目が派手なだけで案外騒ぐほどの話ではない可能性もある。単なる二日酔いを重大な頭の病気と勘違いして捕まる逃亡犯のように。だけどそれを判断するのは素人しろうとの浜はま面づら達たちではない。常に最悪を想定し、リリスには時間がないと見るべきだ。

　決断の時だった。

　浜はま面づら仕し上あげはこう切り出した。

『……病院に行こう』

「はまづら」

『小児科を備えてねえとダメだから結構大きな総合病院はマスト、その上でどうせだったらできるだけ信頼できる病院が良いい。ああ、第七学区だとカエルみたいな顔した医者んトコが有名だっけか。あそこならこの時間でも緊急外来は開いているはずだ。病院まで行けば……』

「はまづら、自分の身に降りかかるリスクは承知してる？」

『だってどうしようもない!!』

　追い詰められたように浜はま面づらは叫んでいた。

『今こうしているだけで俺は人様に迷惑をかけてる。そんなの分かってる！　でも、だけどここでリリスを見捨てるのは今までとは話のレベルが違うんだ。一線を越えちまうんだよ！　俺にはそんな事できない!!　一度は保身に走ってどっかの保護者を殺そうとした。そんな俺じゃ馬鹿げたこだわりだって笑うかもしれねえけど、ここだけは絶対守りたい一線なんだよ!!』

「……、」

　へそ出しサンタ少女は意図してゆっくりと息を吸って吐いた後、

「……分かった。ならはまづらはここにいて。私がリリスを連れてその病院まで向かえば」

『ダメだ、リリスの情報はすでに警備員アンチスキルの中央詰め所で記録保管されてる。名前に顔写真なんて基本から、指紋、虹こう彩さい、歯型、この街ならひょっとしたらＤＮＡだって承諾なく採取しているかもな。でもってそれらのデータはネットワークを介して関係機関全部に伝わっているさ。ここでリリスを連れて行ったらお前も手配犯の仲間入りだぞ。俺がそんな風にはさせない。今なら追われる人数は最少で済ませられるんだ。だから滝たき壺つぼ、ここはアンタの出番じゃねえ。元から追われている俺が表に出りゃあそれで良いい!!』

「八はつ方ぽう塞ふさがりだよ、はまづら……」

『分かってる。だからこそ絶対に手を誤る訳にはいかない。良いいか、滝たき壺つぼもリリスも泥船には乗せねえぞ。これは、俺の船だ。俺だけ沈めば丸く収まる』

「……、」

『俺はリリスを病院まで運ぶから、お前は急いでマンションに戻って麦むぎ野のと絹きぬ旗はたを叩たたき起おこしてくれ。警備員アンチスキルの中央詰め所が襲われた時と同じだ。どうやって傍受してるかは想像もつかねえが、公的機関のネットワークに名前が載ればＡ・Ｏ・フランキスカと第一位はそのままリリスを狙ってくると思う。民間病院のガードマンなんかじゃ話にならねえぞ。滝たき壺つぼ、お前も容疑の外に外れたら裏からリリスを護衛する側に回ってくれ。超レ能ベ力ル者５には超レ能ベ力ル者５を。それでようやっと光明が見えてくる。あの怪かい物ぶつ達たち相手に完全勝利なんかいらない、病院で診察を受けたリリスを連れて安全な場所まで退避できるだけの力があれば……』

「はまづらはどうするの？」

『捕まってから考える。大丈夫だ、もしかするともう完全無罪にはならないかもしれないけど、今ならそんなに重たい罪がつく訳じゃねえ。人の命を見殺しにするほどの事じゃない』

　それこそ幼子のように、滝たき壺つぼは首を横に振った。

　状況を無視して弱い心が流されそうになるが、浜はま面づらは自分の力で抑え込む。崖っぷちで手を離すのは容易たやすいが、離された方はどうか。リリスはすでに一度味わっている、あの寒空の下に置かれた廃車のトランクの中で。もう二度とあんな理不尽を押し付ける訳にはいかない。

　自分だってそうだった、と浜はま面づらは思う。細かい枝葉はどうあれ、元々は社会から見捨てられた側だった。拾ってくれる人がいたから、ここまで自分の命と人生を繫つなげられたのだ。

　リリスの人生は脱線したままでは終わらせない。必ず元の軌道に戻してみせる。

　決意が鈍る前に行動した方が良さそうだ。

　ベビーベッドの上で苦しげに呻うめいているリリスを、馬鹿なヤンキーがそっと抱き上げた。

『……行ってくる』

「はまづら」

『手はず通りに頼むぞ。俺おれ達たちみんなでリリスの命を助けるんだ』

　なのに、だ。

　状況はこんなボロボロの決断さえ待ってはくれなかった。

　プロセッサスーツを彩いろどるアクセントが青から黄色へ切り替わる。




　ッッッドン!!!!!!　と。

　ダンプカーでも突っ込んできたような衝撃と共に、植物園全体が大きく揺さぶられたのだ。
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　黒猫の魔女・ミナ＝メイザース。試練の時であった。

「……お腹なかがペコペコなのです」

　そう、演算機器の軛くびきから解き放たれ、生の肉体で自由を謳おう歌かしている場合ではなかったのだ。ぶっちゃけ現バージョンの方がエネルギー効率は悪いように思える。視界がぐんにゃり曲がっている内に、学園都市第一位もどこかへ消えてしまった。もうちょっとたかっておくべきだった、とミナは正直過ぎる感想を抱く。

「はあー……」

　大都会は何でもかんでも眠らない街という印象があったが、本当の意味で真夜中でもお構いなしに開いている店舗というのは意外と少ない。西洋喪服から飛び出した猫の耳や尻尾しつぽをしおれさせながら、ほとんど光に集まる昆虫のような心境で煌こう々こうと明かりのついたコンビニへ導かれていくミナ＝メイザース。ミニスカサンタや雪だるまも帰ってしまったためか、どこか寂しげな空気がお店の周りを包んでいた。

　しかし店には入らず、ガラスのウィンドウに背中を預けてずるずると地面へ腰を下ろしていく。そう、彼女は商品棚の品々ではなく蛍光灯の明かりそのものに食欲を刺激されていたのだ。歩道に置く電飾式立て看板に電力供給するためのタコ足延長ケーブルをぶっこ抜いてコンセント部分を口で咥くわえてみるも、上う手まくいかない。なんか変な味がするだけだ。

　いよいよヴェールの奥でおめめをぐるぐるさせ始めた黒猫の魔女はこんな風に考えた。

（……たったの一〇〇ボルト一五アンペア……。業務用電源でないのが原因でしょうか。あるいは列車の高圧線なら……。いえ、そもそも何かが違うような？　そう、確か生体は脂肪分と炭水化物を動力源としていたはず……）
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　それだとフライドポテトは野菜の一種ですと言い張る国の人ひと達たちみたいになりかねない訳だが、この辺りは人格構造のベースとなっている『史実のミナ』自身が白身魚とフイツシユジャガイモアンドの揚げ物チツプスをおふくろの味とか言っちゃう国の人なのだから仕方がないのかもしれない。

　そして西洋喪服にネコミミの淑女は躊ちゆう躇ちよなく店の裏手に回った。

　金属製のボックスにはしっかりと鍵がかかっていたが、その程度で行動を止とめる伝説的魔術師ではない。

「ふひひこちらには『黄金』最全盛期において数々のタットワや陣形の基礎を構築していった芸術家の指先が備わっているのですこの私にできない事があるとお思いですかこんなものはその辺に落ちてる針金二本とパレットナイフでこじ開けてくれます」

　初の飢餓感でイロイロぶっ飛び始めているのはご容赦願いたい。

　真上に跳ね上げるような格好で宝箱的に金属ボックスの蓋ふたを勢い良く開けると、そこには予想外の光景が広がっていた。

　ない。

　期限切れのお弁当ドリンクその他諸もろ々もろがみっちり詰まっていなければおかしいボックスの中には何もない。つるりとした冷たい底が見えるだけだ。

「きっ」

　実際の空腹感よりも、まずその衝撃で心が折れた。

「きゅうう～～～……っ」

　いよいよ脱力して開けっ放しのボックスの縁にお腹なかを押しつけ、半ば上半身を箱の中に突っ込んだまま目を回しているミナ＝メイザース（住所不定無職未亡人）だったが、そこでコンビニ裏手の金属ドアが不意に開いた。

　いいや、ひょっとすると自動ドアと同じで金属ボックスの周囲に人感センサーでも備えてあったのかもしれない。

　ひょっこり顔を出した中年のおじさんはこんな風に話しかけてきた。

「まだまだ『大熱波』からの復旧で物流が回り始めた所だからね。掃いて捨てるほど食べ物に溢あふれている訳じゃあないんだよ」







　激しい飢餓感に苛さいなまれ（……と言うほどのものでもなかったのだが、何もかも初めて尽くしのミナには耐性がなかったのだ）もはや一歩も動けず、『ここん家ちの子になります』と言い張って生ゴミ用の金属ボックスに体育座りで収まってしまったミナ＝メイザースを眺めて流石さすがに思う所があったのか。コンビニ店長のおじさんは彼女を事務室の方まで案内してくれた。

「つまり、美人はお徳だという話です。えっへん」

「？」

　無意味に胸を張る黒猫の魔女に、おじさんは首を傾かしげるばかりだった。

「もちろんセンターの方には内緒にしておいて欲しいんだけどさ、たまにあるんだよ、こういう事」

　そんな風に言う店長も暇を見つけて休憩に入ったのか、床へ脱ぎ捨てられて潰れている雪だるまの着ぐるみを避けて事務所を歩いて横断していく。壁のホワイトボードに貼られた星形のマグネットを見る限り、ホールケーキの注文数は好調のようだった。彼の手は雑な感じにテーブルの隅に積んであった弁当を上から一つ取っている。

　黒猫の魔女のネコミミがピンと立った。

「むっ!?　やはりあるではないですか廃棄弁当！　余らせているならこの私が健全にリサイクルしますよ。わんわん!!」

「その身なりでわんわんとはブレの激しい人だね。あとこれは期限切れじゃなくて事故案件」

「？」

「食べ物そのものには問題ないんだけど、届いた時にはすでに容器の角とかが潰れていて売り物にならないお弁当やジュースの類たぐい。中身は遜そん色しよくないんだけど、やっぱりみんな避けちゃうんだよ。センターから監査が来る人も、見み栄ばえが悪くなるから後ろに下げておけってさ」

「なるほど……。物流まわりも回復したとは報じられていましたが、現場はその限りでもないようですね」

「結局これも全部は食べきれないから腐らせてボックスに詰めちゃうんだ。それでもシールにある期限が過ぎるまでは、ゴミとして扱うのは忍びなくて」

「なるほどなるほど大変ためになる話です。ところで私の胃袋はクリスマス仕様のローストビーフサラダ、パーティ揚げ物弁当、一口フランスパン、でもってノンアルシャンパン五〇〇ミリ瓶とイチゴのショートケーキを欲ほつしているのですがじゅるじゅるり」

「何にも聞いていないし全力全開だね。まあボックス送りにしてしまうよりはマシだけど」

「おや、イヴに七面鳥が丸々一羽届くクリスマスフェアのシールは集めないのですか？」

「廃棄予定品からそういうの集めると横領扱いになっちゃうの。レベルによるけど一応ね」

　腰を曲げて電子レンジの中でくるくる回るお弁当に大注目のミナ＝メイザースは聞いているのやらいないのやら。店長へ突き出されたお尻の辺りでは、猫の尻尾しつぽがピンと立っていた。

　見み目め麗うるわしい西洋喪服の美女が角の潰れた弁当の包装を破り捨てて荒々しくガツガツ遅い晩ご飯（クリスマス仕様）を貪むさぼっていてもあまり気にならないのは、何だかんだで通つ夜やや葬儀の席でお酒やご馳ち走そうが出てきてしまうこの国のお国柄というヤツなのかもしれない。

「これがきちんと調理された料理というものの味、そして満腹感。やはり実際の経験は違います……」

　中年のコンビニ店長は苦笑しながら、

「良く食べるね」

「かく言うあなたの方こそ、良く私を招きましたね」

　プラスチックのフォークでは一欠けのショートケーキを上う手まく切れないのか、ミナは何度かフォークの側面をケーキの上部に当てる素振りを見せてから、やがて諦めて手て摑づかみに移った。タルトでも食べる感覚で両サイドから指先の力でスポンジ生地を支え、そのまんま口に持っていく。これでお上品に見えるのだから、ミナ＝メイザースの元々の造形はかなりのものだ。

　そんな黒猫の魔女を眺めながら、コンビニ店長はこんな風に言ってきた。

「何でだろうね。マニュアルにない『無茶なお願い』っていうのに慣れているからかな」

「？」

「先生から放課後ここに立ち寄る子こ供ども達たちの歯や衣服に『虐待のサイン』がないか、それとなく観察してほしいって頼まれた時もそうだったか。規格外の要望にはそれなりの理由があるんじゃないかって身構えるようになったのかもしれない」

「私の場合、特に何もありませんよ。ここへ立ち寄ったのは単純にお腹なかがすいていただけです」

「ははっ、そういう所もますますあの先生らしい」

　コンビニ店長の言葉に、一層首を傾かしげるミナ＝メイザース。

　だが中年の彼は続けてこう言ったのだ。

「教え子を少しでも危難から遠ざけたい。それがあの先生の願いだったけど、そいつは『行為』であって『目的』じゃない。……彼自身には何にもなかった。いいや、ハナから自分の人生を充足させる事に興味がなかったのかもしれない。君は『幸福な王子』って童話を知っているかい。ほら、金銀財宝に彩いろどられた王子の像が、ツバメに頼んで貧しい人ひと達たちに自分の体にある宝石を届けてもらうっていうアレ」

「童話や文学についてなら一応一通りは。管理者はアリスの話にある寓ぐう意いや魔術的意味に注目するような人でしたし」

「……まさにそんな人だったよ、彼は。他人の危難には鋭敏だが、自分のそれには興味がない。理由があるから助けるんじゃなくて、理由がないから見捨てない。そして私も、擦り減っていく彼を止められなかった」

「……、」

「彼はすごい人だった。だけど、もしも人生をもう一回繰り返したとしたら、同じように背中を押したかどうかは分からない。だからかもしれないね、今でも未練がましく選択の真似事を続けているのは」

　ミナ＝メイザースはデザートのショートケーキの最後の欠片かけらまで口に含んだ。

　ゆっくり嚙かんで喉の奥まで通してから、西洋喪服にネコミミの美女は改めて口を開く。

「木き原はら加か群ぐんは」

「っ」

「我々の『計画プラン』から大きく外れた危険なイレギュラー因子でしたが、それ故に警戒観察対象として常に最優先でモニタリングしていました。東欧バゲージシティでの対たい木き原はら病びよう理り戦せん、さらにはこの国の首都東京における民間人救助のための大規模遊撃戦闘。彼の結末を言えば一言で済む話ですが、それを口に出すほど野や暮ぼではありません。代わりにこう添えておきましょう。あなたは木き原はら加か群ぐんには何もないと仰おつしやいましたが、かの最大最悪の『木き原はら』がどうしてあそこまで激しい復ふく讐しゆうの炎を燃え上がらせ続ける事ができたのか。それは、つまりそんなにも幸福な日々が存在したからでしょう。たとえすでに奪われたものだとしても、その価値までは否定できません。何者にもです」

「ちょっと待った。私は先生の名前を口に出していたっけ？　君は一体……」

「ご馳ち走そうになりました」

　驚くコンビニ店長の前でミナは指先についたホイップクリームを舐なめ取とると、事務室のソファからゆっくりと立ち上がった。

　そして彼女はこう言った。




「ミナ＝メイザース、または黒猫の魔女。今となってはこの街の子こ供ども達たちと同じ、『これから目的を探す者』の一人に過ぎません」
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　一瞬だった。

　電気系統がやられたのか、まず植物園一帯のクリスマス電飾がまとめて消える。

　続けざまに浜はま面づら達たちの頭上を覆う強化ガラスのドームが衝撃に耐えられず完全に砕け散り、透明な破片の豪雨となって一斉に降り注いできた。それはもう隙間のない吊つり天てん井じようだ。

　警戒色の黄色を纏まとったまま浜はま面づらはとっさに滝たき壺つぼを突き飛ばし、リリスを抱え四よつん這ばいで守るべき二人へと覆おおい被かぶさった。

『目を閉じてろ!!』

　ドジャアッッッ!!　という音の洪水が一面を埋め尽くす。

　全身を特殊素材のプロセッサスーツで覆った浜はま面づらでなければ、今ので全身ズタズタになっていたはずだ。そして襲撃者は最初から知っていた。少なくとも、ここに赤ん坊がいると分かって今の一打を繰り出してきた。

「はまづら……」

『野郎マジで地獄を見せてやる……ッ!!』

　戦うのは容易たやすい。だがそれでは苦しげに呻うめくリリスのその後はどうなる。今ここでどう動くべきか。何を守って、何を逃がし、何と戦って、それで何を得るか。馬鹿が馬鹿なりに頭を回して考えを固めていく。

　定石で言えばノーマークの滝たき壺つぼにリリスを預けて逃がし、浜はま面づらが時間稼ぎを兼ねて襲撃者と正面衝突に持ち込む……辺りか。

　だがこれでは手が詰まる。

　先ほども言った通り、リリスを病院まで運べばおしまい、ではないのだ。診察、治療の間も常に手配犯と第一位は身動きの取れないリリスを狙ってくる。そうなると、滝たき壺つぼの存在を盤上に持ち出す訳にはいかない。滝たき壺つぼにはノーマークのままマンションまで帰ってもらって、麦むぎ野の、絹きぬ旗はたと接触してもらうべきだ。そうすれば、旧『アイテム』の三人は警備員アンチスキルを気にせず病院付近に長期潜伏したまま、いつかやってくる襲撃者を迎撃する護衛態勢を固める事ができる。

（そうすると、だ……）

《ゾワリ》と背筋に何かが走る。

　浜はま面づらは異様に体温の高いリリスを抱えたまま、アネリに指示を飛ばす。

『アネリ、記録開始』

　他にもいくつか用意がいる。植物園の検索用端末、鉢植えを寒さから守るためのシルクの布の束、車輪にジャイロを一枚嚙かませた自転車……。

「はまづら、何をやっているの？」

『お前がここでヤツらに見つかるのが一番まずい展開だ。俺は表から襲撃者とぶつかる。お前は裏手から外に出て、麦むぎ野のと絹きぬ旗はたに連絡を入れてくれ。途中に何があろうが予定は変わらない。搬送先の病院を人知れず守るのが最優先だ』

「はまづらっ」

『頼んだぞ、行け！』

　再びの轟ごう音おんと震動に急せかされるように、浜はま面づらと滝たき壺つぼはバラバラの方向へと走り出す。やるべき事は山積みだ。針の穴を通す状況だが、それでも希望を繫つなげていくしかない。せわしなく手を動かして諸もろ々もろの操作を終えると、浜はま面づらの装甲の隙間が真っ赤に染まった。覚悟を決め、彼は産うぶ着ぎの塊を抱えたままぐるりと後ろを振り返る。

　全く同じ特殊素材のプロセッサスーツを纏まとう、危険な影があった。

　Ａ・Ｏ・フランキスカのシルエットが、黄色から赤へと染め上げられていく。

　びぢびぢびぢっ、という粘質な音と共に、透明なクラゲの触手のようなものが絡からみついていく。両の二の腕に左右の太ふと股もも。人型のシルエットから外側へ向かって、大きく武装が花開く。互いの基本装備が同じなら、追加のオプションが雌雄を決する。あの生体凶器はＡ・Ｏ・フランキスカにとってプラスに働き、こちらは抱えた命の分だけマイナスに働く。

　だが浜はま面づらは躊ちゆう躇ちよなく言い放った。




『我慢の限界だぜ、クソ野郎が』




　ッッッドン!!!!!!　という爆音と共に、両者の激突が始まった。

『アネリ予定通り行動だ、記録保存していた運動パターンを呼び出せ！　リリスを守るのが最優先!!』

　ぶわっ!!　と床一面に無数のマーカーが埋め尽くしていく。

　距離を詰めずとも複数のクラゲの槍やりを同時に放てるＡ・Ｏ・フランキスカに対し、浜はま面づらの方は無闇に産うぶ着ぎの塊を遠心力で振り回す訳にもいかない。まるで空中にカバンを置いたパントマイムのように、常に赤子を中心として浜はま面づらの体の方が動き回る事で、激しいアクションを取りながらも最低限の干渉に留とどめていく。

　それは不規則なブレイクダンスやカポエラに似ていたかもしれない。

　無限の可能性の中を泳ぐように浜はま面づらはカラフルなマーカーを次々と踏んで複雑な動きを実現し、そして同型機のプロセッサスーツ男の右側へと大きく飛び込んだ。

　これまで全ての円運動のエネルギーを殺さず蓄え、最後の最後に回し蹴りが飛ぶ。

　鎖付きの鉄球を振り回して叩たたきつけるような、最大規模の衝撃がＡ・Ｏ・フランキスカの側頭部、こめかみの辺りへと襲いかかった。

　ギュリギュリ!!　という太い繊維を引っ張るような音があった。手配犯も手配犯で、当人の意志の力を無視した動きで両腕を構え直して頭部を保護する。ガードの上から構わず胴体を薙なぎ倒たおし、弓なりに反らしたが、手応えは感じられなかった。

　ここまでは同型機の想定内。

　しかしＡ・Ｏ・フランキスカにはまだ生体凶器がついている。

　さらに続けて、重心の関係で比較的位置の変わりにくいへその辺りへ手刀をぶち込もうとした浜はま面づらに対し、弓なりでろくに足運びもできない手配犯がそのまま右手を振るう。途端にＡ・Ｏ・フランキスカの二の腕や太ふと股ももと接続されたクラゲマニピュレーターが蠢うごめいた。

　がカカッ!!　と。

　複数の角度から同時に刺突が襲いかかる。

　警報が躍る中、急制動を掛けて攻撃から回避にアクションを切り替えようとした浜はま面づらだったが、ここでアクシデントが発生した。

　一人ならかわせる。だがそれでは腕の中にある存在を激しく揺さぶってしまう。赤子にとっては致命的な結果となりかねない動きだ。

『……ッ、ダメだアネリ!!』

　浜はま面づら仕し上あげは長期的な展望だけなら正しい答えを引き当てていたのかもしれない。滝たき壺つぼをフリーにしたまま外へ逃がし、麦むぎ野のや絹きぬ旗はたの手を借りて、リリスが搬送される病院での安全に役立ててもらう。それはパズルのように一つも無駄のない美しい答えだったのかもしれない。

　だが短期的には？

　この一瞬を間違ってしまえば、そもそもリリスを病院に連れていく事さえままならない。

　リリス保護のレギュレーションに従った可動域の中に、答えはなかった。

　アネリも推奨ルートを算出できず、波が引くように床一面のマーカーが消失していく。

　直後だった。




　とんっ、と。

　むしろ軽い音と共に、抱えているものの中央を透明な槍やりが貫通していく。




　時間が、止まったようだった。

　さらに立て続けに後続のクラゲ触手が襲いかかる。いくつかは浜はま面づらを襲い、いくつかはすでに貫かれた塊へさらに追い討ちを仕掛けるために。無慈悲な攻撃を避ける事もできず、産うぶ着ぎはズタズタに裂かれて宙を舞った。

　何かしらの勝算を得たのか、Ａ・Ｏ・フランキスカを彩いろどるアクセントがふてぶてしく赤から黄色へと引っ込んでいく。

　しかし。

　本当に時間が止まっていたのは、浜はま面づらだったのかＡ・Ｏ・フランキスカだったのか。

　直後に馬鹿なヤンキーはこう告げたのだ。

『だと思ったよ』

　千切れて舞い散った産うぶ着ぎは、産うぶ着ぎでしかなかった。

　さらに言えば、ベビーベッドを作るのに使ったシルク製の布の束を丸めてそれっぽく形を整えていただけだった。手配犯のカメラやセンサーが騙だまされていたのにも理由がある。浜はま面づらは戦闘直前にリリスを抱き抱え、その手足の動きや呼吸で上下する肺、さらに言えば心臓の鼓動なども正確にアネリのセンサーに記録保存させていたのだ。後はただ、デコイの布の塊を抱えたままプロセッサスーツのモーターや電位伸縮テープで同じ振動を再現させれば良い。それであたかも、リリスがそこにいたように見せかけられる。

　では、ここにいない誰かはどこにいるのか。

　浜はま面づらの手元にも、滝たき壺つぼの手元にも、本物のリリスの影はない。

　何な故ぜならば……。
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　クリスマスソングは幾分抑えめになったものの相変わらず電飾のすごい深夜の学園都市の車道脇を、一台の自転車が走っていた。

　サドルに当たる部分に腰掛けている人物はいない。車輪にジャイロを嚙かませて大きなモーターで動力を得ている、ネット通販の陸上宅配ドローンなのだから当然だ。カトンボのような形の空中ドローンと違って積載重量が大きく、途中で荷物を落とすトラブルもなく、天候や風向きに左右されにくい事でシェアを伸ばしている人気のサービスだった。宅配会社へ圧迫しているとの批判を避けるため独自に始めたサービスらしいが、ネットオークションや簡単な小包などにも幅を広げたおかげで、かえって既存のバイク便やピザのデリバリーなどは戦々恐々としているようなのだが。

　そして植物園には花の名前を調べるための端末、つまりインターネットに繫つながったコンピュータも並んでいた。

　複数のバネや天てん秤びんのような機材で保護された貨物ボックスには、重要五キロ以下の『荷物』が乗せられていた。

　その名はリリス。

　行き先は第七学区で緊急外来と小児科、二つの条件を満たす『あの病院』である。
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　やっと。

　ようやっと。

　警戒色の赤を纏まとったまま、それでも浜はま面づら仕し上あげは予定調和のレールから何かが外れていくのを実感していた。

（……これは流石さすがに『予定外』だったか？）

　全く同型の特殊素材でできたプロセッサスーツを着た者同士。まともな正面衝突では決着がつかず、しかも敵の側には追加装備の生体凶器まで備わっている。こちらにはアネリのサポートがあるとはいえ、長期戦でこう着状態に陥ればこちらがじり貧で削り殺される。

　ならばその結末を回避するために必要な条件は何か。

　いわずもがな、ヤツのプロセッサスーツの『行動予測』を裏切る状況を作り出す事だ。

（本当に本物の現実なんてそんなもんだ。世界に裏切られて転がり落ちていけ、クソ野郎の天才サマ!!）




『アネリ!!　ブラフのために使っていたリリス保護レギュレーションを停止！　全力全開の戦闘モードに切り替えろッッッ!!!!!!』




　ズンッッッ!!!!!!　と大きく床を踏み締めた浜はま面づらが、それだけで打撃のための力を蓄えていく。脚、腰、背筋、そして肩から腕の先の拳へと。引き絞った弓の力を伝でん播ぱさせていくかのように、電位伸縮性のテープやモーターが猛烈な勢いで『運動』を『攻撃』へと変換させていくのが分かる。

　この状況。

　揺らぐ世界。

　今この一瞬だけは、たとえ鏡合わせの同型機であっても『予定調和』は通じない。ダンスを踊るように互いの渾こん身しんをいなされ続けるような展開には持ち込ませない。

　勝と敗、生と死を分かつ不確定世界へようこそ。

　そこに最大のチャンスを見み出いだした浜はま面づら仕し上あげとは真逆に、とっさにＡ・Ｏ・フランキスカは両の二の腕や左右の太ふと股ももと繫つながり、外へ向けて大きく広げていた複数のクラゲ触手を自分の体の前で交差させ、防御の構えを取っていた。さながら、巨大な鋼鉄の門を閉ざすように。

　無視して、ぶち抜く。

　間に何本の槍やりが立たち塞ふさがろうが同じ事だった。その一番外側、最初の一本の表面に拳の先が触れた途端、インパクトの衝撃がまとめて障害物を貫く。見世物のように並べられた瓦の山を正拳突き一発で撃ち抜くように全ての槍やりを叩たたき折おり、ついには最さい奥おうにて待つ手配犯の胸のど真ん中にまで衝撃が伝でん播ぱしていく。今さらのようにＡ・Ｏ・フランキスカの装甲の隙間を埋める光が黄色から赤へ跳ね上がるが、もう遅い。

　もしも。

　それが本当に学園都市第一位の読み通り、一方通行アクセラレータのベクトル操作能力を人工的に一部再現させた『窓のないビル』の演算型・衝撃拡散カリキユレイト＝性複合素材フオートレスをさらに先鋭化させた攻性転換シールドバツシユ目的の特殊素材だったとするならば。

　この時、浜はま面づら仕し上あげの拳には第一位の猛威に匹敵する『何か』が宿っていたはずだ。

　リリスを。

　滝たき壺つぼ理り后こうを。

　大切なものを守り抜くため、立たち塞ふさがる全てを薙なぎ倒たおす覚悟で放たれた悪魔の一撃。最強の人工装備と、猿の浅知恵にも似た作戦、そして曖あい昧まいなアイデアへ具体的な実現性を与えるプログラムの融合をもって、ようやく摑つかんだ『予定調和』の外。このチャンスを活いかすために全ての力を攻撃へ一点極振りした鋼の拳。

　それはもう、地下核シェルターの分厚い岩盤をもぶち抜く域に達していたかもしれない。




　爆音すら、消えた。

　一点を中心に風景さえ歪ゆがんで爆散したかのように思えた。




　Ａ・Ｏ・フランキスカの胸板というよりも、突き抜けた先にある背中側から不可視の衝撃波が爆発した。ヤツの真後ろにあった植物園の木々や散水装置が立て続けに薙なぎ倒たおされ、強化ガラスを失って枠組みだけになっていたドーム状構造体の鉄骨さえも吹き飛ばしていく。

　焼けた鉄板の上に撒まいた水が蒸気となって弾はじけるような音が響いていた。

　あまりの運動量を強引にコントロールしたせいで、浜はま面づらのプロセッサスーツ全体が溶鉱炉のコンベアから取り出されたばかりの鉄骨のように赤熱していたのだ。

　そこから先は、むしろ緩慢だった。

　ぐらり、と手配犯の体が揺らぐ。機械的なアシストを受けていても自分の体重を支えられなくなったのか、前のめりに倒れていく。プロセッサスーツを彩いろどる赤の光が切れかけた蛍光灯のように瞬またたく。それでも最後の矜きよう持じはあったのか、顔から床へ崩れる事だけは避けようと、四よつん這ばいに近い格好になっていった。

　まるで、斬首の時を待つ罪人のように。

　浜はま面づらはアネリの指示に従った。

　床に光るマーカーを踏み、その右足を自分の顔より高く振り上げる。一点でピタリと止めると、そのまま猛然とした勢いでカカトを振り下ろし、Ａ・Ｏ・フランキスカの後頭部に叩たたき込こむ。

　ヤツの矜きよう持じを、折る。

　ッッッドン!!!!!!　と、床材すら割ってヤツのバイザーが大地と口づけを交わした。今度こそ完全にヤツの全身を彩いろどるアクセントの光が消失していく。

　だがそこで終わらない。

　手配犯の頭を踏みつけたまま浜はま面づらは周囲へ目をやった。アネリに警告されるまでもなく、ざわつく気配があった。あの生体凶器か。だがそれにしては方向が一様ではなく、定まらない。まるで周囲全体を取り囲まれているような違和感があった。

　いいや。ような、ではない。

　まだ浜はま面づらのプロセッサスーツの光は赤のままだ。黄色や青へ戻らない……？

　そして踏みつけにされたまま、力なく右手を伸ばしたＡ・Ｏ・フランキスカがパチンと指を鳴らした。




　大洪水が、あった。




　全方位から押し寄せる、途方もない壁。

　一つ一つの質量は奇麗に三二キログラムの定量。決まった形や色を持たず、周辺環境を走査し文明国大都市圏において最も効率良く多くの標的を自らの致死圏内へと誘い込むため、自発的にその姿形を組み替えていく存在。

　生体凶器ミメティックプレデターが、何百、何千、いいや万に届く勢いで包囲の輪を狭せばめてくる。

　最初はぺたぺたと歩き、続けて誰かが走り出して、後はもう雪な崩だれ込こむように。

　一人一人はワンピースを着たツインテールやオーバーオールを纏まとうショートヘアチャイナドレスのお団子頭ハチマキ撒まいた体操服レオタードに給食当番メガネを掛けた文学少女に水着に包まれたスポーツ少女などなど、一三〇センチにも満たない女の子のように見える。ただこれだけの数が揃そろえば、もはや攻撃手段の有無など問わず、ただ押し流して将棋倒しに持ち込むだけで大型ダムの放水口すらひしゃげて折り曲げる事ができるだろう。

　そして浜はま面づらとしても一切躊ちゆう躇ちよしなかった。

　彼は人差し指を手前に振る余裕すらあった。

『学習の足りない連中だな。俺は低身長の巨乳派だっつってんだろ!!』

　全ては『そういう形の兵器』だ。真っ先に飛びかかってきた最初のツインテールへ拳を振り下ろして真下に叩たたき落おとし、続く三つ編みメガネを思い切り蹴り出して砲弾のように弾はじき飛とばす。将棋倒しが牙きばを剝むくのは、何も浜はま面づら相手だけではない。組みつかれて押し流されてはまずいのなら、そもそもこちらに近づけなければ良い。敵の生体凶器自身を砲弾代わりにして、離れた場所で次々将棋倒しを起こし、大軍をごっそり削っていけば脅威にならない。

　問題なのは、接触のたびにこちらの装甲にもダメージが入る事だが、

『アネリ！　武器持ちでもアシストできるか!?』

　挑発とでも受け取られたのか、別枠のウィンドウでサポート対象兵器一覧が高速でスクロールしていったが、いちいち肉眼で追い駆けられるような速度ではなかった。多分アネリはわざとやっている。

　だが散水用スプリンクラーに使われていた分厚い鉄パイプを引っこ抜いた後はこちらのものだった。長い凶器の中央辺りを摑つかみ、両端どちらも打点として振り回す棒術が嵐を生む。ハナから使い捨ての武器がどれだけ傷つこうがこちらの知った話ではない。途中からは少女の擬態に効果はないと判断したのか、両腕や首から勢い良く透明なクラゲの触手を撒まき散ちらし、アイアンメイデンのように胴体縦一直線の巨大な顎あごを開いて飛びかかってくる生体凶器どもをさらに薙なぎ倒たおし、砲弾として群れのど真ん中にぶち込んで、押し寄せる軍勢の出鼻を挫くじいていく。

　ただし問題があった。

　生体凶器はあくまでも細胞質の兵器だ。つまりヤツらもまた学習する。ある程度の『山』が切り崩された段階で、触手や巨大な顎あごを引っ込めた少女型は波が引くように浜はま面づらから距離を取っていった。

　攻撃から逃走に移った……訳ではない。

　ここがどういう場所かを浜はま面づらは思い出す。無数の植物を冬の寒さから守る強化ガラスは砕けてしまったものの、サッカーボールのような枠組みの鉄骨はまだ頭上に覆おおい被かぶさっている。そちらへ組みついた数百数千の少女型生体凶器があっという間に夜空を支配し、埋め尽くしていった。

　思い出す。

　あのガラスの雨が降り注いだ時はどうだったか。

　リリスや滝たき壺つぼを守るのに精一杯で、とてもじゃないが回避のできる状況ではなかった。

　今あれと同じ密度で一三〇センチ三二キログラムの『砲弾』が一斉に身を投げてきたら、流石さすがに対処のしようがない。しかも平面的に押し寄せるこれまでと違って、こちらから獲物を捕らえて『砲弾』として使っても、将棋倒しは起こせない。

　一人でも組みつかれたらそれまでだ。

　次々しがみつかれて身動きを封じられ、人型の素材で作った『山』の中に埋められる。あの生体凶器は接触しただけでシールドマシンのように特殊素材を削り取っていく訳だから、いつかはプロセッサスーツが破壊されて生身の浜はま面づらにまでダメージが到達する。

『野郎……ッ!!』

　幼い少女の形をしていても実質は全くの別物。

　組みつき、嚙かみ付つく事を是とするためか、自分から頭を下にして生体凶器どもが躊ちゆう躇ちよなく飛び降りてくる。逃げ場のないその密度はもう吊つり天てん井じようにも近い。浜はま面づらの全身に緊張が走り、視界の中で無数の警報が飛び交っていく。

　が、その時だった。




　さらに恐ろしい一撃が、天から落ちた。

　一直線の白い光が植物園中央に着弾すると、それだけで数千の生せい体たい凶きよう器き達たちが全方位に吹き散らされていく。




　それは、月の光をまともに照り返す白い髪の持ち主で。

　それは、鳩はとの血と呼ばれる最高級のルビーよりも美しく禍まが々まがしい瞳の持ち主で。

　それは何より、学園都市最強の座を軽々と独占する正真正銘の第一位であった。

『……ッッッ!!!???』

　たった一歩。

　大地に足をつけただけで、この衝撃波。絶望的な殺意の吊つり天てん井じようをぶち破り、数千もの生体凶器をまとめて全方位外側へ向けて薙なぎ倒たおし、そして浜はま面づら仕し上あげとて全力で吹き飛ばされないようその場で耐えるしかなかった。

「よーォやっと話が追い着いてきたか。いくつかピースが足りねェ気もするが、線路自体はこれで合ってる。列車は無事にレールへ乗った。後は道順に沿って先へ進ンでいくだけで全部集められンだろ」

　気軽な調子だった。

　本当にこちらに向けて話しかけているかも疑問だった。

　そして常に浜はま面づらをアシストし続けてきたアネリに異変があった。足元、床一面へ重ねるように表示されていたカラフルなマーカーが、波が引くように消えていく。選択肢が封じられていく。勝てないと、そもそもこの条件で戦いを挑んだ時点で失敗だと、プログラムがそんな『答え』を導き出してしまっている。初見で激突した時とは判断基準が変わっていた。おそらく多くの情報を取得してラーニングを繰り返す内に、誤差が修正されていったのだ。

　やはり、恐ろしい。

　腐っても第一位。目の前に立たれた時点であらゆる可能性を殺されてしまうような、分厚い壁。たとえ巻き込まれてしまってもどうしようもなく諦めるしかない、『徘はい徊かいする不幸な事故』。わずかなりとも夜の街の恐ろしさを知る人間にとって、一方通行アクセラレータとはそういう事件や凶行の擬人化といっても過言ではない存在なのだ。

『どうしてだ……？』

「？」

　逆に言えばこの事件、これほどの伝説が顔を出すクラスに達しているのだ。

　浜はま面づらには命を預けるプロセッサスーツの出処さえ理解できていないというのに。

『どうしてアンタみたいなのが、リリスを追い駆ける？　あの子にどんな秘密や才能があろうがアンタはすでに学園都市最強、そこから上のない第一位のはずだろ!?』

　これが第二位や第三位なら分かるのだ。

　いっそ無レ能ベ力ル者０が親玉だって話でも納得はできるのだ。

　何か目的があって上を目指す。あるいは引きずり下ろされるのが怖くて排除する。

　……だけど一方通行アクセラレータにはその必要がない。何な故ぜならこいつはすでに王座を独占する第一位で、ここから何かを目指す事も何かに引きずり下ろされる事もないからだ。

　だが、ここにきてさらに予想外が待っていた。

　第一位が顔を出してから、浜はま面づら仕し上あげとアネリが構築していった『予定調和』もまた、完全に粉砕されていた。

　ともあれ、ヤツはこう言ったのだ。




「本当に、リリスとかいう赤ン坊が問題の中心だとでも思ってやがったのか？」




　割れた。

　砕けた。

　あらゆる前提がひっくり返って、またもや振り出しに戻された。そしてこれほどの難敵を前にして、一瞬でも思考を空白にしている余裕などあるはずもなかった。

　バイザー越しにどう読み取られたのか。

　瞬まばたきのタイミングで、ヤツが消えた。

　一方通行アクセラレータはすでに浜はま面づらの懐ふところ深ふかくまで潜り込んでいた。むしろ同じ人の言葉を話す事がかえって不気味に思えるくらいの存在感を放つ『怪物』は、そっと囁ささやくようにこう告げたのだ。

「分からねェなら、もう退場しとけ」

　みぞおちの辺りを、掌てのひらで軽く触れるようだった。

　しかし直後に轟ごう音おんが炸さく裂れつし、浜はま面づらの視界が真っ黒に落ちた。

　プロセッサスーツの隙間を埋める警戒色が消失し、彼自身の意識もまた途切れた……のは、これから数秒先の話。




　では先取りして落ちた視界の謎、その正体は何だったのか。

　アネリによって支えられていた特殊素材のプロセッサスーツが、致命的な破損とやらに見舞われたのだ。








行間　二









　酸素もなく、重力もない。

　本気で本物の宇宙に投げ出された『窓のないビル』の中で天使と悪魔の猛攻が続いていた。

『アネリもアネリでなかなかに尽くしているらしい。だが、あれをミナ＝メイザースに置き換えるのはやはり虫が好かんな。浜はま面づら仕し上あげとやらにすり寄っているビジョンを想像できん。これはどちらに善悪や正否がある訳でもない。アネリは「写本」、ミナは「原典オリジン」。もはや別物として扱うのがやはりマナーか』

「……、」

　三三三で表す大悪魔コロンゾンの本領は、悪性の拡散。

　霊媒アバター・ローラ＝スチュアートが無重力の中で躍らせていた長い長い金髪、そこに蓄えられていた莫ばく大だいな魔力が解放された直後であった。女の体の周囲で複数の爆発があった。そう、拡散の最たる象徴。そして重力の軛くびきから解き放たれ辺りに浮かんでいたネジやボルト、ガラス片などに新たな力が加わる。無重力空間を利用し、その一つ一つが恐るべき破壊力を持つ弾丸の嵐となって敵対者へと横殴りに襲いかかる。

　爆発は一ヵ所ではない。

　いわゆる三体問題。複数のベクトルが融合し合い、互いに絡からみ合あうように飛びかかってくる鋭い破片の嵐は一層危険な存在へと変へん貌ぼうしていく。牙きばと牙きばを並べて巨大な顎あごへと変えていく。

『よもや見えていないとは言わせんぞ、ゲロ袋。貴様のスペックがそこまで貧弱ならば、最初から誰も苦労はしていない』

「……言われてみれば、貴様は何な故ぜあの局面でミナ＝メイザースを地表へ放出したるのよ？」

『そこに理由を求める辺りが汚お物ぶつ容いれの汚お物ぶつ容いれたる所以ゆえんか。どこまでいってもその程度、という訳だよ』

　対する九三の数字を背負う聖守護天使エイワスも涼しい顔だった。

　悪魔の本分は甘言の囁ささやきだ。故にまともに目で追い駆けても砂嵐の一粒とて捉えられなかっただろう。甘い希望や都合の良いい予測、自家生産の毒素に頭を蝕むしばまれ、避けられるはずの一撃も避けられずに倒れていく。深読みし、裏の裏まで読んで馬鹿を見る。本質的に何も生み出せない悪魔にとっての勝利とはそういうものだ。

『おい便所ブラシ。貴様の手駒はＡ・Ｏ・フランキスカだけではあるまい』

「……、」

『沈黙もまた一つの回答だよ。まあ、そちらについての切り札にもなるかもしれんな。もちろんミナについてはその一切が彼女の人生だ。私は何も強要しないがね』

「これは純粋なる疑問だ。エイワス」

『言ってみたまえ』

　無重力空間で起きた複数の爆発によって撒まき散ちらされる猛攻に対し、エイワスはハナから指で触れようともしなかった。その背に負う翼を緩やかに羽ばたかせるだけで、膨大な横殴りの雨をまとめて揺さぶり、逸そらし、舞い上げる。しかし扱うのは空気ではない。

　かの光体は、身に纏まとう力だけで魔を退ける。

　汚濁のその一切が近づく事を認めない。

「ここから奇麗に収まりけると本気で考えているのか？　世の中の全ては拡散に向かう、きちんとまとめるよりわやくちゃにしてしまう方がげに簡単だというのに」

『拡散だと？　本気で言っているとしたら視野の狭さに呆あきれるばかりだな。ビッグバン以降の世界は収しゆう斂れんと安定化の一途を辿たどるばかりでつまらん。マクロな銀河からミクロな素粒子まで似たようなスピンが連なるばかりだし、青い星に何百万種の生命体がいようがオスメスと雌雄同体くらいしかバリエーションはないし、雪の結晶も一二〇度の外には出られない。世界は黙っていれば勝手に収まっていくよ、バスタブの栓を抜いたようにな。全てに抗って滝を昇る、アレイスターのような反発因子はむしろ珍しいくらいだ。ヒーローなのに叶わない。だからこそ、観察し甲が斐いがあるというものだがね』

　両者の間で終末の嵐が荒れ狂っていた。

　常人であれば破片の一発でも掠かすっただけで肉体は弾はじけ飛とび、まともなシルエットを保っているものもコロンゾンの霊媒アバターにされていた事だろう。だがそんな中でも平然と語り合うだけの余裕が彼らにはあったという訳だ。

「理由になりていない」

『だからどうした』

　即答であった。

　漂白剤の如ごとき危険な善性や光輝の象徴は嗤わらって言い放ったのだ。

『私は叡えい智ちの結晶を投げ込む事で波紋を広べ、世に変革をもたらす聖守護天使だぞ。取るに足らん大海、すなわち塵ちり芥あくたの合理や効率なんぞ愛するように見えるかね？』








第三章　かの者は人の優しさを忘れず　Gift_of_the_Hope.
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　緊急システムスキャン……九八、九九、一〇〇％。

　完了。

　エラー報告、破損領域のデータ修復に失敗しました（E#0153cd09）。

　応答しないクラスタは物理破損したものと判断して凍結。同クラスタ群に対する迂う回かい路ろを逐次設定し、暫定的に基幹システムファイルを回せるようレジストリを書き換えます。パフォーマンスについては楽観予測でも最低四三％以上低下するものと推測。下限については不明。また、システム全体が不安定化しているため、強制終了に陥らないようバックグラウンドでの同時処理タスク数を減らすなど可能な限り負荷を減らす努力が必須となります。

　セーフモードの構築完了。

　状況への対応を優先し、非推奨設定で再起動します。
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『……ハッ!?』

　浜はま面づら仕し上あげはズタズタに引き裂かれた深夜の植物園で目を覚ました。

　実際に落ちていた時間はどれくらいだったのか。

　首を振ってヘルメットに片手をやろうとした所で、彼はようやく違和感に気づいた。

　重い。

　まるで電源を落としたロボットアームに外から手を加えて動かしているように、ゴリゴリと歯車の感触まで伝わってくる。手の甲辺りを走る光のラインは、頼りなく青の光が明滅しているだけだった。

『アネリ、どうなっているんだ？　くそっ、こっちは説明されなきゃ分からねえんだよ！』

　叫んでも応答はなかった。

　あれだけ視界の端で乱舞していたアイコン群もだんまりである。かろうじて視界そのものは確保されているものの、時折灰色のノイズのようなものが散らばるのが分かる。

　……どこか壊れたのかもしれない。

　当たり前の可能性を思い浮かべた所で、背筋にぞっと生身の恐怖が這はい回まわった。まだ終わっていない。滝たき壺つぼは無事に植物園の外へ逃がし、麦むぎ野のや絹きぬ旗はたとは合流したかもしれない。ただ、盤の上にはあの第一位と未いまだに手札を全部さらしたとは限らない手配犯Ａ・Ｏ・フランキスカがいるのだ。この戦場に『絶対』なんかない。バトンタッチしておしまいにはできない。

（そうだっ、あいつは……）

　ぐるりと辺りを見回してみれば、一度は倒したはずの手配犯はどこにもいなかった。押し寄せるような生体凶器も。

　挙げ句、一方通行アクセラレータはおかしな事を言っていた。

　全ての中心は、リリスだけとは限らない……。

　気になる言葉だったが、こちらは謎解きがしたい訳ではない。狙いが分からなければ、ヤツらの次の動きも読めなくなる。あんな破格の攻撃力を備えた怪かい物ぶつ達たちを相手に、どこへ向けて盾を構えれば安全に押さえ込む事ができるのか、その判断基準を見失ってしまう。ことここに来て『迷い』は致命的だ。暗闇の中で、いきなり真横から脇を刺されたらリカバリーできなくなる。

　リリスを守り抜けばそこで事件は終わると思っていた。

　その前提で滝たき壺つぼや、麦むぎ野のに絹きぬ旗はたも引き込んでいる。

　……もしもそこから崩れてしまったとしたら、浜はま面づらは知らずにとんでもない事に彼かの女じよ達たちを引き入れてしまったのかもしれない。

　取り戻せるとすれば、どこからだ。

　列車の駅で乗り換えを間違えた。時間を逆行して前の駅へ戻る展開はない。しくじった状況で、この先に待っているどこの駅で乗り換えれば元の目的地へ軌道を修正できるか。

　答えは一つだった。

『……病院だ』

　どっちみち、自転車をベースにした陸上宅配ドローンに乗せたリリスは第七学区の病院へ向かっているし、滝たき壺つぼからの伝達が正しければ麦むぎ野のや絹きぬ旗はたは病院警護のために出発したはずだ。事件の中心がリリスにせよそうでないにせよ、いったん全員と合流して所在を明らかにした上で、改めて作戦会議をした方が良いい。

　第一位や手配犯が何を巡って争っているのかも見えなくなってきた。

　浜はま面づらがどういう理由で事件に巻き込まれたのか、すでにそこから。

　だからもう一度。

　今度こそ、全体像を暴き出す。

　そのためには、多くの路線が合流する大きな『乗り換え駅』に向かわなければ。

『病院まで行けば……』
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　にゃおーん、という猫っぽい鳴き声があった。

　一戦終えて周辺環境のチェックに入っていた一方通行アクセラレータが頭上を見上げると、ＬＥＤ電飾ロープやクリスマスソング用の屋外ＡＩスピーカーが巻き付けられた街路樹の枝に黒猫の魔女が腰掛けていた。

「……、」

「一度は別れたはずですが、こうして再会した所を見るとやはり同じものを追っているようですね。例のプロセッサスーツの先に私の捜し人がいると睨にらみました」

　まったくついさっきまでコンビニの裏に回って金属ボックスに顔を突っ込んでいたとは思えない台詞せりふである。この辺りはつんと高貴な顔して塀の上を歩いている割に、裏ではネズミやバッタを捕まえている猫とおんなじ感性の持ち主なのだろうか。

　対する一方通行アクセラレータとしては悩み所であった。

　ぶっちゃけてしまうとこのミナ＝メイザース、ゲームセンターで言葉を交わした限り有用な情報は持っていない。かと言って邪険に扱って機嫌を損ねてしまうと延々まとわりつかれて妨害行動を取られるリスクが浮上する。ミナは致命的な相手ではないが、とにかくこちらの攻撃を先読みして次々回避していくので時間の無駄遣いに陥りがちだ。首筋の電極のバッテリーに命を預けている側としてはあまり関わりたくないのが本音であった。

　だが忘れてはならない。

　そもそも根本的に、学園都市第一位に協調性なんて言葉は皆無である。

　せいぜいが、こう告げるのが精一杯であった。

「……勝手にしろ」

「では、そのように」

　長いスカートも気にせずひらりと木の枝から飛び降りたミナ＝メイザースが白い怪物の隣に立つ。

「あれから色々考えてみました」

「例えば」

「『窓のないビル』と同規模かそれ以上に進んだ演算型・衝撃拡散カリキユレイト＝性複合素材フオートレスで防備を固めるとしたら、それは学園都市のどんな機能であるべきか」

「……、」

「真っ先に浮かぶのは一つしかありません。確かに予想外のビジュアルではありましたが、そちらの方が安全面で優れているという話なのでしょう。衛星地図の重要施設に重要ですというピンを立てておく馬鹿はいません。形から機能を想像できない、というのがすでに一つの危機回避策だったのですね」

　これもまた、一方通行アクセラレータにとっては今さらの話だ。

　ミナ側からの答え合わせであって、第一位には新しい情報など何もない。

　なので怪物は、これだけ尋ねた。

「だとしたら？」

「一つだけ、あなたに確認したい事があります」

　ミナはヴェールの奥から白い髪に赤い瞳の怪物を見据え、

「あなたは取り戻す側ですか？　それとも打ち壊す側？」

「……、」

　舌打ちがあった。

　返答次第ではここでミナ＝メイザースの行動が決まる。

　一方通行アクセラレータとしても、余計な時間の浪費に付き合ってはいられない。なので、ここは無視する訳にもいかなかった。

「誰がてっぺンに立とォが知った話じゃねェ。俺は俺の良く知る連中が頭に思い浮かべる毎日とやらを取り戻すだけだ」

「ふふっ」

　現代的なデザインをつく怪物に、ミナは横からそっと体をぶつけてきた。

　黒猫の魔女は、ヴェールの奥で明らかに微笑ほほえんでいた。

「丸くなりましたね、一方通行アクセラレータ」

「何を言ってやがる。一番難しいものに標的を変えただけだ」

「それが分かっているなら僥ぎよう倖こう。文明の破壊など、そこらの蚊やハエの群れにでも行える程度の雑事に過ぎませんからね」

「……『反射』で弾はじき飛とばすぞクソ女」

　おっと失礼、とミナ＝メイザースは一歩離れてから、

「では情報を共有いたしましょう。ＳＮＳ、防犯カメラ、動画共有サイト等は秘匿情報の完全自動削除が進んでいますが、規格の統一が遅れている車のドライブレコーダーはまだまだ管理が甘いようですね。プロセッサスーツに動きありです。第七学区の、その筋では有名な病院に向かっているのだとか」

「それで恩でも売ってるつもりか」

「ま、発見したのはそれだけではないのですが、これは私の捜し人に関する情報なのであなたには関係のない話でしょう。ただし一点、あなたにとってもイレギュラーとなる古紙の山が存在します。そう、この私よりもはるかに集積された異形のモノが。一応お気をつけて」

「……、」

「そちらはそちらで自由に引ひっ搔かき回まわしてください。その間に、私は私の目的を達します」

　やはり一方通行アクセラレータにとっては新しい情報など何もない。

　とっくの昔に分かり切っている話ばっかりだった。




「どこの馬鹿だか知らねェが、誰のテリトリーに踏み込ンだか思い知らせてやる」
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　かの存在にとって、プロセッサスーツが備えている運動性能やプログラム的な行動予測は必ずしも必要なものではない。

　かの存在にとって、生体凶器ミメティックプレデターも手元にあったインスピレーションへ形を与えたものに過ぎない。

　ぎぎぎ。

　みぢみぢみぢみぢ、と。

　バイザーの奥から、とてもではないが人間の口から出るものとは思えない不可思議な『音』が洩もれていた。体の軸がズレ、両肩の高ささえ合っていないような有り様だが、まだかの存在の四肢は動く。装甲の隙間から赤の光が明滅し、黄色との間を行ったり来たりしているが、とりあえず止まらなければそれで良いい。であれば問題なく目的を遂すい行こうするのみだ。

　が。

『っ？』

　Al2O3。化学式の赤に導かれ、何かに気づいたかの存在が風力発電プロペラを支える柱の陰へと身を隠していた。

　警備員アンチスキルの中央詰め所すら真正面から襲いかかって瓦が解かいさせた、かの存在が。

　息を潜めて待っている。

　何かがこちらに気づかず通り過ぎていくのを。

「ちくしょっ、そっちにいたか!?　さっき確かに見かけたのに！」

「ま、タイミング的に見れば『そういう事』なんだろう。向こうも向こうで気づかれた事に気づく頃合いだ。そろそろ直接対決にもつれ込むかな、と」

　銀の髪の少女は何か紙幣大の紙切れを束でまとめたまま軽く振っていた。方位磁石のように、あれで何かを確かめているようだ。

　元々、いつかは露見するものと想定していた。

　しかし現場で少々手こずったのが仇あだとなった。しばらく顔を出さなかった事で、余計な不信感を与えてしまったらしい。もう素知らぬ顔であそこへ戻るのは不可能だろう。

　だから、合流は避けた。身を隠し、やり過ごす方向へと変更した。

　かの存在は息を潜め、沈黙を保つ。

　……。

　……。

　……。
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　重たい体を引きずるようにして、青い光を不規則に明滅させながら、浜はま面づらも物陰に身を潜めていた。

　プロセッサスーツの性能がどこまで落ちたか分からない以上、これまでのようにビルからビルへ気軽に跳んで移動するのは避けたい。スペック低下が一律ならやりようはあるが、怖いのは山と谷で大きな波があるケースだ。法則性が分かるまでは命を預けられない。

　しかし一方で、見た目ほど地上も危険ではないようだった。第七学区の警備員アンチスキル中央詰め所が襲撃された事で、周辺の学区から増援が集まってきたのは良いいものの、命令系統の混乱や重複などが起きて連携が取れていないのだろう。よくよく考えてみれば、先ほどの植物園について、迅速に武装車両やヘリなどがやってくる様子もなかった。

　おそらく見た目ほど機能は回復していない。

　組織が空中分解しないよう『中』を締め付けるので精一杯で、手配犯などの『外』を追い駆けている暇もないのだろう。もちろん、今なら追われないと知られては治安が壊滅してしまうので、見た目だけなら睨にらみを利きかせているように振る舞っているだろうが。

　深夜帯に入ったためかクリスマスソングが抑えめになった街並みで、右から左へ注意散漫な赤色灯が流れていくのを確認してから、浜はま面づらは自販機の陰から身を乗り出す。リリスが運ばれたであろう病院を目指す。途中、映画館の看板には吸血鬼の姉とゾンビの妹が摑つかみ合あいになる、いかにも絹きぬ旗はたがよだれを垂らしそうなＢ級ホラー映画のタイトルが飾られていた。このレイトショーはデートムービーというよりはクリスマスムードに疲れちゃった人ひと達たちを狙い撃ちにしたものかもしれない、冬休みにおせちに飽きて餃子ギヨウザやパスタを食べに行くように、と適当に考えつつ浜はま面づらは目的地を目指す。

　五指を握って開き、歩きと走りを交互に繰り返して、可能な限りプロセッサスーツの状況の把握に努めようとしながらも、

（……そもそも、このプロセッサスーツは何なんだ？）

　リリス以外で『事件の核』となると、もうそこくらいしか連想できるものがない。

　やたらと高機能な運動補助に、部分的なベクトル操作による衝撃の吸収、拡散、緩和。挙げ句にアネリの常駐があるとはいえ、あれだけの正確な行動予測。……ただ、だからと言って戦闘用とは限らないのだ。ひょっとしたら浜はま面づらがやっているのは釣つり竿ざおを使って人を殴っているようなものなのかもしれない。

　そして重要なのは、

（本物の手配犯Ａ・Ｏ・フランキスカから囮おとりとして投げ捨てられたはずの俺の方のプロセッサスーツに、『その機能』は本当についているのか……？）

　普通であれば、そこまでする必要はない。

　というか、手配犯と同じデザインのヘルメットさえあれば問題ないように思える。

　アネリが常駐できるくらいのスペックを保持している事自体が不思議だったのだ。囮おとりにしては高性能過ぎる。あるいは元から『本物』は量産態勢が構築されていて、一つ二つ使い捨てても問題ないほどなのだろうか。

（実は他にゲームマスターがいて、全く同じスペックのプロセッサスーツを着た参加者が五〇人も一〇〇人も集まって殴り合いとかって展開じゃなけりゃ良いいけど……）

　そんな風に考えながら、ちらほらとクリスマス電飾の見える病院のすぐ近くまでやってきた時だった。

　警備員アンチスキルとの間にホットラインがあるため迂う闊かつに敷しき地ちをまたぐのも危険だが、とりあえず全景を望める場所を探そうとする浜はま面づら。

　しかし、だからこそ異変を察知できた。

『……？』

　何も爆撃されたように病棟が崩れ落ちていたり、大量の生体凶器が壁に張り付いていたりする訳ではない。浜はま面づらのプロセッサスーツの隙間は青のままだった。

　緊急外来の出入口の辺りで、赤色灯を消した救急車が何台も詰まっていたのだ。いいやそれだけではない。深夜にしては駐車場に自家用車の数が多い。緊急外来はおろか、この時間帯は閉まっているはずの一般の出入口のガラスドアを叩たたいている人もいる。

（……患者を、処理しきれなくなっている？）

　じわじわと、その意味が浜はま面づらの頭に染しみ込こんできた。

　だとしたら、ここに届けられたリリスはどうなっている？　親が同伴とかではなかったのだ。代弁者がいない以上、最悪、この寒空の中でそのまま放置されている可能性は!?

『冗談じゃねえぞ、くそっ』

　状況を無視して、思わず緊急外来の方へ走ろうとした所で、横合いの植え込みから不意ににゅっと細い脚が伸びてきた。

　今さらのようにプロセッサスーツの隙間が青から黄色へ変化するが、どうにもならない。

　ものの見事に足払いを喰くらい、転がった体を摑つかまれて茂みへ引きずり込まれていく。

　呆あきれたような声があった。

「……超何やってんですか浜はま面づら？」

『戦闘種族！　クソ野郎じゃねえかッ!?』

「ああん何か今超聞き捨てならない事口走りませんでしたかこの野郎!!」

　思わず出ちゃったのは仕方がない。

　相手は元『アイテム』のミニマム担当、絹きぬ旗はた最さい愛あいその人である。

『このマスク越しでも俺って分かるって事は、きちんと滝たき壺つぼが説明してくれたのか……』

「あの滝たき壺つぼさんが織り成す無言の身振り手振りを読み解くの超すげえー苦労しましたけどね」

『そりゃ滝たき壺つぼのせいじゃねえよクソ野郎じゃ厳しいかもな。何しろ拳で語り合う戦闘種族は人の言葉なんて高尚なもん分かる訳がねえ』

「今のは聞き間違いじゃなかったなようし超やります!!」

『やめて深夜の茂みの奥でヤラないでッッッ!!!???』

　そして今はこんな季節感のない低身長の貧乳相手にじゃれついている場合ではないのだ。病院の状況とリリスの安否については明らかにしなくてはならない。

　怒りのヘッドロックをかけられた上、拳でこめかみぐりぐりされながら、少女の腋わきをデジタルに嗜たしなむ浜はま面づらはこう尋ねた。

『あれどうなってんだ？　大熱波の影響って訳じゃあねえんだろ!?』

「ええっ、説明すんのめんどい……。直接見た方が超早くないですかね」

『やっぱ人間の文明を否定したクソ野郎どもじゃねえか。っておい、どこ連れていくんだよっ』

　小さな手で腕を摑つかまれてぐいぐいと引っ張られていけば、そっちは職員用の裏口だった。警備員アンチスキルとのホットラインの存在を考えると不用意に病院へ踏み込むのはよろしくないのだが、何かあったら殴って逃げれば良いの精神を持った戦闘種族絹きぬ旗はた最さい愛あいはあんまり気にしていないらしい。

　連れていかれたのは小児科だった。しかもサンタさんへのクリスマスカード用ポストの置かれた受付を素通りして、いきなり診察室の前まで案内されてしまう。

　入院患者の子供向けなのか、小さめなクリスマスツリーの横。

　壁に寄り掛かって腕を組んでいるウェーブがかった長い栗くり色いろの髪にコートの、グラマラスな美女が待っていた。

　学園都市第四位、『原子崩しメルトダウナー』。

　なんかアネリが誤作動でも起こしているのか、プロセッサスーツ全体がビカァーッ!!　と真っ赤に染め上げられていた。

『戦闘種族、クソ野郎の極みだし』

「……ここ病院だから手足の五本や一〇本取れちゃっても問題ねえな」

『お前人間にナニが何本くっついてんのか分かんねえくらい狂ってやがんのか!?　元から上限を超えてるよ計算がおかしいんだよっ！　そもそも一つ取れた時点でオオゴトなんだよお!!』

　ちなみにへそ出しミニスカサンタニーソ付きの滝たき壺つぼ理り后こうは長椅子に腰掛けていた。きちんとした季節感のある人間サマの会話が通じる女の子がいてくれたのはこれ幸いである。

　彼女は丸いリースのかかった診察室の扉を指差して、

「リリスはそっち。ひとまず保護はされているから心配しないで」

『そうか……』

　少なくとも誰の手にも拾われず寒空の下で放置、なんていう最悪の展開だけは避けられた。とはいえまだ楽観するのは早い。そもそもリリスは原因不明の高熱で苦しんでいたはずなのだ。

『でも結局、リリスの容態はどうなんだ？』

「それなんだけど」

　と、滝たき壺つぼがわずかに言いよどんだ。

　空気を読まない戦闘種族どもが口を挟んできた。

「医療系のコンピュータが超止まっているんですよ。おかげで専門的な技術情報を引き出す事ができなくなっているんですって」

『どういう事だ、それ？　ウィルスか何かで固められているとか？？？』

「それ以前の問題よ」

　麦むぎ野のは壁に寄りかかったままため息をついて、

「大分街の機能も戻ってきたように見えるけど、学園都市の総合データベース『書庫バンク』へのアクセスが復旧していないみたいなんだよね。おかげで薬剤師の手が宙ぶらりんになっているのはもちろん、各種の精密検査や予定日の決まっていた手術なんかも結構止まっているらしい」

「ま、病院に担かつぎ込こまれるって言っても大した事なさそうなのが救いですけどね。コップ一杯の水で摑つかみ合あいになっていた『大熱波』から急に元の生活へ戻った途端に超ドカ食いする人が増えたらしいですよ」

　……表の緊急外来の騒ぎはそういう事だったのだ。

『便利なデータが使えないっつっても、それでもみんな医師免許を持ってるプロなんだろ？』

「一〇〇年前なら手袋も煮しや沸ふつ消毒もしないでプロの医者が盲腸を切り取っていたけど、同じ事を今やりたいと考える人間がいると思う？　便利なサービスが使えない状態で医療行為を強行すれば全部の責任を個人に押し付けられる。マニュアル外の行動を取ってまで人を救いたいと考えるプロは意外と少ないもんだよ」

『……、』

　もちろん、みんながみんなそうではないだろう。中にはこの状況でも患者のために奔走している医療関係者もいるはずだ。ただ、圧倒的に動いている人間の数が足りないため、タスクが次々積み重なってしまうのだ。これでは隅々まで恩恵が行き渡る事はない。

　そして、リリスもまた停滞側へ追いやられたらしい。

　誰が悪い訳でもない。ただし現実は人の思惑とは無関係に残酷だ。

『……じゃあその「書庫バンク」ってのを何とかして復旧しねえと』

　つい浜はま面づらはそう呟つぶやいていた。

『何もこの病院一つだけの話じゃねえ。二三の学区全部で目詰まり状態になっちまってるんじゃ元も子もねえんだ』

「だけど、具体的に超どうやってです？」

　こういう時、感情論の慰めではなくシビアにハードルを突き付けてくれる係も大切な存在だ。誰も彼も自粛ムードでは問題を直視する事すらままならなくなる。

「『書庫バンク』は誰もが手軽に利用している施設です。その辺の学校や病院でもお世話になっていない所はないでしょう。……ただ、それはネット越しでの話。いわゆる『本体』がどこにあるかは誰にも分かりません。いいえ、そもそもどんな色、形、大きさをしているのかも」

『……、』

「ま、よしんばどっかの核シェルターなり戦略衛星なりを突き止めた所で、技術的な問題もあるがな。その辺でバラ売りされてるパーツを集めて単車を組むのとは次元が違うわよ。いじってもいじっても向こうの寿命を縮めるだけじゃないの？」

『…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………』

　しかし浜はま面づらは途中から上の空になっていた。

　いいや、ある連想があった。

《ゾワリ》《ゾワリ》と。

　背筋に例の悪お寒かんじみた感触が残っている。




　電話ボックスにて、光も音もない襲撃者の奇襲を第一位のベクトル操作と即座に看破できたのは何な故ぜ？




　スーパーマーケットのＡＴＭは、本当に昼の作業の間にエンジニアの指先を盗み見た程度で再現できるものだったのか？




　真っ暗闇の詰め所の中で、迷わずリリスを捜しに行こうと決められたのは？




　負傷した警備員アンチスキルの手当てができたのは？




　全ての中心にリリスがいると予測をつけたのはどうして？




　他にも色々。てっきりここまで辿たどり着ついたのは、プロセッサスーツやアネリを活用した自分自身の力によるものだと思ってきた。

　でも、そうではないとしたら？

　インスピレーションを得て多くの選択肢から一つを選び、具体的な行動として出力する。そもそも『それ』自体がプロセッサスーツの機能に過ぎなかったとしたら？

　浜はま面づら仕し上あげがここへ辿たどり着つくために必要なものは何だったのか。

　おそらく『それ』は、強きよう靭じんな装甲や運動性能などではない。目星をつけてしまえば、後は一直線だった。連想と連想が繫つながっていく。一つの答えを導き出す。

　元々、誰もが利用していながら、その本体がどんな形をしているかは誰にも分からなかったのだ。

　だとすれば、固定観念に縛られるほど馬鹿げた話はない。

　有あり体ていに言えば、得え体たいの知しれない巨大地下施設や、高層ビルを丸々一棟使ったサーバーセンターとは限らない、と見るべきだ。

（……何のために開発されたか分からない、アネリをフルスペックで常駐させてもなお余る莫ばく大だいな情報処理スペックを持ったこのプロセッサスーツ）

　もしも、最初から『全て』がプロセッサスーツの中に収まっているとしたら？

　後は目の前の状況と照らし合わせて情報検索を進めていただけだったとしたら？

　事件の核はリリスじゃないと、あの第一位は言っていた。

　それなら、この騒乱の争点は？

『……そういえば、一番最初の事件だって宙ぶらりんのままだった』

「はまづら？」

『総合証券取引所襲撃！　そもそも俺と同じヘルメットをつけた手配犯Ａ・Ｏ・フランキスカは、何でそんなトコを襲ったのか。ひょっとしたら、その馬鹿デカいビルに収まっていた株取引だの原油取引だのに使う高速サーバーが「先代」だったのかもしれない。そういう形に偽装していたのかも!!』

　浜はま面づらは重たいプロセッサスーツの右腕を動かし、側頭部へ手をやった。

『アネリ……』

　現状、学園都市の医療機関と『書庫バンク』とのアクセスは途絶している、と麦むぎ野のや絹きぬ旗はたは言っていた。

　第一位の言葉も思い出す。

『となるとオマエが「親」かァ？』

　あの言葉が本当に意味していたものとは。

　だとすると。

　まさか。

『……アネリ、このプロセッサスーツでインターネットは使えるか？　オンラインモードを表示!!』

　単調なビープ音があった。

　そして視界の下の方に、映画の字幕のようにこう表示された。




　エラー報告、アドレス競合によりオンラインアクセスは発信できません（E#03431d0f）。

　現在、オフラインモードのみ挙動の確認が取れています。
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　一方通行アクセラレータもカラクリに気づき始めていた。

　現代的なデザインの杖つえも慣れてきたが、やはり体重の掛け方には偏りが生じ、疲れも溜たまりやすい。適当な街路樹に背中側から寄りかかりつつ、

（そりゃそォか。各種メンテナンスや部品交換を考えると、必ずワンセット以上はスペアのパーツを備えているはずだ。そいつを全部組み立てちまえば、全く同じ機能を持つプロセッサスーツをもォ一着用意するくらいはできンだろ）

　ふう、と息を吐いて、

（……問題なのは、確保した『二つ目』をどう使い倒しているか、だ）

　と、そこで気づいた。

　外界の刺激に反応を示したのは、通り一遍の答えが出て一区切りついたからか、あるいは煮詰まって新たな情報を欲ほつしているからか。

（ミナとかいう黒猫野郎がいつの間にか消えてやがる。ま、好きなよォに引ひっ搔かき回まわせとか上から目線で語ってやがったしな。何より首に鈴をつけた覚えもねェ）

『書庫バンク』に決まった形は存在しない。

　それはパズルのように常に部品を組み替え、形や大きささえ一定を保たず、転々と場所を変えていくからこそ不滅の防備を固める事に成功していたのだ。だから時期によっては地下核シェルター、高層ビル、人工衛星、電子情報管制機などなど、全く異なる形式を取り続けてきていたのである。……そう、回線越しに普段当たり前に使っている人々さえ実際のハードウェアがどんなものか全く想像できないほどに。

　何とも大仰な話だが、似て非なる『樹形図の設計者ツリーダイアグラム』はある時を境に消失している。どこまで保険をかけても無駄にはならないのかもしれない。

　今回はそいつがたまたま人の形を取っていた、というだけの話。

　それがプロセッサスーツの真実だった。あれはアクセス用の端末などではなく、そのまんま膨大なデータベースの本体そのものだったのだ。

　このプロセッサスーツ、いいや『書庫バンク』の完全復旧は、言い換えれば上の上の上とやらが張り巡らせていた冷酷な監視システムが再び息を吹き返す事を意味する。

（……ま、『大熱波』の直後ってのもあったしな。フォーマット交換には最適のタイミングってヤツか）

　上かみ里さと勢せい力りよくの一員が放った『大熱波』の正体は、宇宙から降り注ぐ莫ばく大だいなマイクロ波だった。街中の電子機器をまとめて破壊するあの攻撃には一方通行アクセラレータも難儀させられたものだが、大深度地下や鉛の壁など、必要な準備さえ整えれば防ぐ事は可能である。

　が、あらかじめ防備を固めていた座標は当然ながら、とても少ない。

『大熱波』の後も変わらず『書庫バンク』が稼か働どうしている事がバレてしまえば、統合データベースの存在を快く思わない人間はその候補地を徹底的に洗い出すだろう。いわゆる潮時というヤツだ。古い『書庫バンク』を捨てて、いくつかある候補から全く違う色、形、大きさを持つ新たな『書庫バンク』へと乗り換えるべき、ちょうど良いいタイミングだったという訳である。

　……それも『今代』に限って言えば、たとえ合理性を無視した極端なデザイン変更であったとしても、できるだけ『先代』とは真逆に極振りしたイメージが欲しかったに違いない。そう、とても大規模なサーバーシステムに見えないような何かが最も望ましかったのだ。

　ここまで来れば推測も容易たやすいだろう。

『書庫バンク』を再起動したい側と阻止したい側、マスターとして君臨する当事者とスレーブとして軍門に下る当事者、利を得たい組織と害を恐れる集団。学園都市の表も裏も、人間大のプロセッサスーツの行方を軸に様々な対立構造を展開させてしかるべき状況だった訳だ。

（どっちかが本命で、どっちかが陽動として使い捨てられたって感じか。ただ、それにしちゃ両方ともモタモタしてる印象もある。そもそもプロセッサスーツ同士で潰し合っている理由は？　陽動に巻き込まれた方が本命を追い駆けるのはまあアリとして、その逆のケースはどォして起こる。だとすると……）

　一方通行アクセラレータは頭の中で適当に思い浮かべる。

　それから自分のモバイルへ目をやった。

　……『先代』の『書庫バンク』はもちろん全く別の形だった。そちらはとっくに処分されているはずだが、『次代』への引き継ぎができなければ何かしらのエラーメッセージが出る。場合によっては、バージョンを引き返して急場をしのぐためにも。しかし実際にはその気配もない。つまり、『次代』はまだ生きているが、宙ぶらりんの状態だ。

「チッ……。あの二つはどっちも植物園でぶっ壊したはずだったンだがな。ゾンビ機どもめ、千切れた配線でも繫つなぎ合あわせて再起動でもさせやがったかァ？」
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　ぱんぱんぱん、と浜はま面づらは自分の体のあちこちを掌てのひらで叩たたいた。

　麦むぎ野のや絹きぬ旗はたといったクソ野郎どもの傍そばにいるからか、相変わらずプロセッサスーツの隙間は最大警戒、真っ赤なままだ。そんな特殊素材のプロセッサスーツには、有線ケーブルを挿し込めるような端子口は見当たらない。

　アネリはあくまでもエンジンだ。

　検索すべきデータベースがなければその長所も使いようはない。得え体たいのしれない能力や機密扱いの警備員アンチスキル詰め所の図面、もっと小さな所では赤ちゃんのあやし方やベビーベッドの作り方などなどはてっきりインターネットから引っ張り出してきたのかと思ってきたが、アネリはさっきオンラインにはできないとはっきり告げた。

　なら、あれだけ膨大なデータはどこに眠っていた？

　答えは単純、プロセッサスーツそのものが巨大極まるデータベースだった。だからオフラインのままでもアネリは万全の力を発揮する事ができた。

『くそっ、予想が合っていればこれが「書庫バンク」のはずなんだ……。だったらどっかにねえのか!?　無線電波だけじゃねえ、ネットワークになんか繫つながなくても良い。ケーブル一本でこの中に詰まってるデータを外へ送り出す方法は!?』

　今も苦しんでいるリリスがまともな診察や治療を受けられないのは、病院の医療機器と『書庫バンク』との間のアクセスが途絶しているからだ。どうにかしてプロセッサスーツの中に眠っている膨大なデータを外へ流し出せれば、あの赤ん坊を助けられるかもしれない。そして街中で停滞している全ての病院が息を吹き返し、困っている患かん者じや達たちを受け入れてくれるかもしれないのだ!!

　ものは揃そろっているのに機能しない。

　恩恵を得られない。

　鍵も宝箱もあるのに、鍵穴の中に接着剤でも流し込まれたような気分だった。

『……オンラインが使えないっていうのはどういう事なんだアネリ。答えるんだ!!』

　ぎゅんっ、と直後に浜はま面づらの右手が勝手に動いた。筆記用具などない。子供が小石を使って道路に落書きするように、それでいて特殊素材の指先でもって病院の壁へプリンタのヘッドのように高速で文字列が書き記されていく。

　そこにはこうあった。




　同型機　２つ　いずれも同じ　ＳＩＭ

　いっぽんか　ひつよう　同型機のすれーぶ化　じょうけん




　……ようやく全てが繫つながってきた。

　浜はま面づらは、自分自身が襲われる理由も見えてきたような気がした。

　一方通行アクセラレータが洩もらした言葉。

『親』とは『親機』の事だったのだ。

　最初に襲われた総合証券取引所が『先代』のデータベースだとするなら、おそらく手配犯Ａ・Ｏ・フランキスカはそこでかなりの情報なり秘密鍵なりを自前のプロセッサスーツに吸い取っている。ヤツはそのまま『書庫バンク』の機能を引き継ぐつもりなのだろう。

　浜はま面づらが着せられたのは一方通行アクセラレータなどの追っ手を撒まくための囮おとり。

　ただしスペアパーツの寄せ集め、単なる陽動だとしても本当に全くの同型だったのだ。だから中に入っている基幹プログラムや設定プロファイルも同一。今のままだと重複する個人情報や識別番号を持った二つのプロセッサスーツ同士が干渉を起こし、正しいネットワーク認証ができなくなってしまう。

　だから、後になってから手配犯は浜はま面づらが邪魔になってきた。

　自分で仕掛けておいて、だ。

　より正確には、警備員アンチスキルの手で脱がされたプロセッサスーツが厳重警備の中でそのまま証拠品として保全されてしまっては八はつ方ぽう塞ふさがりになってしまうのだ。それはもう車の中にキーを閉じ込めてしまうようなもの。だからどんな強引な手段を使ってでも、確実に浜はま面づら側がわの機能を停止させる必要があった。

　演算コアを完全に破壊するか、スレーブ化───おそらくはプロセッサスーツを内部操作して常時リモートコントロール可能なレベルで全権を自ら差し出す───するか、という条件に照らし合わせて、だ。

（アネリ自身はどうやってこのプロセッサスーツに潜り込んだんだろう。オフラインで通信ポートも見当たらないんじゃ……Ａ・Ｏ・フランキスカがスペアパーツ一式を組み立てている真っ最中に、剝むき出だしの電子部品そのものに入ってたとか？）

　しかし、だとすると……。

　ズズンッッッ!!!!!!　という激しい震動が病院全体を揺さぶったのはその時だった。まるで警備員アンチスキルの中央詰め所や植物園の焼き直し。となればヤツ以外にありえない。もはや浜はま面づら仕し上あげには、旧友がインターフォンを押して訪問してくるような懐なつかしさすら感じられた。

「はまづら……っ」

『いいや、これで良いい』

　遮るように浜はま面づらは言葉を被かぶせた。

『……むしろ好都合だ。こっちは使い捨てで向こうが本命。他に同じプロセッサスーツを着ているヤツも見かけねえし、あいつをぶっ飛ばせばそれで終わり。こっちはプロセッサスーツのオンライン化さえ目途がつけばリリスを、いいやこの街で病院を頼ろうとしている全ての人を助けられる。試してみるだけの価値はありそうだ!!』




　　　　８




　実際の所。

　浜はま面づら仕し上あげは勝敗そのものにさほどこだわっていなかった。どちらが勝とうが『書庫バンク』をオンラインモードに切り替えて病院の正常化さえ済ませてくれればリリスは助かる。手配犯が協力を確約してくれるなら、わざと負けてしまっても何も問題はない。

　ただしネックになってくるのが、そもそも顔も見えないＡ・Ｏ・フランキスカを信用できるのか、という点。これまでだって一言の警告もなく初手から殺しにきていたし、デコイとはいえリリスに見立てた布の塊を容赦なくクラゲの槍やりで貫かれる所も見た。ヤツが『書庫バンク』を一般開放せず独占してデータの値を釣り上げようとしたり、学園都市の外へ売り飛ばす事を目的に掲げていた場合はその時点でご破算だ。病院の機能は戻らず、最悪リリスは助からない可能性まで浮上する。

　よって、確実を取る。

　ここで手配犯を倒し、浜はま面づらのプロセッサスーツを『書庫バンク』として一本化させる。

　パーツが足りなければ、ヤツの方から毟むしり取とってでも。

『麦むぎ野の、絹きぬ旗はた。リリスを頼む。ヤツは俺と同型のプロセッサスーツと生体凶器の群れを同時に使ってくる。いずれにしても接触される前に叩たたくんだ。生体凶器の方は接触しただけで特殊素材を抉えぐられるレベルだぞ。生身の体じゃ触れた時点で即死するから、絶対に滝たき壺つぼとリリスには近づけさせるなよ。……それから麦むぎ野の、「原子崩しメルトダウナー」を撃ち込む時は常に窓の側を意識しろ。お前の場合、下手に乱射するとそのまま他の患者やお医者さんを蒸発させかねないからな。間に誰かを挟まないよう気を配るんだ』

「浜はま面づらはどうすんの？」

『ヤツを直接叩たたく』

　言うだけ言うと、浜はま面づらはみんなと別れて深夜の病院の廊下を進む。

　実際にはそう簡単に話が転がる訳ではないのは分かっている。万全の状態でさえ『予定調和』を崩すためにＡ・Ｏ・フランキスカの虚をつく必要があったし、全力全開の一撃を与えても完全停止はできなかった。しかも現状、浜はま面づらのプロセッサスーツは一方通行アクセラレータからの攻撃でかなりのダメージを負っている。先ほどと同じスペックはもう出せない。

　猿知恵でも良いい。勝つための策を弄する必要があった。

　浜はま面づらが向かったのは手術室やナースステーションなどではなく、この時間ならまず閉まっていて誰もいないであろうリハビリルームの方だった。結局最後まで誤作動状態のままだったのか、麦むぎ野の達たちから距離を取るとプロセッサスーツの隙間は赤から黄色へ戻る。リハビリルームを頼ったのは高度で手の付けようがない医療機器などよりも、ダンベルやバーベルといったトレーニングマシンの方が即物的な破壊力を調達しやすいと考えたからだ。

　しかし入ってみて気づいた。

　インテリアの一環なのか、壁かべ際ぎわに結構値の張る競技サイクルが飾ってある。

『……ちょいと拝借させてもらうか』

　馬鹿なヤンキーにもガレージでバイクをいじくる程度の腕はある。

　プロセッサスーツがへたってきたのなら、いつまでもアネリに頼り切りではいられない。今度はこちらが支える番だ。武装無能力者集団スキルアウト時代に何をやってきたかを思い出せば良い。

　すでに敵は病院に侵入してきた。

　工作するにしてもあまり長い時間はかけられない。

　一〇分もあれば良い方だ。

　浜はま面づらはアルミ製の軽量高級自転車を手に取ると、フレーム部分を分解して金属パイプを何本か手に入れる。これがいわゆる『本体』だ。タイヤからゴムチューブを引っ張り出して弦げんに。チェーン、ギア、ペダルの三点セットは巻き上げ機に。サドルは肩当て、ブレーキレバーは引き金、フォアグリップとリアグリップはそれぞれハンドルで対応させていく。

　あっという間にシルエットは組み替えられ、身の丈に匹敵する巨大なボウガンへと変へん貌ぼうしていった。

（腕が錆さびてねえってのも問題だ、くそ）

　もっともアルミの弓の方ではなく強化ゴムの弦げんの方が大きく伸びて力を蓄えるので、厳密には狩猟用パチンコスリングシヨツトのオバケなのかもしれないが。

　分厚いゴムの弦げんを巻き上げるのにギアやチェーンの力を借りる必要が出てくるものの、その分破壊力は増す。レンガのブロックだろうがボウリング球だろうが問答無用で撃ち出すほどの力があるのに、ただの鋭い金属矢を番つがえるのではせっかくの利点を活いかせない。そもそも着弾時の衝撃を機械的に緩和させる特殊素材相手に、表面上のダメージだけ追求してもまともな手傷は負わせられないはずだ。

『……フレイル……いやこの場合はブラックジャックかな』

　部屋の隅にあったゴミ箱を漁あさり、スポーツドリンクのものだろう、五〇〇ミリのペットボトルをいくつか見繕う。こんなものでも細かい砂利などを詰めれば立派な鈍器になる。ぶら下がっていたサンドバッグを切り裂いて中から砂を取り出し、一つ一つずしりとした重さを加えていった。ナイロン製のナップザックに詰めて肩に引っ掛ける。

　いわゆるブラックジャック。

　元々は効率的に衝撃を体内へ伝えるため、柔らかい革袋に砂や小さな鉄球をしこたま詰めた手製武器だ。普通の金かな槌づちやバットとは違った形でダメージが入る。当然、殴って効果があるものなら高速で射出しても同じ効果は得られるはず。電位伸縮テープや駆動モーター相手にどこまで通用するかは未知数だが、十分に機能すれば特殊素材を衝撃が突き抜けるかもしれない。普通の殴り合いは打ち消されても、変わった形で衝撃を伝えればエラーが起きる可能性もあるのでは、と考えたのだ。

　単純な破壊力だけを追求するなら他にも火炎瓶や強酸弾などを用意して手札を増やすのも有効だが、ここは病院だ。炎やガスなど、自分でもコントロール不能なレベルの火力など頼るべきではない。

（あとは、照準か……）

　こればっかりは原始的なアイアンサイトの方がかえって手間はかかる。よって多少ショートカットさせてもらって、ホワイトボードの近くに置いてあったペンライト状のレーザーポインタを粘着テープで留とめる事にした。

　何にしても時間はない。完成品を手にした浜はま面づらはサドル部分のクランクを回しながらリハビリルームの出口へ向かう。最後にテストをしておきたい。浜はま面づらは目についたクリスマスツリーにボウガンを向けてから、そこで踏ふみ止とどまった。やっぱり狙いを隣のトレーニングマシンに向け直す。

　滑車や錘おもりの力を借りて大胸筋を鍛えるためのトレーニングマシンの中心へレーザーポインタの赤い光点で狙いをつけた。

『悪い』

　ズバン!!　という激しい音と共に、『柔らかい鈍器』と化したペットボトルが正確に叩たたき込こまれる。弾道も威力も申し分ない。着弾と同時にペットボトルが弾はじけて大量の砂を撒まき散ちらす代わりに、ステンレスフレームのトレーニング機材が一発でグシャグシャにひしゃげていくのを眺め、試し撃ちを終えた浜はま面づらはいよいよ死の実戦へと踏み出していく。

　そして二発目を番つがえていると、もう気づいた事がある。

（……どんなに頑張っても装そう塡てんに一〇秒はかかるか。くそ、電動アシスト自転車だったらもっとやりようがあったものを）

　この短期決戦ならゴムがへたってしまう可能性を考慮する必要はない。敵とかち合う前から弦げんは引いておいて、正面に構えながら暗い廊下を進んでいく。手配犯Ａ・Ｏ・フランキスカ以外の患者や医者がどう動いているかは読めないので、曲がり角などで出会い頭の誤射を避けるため心持ち上側に向けておくのも忘れずに。

（ヤツはどこだ？　どこから来る？　このド深夜にエレベーターを使うのは目立ち過ぎる。となるとやっぱり非常階段の方か……）

　最初の衝突現場から一〇分間、手配犯もまた自由に動いている。階下で悲鳴や絶叫が響いている訳ではないので無差別殺人みたいな事にはなっていないと願いたいが、逆に言えばヤツはあれだけの騒ぎを起こしていながら衆人環視の中から逃げ切り、誰に注目されるでもなく自由に闊かつ歩ぽしている事も意味している。

（ダクト？　ダストシュート？　いいや、エレベーターについても一周回ってアリなのか？　『かご』を呼び出す事なく、シャフトの中をよじ登るだけならランプは点灯しねえ訳だし……）

　そんな風に次々意見を並べていきながら、ひとまず通路を通って非常階段の方へ向かおうとした時だった。

　プロセッサスーツの装甲の隙間が不気味な赤へ染め上げられた。

　だが麦むぎ野のや絹きぬ旗はたではない。




　ぬう、と。

　すぐ横の窓に外から張り付く不気味な影が……。




『……ッッッ!!!???』

　身の丈より巨大なボウガンを振り回したのと、ヘルメットの頭突きでガラスが叩たたき割わられて同型機のプロセッサスーツが飛び込んでくるのはほとんど同時だった。

　向こうも向こうで、ミメティックプレデターと連結する余裕はないらしい。

　Ａ・Ｏ・フランキスカ。ヤツもこちらを宿敵とみなしているのか、プロセッサスーツを彩いろどるアクセントは禍まが々まがしいほどの赤だ。

　ブレーキレバーを利用した引き金を思い切り引くが、一瞬前にＡ・Ｏ・フランキスカの手がボウガンの銃身を摑つかんで真上へ持ち上げていた。見当違いな方向へ放たれたペットボトル式砲弾が天井のパネルをぶち抜いて色とりどりのケーブルを吐き出させる。

　だがヤツ自身、ボウガンというイレギュラーに視線を吸い寄せられたのも事実。共に素手同士で決着のつかない『予定調和』とは戦闘パターンがズレているはずだ。

　武器は、実際に使うだけがメリットではない。

　手製ボウガンの所有権についてはこだわらず、浜はま面づらはあっさりと手放した。どっちみち、弾体がなければ無用の長物なので奪われても問題ない。むしろ向こうが強く引いたタイミングで手放せば、それだけで相手のバランスを崩す事にも繫つなげられる。

　ぐらつくＡ・Ｏ・フランキスカに、浜はま面づらは容赦をしなかった。

　肩に下げていたナイロン製のナップザックを外す。無数のペットボトルを詰めたこれ自体が、巨大極まるブラックジャックと化していると見て良い。肩かた紐ひもの部分を摑つかんでぐるりと回すと、ありったけの砂の重さを利用して手配犯のヘルメット目がけて振り下ろす。

　Ａ・Ｏ・フランキスカは回避を諦め、防御に徹したようだった。

　両腕を使って頭上に掲げたボウガン本体とナップザックが激突する。手配犯のアルミフレームがひしゃげ、浜はま面づらのナップザックが爆発した。これでは致命傷は与えられないが、浜はま面づらとしてはそれでも構わない。

　ペットボトル砲弾に詰めていたのは細かい砂だ。

　ナップザックの爆発と共にそのまま手配犯のバイザーへと雪な崩だれ込こんだ。いかに相手が高性能なレンズやセンサーを多数装着していたとしても、その表面が汚よごれてしまえば感度は落ちる。装甲や関節の隙間もゼロではないから、内部で嚙かむ事もあるかもしれない。また一つ、同型機のスペックの差を広げる展開へと繫つなげていく。その数値は一定以上まで広がればコースアウト確定となる、死へのカウントダウンそのものだ。

　全ての行動にヒントがある。

（ヤツはとっさに頭を庇かばう素振りを見せた。もちろんバーチャルゴーグルつけて遊んでいる時に両手を振り回すのと同じ『生身の癖』ってヤツなのかもしんないけど、そうじゃないなら何かがある。センサー群か演算コアか、プロセッサスーツ全体の中でも守らなくちゃならねえ何かが!!）

『おおおっア!!』

　叫ぶ事でタイミングをずらしてから、浜はま面づらは改めて握り締めた拳で上からＡ・Ｏ・フランキスカの頭頂部を狙う。

　その時だった。

　向こうの手が伸びてきた。スタンプでも押すように浜はま面づらの胸の真ん中へ握った拳の小指側を押し付けられる。決して強い力ではなかった。ぐいっとドアを押すようなものでしかなかったと思う。

　にも拘かかわらず、直後に浜はま面づらの体が真後ろへと押し倒されていく。

『っ!?』

　踏ん張ろうにも踏ん張れない。ことここに来て、ようやっと浜はま面づらは自分の足あし捌さばきがおかしくなっている事に気づいた。こちらが手配犯の頭部へ意識を集中している間に、ヤツはヤツで浜はま面づらの足首を外から内に向けて軽く蹴り出し、滑らせていたのだ。

　足を大きく開いている状態と、カカト同士をピタリと合わせている状態。

　どちらが正面からの衝撃に強いかは言うに及ばず。両足を閉じた状態で体を押されれば、小さな力であっても真後ろへ転ばされてしまう。

　元から浜はま面づらの全身は特殊素材で覆われている。なので背中から落ちた事自体は大したダメージに繫つながらない。

　だがＡ・Ｏ・フランキスカの手にはひしゃげて形を変えた大型ボウガンが握られていた。




　ゴドンッッッ!!!!!!　と。

　ツルハシでも振り下ろすように、浜はま面づらの胸の真ん中へアルミフレームの先端が落ちてくる。




　互いの最大高低差を利用した、渾こん身しんの一撃。

　逆にボウガンの方がバラバラに砕け散っていくほどの衝撃力。仰向けに体を預けていたはずの床へ無数の亀裂が走り、崩れて、二人してそのまま下の階へと落ちていく。

『ご……ッ？』

　プロセッサスーツに守られているはずの浜はま面づらの肺が悲鳴を上げ、呼吸が詰まる。

　無数の警告ウィンドウの乱舞どころか、視界そのものが灰色のノイズで散らばりそうになる。

　一階分落ちても体勢を変える事のできなかった浜はま面づらの上へ、手配犯がのしかかってくる。両手で何かを摑つかんでいた。バラバラに砕け散ったはずのボウガン、そのフォアグリップに使っていた自転車のハンドル部分だ。

　折れて千切れたためか、鈍い断面を見せている金属パイプ。

　マウントポジションを取られたまま、無防備な浜はま面づらの顔面、バイザー部分目がけて、

『おごゥあっ!?』

　鉄の杭くいでも打ち込むような一撃があった。

　一発でヘルメットを貫通する訳ではないが、アネリ任せではもはや衝撃を殺しきれない。顔面全体にそっと掌てのひらを置いてから、改めて全体重を乗せて押し潰すように、浜はま面づらの生身の頭蓋骨が軋きしんで激痛を発する。

　Ａ・Ｏ・フランキスカ側には余裕ができたのか、プロセッサスーツの隙間を彩いろどる光が赤から黄色へと引き下げられる。

　しかも一発では終わらない。

　抵抗が止やまないなら、相手が動かなくなるまで、何度でも。

『ばがはァ!!　うぐっ、えゥえあ!?』

　なまじ即死できなかったのは、浜はま面づら仕し上あげにとってはかえって不幸だったのかもしれない。鼻の軟骨が変形し、流れた血が目玉の方まで流れ込んで、それでもヘルメットに塞ふさがれているが故に生理的な痛みを発する瞼まぶたを指先で拭う事すら許されない。彼の全身を覆うプロセッサスーツの赤い光が壊れかけのネオンのように頼りなく明滅する。鼻から喉に向けて突き抜ける鉄てつ錆さび臭い匂いと味が意識全体を埋め尽くしていく有り様は、まさに拷問そのものだった。単なる痛みだけではない。少しずつ自分の慣れ親しんだ顔を壊されていく、という圧倒的な嫌けん悪おと恐怖を雪な崩だれ込こませる悪魔の所業だ。

　ネットワーク上で競合を起こすプロセッサスーツが『書庫バンク』として機能するには通過儀礼を越える必要がある。ヤツは単純に浜はま面づらを壊しにかかっているのか、死より重い恐怖や屈辱で内部から降参するのを待っているのか。

　天罰なのかもしれなかった。

　分不相応にもこんな大舞台に上がって活躍できると信じてしまった事。

　アネリとプロセッサスーツに任せて勝利の栄光を手に入れようとした事。

　……それでも顎あごの下の関節部分に金属パイプの断面を差し込み、ギリギリとヘルメットをこじ開けようとする手配犯Ａ・Ｏ・フランキスカの手首を、仰向けのまま浜はま面づらは逆に摑つかみ取とっていた。

　まだ諦めない。

　ここでは終われない。

　崖っぷちで手を離す方は簡単だが、離された方は自力で空を飛べる訳ではない。何も悪い事をしていないのに路地裏の廃車の中に詰め込まれたリリスは、こうしている今も満足な診察一つ受けられず高熱で苦しめられている。彼女にこの世界の優しさを見せると決めた、今日を最悪の一日だったで締めくくらせないと定めた。だったらこんな痛みが何だ。この程度の恐怖がどうした。そんなものが、誰に言われるでもなく自分自身で課した目的を放り投げるような理由になるか。

『「書庫バンク」は、俺が取り戻す……』

　こんな手配犯などどうでも良いい。

　今真っ先に言い聞かせるべきは、折れそうになっている自分自身だ。

『……この俺の物語に、テメェの出番なんかねえ。ちょっと規格外な程度ででしゃばるんじゃねえよ。戦って勝つ事しか頭にないどうしようもなくイカれたクソ野郎如ごときが、デカい顔をするんじゃねえ』

　返事はなかった。

　みぢみぢみぢみぢ!!　という鈍い音が連続する。手首を押さえ付けられたまま、構わずＡ・Ｏ・フランキスカが全体重を掛けてきたのだ。電位伸縮性テープが悲鳴を上げていた。鈍い断面を見せる金属パイプが、浜はま面づらのプロセッサスーツの喉を狙ってゆっくりと沈み込んでくる。

　浜はま面づら仕し上あげが息を吞のんだその時だった。

　一つの声があった。




「あーあ、できればもう少々甘えていたかったのですけれど……そろそろモードを切り替えなくてはならなくて？　と代読中」




　ありえない事が起きた。

　しかし現実に、プロセッサスーツを彩いろどるアクセントが赤から黄色へ戻っていく。

　ッッッドン!!!!!!　という爆音と共に、浜はま面づらの上へのしかかっていた手配犯の体がまともに吹っ飛ばされたのだ。

　見えたのは、脚。

　特殊素材に包まれている訳でもなければ、かといって人の肌ではありえない。つるりとした質感の木材でできた、ほっそりした貴婦人の脚。美観を優先するためかまともな球体関節の一つもないのに、液体か何かのように滑らかに動いている。

　不可能な……はずだ。何しろ見た目は人型のプロセッサスーツだとしても、実際には学園都市の統合データベース『書庫バンク』を支える防衛システムなのだ。たとえ装甲車が全速力で突っ込んだってああも奇麗に撥はね飛とばされる事はないだろう。なのに……、

『あっ……ああ？』

　意味が分からず、倒れたままノイズだらけの視界を振ると、意外なほど近くに誰かがいた。

　それは産うぶ着ぎに包まれた小さな赤ん坊。だが当然、彼女一人では診察室のドア一つ開ける事はできないはずだ。

　同じく、滑らかな木工芸品のベビーカーがあった。

　その持手を握って小さく前後に揺すっているのは、やはり柔らかい木目調。ドレスの貴婦人。それ自体は紛れもなく西洋風なのに、木材を滑らかに削り取ったそれは東洋の天女を模した木像の方が近い。おかげで奇妙な和洋折衷が成立していた。さらに周囲で円柱や三角柱など積み木のような部品が渦を巻く。そこから先はまるで立体パズルだった。ひとりでに組み合わさって楔を打ち込まれると、滑らかな揺り椅子状の木馬や巨大ガラガラに化けていく。

　その全てが、剣にして盾。あちこちにある木目で巧妙に関節の接合部を隠しているのか。そもそも木目に見えているのが間違いなのか。プロセッサスーツの……いいや、『書庫バンク』のレンズやセンサーを駆使しても答えは出ない。

　ただただ無数の木像や木工芸品が赤子の周囲を取り囲み、包み込んでいる。

　怪奇現象のど真ん中に沈む赤ん坊がプラスチックでできたトランペットのオモチャをぷーぷー吹くと、ベビーカーを優しく動かす貴婦人の木像が言語を発した。

「ベビーシッターとしてはなかなかの腕でしてよ、ヤンキー。褒めて遣わす。技術的には色々拙つたない部分もあるけれど、そもそも第一に必要なのは『心意気』ですものねえ？　と代読中」

　意味が分からなかった。

　ベビーカーに乳う母ば、そして立体パズルのようなオモチャの数々。この木目調の出処はやはり中心に据えられた赤ん坊で良いいのか。

『……りり、す？』

「ええそう、何のひねりもなく『本物』でしてよ。と代読中」

　本当にリンクしているのか、貴婦人の木像が勝手に口走っているだけなのか。

　ともあれ、声と共にベビーカーの赤ん坊は両手を挙げた。

「まあ、正式にはニュイ＝マ＝アサヌール＝ヘカテ＝サッポー＝イザベル＝リリスというのですけれど、とにかく長い！　そして大仰!!　……いつの世もキラキラネームをつけたがる親はいるものでしてよ、やられた側からすれば困惑してしまいますわ。と代読中」

　闇の奥で、もぞもぞと蠢うごめく異形があった。

　手配犯。Ａ・Ｏ・フランキスカ。ヤツはまだ動く。そのプロセッサスーツの装甲の隙間から、マグマのように煮えたぎる赤の光を滲にじませて。

　だがリリスはリリスで、状況を全く整理する事なくさっさと話を先へ進めてしまう。

　多数の木目調を引き連れる赤子はこう言った。

「さあて、私は『戻って』きましてよ。誰の思惑があったとしても、これは私の人生ですわ。だから世界の決定に反してでも、くそったれの結末を覆くつがえして問答無用のハッピーエンドを摑つかんでやります。と代読中。付け加えるなら……」

　その女は、浜はま面づらに向けていた赤と黄色のトランペットのオモチャを正面へと突きつけた。

　全く同じプロセッサスーツを纏まとう、もう一つの凶器の塊へと。




「あなたも気張りなさいな、お父さん!!　ベビーシッターに美お味いしい所を取られっ放しで終わりたくないのでしたら!!」




　ぱたっ、と。

　何か液体の弾はじける音があった。それは一度に留とどまらない。ぱたたっ、ぱたっ、と。病院の窓ガラスに外から水滴が当たっているのだ。一二月の深夜、凍いてつくような冷たい雨。それに引きずられるように、手配犯はわずかに視線をよそへ振っていた。

　それが間違いだった。

　ヤツは確かに見たのだ。

　はるか彼方かなたで、古ぼけたホウキにまたがるずぶ濡ぬれの小さな影を。そして科学の街ではありえない存在が、こちらに向けてゆっくりと右手を伸ばして、その五本指で鉄砲のようなジェスチャーを正確に突き付けてくる事を。

　霊れい的てき蹴けたぐり。

　かの存在の魔術は、自身の動作を認識した者へイメージ通りの破壊力を叩たたき込こむ。全ては対象自身の脳内を起点に展開されるため、物理的距離によって命中精度が下がる事もありえない。




　直後であった。窓の外、暗闇の空で何かが瞬またたいた。

　そして皆殺しの閃せん光こうがＡ・Ｏ・フランキスカに直撃し、そのまんま病院の建物を貫通した。








行間　三









「……何をした？」

　戦いの最中。ローラ＝スチュアートの体を借りるコロンゾンは思わずそう呟つぶやいていた。

　それはすぐにでも咆ほう哮こうへと切り替わっていく。

「せっかく拡散と離別で埋め立てたこの世界に貴様一体何をしたァ!?　エイワぁぁス!!」

『忘れたのかねゴミ溜ため。私がアレイスターの妻ローズの体を借りて「法の書」を授けたのは一九〇四年の話だ。彼はその年に「最後の審判」は下り、十字教が支配する時代アイオーンは終しゆう焉えんを迎えたと解釈したようだがね』

「それ、が？　……いや、まさか……」

『そして最初の娘、リリスが生まれたのもまた同じ年、一九〇四年。つまり私がローズの体に降りた時、彼女はすでに新たな命を宿していたのだよ。ならアリバイは成立する。アフリカの地でローズの肉体を介し、私とリリスは同じ時間と座標と母胎に重なり合って存在していた。その生命や存在に手を加えるチャンスは一瞬もなかったと、本当にそう言い切れるのかね？』

　魂とは何なのか。そのものについての定義は無知で矮わい小しような人にん間げん達たちの間では定まっていない。だが一方で、彼らは常にその片へん鱗りんに触れている。

　そう、全ての魔術は生命力を魔力に変換して行使するのだから。

「リリスは必ず死にたる運命だった。生まれし時よりたった数年で死にたる運命からは決して逃れられなかった……」

『だが最初から予測がついていたのなら容易たやすい。生命や魂こん魄ぱくの定義は様々だが、少なくとも表層世界での実例も確かに存在している。例えば、上かみ里さと勢せい力りよくにいた幽霊少女の御ご霊りよう冥亞めいあ。生命の輪郭を匂いの形に置き換えて把握・制御にかかる彼女の方法は実に興味深いものだった。ま、ロシア成せい教きよう辺りはこうした事例を全てエラーと認識しているようだがね』

　そして、何もあそこまで突飛でなくても構わない。生命力は瞑めい想そうや呼吸法などで整え、体内の血管や神経を循環させる事で扱いやすい魔力へと変換させていくものだ。

　つまり、人を超えた叡えい智ちで逆に辿って魔力から生命力に迫れば、不確定な生命力を留とどめる事もできるはずだ。公園の噴水が常に同じデザインで水の芸術を描くように。

　バチッ、とエイワスの掌で光が瞬く。それは中心の抜けた緩衝剤。元々あったのは燭しよく台だいか、樹か。ある個人の全てをまとめたもののはずだ。

『私は産み落とされる前にリリスの構造を読み込み、別の位相へと退避していた。リリスは生後すぐに死去する、これは生まれる前から決まっていた事だ。だからどうした。くそったれの悲運はそこで満足したのか、死んだ後の話に言及はない。つまり、分かるか？　死を回避できるか否いなかはさしたる問題ではないのだよ。死ねば終わりと勝手に勘違いしたのは世の悲運だ。シンプルな話だよ、私はただ死の先を継ぎ足してやればよい。マッチ売りの少女にフランダースの犬、彼らの不幸は死ねば終わりと皆に見限られたからだ。理ことわりを覆くつがえし、死の先を継ぎ足してでもなお救うと断言する者が現れなかったからに過ぎん。これは一方的に押し付けられた状況の中での話だ、今さらそんなつもりじゃなかったとは言わせない』

「……ッッッ!!!???」

『ま、せっかく仮置きしたリリスを苛烈な寒さで死なせては元も子もない。よって分厚い金属の胎も添えておいたのだが……あれはかえって危なかったかな。無事帝王切開が済んだようでほっとしているよ』

「ふざけるな。得意満面に謳うたいているが、それが本当にリリスかどうかは外から見ても分からぬだろうが……」

『魚の骨のように中身のない負け惜しみかね。ローズの中から直接エッセンスを受け取った時点で確定ではあるのだが、まあ、散々無駄な回り道の果てに答えを摑つかむのもヤツらしいか。きちんとオリジナルを移し替えた移動だったのか、ファックスのようなコピーだったのか。くっく、だが少なくとも、歯を食いしばってのた打ち回りながらも一いち縷るの希望を信じて前へ進むのはアレイスターの仕事だ。貴様が心配するような事じゃあない。そしてどれだけ辛い道に見えようが、ヤツは絶対に止まらんよ。何しろこれまでもそうしてきたのだからな』

　エイワスは善行を語りながら悪意満面の笑みを浮かべる。

　そう、どこまでいっても根底にあるのは悪魔の顔へ泥を塗るためなのである。

『霊媒アバターＡ・Ｏ・フランキスカを使って「書庫バンク」を押さえる事で、学園都市の全テクノロジーを掌握する。「窓のないビル」を使って地球外まで打ち出されようが関係ない、大悪魔コロンゾンはこの星にチェックメイトを決められる。さて、学園都市に残る人々にはそれを止められるのか、否か』

　聖守護天使は歌うように囁ささやいた。

　その口振りが、邪悪に歪ゆがむ。

『……無事注意を逸らせたようで何より。まあ「書庫バンク」の他にミナや私自身も囮の弾幕役ではあったが。まあ、小こ蠅ばえの群がる三角コーナーには少々難し過ぎた話かもしれんがね』

　これが、エイワスの語る『普通』。

　叡えい智ちを授ける事によって人類の歴史をも一変させる存在の見ている色彩。

『とはいえ剝むき出だしの生命力は不安定だ。何しろ純粋な力とはすべからく安定を求めて分散していくものだからな。こちらで保護していたものをそのまま返しても長持ちはすまい。それもそれで安易な感動話としては面白いのかもしれんが、救済とは程遠いのでな』

　現にこうしている今も、はるか彼方かなたの地表では赤ん坊のリリスは一切の原因もなく高熱を出したり、術式の手順も量子力学も頼らずその思念だけで木目調の品々……滑らかな立体パズルのような乳う母ばの木像や木工芸品のベビーカーを呼び出して己の手足の代わりとしている。まともな肉体に縛られていては説明のつかない事象ばかりだ。

　もっとも、それは産まれ落ちる前に母胎から取り出された、真に無む垢くなる存在だ。さらに聖守護天使を通じて様々な力を浸透させていったとなれば、内に秘めた力は計り知れない。

　ここで語られるべきは、霊的な格だ。

　罪にまみれて神性を失った、そこらの大人おとな達たちとは文字通り格が違う。

　アダム＝カドモンを引き合いに出すまでもなく、ある意味において無限の可能性を秘めていると言えなくもないが。

『アレイスター＝クロウリーが私を呼びつけリリスの肉の器を作れるようになるまでは、ひたすらいばらの道を進んでもらう事にした。万能細胞も善よし悪あしだという訳さ』

「貴様、どこまで知りたりていた……？」

『何についてかね？』

「リリス単体にさほど大きな意味がありけるとは思えない。少なくとも貴様が直接でしゃばりけるほどの意味は。だとすれば何かのイグニッションか。それはアレイスター、あるいは上かみ条じよう当とう麻ま？　いかにもヤツらが好みそうな題材ではありけるものなあ!!」

　ふっ、とエイワスは小さく笑った。

　聖守護天使はいちいち喚わめき散ちらす悪魔など相手にしなかった。

　それよりも、今は祝福せねばなるまい。

『契約者アレイスター＝クロウリー。君がどのような人間であれ、幸せになるための努力を決して怠ってはならない』

　宣告があった。

　史上最大の魔ま術じゆつ師し達たちの決戦。ブライスロードの戦いを越えて今日まで紡つむいできた、大きな流れの終着を眺めるように。

『……今まであれだけのいばらの道を、よくぞ歯を食いしばって歩き通した。君が孤独の暗闇の中で流した血と汗と涙、その等量だけ九三の数字を背負う天使が報いよう。世の摂理などどうでも良いい、既存の神々が決めた定めなどクソ喰くらえだ。さあ顔を上げ、前を向いて、胸を張って、堂々と受け止めたまえよ。君自身が不断の努力でもって手た繰ぐり寄よせた恩恵を!!』




　悪魔の誘惑に惑わされるな。

　奇跡とは、決して安易な努力の放棄を促す言葉ではない。

　一片の迷いもなく信念を貫き通した果ての果て。世界全体に己が流した血で一本の道筋を描くほど愚直に苦難へ挑み続けた者にだけ、超越存在は初めてその手を差し伸べる。








第四章　理ことわりをねじ曲げる覚悟はあるか　Human.
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　焦あせりがあったのだ。

　ツンツン頭の高校生、上かみ条じよう当とう麻まは深夜の街を走りながらそんな風に思う。

　無数の雨粒に搦からめ捕とられて撃ち落とされる事もなく、もうもうと土煙のようなものを上げる病院は今や学園都市のどこからでも見間違える事はない。目印としたってあまりに目立ち過ぎるランドマーク目がけて、にわかに降り始めた冷たい雨の中を突っ走っていく。

　昼間。『窓のないビル』でアレイスターと決着をつけたは良いいが、わずかな時間で随分と状況は変わっていた。

　そして気づくべきだったのだ。

　もしもアレイスター＝クロウリーの話が全て真実なら、ローラ＝スチュアートを中心に人物相関図はガラリと変わってしまう。これまでの積み重ねで築いてきた安心・危険のお墨付きだって全ての意味を失ってしまう。

「ああもう!!」

　一足先に銀髪の少女の形をしたアレイスターは現場へ向かっていた。それはそうだ。陸海空で最も重要なのは制空権の確保。ホウキ一本あれば自由自在に大空を飛び回る、反則技の権ごん化げ相手に速度で勝てるはずもない。

　よりにもよって、現場はいつも上かみ条じようがお世話になっているあの病院だった。

　金網のフェンスを飛び越えて敷しき地ちへ飛び込むと、『それ』が見えてきた。

　冷たい雨に打たれるアスファルトで待っていたのは……。







『なっ……何だ？』

　特殊素材の隙間から黄色の光を瞬またたかせるプロセッサスーツを……いいや、人の形を取る『書庫バンク』を纏まとう浜はま面づら仕し上あげは、砲撃されたようにメチャクチャになった病院の中でそんな風に呻うめいていた。

　おかしな現象が起きていた。

　通路に面した窓ガラスは一枚も破れていないのに、Ａ・Ｏ・フランキスカが立っていた場所から内壁、空病室、そして奥の奥の外壁から外に向けて、まるで小型の飛行機でも突っ込んだように破壊され尽くされていたのだ。当然ながら手配犯の姿はなく、壁の断面から鉄筋や電源ケーブル、そして酸素供給用のパイプなどが飛び出している。

　つるりとした木工芸品のベビーカーに身を沈める赤ん坊が、赤と黄色のトランペットのオモチャを軽く振っていた。同じく木目調を見せつけるドレスの乳う母ばが通訳のように語り出す。

「別に不思議な話ではなくてよ、物理的な破壊ではありませんもの。つまり、レーザーだのビームだのが突き抜けたのではない。そういう錯覚を叩たたき込こまれたＡ・Ｏ・フランキスカとやらの体が自分から真横に跳ねて、壁や病室をぶち抜いて外へ飛び出していったのでしてよ。と代読中」

『え、あ？』

　とぼけた声を出す浜はま面づらに対し、ベビーカーのリリスは特に苛いら立だった様子もない。

　かえって楽しげに目を細めている。

「分からないのでしたらそれも僥ぎよう倖こう。別に、魔術なんて殊更胸を張って誇るようなものではなくてよ。実際に位相と位相の軋あつ轢れきにすり潰されて殺された身としては、これくらい文句を言う権利はなくて？　魔術を知らないというのはですね、それだけズルをしないで真面目に生きてきたって証拠なんですのよ。不器用なベビーシッター。と代読中」

　言うだけ言うと、ベビーカーが回り、リリスを乗せたままどこかへ向かってしまった。

　本体が産うぶ着ぎ一枚の赤ん坊だろうが何だろうが、威風堂々でお構いなしだ。

『おっ、おい、どこに……？』

「あら。モンスターベビーと分かっても変わらず心配してくれますの？　大きな赤ちゃんなんて抱え込んでも疲弊するだけでしてよ。と代読中」

　正直に言えば渦か中ちゆうも渦か中ちゆう、そのど真ん中にいるはずなのに核心に値するものなど馬鹿なヤンキーには何も分かっていない。だが浜はま面づらはリリスの言葉を聞いて尻しり餅もち状じよう態たいからもう一度自分の力で起き上がった。頭で考えても理解できないのなら、この目で確かめるくらいしかできない。

　信じられるものは一つだけ。

　どれだけ異様な現象を起こしていようが、この赤ん坊は間違いなく『リリス』だ。そしてアネリに計算させるまでもなく、今まで守り続けてきた赤ん坊にだけは、裏も悪意も存在しない。

　ベビーカーの隣に立つ特殊装甲の騎士を眺めてリリスは小さな両手を挙げていた。

「まったく尊敬に値する愚直さでしてよ。ただまあ、インテリやスマートを気取って策に溺おぼれる連中よりもよっぽど好感が持てますわ。と代読中」

『？』

「それがあなたの美点だけど、もう少し注意力は身に付けておいた方が良くてよ。おかげで優しいカノジョはすっかりお冠になっているでしょう。あなた達たちのイチャイチャに私を巻き込まないでちょうだい。と代読中」

　違いますボイスは艶なまめかしいおねいさんのようですが木像さんが代読しているからであって本体はあの赤ん坊なんですあのリリスを思い出して保護欲を前に出してもっと出してっ!?　と喚わめき散ちらすベコベコスーツとミニスカサンタを引き連れ、木目調のベビーカーは通路を進み、ドレス姿の乳う母ばの木像に抱えられたまま階段を降りて、冷たい雨の降りしきる表へ向かう。浜はま面づらが玄関の傘立てに忘れられていたビニール傘を拾って横から広げてきたのを見て満足そうに両手を挙げると、ベビーカーが傘の下へと入っていく。

　改めて表へ出た、奇跡の赤子の前に広がっていたのは……。







　一二月の深夜、病院前。

　ザアザアと天が泣いていた。

　ホウキを使った『飛行』を取りやめ、そっと地に足をつける魔術師が一人。

　アレイスター＝クロウリー。

　かつて血で血を洗う闘争をも自身の燃料に作り替え、世界最大の魔術結社『黄金』を完膚なきまで引き裂き絶滅させた『人間』は、魔女のような鍔つば広ひろの帽子の縁をそっと指で摘つまんで深く引き下ろしていた。

　冷たい水滴はその衣服はおろか、髪や肌すらずぶ濡ぬれにしていた。

　頰を伝っていく液体を指で拭う事もなく、かの存在は世の因果では説明のつかない現象と遭遇していた。

　立体パズルのように組み合わさった木材でできたベビーカーに浮遊するオモチャの群れ、そして何よりドレスの貴婦人の木像にも面影が見て取れる。

　存在するはずのない赤子が収まっていた。

　左右にそれぞれこの街の暗部の人間を引き連れ、確かに自らの口で息を吸ってつぶらな目を開く、一個の生命が存在したのだ。

「お父さん……」

　近づいてくる。

　歩いてくる。

　そして。




　スッパァァァァァァァァァンッッッ!!!!!!　と。

　容赦なく、目一杯重さを乗っけた本気のフルスイングが『人間』の頰へブチ当てられた。




　赤ちゃんが使うにしては大きめのガラガラであった。

　とはいえ基本的にはバットとおんなじ木工製、まともにもらったら下手な拳以上の大惨事になる。そいつがまずアレイスターの横よこっ面つらを引ひっ叩ぱたくと、続いて揺り椅子状の木馬やミニチュアピアノが突撃していった。最終的にはベビーカーの持手を摑つかんでいた貴婦人の木像が助走をつけ、全体重を乗せたドロップキックをお見舞いしていく。

　まさかの全弾ヒットであった。

　正直に言って、予想外の展開にうろたえたのは外野の皆さんだ。

　現場に居合わせた浜はま面づら仕し上あげと上かみ条じよう当とう麻まはほとんど同時に叫んでいた。

『ああああっ!?　なにっ、今の、この娘に何をっ、リリスねえちょっと何ぃ!?』

「アレイスターお前またなんかやらかしたのか!?　ていうか変人揃ぞろいの『黄金』の中でも通じなかった常識がこの時代の一般社会で通じる訳ねえだろうが悔い改めろ!!」

　んんっ？　と冷たい雨の中、叫んだ浜はま面づらと上かみ条じようは怪け訝げんな顔で互いを見ていた。

　疑問が消化されない間にも、木目調のベビーカーに収まるリリスが『父親』の顔にお行儀悪く赤と黄色のトランペットのオモチャを突き付け、乳う母ばの口を借りて容赦なくがなり立てる。

「大人気がなさ過ぎでしてよクソ野郎!!　何ですのその格好？　人がわざわざ奇跡の大復活を遂げて感動のご対面をしようって時にどうしてあなたが私以上に女の子女の子しているんですの!?　知らぬ間に性転換して下手すりゃ自分の娘よりかわゆく変へん貌ぼうした『父親』を私はどんな顔で迎え入れたら良いいっていうのでして!?　普通にしていれば無理なく泣きに繫つながるこの場面を無理矢理笑いに変えるんじゃねえよまったくもおーっ!!　と代読中」

『……いやあの、大人気の問題だったらついさっきまで赤ん坊だったリリスがいきなり超常現象起こしたり知った風な口を利きき始はじめたのだって十分以上に反則技なんじゃあ……』

「黙れベビーシッターこのヤンキーはどっちの味方でしてよッッッ!!!???」

　全く理不尽な振る舞いだったが、真っ赤な顔して小さな両手を振り回すリリスのまるで裏切られたような言い草を分析すれば、それなり以上に彼女の側からも浜はま面づらに寄りかかっていた衝撃の事実が判明したはずだ。だが浜はま面づらは頭が馬鹿でアネリは計算で答えを提示する事をひっそり拒否していた。世の中にはイロイロある。

　父娘の感動の再会のはずなのに、肝かん心じん要かなめの父親が超大人気なくナマイキ妹系に変へん貌ぼうしていたら娘はどう反応すれば良いのだろう。この辺りが失敗だろうが敗北だろうが己の力に変える『人間』の間の悪さか。何ともサイテーな状況であったが、和んでいる場合でもなかった。

　そう、まだ何も終わっていない。

　そもそもアレイスターが地表へ足をつけ、リリスが屋外へと顔を出したのも、他に目的があったはずだ。

　ぎぎぎぎちぎちぎち、と。

　少し離れた濡ぬれたアスファルトの上で、うずくまったまま軋きしむ影があった。黄色と赤の間を行ったり来たりしている浜はま面づら仕し上あげと全く同じ特殊素材のプロセッサスーツ、人の形に整えた『書庫バンク』を纏まとう手配犯。明滅する赤の光を無秩序に撒まき散ちらすＡ・Ｏ・フランキスカがそこにいた。

　とはいえ万全でないのは向こうも同じらしい。いいや、核シェルターをぶち抜くほどの勢いの浜はま面づらの拳にいっそ薙なぎ倒たおすようなリリスの『乳う母ば』の蹴り、そしてアレイスターの魔術。回数こそ少ないものの特大のクリーンヒットを要所要所で喰くらっていたヤツの方が、総合的なダメージは大きかったようだ。

　何かしらのセーフティなのか、各部の関節から蒸気のような、冷却スプレーのような、とにかく目に見える白いガスが噴出した。

　それでも抑えきれなかったのか、薄氷が割れていくような音と共に顔を覆っていたバイザーに亀裂が走っていく。

　プロセッサスーツの全身を彩いろどる赤のラインが、一斉に消失する。

　パキン、と。

　最後はいっそガラスで作った鈴のような軽やかな音色が鳴り響いた。

　今の今まで隠されていたＡ・Ｏ・フランキスカ。その素顔が明らかになる。とはいえ、おそらく答えを見たって浜はま面づらは首を傾かしげるばかりだった。そう、彼は本来であれば部外者なのだ。

「ちくしょう……」

　だから代わりに、上かみ条じよう当とう麻まが叫んでいた。

　銀髪少女となったアレイスターはこう言っていた。

　魔術の土つち御み門かど元もと春はるも、科学の御み坂さか美み琴ことも合流できなかった。邪魔をしている者がいる。何が怪しくて、誰ならそれができるのかを考えてみろ、と。

　つまり、どちらにも精通しているのは何者か。

　土つち御み門かど舞まい夏かやインデックスでは片方に偏り過ぎている。

「思えば、土つち御み門かど元もと春はるの動きはおかしかった」

　そうなると。

　アレイスターの手の中で、紙幣大の紙切れ……リトマス紙代わりの半はん端ぱな護符が束ごとまとめてぐずぐずと枯れて崩れていく。

「『窓のないビル』に入ってからの話ではない。それ以前の話、何の変哲もない裏路地での事だ。路地裏で私が烏からす丸ま府ふ蘭らんに手を掛けようとした時、ヤツの弾丸は何な故ぜ間に合った？　何のヒントもなくあの場所へ行ってみようと考える事ができたんだ？　答えはシンプル、あそこは何の変哲もない路地裏ではなかった。どこにでもある鉄てつ扉ぴか、あるいはマンホールか。とにかくそうとは知られない形で偽装されていただけだったかもしれないんだ。そう、『滞空回線アンダーライン』の流入を防ぎ、統括理事長である私自身への報告さえ制限してまで守らなければならなかったもの。『書庫バンク』の一形態、プロセッサスーツの開発現場の出入口が隠してあったはずだ。必ずな」

　元々土つち御み門かどは義理の妹を守るため、アレイスターへの交渉材料を探しているはずだった。学園都市の叡えい智ちを集積する『書庫バンク』本体があればこれ以上のものはないだろう。しかしモノを手に入れる前に、先回りでもするかのように当の本人と鉢合わせてしまったため、この作戦は破綻する。どちらにとっても意図のなかった、最悪の偶然。土つち御み門かどは見切りをつけてイギリス清せい教きようの窓口となる少女を助け出し、街の外への『逃亡』に大きく舵かじを切った。

　だがさっきも言った通り、土つち御み門かど元もと春はる自身は黒幕ではない。

　なら、プロセッサスーツへ事前に接触できた、つまり今回の事件を起こせる条件を整えていた他の人物は誰か。美み琴ことに土つち御み門かど。科学も魔術も妨害できた人物は。

　答えは出た。

　上かみ条じようは叫んでいた。

「……やっぱり府蘭で当たりか!?　そういや言っていたもんな、ローラ＝スチュアートの直属だって!!」




　　　　２




　通り魔は地球の裏側で暮らす、見た事も聞いた事もない国の人間を突然襲いに行きたいとは考えない。リアルだろうがネットだろうが、たとえどれだけ薄く浅いものであったとしても、最低一回は『接触』しているはずである。そうでなければ欲は疼うずかない。

　とはいえ、おそらく当の本人である浜はま面づら仕し上あげには知しる由よしもない。

　直前の早朝の話だ。結局ご破算になってしまったものの、当初上かみ条じよう達たちは土つち御み門かど元もと春はる・舞まい夏か兄きよう妹だいと烏からす丸ま府ふ蘭らんを学園都市の外へ逃がすため、外周の『壁』まで出向こうとしていたのだ。

　そしてバスの外、車窓のすぐ傍そばでは確かにこんなやり取りがされていたはずだ。




『おーい、おやっさん。この辺りで良いいのかあ？』

『浜はま面づらくんさあ。今は人手不足だから大変ありがたいんだけど、何でその歳としでクレーン操れんの？　一応国家資格じゃなかったっけ？？？』

『……にしたって前は重機でかっぱらう側だったのに、まさか設置する側に回るとはねえ』

『君の過去が気になるよう!!』




　つまり、見ていたのだ。

　だから手配犯は標的候補として思い浮かべる事ができた。本来だったら互いにほとんど面識がなかったはずの、馬鹿なヤンキーの顔を。

　もちろん他にも理由はあったのかもしれない。例えば大型アンテナなどがあれば、浜はま面づらの周りの機器から機器へ勝手に飛び交っていたアネリの存在にも気づいていたかもしれない。自分との繫つながりは薄く、かつ囮おとり役やくとして簡単には倒されない程度の力は保有している、と。

　少女の形をしたアレイスターが、吐き捨てるように言った。

「そもそも根っこのローラ自身が霊媒アバターとしてコロンゾンに体を乗っ取られているのだ。そのコロンゾンと秘密裏に接触を続けてきた『直属の部下』なら、やはり小細工されていても何の不思議もない。本人も自覚できない形でな」

　軋きしむような素振りは、プロセッサスーツの不調によるものか。それとも装着者自身に何かしらの不備が生じているのか。

　プロセッサスーツのせいで少女らしいボディラインの曲線やそもそもの身長体格まで潰されている烏からす丸ま府ふ蘭らんは、最初自分の顔をぺたぺたと触り、それから冷たい雨に打たれて黒く濡ぬれたアスファルトへ掌てのひらを押し付けていた。割れて外れてしまったバイザーの破片でも拾おうとしているのか。そんな風に考える浜はま面づらだったが、予測は外れた。

　そもそも悪魔に憑つかれた少女は二足歩行になどこだわらなかった。

　ケダモノのような低い唸うなりと共に、四肢を地面に押し付ける。頭部をだらりと下げてこちらへ頭頂部のつむじを見せつけるような格好になったが、そこでツンツン頭の高校生が息を吞のんだ。

　上かみ条じようは上かみ条じようで、こう思っていたはずだ。

　そういえば、あの少女はいつでもパーカーを着ていた。頭もフードに覆われていたため、頭頂部から後頭部については見た事がなかったな、と。




　そこにあったのは、顔だ。

[image: ]

　血のように赤い宝石が三つ埋め込まれ、まるで子供のラクガキのような顔を作っていたのだ。




「Al2O3に適量のCr。……つまりはピジョン・ブラッドか」

　最高品質のルビーの異名を口に出し、アレイスターは鼻で笑った。

　女の髪に宿る悪魔を眺め。

　過去の自分の所業を皮肉るように。

「かの悪魔は三羽の鳩はとの血でもって描かれた陣の中より現れた。まさに、といった感じだな。そして甘言に振り回されれば、どのような人間であったとしても即座に転がり落ちていく」

「……、」

「そういえば、初期計画で学園都市の『壁』を越えて逃げ出すために、すぐ『外』にイギリス清せい教きようの回収部隊を招いていたのも君だったか。人員編成を考えれば『聖人』に率いられた天草式辺りがベストだろうが……ふむ。これでまた一つ解けたな。どうして物理的な肉の器、霊媒アバターを持つローラ＝スチュアートがああも容易たやすく『窓のないビル』へ侵入できたのか、不思議ではあったんだ。……勤勉な東洋人どもめ、『積み荷』の中身も知らずにやらかしたのか」

　ききききちきちきち、と府蘭フランの首が小刻みに揺れた。

　プロセッサスーツの警戒色よりなお禍まが々まがしい、その真紅。まるで赤い目と口を持つケダモノが首を傾かしげようとしているようだった。

　すっかり壊れた残骸を纏まとうそれを見て、門外漢の浜はま面づらにも何となく理解できるものがあった。

『……あいつの意志じゃない』

　庇かばう必要なんてなかったのに。

　被害者の免罪符を振りかざし、一方的に憎い敵と呼んでいればそれで済んだはずなのに。

　思わず。

『アレはアネリなんかと全然違う。悪意をもって噓うそと間違いしか吐き出さない「真実の鏡」なんてただの最悪だ。あんな邪悪をそのままにしちゃあならねえ!!』

「当たり前だ。じゃなけりゃＡ・Ｏ・フランキスカなんて名乗りをするもんか。あの野郎に支配されて頭の中をぐちゃぐちゃに搔かき回まわされながらも、必死になってヒントを残してくれていたんだよ、府蘭フランは」

　月も出ない冷たい雨の夜で、禍まが々まがしい遠とお吠ぼえが一つあった。

　途端に周囲一帯、全方向からがさりがさりと殺意を伴う気配の大波が押し寄せてきた。一三〇センチ三二キログラムの、文明国大都市圏に特化した擬態を施す生体凶器。ミメティックプレデター。様々な少女の形に身を欺あざむく凶悪な群れをぐるりと眺めて、ツンツン頭の上かみ条じようは呻うめく。

「……これも、中心に立ってるのが府蘭フランだって分かっていれば道理か。一番近くで眺めていた上かみ里さと勢せい力りよくからインスピレーションを得て、大戦力を管理する方法を作っていた訳だな」

「ネス湖の実験だよ」

　少女の形を取るアレイスターは涼しい顔でそう告げた。

「あれは結局身に付かなかったが、副次的効果によっていくつか精霊の成りそこないが勝手に湧いて出たようだからな。くっく、恐竜の生き残りだ何だと散々騒がれた挙げ句、三流新聞の手で随分と可愛かわいらしい愛称をつけられていたようだが。烏からす丸ま府ふ蘭らんの場合はあの魔術実験をわざと失敗に導く事で、即物的な膂りよ力りよくと咀そ嚼しやく力りよくを持つ『怪物』を増産していたらしい。……それにしても、長年誰にも発見されなかった事実を『何にでも形を変えられる』と再定義するとは、なかなかにユニークな発想だ。頭のインプラントといいネス湖の怪物といい、イメージソースにＵＦＯ少女でも絡からんでいるのか？」

「結局何をどうするんですの、お父さん」

　むしろ挑みかかるように、ドレスの貴婦人にも天女の木像にも見える和洋折衷な木目調の乳う母ばの口を借りてリリスは言葉を突き付けた。

「一口に霊媒アバターといってもその権限や役割は全く同じという訳ではなくてよ、マスターとスレーブの関係です。明らかに優先順位には偏りが存在する。それは長年にわたって乗っ取り続けているローラと、せいぜい接触してから数年程度であろうフランとやらでは馴な染じみ方かたも変わってくるでしょうけど。と代読中」

『つまりどういう事なのよ、あばたーって？　ネトゲみたいに、メインで使う剣士と苦手な距離を埋めるガンマンとか対アンデッド特化のプリーストとかを同時に育てていても、やっぱり自然とメインで使ってるキャラのレベルが一番伸びていく感じ？？？』

「空気を読まずに割り込むなベビーシッター、そのたとえが逆に私にはイメージできなくてよ。と代読中。……ただ、そのおかげであの子は『私の妹』と比べれば支配の力は甘いみたいでしてよ。この弱毒性サンプルを活用もできずにただ殺す選択しか選べないようでは、解げ毒どく剤ざいにせよワクチンにせよ、『次』はないのではなくて。ねえ、お父さん？」

　ずぞぞぞぞぞぞぞぞ、と粘質な音と共に、多くの生体凶器が四足のケダモノへと寄り添っていく。疑似的に上かみ里さと勢せい力りよくの凶暴性のみを再現した群れ。学園都市を散々揺さぶり続けた大戦力の再来。

　それを眺めながら、銀の髪を持つ『人間』はこう応じた。




「ならばこれは試金石だ。せいぜい多くを試させてもらって、『次』に繫つなげる有効策を組み立てさせてもらうぞ。コロンゾン」




　　　　３




　最初に動いたのは浜はま面づらも府蘭フランでもなく、周囲を取り囲む細胞質の生体凶器・ミメティックプレデターであった。

　やはり真っ当な恐怖心を持たない分だけ思考時間も短縮されるのか。

　浜はま面づらは滑らかな木工芸品のベビーカーの上に掲げていた安物のビニール傘をへそ出しミニスカサンタの滝たき壺つぼの方へ軽く放って、

『リリスを頼む』

「清いカノジョに任せるような仕事ではなくてよ。と代読中」

　何な故ぜだかリリスの方が呆あきれたような声を発していた。

　直後、浜はま面づらのプロセッサスーツの装甲の隙間が完全な赤に染まった。

　ドッッッ!!!!!!　とアネリの補助を受けた浜はま面づらの蹴りが無造作に前へ出てきた生体凶器のど真ん中を捉えた。カエルのレインコートを纏まとった小柄な少女に見える『それ』の薄い胸の中心へ食い込み、そのまま砲弾のように射出して後続の生体凶器どもを次々将棋倒しに陥らせていく。

　セオリー通りだが、このままだと接触と同時にこちらの装甲も抉えぐられていく。

　しかも薙なぎ倒たおして一時的に動きを止める事はできても、完全な機能停止にまで追い込めるかはかなり未知数だ。人と同じ形に擬態しているだけで、人と同じ器官を持っている訳ではないのだから、見た目の急所などは何の意味も持たない。

「ッらぁ!!」

　そこで上かみ条じよう当とう麻まが雨の中を駆けた。

　彼の右の掌てのひらが濡ぬれたアスファルトの上を転がるミメティックプレデターの腹部に叩たたきつけられると、ようやっと火で炙あぶられたチーズのように形を崩した生体凶器が雨水に溶けていく。

『ッ！　アンタのそれで府蘭フランとかいうのの頭の宝石はぶっ壊せねえのか!?』

「食い千切られる事なく指先で触れたらな！　ライオンの首輪についた宝石を取ってこいっていうのより大変なんだよ！」

　一進と一退、どちらで評価すべきか。

　改めて見ればあちこち傷だらけな上かみ条じようの右手なんぞほとんど風ふう前ぜんの灯ともしびだが、それでも火があるだけでもマシだと浜はま面づらは判断する。

　まず浜はま面づらが打ちのめし、上かみ条じようがトドメを刺す。図式はできた。

（何か武器になるものは……ッ!?）

　舌打ちしながら駐車場へ目をやる浜はま面づら。ここは駐車場、外来辺りで揉もめている患者がいる事から完全な無人ではないものの、何しろ深夜三時過ぎだ。日中のスーパーと比べれば車の数は圧倒的に少ない。そんな中、アネリは一見注目しやすい自動車よりも車留めの金属ポールや太い鎖、マンホールの蓋ふたなどにマーカーをつけていった。

　しかし、一瞬でも正面から視線を外すリスクを、浜はま面づらはもう少し自覚するべきだったかもしれない。

　軋きしんだ音が聞こえた。

　そう思った途端、海を割るように無数の生体凶器どもが左右に逃れた。あれだけ無鉄砲無警戒だった連中が、何かを恐れたのだ。そしてそのど真ん中を、恐るべき速度で何かが突き抜けていった。

『ふ、ら……ッ!?』

　ヤツのプロセッサスーツはすでに光が消えている。完全な機能停止にまで追い込まれていたはずだ。

　にも拘かかわらず。

　ズバンッッッ!!!!!!　と、城壁を打ち破る投岩器じみた恐るべき圧が放たれた。

　まさしく爆音。

　その鈍い関節装甲を自らの膂りよ力りよくでバキバキと破壊しながら、Ａ・Ｏ・フランキスカ、いいや烏からす丸ま府ふ蘭らんは砲撃じみた拳を浜はま面づらのバイザー目がけて一直線に解き放ってきたのである。

　アネリの補助がなければ、その一発で特殊素材の装甲ごと頭蓋骨をブチ抜かれていた。

　マーカーに従って手足を動かし、飛んでくる拳の手首の部分へ下から小さな打撃を与えて弾道をわずかに逸そらす。頭上へ流れる拳をよそに、浜はま面づらは府蘭フランの足首を後ろから刈り、その細い腕を片手で摑つかみ、背中から思い切りアスファルトの上へと叩たたきつける。

　轟ごう音おんと共に、駐車場の地面が砕けて沈む。

　いいやそこに留とどまらない。ただでさえ過負荷を極めた特殊素材の装甲がついに完全に割れて、砕け散った。皮膚の表面電位差を読み取る形式だったのか、中から出てきたのはビキニの水着に包まれた少女の柔肌だ。生体電気を効率的に読み取るため、何かしらのジェルやクリームでも使っているのかもしれない。肌の上で跳ねる水滴の弾はじけ方かたは、明らかに普通ではなかった。

　しかし仰向けに転がる少女の顔はわずかたりとも曇らない。

　今さらプロセッサスーツの有無如ごとき、邪魔な枷かせが外れた程度にしか考えていないのか。

　いいや違う、それ以前に。

（チッ!!　そもそもこの子の表情を見ても仕方がねえんだった！　大本命は頭の方に埋め込んである三つの宝石、ピジョン・ブラッドの『顔』の方だ!!）

　ゴォアッッッ!!　とAl2O3、いいや悪魔に憑つかれた少女がケダモノじみた咆ほう哮こうを発する。

　それもまた、よくよく見れば府蘭フラン自身の呼吸や喉の動きとは連携が取れていない。一体どういう方式なのか、『声』は頭頂部の宝石の方から響き渡っている。

　バネ仕じ掛かけの人形が飛び起きるようであった。

　思わず反射的に浜はま面づらは蹴りを繰り出していた。狙いは腰くらいの高さにある少女の顔面。放ってからもう府蘭フランの顔や体は装甲で守られている訳ではない事に気づいたが、そんな心配などお構いなしであった。

　手応えがあったのに、浜はま面づらのプロセッサスーツが警戒の赤を強調させる。

　迷わず返す一撃の拳が飛んできた。

　府蘭フランは足腰の力を使っていないにも拘かかわらず、小さな拳が腹の下へ直撃した浜はま面づらの体が、分厚いプロセッサスーツごと七、八メートルは飛ばされる。アネリの指示に従って空中で身をひねって着地点を変更していなければ、そのまま砲弾のような勢いで真後ろにいたリリスや滝たき壺つぼを轢ひき潰つぶしていたかもしれない弾道だ。

（……マジかよくそっ、プロセッサスーツがある方が邪魔になるってどういう理屈なんだよっ!?）

「華きや奢しやな見た目だからって、府蘭フランを普通の女の子とは考えるな。追加の装甲で身を守っていようが、油断していると手足の一本くらい簡単に持っていかれるぞ……」

　みんなのアニキ上かみ条じよう当とう麻まからありがたい助言があった。

　多分覚えておかないと死ぬ類たぐいのものだ。

「気をつけろ！　府蘭フランは元から星や宇宙に強い魔術師だった。あれがブーストしたらどこまで凶悪になるか想像もつかない!!」

『話し手が想像できてねえんじゃ聞き手に伝わる訳ねえだろっ。もはや何にもイメージできねえけど星魔法ってナニ属性なんだ!?　隕いん石せきでも落としてくるんじゃあねえだろうなッ!!』

「ああでも府蘭フランなら前にも巨大な宇宙スｔ

『発破かけるために冗談言ったはずなのに真顔で滅法イヤな例が返ってくる予感しかしねえからもうしゃべらないでっ!!』

　みぢみぢみぢぎちぎちぎちっ、という軋きしむ音に浜はま面づらは息を吞のむ。

　音源は今まさにゆっくりと四足体勢で地を踏み締める府蘭フランからだ。まるで荒ぶる闘牛のように後ろ脚にあたる右足でカツカツと何度も濡ぬれたアスファルトを蹴り、第二の顔である頭頂部をぶるると震わせているのも分かる。だがすでにプロセッサスーツを完全に破壊され、ビキニと柔肌くらいしかないあの少女の今さらどこをどう動かしたらあんな音が響くというのだ。そもそも先ほどの一撃だって、何の機械的な補助もなく繰り出せるとは思えないのに。

　だとすると、

『筋肉や骨格までいじられてる……？　いいや、いっそそっちの方がまだマシだ。ただ頭のリミッターを切ってるとかって「だけ」だったとしたら、今の一発の反動でどんだけ体の中がメチャクチャになってるか分かんねえぞ!?』

「お父さん」

「わざわざ悪魔を宿しておいて肉体が虚弱になるという話の方が珍しい。元から存在する生命力の順路へ、『天テ使レのズ力マ』と似て非なる力を流し込んで霊媒アバターを強化しているのだろう。つまり気シヤクテイの達人のインスタント版に近いかな。気軽に大出力を叩たたき出だせる反面、所詮は無茶なエミュレーションに過ぎん。元々のＯＳとソフトウェアの間にある互換性を無視して強引に走らせているのだから、どんなエラーが発生するかは未知数。長時間頼ってもろくな事にはならない。生命力を通す順路を焼き切られれば生存そのものさえ怪しくなるはずだ」

　右足で地面を蹴り続けながら荒い息を吐き、ゆっくりと首を振る府蘭フランはまさに獲物を見定めている牡お牛うしのようであった。

　その矛先がベビーカーのリリスや滝たき壺つぼに向く前に、浜はま面づらは近くに停とめてあった車の窓を肘ひじで叩たたき割わり、中からアルミホイルのような素材でできた断熱用のシートを引きずり出した。

　空気を叩たたいて大きく膨らんだシートに誘われるように、四肢で濡ぬれたアスファルトを蹴る府蘭フランが容赦なく浜はま面づら目がけて襲いかかってきた。
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　そして。

　金網フェンスの外、もう一つの戦場では、これまた別に対たい峙じする二つの影があった。

　色彩は共に白。

　その内の片割れ、白い髪に赤い瞳の第一位は、呆あきれたように呟つぶやいていた。

「……これは本来、俺の領分じゃァねェと思うンだがなァ」

　しかしもう片方からまともな返事はない。

　ぼんやりと立つ白い影の瞳だけが、不自然な光を芒ぼうと瞬またたかせていた。

　いいや、単なる光ではない。

　虹こう彩さい部分には二つの三角形が不規則に重なり合ったような、奇怪な紋様が刻まれている。

　影は告げた。




『第三章第八節。周辺走査完了、「自動書記ヨハネのペン」モード、通常通り敵性の排除を実行します』
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　想像してしかるべきだったのだ。

　イギリス清せい教きよう最大主教アークビシヨツプ・ローラ＝スチュアート。

　彼女自身が侵食されていた場合、これまで上かみ条じようが経験を積み重ねて安心・危険の判断をしてきた人物相関図もまたがらりと変わってしまう。

　直属の魔術師という立ち位置だった烏からす丸ま府ふ蘭らんさえ悪い影響を受けていたのだ。

　では、こういうケースは？




　一〇万三〇〇〇冊の魔道書を完全記憶する魔道書図書館。

　Index=Librorum=Prohibitorum。

　禁書目録を強制支配する物理的な鍵を持つのはどこの誰だった？




　ゴッッッガッッッ!!!!!!　と。

　冷たい夜空を引き裂くように、真っ白な閃せん光こうが上かみ条じよう達たちの頭上を薙なぎ払はらっていった。

　それがどこの誰を狙って放たれたものかは、今はどうでも良いい。

　あるいは空中を舞う何者かが烈風を操って『相応しき者』の傍そばへと光源の少女を叩たたき落おとしたかもしれない可能性についても。

　ともあれ、ツンツン頭の高校生・上かみ条じよう当とう麻まのすぐ近くへ、それは落ちたのだ。

　長い銀の髪に紅茶のカップのような白地に金きん刺し繡しゆうの修道服を纏まとった、小柄な少女。

　脇を押さえ、苦々しげに上かみ条じようが呻うめく。

「……アレイスターの馬鹿がロケット発射したおかげであちこちみんなバラバラになってると思ったら、やっぱりお前もか。インデックス!?」

「向こうは霊媒アバターではない。あくまでローラ……いいやコロンゾンの手で、元々あった外部制御用のセーフティを悪用されているだけだ」

「どっちだろうが同じだよ!!」

　これで府蘭フランとインデックス、両面攻撃に挟まれる格好になった。各おの々おのの火力はまさに極悪。下手すると開けた駐車場で十字砲火のようなどうしようもない展開にも繫つながりかねない。

「制御の陣を探せ」

　魔女の帽子を目ま深ぶかに被かぶり直なおした『人間』がそう囁ささやいた。

「魔道書図書館の体のどこかに浮かんでいるはずだ。すでに一度、君はそれを成し遂げているはずだぞ。今の君には思い出せないとしても、歴史に刻んだ事実までは変わらない」

　ずきんっ、と。

　上かみ条じようの右のこめかみの辺りから強烈な痛みが突き抜けていった。

　それが現実にあった痛みなのか、今はもうない器官が痛みを訴える幻肢痛のお仲間なのかは当事者の上かみ条じようには判断がつかない。とにかく頭を押さえてよろめきながらも、上かみ条じようは必死になって正面の『敵』を見据えていた。

　感情の読めない顔。

　瞳の中に浮かび上がる奇怪な紋様。

　記憶はない、覚えがない。なのに頭の中にあるジグソーパズルの欠けたピース、かえって自己主張する空白のシルエットが喚わめき散らしていた。

　あの理不尽を、許すな。

　何としても囚われた少女を助け出せ、と。
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　一方、だ。

　冷たい雨に打たれる深夜の学園都市を、しなやかな黒猫の影が跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こしていた。

　西洋喪服に猫の耳や尻尾しつぽのような飾り。それなり以上に大きな胸の前で一冊の分厚い書物を抱き抱える黒猫の魔女。

　腐っても物理法則を覆くつがえす『原典オリジン』か。いくら雨に打たれようが、安っぽいルーズリーフを束ねただけの集合体は、まるでプラスチックか何かに当たったように水滴を全て弾いてしまう。

　ミナ＝メイザース。

　人類に魔道書の形で叡えい智ちを授ける者、エイワスの手によって巨大な並列演算機器の軛くびきから解き放たれた淑女もまた、騒乱の中心点を目指していた。

　有あり体ていに言えば、今の彼女には明確な存在理由はない。

　本来ならば滅びる運命だった所を、あの聖守護天使の気き紛まぐれによって残されてしまった存在に過ぎない。

　ありえないパラメータ、必要のないコード。

　ただし、演算機器を捨ててもトートタロットという性質は引き継いでいるためか、ミナ＝メイザースは誰よりも正確に、この蛇足の価値に気づいていた。

（……もしも今の私が、大きな大きなスクリプト全体にとって不要な『ゴミ』、単なる消し忘れの英数字だとすれば）

　皮肉や自じ嘲ちようではない。

　あくまでも黒猫の魔女は、ポジティブに自分の『武器』を捉えている。

（むしろ逆に、冷たい予定調和全体をフリーズさせるバグ因子になりかねない。人間はその自意識のせいか、やたらと取るに足らないチリやゴミに自分の存在を当てはめる事を嫌う構造の生き物ですが、真実はそうではありません。全ての男女は星である。元来世界に不要な存在などなく全ての人が重要な意味を持っているとはまるで人生に疲れた方々向けに調整された都合の良い歌詞のようですが、本当にあらゆる人が世の中にとって必要な歯車だとすれば、全人類がどのように努力を続けても為政者のカラクリ細工を回す手伝いをする事しかできないのですから）

　つまり、だ。

　結論はこうだ。

（本来ならいらない存在、取るに足らない一ビットこそが、真に巨大なプログラムを停止させる錠前となる。ことカラクリ細工全体が悪い方向へ進む場合のみ、不要な『ゴミ』はそれを丸ごと固めて止める、強力なセーフティとして機能するはず！）

　病院の敷しき地ちをまたいだ瞬間、ミナ＝メイザースはパズルのピースが全て合わさっていくような感覚を確かに得ていた。

　忘れてはならない。

　黒猫の魔女が胸の前で抱えていたのは、紛まごう方かたなき魔道書の『原典オリジン』である。
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　上かみ条じよう当とう麻まとインデックス。

　どうしても思い出す事のできない、ある意味において今の少年の『始まり』をもう一度繰り返すようなその激突の、まさに直前の話であった。

　間に割って入った黒い影があった。

　ミナ＝メイザース。

　彼女は外からの力でもって操られるインデックスの顔の正面に向けて、複数のルーズリーフでもって編へん纂さんされた『原典オリジン』をまともに開いていたのだ。

　その視界、個人が認識する主観の世界の全てを覆い尽くすように。

「記憶なさい、魔道書図書館。本来あるべきあなたの役割に従って、ただ機械的に。一〇万三〇〇一冊目となる禁忌を極めた『原典オリジン』を」

　機能の問題だ。

　拒めるはずがないのだ。

　インデックスは完全記憶能力を有している。

　望む望まざるに拘かかわらず、目の前の全てを頭の中へ叩たたき込こんでしまう。

「そして私の毒素でもって柔らかな脳の配線を焼かれるが良いい。所詮は蛇足も蛇足、取るに足らない『ゴミ』だったとしても、極小の傷をつける事くらいは手が届きます。トートの一枚を逆さにするように、この毒を薬へ転じる。ローラ＝スチュアート、いいえ大悪魔コロンゾン。誰にも断れない正当化と共にあなたが埋め込んだ邪よこしまなコントローラなど、真なる自由を手にした私がここで焼き切るッッッ!!!!!!」

　まるで歯車の外れかかった人形であった。

　背筋に高圧電流でも浴びたように不規則に痙けい攣れんした少女は、そのまま雨に打たれた病院の駐車場へ崩れ落ちていく。

「インデックス!?」

「問題ありませんよ。悪意のあるプログラムを除去しただけです」

　思わず前に出て、ぐったりした体を抱き上げる少年に、黒猫の魔女は涼やかに言ってのけた。

　それから彼女はぐるりと振り返る。

　ちょうど、赤子を乗せた木目調のベビーカーを支えていた乳う母ばの木像が、ぐらりとアレイスターの方へ横から寄りかかった所だった。

「トラウマを呼び起こす幻と対たい峙じする事には慣れていても、実体ある現実としてもう一度その手で触れる事には恐れを感じますか？」

「……、」

「あるいは、娘の死をトリガーに『黄金』を壊滅させたあなた自身が『それ』を手に取ってしまっては、言い訳が利きかなくなるとでも？」

　最初から『復活』という選択肢があれば、そもそもブライスロードの戦いを中心としたアレイスターの復ふく讐しゆう劇げきから柱を抜き取られてしまう。失敗や敗北にまみれた彼の人生らしい迷走と言えばそれまでだが、巻き込まれる方がたまったものではないだろう。

　……そういう風に見えるかもしれないが、違う。

　真実はまるで違うのだ。

　アレイスターが魔術を憎ぞう悪おしていばらの道を歩まなければ、逆転のきっかけであるエイワスは位相を重ねたこの層にやって来られなかった。血管や神経などの図面を読み込んで退避させていたはずの生命力、それだけのリリスを安定させるための肉の器を与える技術は完成しなかった。それではいつまで経たっても『復活』のカードは切れない。何も始まらないが、外気に長時間さらせば自然崩壊すると分かっていながら剝むき出だしの生命力を放り出し、ほんの一瞬の奇跡の邂かい逅こうとやらを見せてさようなら、という何とも薄っぺらなお涙頂戴に留とどまってしまう。

　何より、『復活』しようがしまいが、メイザースやウェストコットを中心としたかつての『黄金』のメンバー達たちの暴挙が、リリスや同じ境遇にいた世界中の人々を死に追いやった事実までは変わらない。いいや、彼が見過ごして『黄金』が邁まい進しんを続けていたら、その規模は際限なく膨らんでいっただろう。あれだけの悲劇を前にして、『復活』があるのならそれでいいやと笑って流せてしまえるようであれば、それこそアレイスターには父親としての資格がない。

　リリスの死が不可避であるのなら。

　復ふく讐しゆう劇げきの死も不可避であるべきだ。

　一人一人が伝説と呼ばれるに相応ふさわしいエピソードを持つ当とう事じ者しや達たちには申し訳ないが、ミナ＝メイザースからすれば『黄金』の壊滅など因果による応報だったとしか思えない。魔術を極めて摂理を曲げれば因と果を切り離し、自じ分ぶん達たちだけは報復から逃れられるなどと考えた時点で、人の驕おごりが透けて見えるというものだ。

　そもそもアレイスターは魔術師を志す前、最初のスタートから神の正しさを信じていない。『黄金』が天の罰から逃れる術を構築していたとして、絶対にあの『人間』が許さない。その肉体から罪を洗って恐るべき力を意のままにしようとする超越者どもを、地の果てまで追い駆け回してでも貪むさぼり喰くらう。神を騙だましおおせた程度で世の理ことわりから逃げ切れるなどとは片腹痛い。そう断言できなければ、それはアレイスター＝クロウリーではないのだ。

　全ては必要な事だった。

　故に、たとえ失敗と敗北にまみれた屈辱の人生だったとしても、恥じるべき事など一つもない。『あの』アレイスターが歩んだ道に余計な贅ぜい肉にくなど何もない。チャンスはエイワスが用意した。しかし背広にネクタイの『人間』にそれを活いかせたか、安酒に溺おぼれて路地裏で潰れる『人間』に届いたか、目先の利益に囚とらわれ何かを妥協した『人間』にできたのか。答えはノーだ。今日ここまで失われた家族を想おもい、同じような理不尽に翻弄される人々のために己の骨と肉を削ってきた。修羅の道を行く悪あつ鬼き羅ら刹せつに成り下がると分かっていても、鉄の意志を捨てる事はなかった。異なる位相よりリリスを授かり、かつ肉の器を与えるためには。ほんのわずかなチャンスを確実に摑つかむ技術と、世の悪意から守り抜く強きよう靭じんな精神を併せ持つ人物とは。やはり『あの』アレイスターに他ならない。そうに決まっている。

　たとえ七〇億の『人間』が泣き崩れようとも、ここにいるアレイスターだけは違う。

　ヤツは全てを持っている。

　安易な最強や埋め込まれた才能などどこにもない。その全ては彼自身が血まみれの手で一つ一つの基礎から積み上げて、多くの挫折や喪失と共に学んでいった確たる叡えい智ちだ。敗北を恐れないから鍛えられた、失敗を真正面から見据えたから教訓を手に入れられた。それもまたある種の強さだ。才能があったからその道に進んだ程度の、生まれた時から『勝てる世界』の外へ一歩も出る事のなかった、そんじょそこらのスポーツ選手やピアニストなどとは馬力が違う。かの『人間』は世界を魔術と科学の二つに切り分け、わざわざ自分の才能と合致する『勝てる世界』をぶっ潰す所から手を付けた。成長の可能性を狭せばめるだけの温室を砕き、無制限の荒野で己を高めていったのだ。

　なのに今さら何に躊躇ためらうというのか。

「この魔道書を世に送り出した上位存在からの神託です」

　黒猫の魔女はあくまでも、事務的に告げる。

　それは結果を示すタロットの一種であるためか。

「たとえ君がどのような人間だろうが、それでもしあわせになるための努力を常に怠るな」

　ここはメッセンジャーに徹する。

　この役をもってミナ＝メイザースは貸しと借りを消化する。

　とはいえもちろん、改めて自由な身として管理者に付き従うのは彼女の権利の話でしかない。かの大悪魔のように軛くびきから解き放たれた程度で他者を害するなら、それは当人の邪悪な心性の証明に他ならない。

「君はよくあれだけの不遇を耐えた。一人ぼっちで、歯を食いしばって、誰にも理解されず、理不尽の闇の中を手探りで歩み続けてきた。だからこのエイワスが全てひっくり返す。君が背負った積年の痛み、流した血と汗と涙の重さに見合うだけの祝福を必ず与えてやるので覚悟しろ、と」

　それは、一九〇四年の再来であった。

　魔術師アレイスター＝クロウリーの人生を大きく変える言葉がもたらされ、同時に破滅すると分かっていながらも新たな命を授かった、運命の年。

　いばらの道を自ら選んだ男へ具体的な道筋を与えたあの時より、今。ここで再び切り替える。失敗と敗北にまみれ、痛みと屈辱を是としたこれまでとは全く違った、今度の今度こそ成功と勝利のレールへと。

「加えて私からも一つ、補足をしておきましょう」

　元々、ミナ＝メイザースを形作っていた演算機器やカードセットもまた、かの『人間』に自らの歩みの正しさを証明させるために組み上げられたものだった。

　姿形を変えて、存在を依存する媒体を乗り換えてでも、黒猫の魔女はこう言い放った。

　薄いヴェールの向こうで、確かに笑みを形作りながら。




「しあわせになる事から、脅おびえて逃げるな。アレイスター＝クロウリー」




　そこがリリスの限界だった。

　元々肉の器を持たず、基本の中の基本、生命力だけで外気に放り出されていたのだ。そんな状態が長く続くはずもない。

　辺りを浮遊していた木馬やピアノなどのオモチャのシルエットが崩れ、濡ぬれた地面へ落ちていく。滑らかな木工芸品のベビーカーが傾かしぎ、持手を摑つかんでいた乳う母ばの木像からも楔が抜けていく。変化というより、戻るといった方が適切か。数々の怪奇現象に守られていたリリスが、産うぶ着ぎ一枚の赤子へと戻っていくのだ。

　ある『人間』の腕の中には、未熟な命だけが残った。

　まるでかつての焼き直し。

　産うぶ着ぎにくるまれたその命は、小さな小さな掌てのひらを『親』の顔へと無邪気に突き付ける。それが何を意味しているか、当然ながらリリスは分かっている。分かっていて、なお繰り返す。この瞬間を乗り越えて先に進め。そうハードルを課しているのだ。

　沈黙だけがあった。

　それからゆっくりと、本当にゆっくりと、震える手でアレイスターはその指先を向けた。

　自らの娘の手が、伸ばされた指先をしっかりと摑つかむのを、魔術師は確かに目撃した。

　そして。

　そして。

　そして。
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『人間』アレイスター＝クロウリーの中心で今一度、紫電の閃せん光こうが瞬またたいた。

　永きにわたって冷え切った塊が、特殊鋼をも溶かす電気炉の灼しやく熱ねつを取り戻す。
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　あまりにも簡単だった。

　浜はま面づらへ飛びかかる四足の府蘭フランを傍はたで見ていた上かみ条じようは、学生服のブレザーに魔女の帽子とマントという、地球上で最も『父親』から離れた像を持つその魔術師が片腕一本で静かに『構え』を取るのを視界に収め、思わずギョッと目を剝むいていた。

　アレイスターの霊れい的てき蹴けたぐりは、ジェスチャーを見た標的が思い浮かべた武器の通りの破壊力をそのまま叩たたき込こむ術式である。

　しかし普通に考えれば、握り込んでいるのは日本刀なのかサーベルなのか、木刀なのか鉄パイプなのかは区別をつけられないはずだ。それを質感や光沢、重量や硬度に至るまで正確無比に連想させる腕こそが超一流の証あかしなのかもしれない。

　だから、自然と思い浮かべてしまったのだ。

　片手で摑つかんだ双眼鏡を覗のぞき込こむ素振りを見せる、それだけで。ちょっと詳しければレーザーやＧＰＳで座標指定を行い攻撃支援をしてもらうための軍用双眼鏡があるという所までは分かっても、それが具体的に艦砲なのか爆撃機なのか、対地ミサイルなのか航空爆弾なのか、具体的な手段の種類までは指定できないにも拘かかわらず、一度も実物を見た事がないツンツン頭の高校生の頭にまで精密にその像を思い描かせていたのだ。

　思わず。

　本当に思わず、あまりの事態に上かみ条じよう当とう麻まは自分の傷も忘れて絶叫していた。




「航空支援式の……ビッグバン爆弾ッッッ!!!???」




　狙いはあくまでも周辺一帯に蠢うごめく細胞質の生体凶器・ミメティックプレデター達たちであった。無機物の兵器ではなく、あくまでも生物ベースだった事が災いしたのだ。『思い浮かべる』機能を持った彼らの脳裏にもまた、どうしようもないほど正確にその像が描かれていたはずだった。

　彼らにしか分からない大爆発があった。

　その一〇のマイナス四四乗秒は、ひょっとしたら永遠より価値ある一瞬かもしれなかった。

　冷たい雨に打たれる深夜の駐車場。物理的にはその水みず溜たまりに浮かぶ落ち葉の一枚すら傷つけず、一滴の水滴すら蒸発させずに、しかし戦場一帯から数百数千数万に届く生体凶器を確実に吹き飛ばし、一掃し、沸騰させ、細胞の一つ一つに至るまで執しつ拗ように汚染していく。惑星単位に留とどまらない、あらゆる銀河や星雲を含む『世界』全体を丸々吹き飛ばすのだ。標的として選ばれた者にもはや逃げ場はない。『できる』という言葉が悪あく辣らつに歪ゆがむ。中性子爆弾だの完全核融合爆弾だのをはるかに超えた、あまりにも邪悪な一撃が人の歴史に産み落とされた。

「甘い」

　だが囁ささやく。

　苛烈を極めた『人間』アレイスターはさらに告げる。




「『衝撃の杖』。すなわち対峙する者から見てその威力を一〇倍に拡張する!!」




　現有する宇宙の限界を、ついに飛び越えた。

　それは元はと言えばあらゆる『魔神』を同時に相手取るための秘ひ奥おうの技。ダメージを受ける者の想像力の限界はあるとはいえ、軽く見積もって宇宙を一〇回作るほどの膨大なエネルギーでもって容赦なく敵対者の自我を吹き散らす。

　びぐんっ、と。

　四肢で冷たい地面を嚙かむ烏からす丸ま府ふ蘭らん……いいや、哀れな犠牲者の体を借りた赤い宝石の悪魔もまた、特殊素材のプロセッサスーツを纏まとう浜はま面づらとの激突も忘れ、今起きた事態の意味を考えてその体を硬直させていた。

　何な故ぜ、少女だけは無事だったのか。

　そこにコロンゾンの意志など介在しない。アレイスターは試金石だと言った。憑ひよう依いされた霊媒アバターを救い出すための、予行練習。だから、殺さなかったのだ。わざと標的設定から除外し、一人だけ見逃した。

　場の主導権は掌握した。

　もはやトリックスターの腹芸などで何が覆くつがえる訳でもない。

「さて」

「……、」

「ケダモノのふりをするなよ、コロンゾン。君は元来『囁ささやく者』だ。まあ、悪魔に憑つかれた者は下手に脅しをかけるより意味不明な雄お叫たけびを繰り返してコミュニケーション不能にしてしまった方が恐ろしげに見えるのは認めるがね」

「……、できない」

　今まで聞いた事もない声があった。

　小柄なビキニの少女ではありえない、それでいてローラ＝スチュアートでもない。ひょっとしたら聞く者によって音色が異なるのかもしれない、証明しようがないその声。

「できる訳ない、のです。貴様に、失敗と敗北にまみれた貴様に、誰かを救える訳が……」

「レントゲン」

　遮るように、腕一本で赤子を胸元に抱えるアレイスターは言ってのけた。

　まるで今日の献立に悩む程度の口振りで、

「ＣＴスキャン、ＭＲＩ、血液検査、ガスクロマトグラフィー、超音波エコー、遠心分離機、透過型電子顕微鏡、ポリメラーゼ連鎖反応式ＤＮＡ検査装置、ああ、何だったらサイクロトロン加速器も用意しようか？　これだけあればクランケ烏からす丸ま府ふ蘭らんの全身を輪切りにして中身を覗のぞき込こむくらいは造作もないだろう。……頭のてっぺんから足の先まで、人体を形作る分子の一つ一つまで精査してやる。どこに貴様の薄汚れた痕跡が根を張っていて、何を攻撃すれば影響を取り除けるのかも含めてな」

　霊れい的てき蹴けたぐりは、あくまでも術者本人が行うジェスチャーを利用して標的の脳に『武器』の形を連想させる事によって、干渉の足掛かりを作り出すものだ。

　それを、ここまでできるというのか。

　強制的な想像力の植え付けだけで、こんなにも網羅するとでもいうのか。

「幻想殺しイマジンブレイカーほどではないが、ちょいとした隠し芸でも披露してやろう。これが何だか分かるかね？」

　アレイスターの右手が蠢うごめく。五指が鉛筆でも握るような動きを見せた途端、『標的』の景色が切り替えられた。くるくるくるん、とペン回しのように躍る幻影。それは鉛筆のようで鉛筆ではない。蛍光マーカーのようで蛍光マーカーでもない。タブレットデバイスのようでタブレットデバイスという事にもできない。『標的』は躍起になって別の像を思い浮かべる事で意図してイメージを混濁させようとしたが、追い着かない。色、形、重さ、質感、光沢、その全てがたった一つの正確な『武器』へと収しゆう斂れんされていくのが理解したくもないのにありありと分かってしまう。

　一度覚えてしまえば、そのイメージから逃げられなくなる。

　ムラサキカガミという言葉を忘れようとするほど逆に強く意識してしまうのと同じ。自じ縄じよう自じ縛ばくと分かっていようが、自身の思考をコントロールできなくなっていくのだ。

「私を、縛るつもりなのですか……。人間」

「たった一つのビジュアルがイメージを固着させ、捕らえ、自由度を奪う。この応酬で相手の手札を封じて思考を袋ふくろ小こう路じに追い詰めるのもまた、魔術戦の基本というヤツさ。そして現実の達人は基本を重んじる。真のシェフとは、誰でも作れる卵焼きの一つを取ってもきちんと客を驚かせるまで己の腕を磨き続けるものだろう？」

　その笑みには、明らかな嘲ちよう弄ろうがあった。

　すでに殺す手段を確立している者の顔だった。

「先ほどのビッグバンは……まあ正確にはその一〇倍やらかしたんだが、まあともかくあらゆるものを生み出した。放射線もその一つ、それ自体は善にも悪にも変じる劇薬だ。劇薬であるが故に決して軽んじるべきではないが、扱い方次第では従来の方式では救済不能とされた人の命をも助ける『武器』になる」

　少女の形をした死神は、自分自身の肉体を盾にした愚か極まる人質戦法すら目の前から取り上げてしまう。

　何な故ぜならば、

「ガンマナイフ。脳のう腫しゆ瘍ようなど極めてデリケートな器官に包まれているため切除不能な患部であっても、肉体を透過して極小の標的のみを正確に焼き潰す医療ツール。おっと失礼、何を今さらといった感じかな。博識で聡そう明めいな君ならば、もちろん常識として知っていなければおかしいはずだ」

「……、」

「それと心配はするな。たとえ『烏からす丸ま府ふ蘭らん』がどれだけ暴れようが、私は『貴様だけ』を選んで正確に切り刻む。完全に、一片の残骸も残さずに。だから安心して、存分に抗あらがってくれたまえよ」

「───。……」

「たまには、生きたままの踊り食いも悪くはない。そうだろう？」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………ッッッ!!!???」




　誰にも、何も、止められなかった。

　曲芸じみた挙動で、悪夢のようなオペが始まった。








行間　四









　しかし、だ。

　今回の戦いは、本質的には意味のないものだったのかもしれない。

　いくら脳や心臓などデリケートな部位を蝕むしばむ病魔の一つ一つを取り除いた所で、全く別の位置にある大元の患部が残っていればいくらでも再転移してしまう。そしてわざわざ一番大きな病変を手の届かない場所へ放り出したのは、アレイスター＝クロウリーに他ならないのだ。

　宇宙。

『窓のないビル』。

　永えい劫ごうの孤独の中で行われた、天使と悪魔の戦いにも決着がつこうとしていた。

『……なるほどな。此こ度たびはこれまでか』

　苦しげな声を搾り出しているのは、エイワスの方だった。

　霊媒アバターローラ＝スチュアートの細腕がその首を摑つかみ、無重力空間で無意味に吊つり上あげていた。

「肉の器の重要性につきては、あれだけリリスを温存し続けたる貴様なら良く分かりているはずだろう。本質的にはどうあれ、この物質界にて影響を及ぼすならば霊媒アバターは必須。トリッキーなる手段で差を埋めようとしたりても、スタンダードな最強を独占する私には及ばぬのよ」

『ふ』

　この状況で、エイワスはまだ笑っていた。

『現世への執着は、学園都市のＡＩＭ拡散力場をも利用してリリスを世に放った時点で消化した。再び私は裏から観察するとしよう。コロンゾン、これ以上ないくらい馬鹿馬鹿しい悪の大魔王が倒れていく様を安心して眺められる物語をな』

「そいつが最さい期ごの言葉で構わぬか？」

『ならばついでにもう一つ。……浦うら島しま太た郎ろうの孤独でも味わうが良いい、デブリ野郎』

　それ以上はなかった。

　ベギンッ!!　という何かを折る感触を掌てのひらの中で味わい、そしてローラは残骸を適当に放り投げた。床に落ちる事もなく宙を漂う四肢の先から、エイワスの存在が消えていく。

「さて」

　適当に一息ついて、ローラは改めて必要な作業を一つ一つ消化していく事にした。

　放逐された『窓のないビル』の舵かじを操り、矛先を変えて、今一度青い星へと突き進む。この程度でコロンゾンという名の災厄は終わらない。大気圏をぶち抜き、高層大気を切り裂いて、最大最速を維持したまま東京西部の一点目がけて投なげ槍やりのように突っ込んでいく。

　衛星兵器が何だ、弾道兵器対策がどうした、対空防衛火器がどうだというのだ。

　こちらは外宇宙旅行用の完全循環環境だ。『窓のないビル』の堅けん牢ろうさは、皮肉な事にアレイスターご本人様が太鼓判を捺おしてくれている。ミサイル、レーザー、高射砲、高出力電磁波、その他た諸もろ々もろ大空に何重のセーフティがあろうが関係ない。力ちから業わざで押し切って地表へ落着させてしまえば全てを灰かい燼じんとする事ができる。

　焼け焦げた大気圏すら今のコロンゾンには恐怖に値しない。

　グラス一杯の水がある。

　この何の変哲もない水を最大限に味わうためには、こちらが変わるしかない。エアコンで適温を保たれた快適な部屋の中にいるだけではダメなのだ。ちょっくら部屋を飛び出して、灼しやく熱ねつの砂漠を横断してくるくらいでちょうど良いい。

　コロンゾンの本質は拡散。男女の仲を引き裂く感覚で世の理を破壊する。ならば当然。

　丹念に丹念にトランプのピラミッドを積み上げ、ドミノの列を築くのと同じ。

　心地の良いい破壊のためには、まず壊すべきものの創造が必要なのだ。

（……あの程度で勝った気になりている馬鹿者どもに、いつも通りの失敗と敗北を突き付けてやるとしたるか）

　笑う。

　哂わらう。

　嗤わらう。

「数価は三三三。本質は拡散。世にあまねく理ことわりの完全なる結合を妨げ、無尽蔵の混乱と破壊をもたらすものなり……」

　当然のように減速など考えなかった。

　これだけの質量、これほどの速度。

「……我が名はコロンゾン。名に込められし意味を今こそ胸に刻んで学ぶが良いい!!」




　ぐわっっっ!!!!!!　と、着弾と同時に学園都市が丸ごと消滅した。




　一点。

　そこから全方位に恐るべき破壊が撒まき散ちらされていく。高層ビルの群れが大量のガラスの豪雨を撒まき散ちらし、それだけでは飽き足らず根元からへし折れて薙なぎ倒たおされていく。地表を埋め尽くすアスファルトはまとめてめくれ上がって引ひき剝はがされ、紙箱のように車の列が宙を舞い、学校や公園、音楽ホールや映画館といった広域避難所すらろくな支えとならず打ち崩されていく。

　逃げ場などなかった。

　そもそもちっぽけな街一つに限った話ではない。
















　ここで起きた恐るべき衝撃と震動は、甚じん大だいな量の粉ふん塵じんを大空へ舞い上げる事になる。そしてそれらは太陽光そのものを遮っていくのだ。つまりは、どうしようもない冬の時代の到来。かつてその強きよう靭じんな肉体一つで惑星を支配した恐きよう竜りゆう達たちすら根絶やしにした極寒である。二足歩行で毛の抜けた裸の猿如ごときに乗り越えられるものではない。

　だがコロンゾンはこんなものでは済まさない。

　拡散とは本来誰もが持つ心性だ。集団を切り分けて仲良しグループを作り、一人の時間を求める。ただコロンゾンの場合は、それが世の理にまで広がっているだけで。

　寒さ、餓うえ、先の見えない恐怖。

　自力で命を支える事も叶かなわない脆ぜい弱じやくな群れこそ、安易な奇跡にすがりたがるものだ。

　つまり、取り上げた瞬間の愉悦も高まる。

　氷点下五〇度の惑星のどこか一点にスポットライトのように光を当てたらどうなるか。優しいぬくもり、ありったけの水と食糧、寝て起きる場所。たったそれだけで、彼らは爪で引き裂き口で嚙かみ千切る絶望的な戦いに身を投じる事だろう。

　実際に勝者が助かるかどうかなど関係ない。

　何なら突き落とされた敗はい者しや達たちに武器を与え、リベンジマッチを挑ませても面白い。

　原形制御アーキタイプコントローラ。勝も敗も生も死も、悪魔の手で切り分けていく事に意味がある。

「くふふう」

『窓のないビル』自体も粉々に砕け散っていた。

　巨大極まるクレーターの中心点で、霊媒アバターを纏まとうその大悪魔はひたすらに楽しげだった。

　曲げられない事実。

　誤魔化しようのない結末。

　そう、あまりにもあっさりと……地球人類の文明は終わりを告げたのだ。

「はぁ、はぁ。キレイにハマリ過ぎでしょ、私を喜ばせたるためにわざわざ取っておきたるつもりだったの、この大連鎖の仕掛け！　ああ、ああっ、勝ちたる気でいたのか？　死人を出さずに大団円だと？　ふうー、そんな訳ありけるか!!　この私がさせたる訳がない！　どうなりけるの、具体的にどうなった!?　一いち縷るの望み、聖守護天使や『原典オリジン』の協力、みんなで力を合わせてありえぬ奇跡を起こしけりました？　究極の前フリか!?　これは私のせいじゃなき事でしょ！　便所スリッパだ！　一発でぺしゃんこだよ馬鹿野郎!!　これよこれ、ようやっとの金字塔だわ。ふふっふ、ああ、ああ、本当に長き長き緊張状態だった」

　浮かぶ。

　頭に浮かぶ。

　頭上を覆い尽くすオレンジ色に赤熱した特大の一撃。来るのが分かっていながら回避も防御もできず、歯を食いしばるその有り様。せっかく救ったはずの命を再び目の前で取り上げられると分かっていながら、父親として娘に何もしてやれないその苦悩と絶叫。

　官能に体が震える。

　思い切りの良い行為は、楽しい。部屋の模様替えに合わせて、溜まりに溜まった私物の山を思い切って捨ててしまうように。

　たまらない。

　この感覚だ。ずっとずっと、これに餓うえていた。

　因果や業ごうなどどうでも良いい。むしろ不条理で理不尽なほど面白い。大切に大切に積み重ね、思いがけない偶然を引き当てて、思わず舞い上がった幸福な人間とやらを一人一人、丁寧に叩たたいて、落として、地べたで潰れるサマを眺めて嘲あざ笑わらう。これが大悪魔、これこそがコロンゾンだ。己が行為を善と悪で線引きし、うじうじと理由や言い訳を求めて正当化する程度の存在では、そもそもこの楽しみに気づく事すらできはしまい。

　しあわせになるための努力を怠るな。間抜けなエイワスの言葉が頭に浮かぶ。だがそこに衣食住がもたらす快の信号を追求し生殖活動に勤いそしむ行いを当てはめるなど、まさしく凡俗を極めた考えだ。食糧を調達して寝床を作って子孫を残す程度であれば、惑星に溢あふれる何百万種というケダモノや昆虫さえ日々繰り返し行ってきている。

　一方で、食べるため、自己防衛のため、それ以外の目的で純粋に残虐性を追求し他者を嬲なぶって破壊できる生物は自然界の中でもごくごく限られている。

　人間もその一つ。

　二足歩行を覚えて体毛の抜け落ちた猿の末まつ裔えいどもは、選ばれたエリートの末席くらいには腰を落ち着けられるはずだった。にも拘かかわらず幸せになりたいという動物的かつ原始的な欲求を完全に捨て去る事ができず、馬鹿げた脳内物質の分泌を守る行為を善や正義と勘違いしたあまり、手の届く位置にぶら下がっている果実を摑つかみ取とる事さえままならない。まったく愚かとしか言いようがなかった。元々抱えている残虐性を使用もせずに萎しぼませてしまうのは、そのまま思考を放棄して腰振り動物にまでレベルを落とすという簡潔極まる事実さえ分かっていない。

　コロンゾンは知的な生き物だ。

　故に、退屈しのぎの一つを取っても有う象ぞう無む象ぞうの腰振り動物にはできない方法を選ぶ。

　礼儀として、残虐性の振る舞い方を熟知している。

　作法として、残虐性との付き合い方を心得ている。

　品位として、残虐性の飾り方を丁寧に修めている。

「……機能不全の残虐イ〇ポどもが、雁がん首くび揃そろえて偉そうに」

　くつくつと笑いながら吐き捨てるローラだったが、そこでふと気づいた。

　血と肉の匂いが足りない。

　いくら大質量の落着と共に学園都市そのものをすり潰したとしても、こうも奇麗に吹き飛ぶものか。二三〇万人もの人々が暮らす人口密集地だ。その全員をハエ叩たたきで叩たたいて潰したのなら、それこそ透明な壁のように分厚い死臭があってもおかしくなさそうなものだが。

　奇麗過ぎる。

　あまりにもクリアだ。

　そう、まるで……最初から『この地球』には人類なんて一人もいなかったかのように。

「な、ん……？」

　流石さすがに訝いぶかしむローラの耳に、何かが聞こえてきた。

　それはあまりにも場違いな声であった。




「あっれー？　ねえネフテュス、なんか面白そうなオモチャが落ちてきたよ？？？」

「そうね娘ニヤン々ニヤン。この閉鎖時系列に許可なく誰かが迷い込むなんて珍しい事象だわ」




　それが分からないほど、ローラ＝スチュアートは馬鹿ではない。

　そもそもアレイスターを引ひっ搔かき回まわすため、上かみ里さと翔かけ流るに烏からす丸ま府ふ蘭らんをつけて学園都市まで誘導したのは他ならないコロンゾン本人だ。当然、その過程で多くの『魔神』どもが消滅していく様も逐一報告を受けていた。

「放逐されし『魔神』ども、だと……？　ちょっと待て、しからば『この地球』は!?」

「うーん」

　血色の悪い改造ミニチャイナは言葉に反してさして考える素振りもなく、

「ここは上かみ里さと翔かけ流るの『理想送りワールドリジエクター』によって映画のフィルムの余ったコマ、時間のズレた場所を島流し用の牢ろう獄ごくにしているんだったよね、確か。だとするとー、アンタ、相対性理論か何かに一枚嚙かんでる？　光の速度に近づくほど時間の流れが遅くなるっていうアレ」

「例えば、太陽圏外まで想定した超高速宇宙旅行に出かけた後そのままＵターンして帰ってくると、場合によっては本来あるべき基準のＯ点からわずかにズレて、『この地球』と時間の軸が重なり合ってしまうのかもしれないわね。奇跡の確率だけど」

　ようやっと、思い至った。

　あの『人間』アレイスターが、一体何のつもりでコロンゾンを宇宙へ放り出したのかを。そしてエイワスが『この地球』へ到着する前に、わざと敗北してさっさと離脱リタイアしていった理由も。

　ヤツは確かに言っていた。




『ならばついでにもう一つ。……浦うら島しま太た郎ろうの孤独でも味わうが良いい、デブリ野郎』




　そして今は理屈の話より重要な問題がある。

　……六〇億なり七〇億なりが暮らす正史と違って、『この地球』には人類含むあらゆる既存生命は存在しない。ここにいるのはただただ道を極めた末に神の座まで手に入れてしまった魔術の神、つまりは『魔神』どものみ。その規格外の力を誰に迷惑かける事もなく存分に振るえれば満足で、『全力を出す』ためならば永遠に再生を続ける牢ろう獄ごくの中で味方同士共食いするように年中無休で殺し合おうがお構いなし、という正真正銘のケダモノしかいないという点だ。

　そんな彼らは新しいオモチャを見つけた。

　オンライン対戦モードに見た事もない新ルールが追加される。

　プロセルピナ、ヌァダ、テスカトリポカ、キメラ、そして娘ニヤン々ニヤンやネフテュスまで……。

　舌なめずりすら伴い、渦巻く『魔神』どもは声を揃そろえてこう言い放った。奇くしくもコロンゾン自身が願い望んだ通り、極限の残虐性を隠す事なく前面に押し出しながら。
















「「「こりゃあ当分、退屈しないで済みそうだ」」」








終章　王座なき悪魔は地獄で吼ほえる　the_Devil [image: にじゅういんようふ]C[image: にじゅういんようふ].









　閃せん光こうを取り戻した『人間』アレイスター＝クロウリーは、まさに破格であった。




　意図して沈み続けた冷たい塊の時代とはいえ、一度はこの化け物に勝利できたというのが上かみ条じよう当とう麻まには不思議でならない。ツンツン頭の高校生は正真正銘の『魔神』と『黄金』最全盛期の魔ま術じゆつ師し達たち、どちらもその目で見てきた稀け有うな経験を持つ一般人だが、そんな彼だからこそ混乱した。ここまでできる『人間』は、まだ『人間』というカテゴリで良いいのか？　どうしてこれが『魔神』とは呼ばれないのか。少年なりにぼんやりと納得していた定義が見えなくなってくるような話だ。

　助けて事件を終わらせるのは、殺して事件を終わらせるより何倍も何十倍も難しいはずだ。

　それをアレイスターは、コロンゾンのレベルでやってのけた。

　インデックスに烏からす丸ま府ふ蘭らん。

　本来だったら人質に取られた二人ともどうなっていたか分からなかったのに、ヤツは容赦なく救ってみせた。これだけで恐るべき技量の一端が、素人しろうとの目にも理解できるほど浮き彫りとなってしまう。

　失敗し、敗北を重ねるごとに。

　また一つ、確実に強くなっていく。

　全世界を巻き込む激戦の果てに神としての力を失って妖精と化したオティヌスともまた違う。上かみ条じようは今この『人間』ともう一度ぶつかったとしても、勝てるビジョンなんて全く浮かばなかった。……何しろ対コロンゾン級の実戦の真っ最中に、正確無比な脳外科手術を執刀できるレベルなのだ。拳を握って全力で挑みかかっているつもりが、気がついたら全身精密検査を喰らって日頃の貧乏メシばっかりの不摂生を叱られていた、くらいの展開にもなりかねない。

（み、ミナが先にインデックスを抑えてくれて助かった。あいつが危機感も分からず闇雲にアレイスターへ突っ込んでいたらどうなっていた事やら……）

　ぱたたっ、と液体が地面に散る音が響いたのはその時だった。

　一二月の冷たい雨粒とは明らかに違うもの。

　銀髪少女が口元を押さえた指の隙間から、赤黒い液体がこぼれていた。

「アレイスターッ!?」

「……魔術の反動、ぶつかり合う位相と位相が撒まき散ちらす飛ひ沫まつの話は知っているだろう？　私はメイザースやウェストコットとは違う。実存世界で火花をよそへ逃がさず自分で抱え込めば、これくらいの事は起きるだろうさ」

「……、」

「そんな顔をするなよ。これはつまり、自分の力がよそ様へ迷惑をかけずに済んだという喜ぶべき証明さ」

　ゆっくりと深呼吸し、痛みを堪えながらアレイスターは確かに言った。

「う……」

　インデックスもインデックスで、上かみ条じようの腕の中で呻うめき声ごえを発している。『原典オリジン』の毒がどの程度のものかは想像もつかないが、彼女なら耐性も高いはずだ。ミナ＝メイザースの読み通り、今は毒が薬に転じている事を祈るしかない。

　赤子を抱える少女の形をした魔術師は、つまらなさそうに息を吐いた。

「……予定通りなら、そろそろ間抜けなコロンゾンが罠わなにかかっている頃か。どれだけ拘束できるかは分からんが、稼いだ時間は有効に使わねばな」

「？」

「『理想送りワールドリジエクター』程度でヤツを永えい劫ごう隔離できると考えるほど、私の予測は楽観ではないよ。そもそも持ち主の右手を使わずに放り込めたのなら、同じ理屈で抜け出す事もできるだろうしな」

「えっ？　『理想送りワールドリジエクター』って、上かみ里さとのヤツまたなんかやらかしてんのか!?」

　馬鹿が馬鹿だったばっかりに余計な冤えん罪ざいが芽生えそうになっているが、アレイスターは面倒臭かったのでいちいち誤解は解かなかった。そもそも莫ばく大だいなマイクロ波の『大熱波』を中心に上かみ里さと勢せい力りよくのせいで学園都市は大打撃を受け、その隙を衝ついてコロンゾンに脇腹を刺されたのだ。おかげでもう一人の娘の身柄と倒すべき敵の名が知れた事は毎度の怪我の功名だったが、それはそれとして報復の一つ程度はあってしかるべきである。

「ローラ＝スチュアートを霊媒アバターとして自由に扱うコロンゾンは、当然ながら最大主教アークビシヨツプの立場を利用して、イギリス清せい教きようの指示という体裁で連合王国及び条約で結ばれた総数五三ヵ国、イギリス連邦加盟国に細工を埋め込んでいるはずだ。その全てを掘り返して破棄しない限り、コロンゾンは倒せない。たとえ一時的に退ける事はできたとしても自然回復して何度でも襲いかかってくるだろう」

「……なんか、いきなり話がデカくなってないか？」

「腐っても相手は旧教三大宗派の一角だぞ。今現在、ざっと見て一〇億以上に分化したアレイスター＝クロウリーが各おの々おのの国家を攻撃している。連邦加盟国程度なら何とかなるだろうが、流石さすがに本丸、英国そのものまで完全に落とせるかどうかは未知数だ。ここは万全を期すため、『この私』も学園都市を離れて出撃する必要があるだろう」

「ねえ何でー？　一体何をどうやったら個人名なのに中国とかインドとかの総人口とタメ張れるんだよ!?　ダメでしょ地球の人口をいきなり一〇パー以上も増やしちゃあ!!　食糧とか石油とか色々問題が噴出するってえーっ!!」

　するとアレイスターは赤子を抱くのとは逆の手を口元に当てていた。

　真顔でヤツは言った。

「しまったな、また失敗だ。そこまで考えてはいなかった……」

「念のため確認しておくけど、おめーがポンコツ続きなのって単に極限の近視眼で『とりあえずやってみた』の連続だったからじゃないよな？」

　道理でスパコンのミナ＝メイザースが今の今まできちんとガイドしていた訳だ。というか、ガイドしててもああだったのだ。悪いがヤツには西洋喪服を脱いでもらってメイド服にでも着替えてもらわないと人類の未来が危ない。

「……まさかの本場英国式ネコミミメイド、か。だが妙齢の未亡人だと似合わねえーっ!!　バニラもつ鍋くらい食べ合わせが悪いんだけど何なのこのビジュアル!?」

「君も君でなかなか混線が激しい頭脳だな。チャネラーを志すのは君の自由だが、第一に自己を律する事ができなければ振り回されるだけだぞ」

「いや待て、脊髄反射で結論を出すんじゃない。年上のおねいさんが罰ゲームに耐えてます的な補足説明を取り入れればそれもアリか……？　まして、もしもそいつが、これはもしもの話だ。……管理人のお姉さんだったら……。慣れないふりふり衣装のせいで顔を赤らめてもじもじしている持て余し気味なミナ＝メイザースか。なんて事だ、普通に美しいじゃないか！　ばかばかばか短絡的に可能性の芽を潰そうとしてしまった俺のばかっっっ!!!!!!」

「オイ、いい加減戻ってこないとキスして舌入れるぞ」

　年表に載っちゃうレベルのスケベオヤジから前ぜん代だい未み聞もんの脅迫を受けてしまい、一瞬で上かみ条じようの意識が現実的な危機感に引っ張られた。ある意味、木ミ乃イ伊ラの『僧そう正じよう』に追い駆け回された時とどっこいどっこいの恐怖を感じる。こいつこの弩ど級きゆうの大馬鹿野郎ときたら自分の赤ん坊を抱えている状態であっても容赦なしである。

「……まだこの過酷な現実はなんかあんのか？　もう俺はいっぱいいっぱいだからさっさと帰ってふて寝したいんだが」

「何を言っているんだ。色々準備はあるが、君もついてくるんだよ」

　はい？　と冗談のように聞き返す上かみ条じよう。

　いいや、リアルな重みがあると信じたくなかったのだが、受け入れてはもらえなかった。

『人間』アレイスターは改めてこう言い直したのだ。

「だから、コロンゾンを完全排除するために、君も一緒にイギリス攻略戦に参加するんだ。悪いがこれはもう決定事項だから」

「あのう、こっちはおめーのせいで風穴二つ空いたまんまノンストップだったんだけど、ここでお断りしたら……？」

「そうだな。『この私』には権限も財産もない訳だし……仕方がない。ここは一つ、カラダでも使って籠ろう絡らくするしかないか」

　れっつ☆しんきんぐ!!

　……表面的な見てくれに騙だまされてはならぬ。感覚的にはもう表にイエス裏にノーの枕をせっせとセットする木ミ乃イ伊ラのジジィを見てしまったのと同じくらいの衝撃が心の臓を貫いた。







　浜はま面づら仕し上あげには一つだけ問題が残っていた。

　夜光塗料のように装甲の隙間から淡い青の光を明滅させる、例のアレだ。

『……結局脱げるのか脱げないのか。このプロセッサスーツどうすんだアネリ!?』

「はまづら」

『滝たき壺つぼしゃん！　おお心配してくれるのはやっぱり愛いとしの恋人だｋ……』

「大変だったらきぬはたかむぎのの能力でこじ開けてもらうと良いいと思う」

『待ってよ地獄のサンタさん!!　ふざっけんじゃねえぞあんな人間ブルドーザーだかシールドマシンだかに任せたら最新技術のカタマリと一緒にくっしゃくしゃのスクラップにされちまうよ!!　あいつら隙間から赤黒い汁が出てピクリとも動かなくなったって不思議そうな顔して小首を傾かしげるだけだって絶対そうに決まってんだッ!!』

　西洋喪服にネコミミというコンセプトが全く見えないコスプレお姉さんが病院の駐車場を横切っていくのを眺めながら、浜はま面づらと滝たき壺つぼはバカップルらしく愛を囁ささやき合あう。

「どこかにレバーとかハンドルとかあるんじゃないの？」

『散々探し回ったけど見つからないのよ』

「んー？　んんー？？？」

『おっとお嬢さん屈かがんで人の股を潜くぐるなっ。すごいアングルから観察されてますけども!!』

「ここ、なんか小さな穴がある。一ミリあるかなあ」

『えっやだそんな所に恥ずかしい!?　……あと何これどう受け止めたら良いいの、ほくろ探し的な愛のイベント？？？』

「なんかこう、ＣＤ出てこなかった時に強引にこじ開けるアレみたい」

『ちょおやだそんなトコから伸ばしたクリップ差し込むなよっ、怖い！　まさかそんなスマホのＳＩＭカードじゃねえんだそんな簡単なのでビョンと飛び出す訳が




　バカカンッッッ!!!!!!　と。

　アーク溶断を使った切断音が連続し、全ての装甲が外れて浜はま面づら仕し上あげがデビューした。




　装甲各所を走る淡い光が完全に消え、代わりに導爆線でも仕込んであったかのように、正確にオレンジの火花が走り回ったのだ。

　いやそんな、そこまで馬鹿げた話は。

　……と思うかもしれないが、そもそも緊急脱出用なのだ。複雑で誰にも手を出せないのでは困った時に役に立たない。

　が、浜はま面づら達たちにとっての要点はそこではなかった。

　ミニスカートの行方も気にせず赤いニーソに包まれた膝ひざを折って身を屈かがめ、野郎の股下を確認していたへそ出しサンタ少女滝たき壺つぼ理り后こうと、その眼前に躍り出たパンツ一丁の浜はま面づら仕し上あげが大問題だったのだ。

　考えてみるべきだったかもしれない。Ａ・Ｏ・フランキスカ、烏からす丸ま府ふ蘭らんとてプロセッサスーツから出てきた時は季節感ガン無視の眩まばゆいビキニちゃんではなかったか。何か全身の皮膚表面から電気信号を伝えるとかマジメな理由があったのだ。すでに伏線はバッチリ張られちゃっていたのだった!!

　そして眼前に突き付けられちゃった巨乳サンタ滝たき壺つぼちゃんが低い声で何か言っていた。

「……はまづら……」

「待って不可抗力これちょっと待ってこの位置関係で伸ばした金属クリップぷるぷる握り込まれると怖いよそれを俺のどこにどうすんのおッ!?」

「口振りだけは脅おびえている割に、何でちょっと元気になりつつあるの……？」

「……、ふへっ」

「───。」

　いやあ待ってほんとにちょっとそれマジで待ってええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!!!!!!　という絶叫が深夜の夜空へ響き渡った。







　インデックスと烏からす丸ま府ふ蘭らんはコロンゾンの支配下から解き放たれ、アレイスターは多くの苦難を越えてもう一度自らの娘リリスの生命をエイワスから受け取った。

　一件落着。

　めでたしめでたし。

　そう見えたが、世の中はそんなに甘くない。

「……そいつか？」

　一二月の深夜、冷たい雨の降りしきるアスファルトの上に、誰かが立っていた。

　白い髪に赤い瞳の怪物。

　学園都市第一位の超レ能ベ力ル者５、一方通行アクセラレータ。

「事態は全く見えねェし、どんな手品を使っているかにも興味はねェ。実質、この学園都市を回し続けていたてっぺンの統括理事長ってなァ、そこの銀髪のガキだったって事で間違いねェンだな？」

「……、」

　浜はま面づら仕し上あげもまた、ゆっくりと歩を進めていた。

　プロセッサスーツの有無など、今この場においては判断材料にはなりえない。一二月のド深夜、冷たい雨に打たれながらのパンツ一丁は正直しんどいが、それでも優先すべき事は分かっている。

　上かみ条じよう当とう麻ま、一方通行アクセラレータ、浜はま面づら仕し上あげ。

　三人が冷たい夜に顔を合わせていた。

　直後。




　ガシャシャ!!　と金属の擦こすれる鈍い音があった。

　アレイスターの眼前で一方通行アクセラレータと浜はま面づら仕し上あげ、彼らが懐ふところから『武器』を取り出したからだ。




　学園都市第一位は積層プラスチックでできたオモチャのように軽い軍用拳銃。

　元武装無能力者集団スキルアウトリーダーは銃刀法でも気にしていたのか、その辺に落ちていた折れた傘の先端にあったプラスチックカバーを足で踏みつけてからグリップを真上に引っ張り、鋭い金属部分を露出させる。『刺すための機能』を与えた即席レイピアだ。

　共に、柔らかい生身の少女相手であれば命を奪う事も辞さない殺傷兵器である。

　傷の痛みなど気にしている場合ではない。思わず上かみ条じよう当とう麻まはその背で赤子を抱える銀髪少女を庇かばっていた。

「おいっ……何考えてんだ!?」

「逆に聞くがよ、オマエがそいつを庇かばう理由は何なンだ？」

　現代的なデザインの杖つえを突き、一二月の冷たい雨に打たれながら、一方通行アクセラレータは奥歯を嚙かみ締しめていた。

「学園都市統括理事長アレイスター。この街の全ての悲劇の管理者。つまりそいつが路地裏に撒まき散ちらされた血と臓物の元凶じゃァねェか！　何を計画していたかなんて知らねェ。だけどそいつを叶かなえよォとしなければ、何もこンな悲劇は積み上がらなかったンじゃァねェのか!?」

「……それは……」

「終わり良ければ全て良しなンて話でこれまであった事を帳消しになンかさせられるか。欲に目が眩くらンでよォが誰かに背中を押されてよォが、誰だって背負ってンだ。苦しみながら生きているンだ。重てェからって脇に置いたりはしねェンだよ!!　向き合え、自分と向き合うンだよクソ野郎!!　それができねェなら俺が髪を摑つかンで首を回して見せつけてやる！　オマエが!!　今まで散々やってきた事をだ!!」

　背に庇かばったアレイスターがどんな顔をしているかは、上かみ条じようからでは見えない。少し離れた場所にいる黒猫の魔女を見ても、彼女は首を横に振るだけだった。アレイスター＝クロウリーに付き従うとしても、歩んだ道のりが生み出した憎ぞう悪おや怨えん恨こんまで帳消しにはしないらしい。

　ごくりと喉を鳴らして、少年は傍かたわらで『武器』を構える浜はま面づらの方へ目をやった。

「……アンタも同じなのか？」

「……、」

「ここまでリリスの命を守ってきたのはアンタだろう？　アレイスターの子供って分かっていたら最初から助けなかったって言うのか!?」

　胃袋に鉛を流し込むような、重苦しい沈黙があった。

　降りしきる雨の音だけで鼓膜が破れてしまいそうなほどの。

　やがて、だ。

　折れた傘の先端からプラスチック製の保護カバーを取り外した即席レイピアを摑つかんでいた浜はま面づら仕し上あげが、ついに動いた。




　ただでさえ折れた傘の骨を完全に一本、引き千切る。

　そして上かみ条じよう当とう麻まと一方通行アクセラレータ、その鼻先へそれぞれの鋭い先端を突き付けたのだ。




「……っ!!」

「……ッ!?」

　それぞれから凄すさまじい眼光で睨にらまれても、もはや浜はま面づらは自分の行動を撤回しない。ゆっくりと息を吸ってから、言い放った。

「……正直、俺はどっちでも良いい」

「オマエ、その程度の考えで……ッ!!」

「ああ、小市民で結構だ。どうせ世界を守ったり壊したりする力なんかねえからな。持っているのはちっぽけな一票だ。だからこの一票を最大活用するしかねえんだ。アンタ達たちの争いのど真ん中に差し込むぞ。五〇対五〇のこう着状態の中で、全てを左右する最後の一票として君臨してやる!!」

　それから、顔中汗まみれでパンツ一丁の浜はま面づらは、上かみ条じようの背後にいる銀髪少女へ目をやった。

「要求は一つ。『大熱波』のせいで失った『素養格付パラメータリスト』のファイルの他に、『保険』となるものが欲しい。俺と、滝たき壺つぼと、『アイテム』と、その他大勢、全員を『暗部』から確実に守ってもらえる恩赦だ!!　イエスならアンタを守るために命を懸けるし、ノーならここでリリスだけ預かって、アンタについては見殺しにするよ。好きな方を選べ、統括理事長!!」

　重ねて言うが、その背で庇かばう上かみ条じようからはアレイスターの表情は見えない。

　だが耳に届いた吐息には、明らかな嘲ちよう弄ろうがあった。

「都合の良いい意見だな」

「……それが答えで良いいのか？」

「しかし個人の努力で叶かなえられる範囲の外になければそもそも要求としての価値がない。まあ良いいだろう。私に付き従うというのなら、その破格に応じよう。勝ち得るものから自分で叶かなえられる範囲を差し引いた分だけ戦いたまえ」

　そして、上かみ条じようにとっても予想外の出来事が起きた。

　盾となっていたはずのツンツン頭を押しのけ、銀髪の少女が前へ出たのだ。産うぶ着ぎに包まれたリリスを浜はま面づらへ押し付けるようにして預けると、アレイスターは躊ちゆう躇ちよなく学園都市第一位の眼前まで踏み込んでしまう。

「これは、この一歩だけは、私の『計画プラン』ではない」

「……、」

「見ろ、こいつが念願の『黒幕の意志の外』にある世界だ。子供のルールの終わりへようこそ。さてどうするね？　ここから先は、一切の行動に責せき任にん転てん嫁かはできない。君の行動は全て君が背負う。その上で質問をしよう。君は、その銃や能力を使って何をしてみたい？」

「……よォく分かった」

　一方通行アクセラレータは一二月の雨よりも底冷えする声を出した。

　銃口を上に上げ、怪物は告げる。

「今のままじゃ何をやっても意味がねェ。オマエに『恐怖』を思い出させてやる。決着をつけるのはそれからだ」

「お好きなように」

　怪物の眼前で優雅に一礼するのも、やはり同種の怪物なのか。

　馬鹿馬鹿しい話だと思っていた。だから受け流していた所もあった。だけど銀髪少女として平然とホテルやサウナに飛び込んでいくアレイスターにどこか危うさがあったのは明らかだ。失敗、敗北、挫折、破綻。それすら糧かてに変える魔術師は、そもそも自分に降りかかるリスクについてまともな計算をしていないのだ。

　意見はまとまった。

　禁忌を是とする極大の魔術師は、聞く者全てを泥沼へ沈めるような甘い声で囁ささやいた。

　奈落の名を少女は宣告する。




「次はイギリスだ。ありったけの力で大暴れしてやろうではないか」







　そして。

「あばっふ、あばはあ……ッッッ!!!???」

　学園都市のどこかで、ごくごくありふれた風景を引き裂くようにして、一本の腕が飛び出した。沈み、浮かび、一気に顔から胴体までを引きずり出して、そこまできて再び大小無数の腕に髪や服を摑つかまれて大きく沈み込む。

「おおっあ!!」

　それでもかの存在は帰ってきた。

　霊媒アバターローラ＝スチュアート。

　そこに宿るコロンゾン。

　底なし沼のヘドロのように複数の『魔神』どもをへばりつかせたまま、一歩、大きく一歩、ついに力ちから業わざで『理想送りワールドリジエクター』のズレた時系列から正史へと舞い戻ってきたのだ。

「あっ、ヤバい！　調子に乗って遊び過ぎた!?」

「あらあら……困ったわね。亀裂が塞ふさがってしまったわ」

　一緒になって釣り上げられた血色の悪い改造ミニチャイナと褐色の肌に包帯を巻きつけたグラマラスな美女が珍しく慌てたように口を開いたが、すでに後の祭りだ。諸もろ々もろの折り合いをつけてせっかく到達したはずの理想郷カタストロフの扉から締め出されてしまった。

　絡からみつき、しがみつかれたまま、ローラは荒い息を吐く。

　そこで彼女は視線を感じた。

　産み落とされたばかりの子鹿のようにへたり込んで力を蓄えようとしていたローラを、何かが見下ろしている。

　姿形は全く違う。

　そもそも年とし端はもいかない少女とは大人気がない。

　だが一発でコロンゾンは見抜いていた。

「アレイ、スター……」

「おやおや、珍しく私の完全勝利だな。何だったらこれを機に大貧民の座は君に譲ってやろうか？　まあ、君がこうして戻ってきてしまった以上、やはり学園都市は風ふう前ぜんの灯ともしびだ。私も私で笑っている場合ではないんだが」

「……ほざけよ腰振り動物風ふ情ぜいが。貴様の失敗と敗北は何も変わらない。私はそれを見て笑いたる側だ」

「哀かなしいな、素すっ裸ぱだかの猿がこちらを指差してくすくす笑っているというのも。もはや怒りも呆あきれも通り越して、ただただ哀かなしい。そして、あらかじめ予測がついているのにわざわざ学園都市をそのまま譲ってやるとでも？」

　そして変化があった。




　ばづんっっっ!!!!!!　と。

　太い音と共に、深夜の闇を拭っていた夜景の光が一斉に消えていったのだ。




　啞あ然ぜんとするしかない大悪魔に、『人間』は嗤わらって見下す。

　そう、今度はアレイスターが笑う番だった。

　彼女は指と指の間に挟んだ切手大のフラッシュメモリを軽く弄もてあそびながら、

「君がＡ・Ｏ・フランキスカを使って奪おうとしていた『書庫バンク』、結局親機を組み上げたのは浜はま面づら仕し上あげの方だった。勝手気ままに全身パージされた時は正直毎度の失敗かと焦あせったが、内部基板が剝むき出だしになったおかげでこいつ、このフラッシュメモリを挿し込むポートも見つけられた。つまり、あれを経由してアクセスする全コンピュータをウィルスに感染させてダウンさせた訳だ。ああ、マルウェアとかワームとか細かい区分より、こういう分かりやすい語の方が伝わりやすいだろう？　聖守護天使や大悪魔のようにな」

「な……」

「ウィルスのランクは一概に測れるものではないが、狙った防壁をピンポイントで撃ち抜く御み坂さか美み琴ことのサイバー攻撃よりもネットワーク全体をダウンに追い込むこちらの方が被害規模は極悪ではないかと自負しているよ。そう。学園都市はおろか、世界中に散らばる協力機関まで丸ごと、だ。まあ医療機器や研究設備、衛星にいる飛行士などは多少の猶予を与えているがね。ああ、だからこのブラックアウトに伴う重病人の切り捨てなど起こらないから心配してくれるな。野戦病院構築技術をベースにそうした人ひと達たちのフェイルセーフもきちんと設ける。ちゃんとやる。だから君は、ただ自分自身の不運を嘆く事に集中してもらえばそれで良いい。何しろこれで君は研究データはもちろん、無人機を中心とした次世代兵器の使用も凍結されてしまったのだからな」

　それが何を意味しているか。

　じわじわと宿敵の顔に浮かび上がってくるのを、しっかりとアレイスターは堪たん能のうしていた。

「単に力ちから業わざで乱数表を割り出せば済む話ではない、人外だろうが何だろうが、私以外の頭脳では駆除完了まで二万年はかかるだろうな。ああ、リリスの肉の器については案ずるな。別にここの機材でなくてもアレは創れる。さて、それでは。この結果を受けて、こう声明を発表しよう。学園都市は大規模なブラックアウトから復旧の目途は立たず、よって預かっている学がく生せい達たちの生活水準を守るため、該当地域の住人全てを集団疎開させる。……こうなると最大の成果物である『人』も流出を止められない。ここがどれだけ居心地の良いい街であっても、基本的には思春期の少年少女だ。自由に外へ出られる状況なら、水洗便所も使えない環境にいつまでも留とどまり続つづけたいとは思わないだろう。何しろ『大熱波』から回復し、楽を思い出した直後だからな。初見ならともかく、ここで取り上げられるのは耐え難い。妹達シスターズやヒューズ＝カザキリもまた拡散・隠匿させ、貴様の目や手の届く範囲から逃がしてみせよう。大丈夫、エイワス固着が済んだ今なら多少の空白期間が生じても耐えられる。これが何を意味しているか分かるかね？」

「まさか、貴様……」

「前にも言った通り、学園都市はくれてやる。一ビットもデータを引き出せず、たったの一人も残っていない、寂れに寂れたゴーストタウンで良ければな」

　短いスカートも気にせず、その足を大きく上げる。

「Ａ・Ｏ・フランキスカ戦を経て理解できた事がある。一つ、憑ひよう依いは脅威だが烏からす丸ま府ふ蘭らんを見れば分かる通り、君は乗っ取った霊媒アバターの生命を完全に潰せない。二つ、わざわざ戻ってきたという事はローラの生体にも気を配っている。……つまり、どれだけ微弱だろうがまだ残っている。何が、などといちいち聞き返してくれるなよ。まったく、君が頑丈でなければまたもや大失敗する所だった、ここだけは感謝する」

　複数の『魔神』にまとわりつかれ、満足に体も動かせずにへたり込む、ローラの頭の上へと。

「宣戦を布告しよう」

　いったん敵対すると決めれば、後は一切の容赦なく、だ。




「必ず『娘は』返してもらう。だから孤独の城で首を洗って待っていろ、ゴミ虫」




　言うだけ言って。

　アレイスター＝クロウリーは大悪魔の頭を思い切り踏みつけた。








あとがき









　一冊ずつのあなたはお久しぶり、まとめ買いのあなたは初めまして。

　鎌かま池ち和かず馬まです。

　新約なのに気がつけばもう一九冊目ですよ！　今回は浜はま面づらを中心にお久しぶりの学園都市暗部にクローズアップでございます。前巻で魔術サイドと科学サイドに実は明確な区切りは存在しなかった、と明かしていたため、この学園都市暗部というくくりについても揺らぎ始めているのですが、その変化の時期を楽しんでいただければと思っております。

　浜はま面づらメインで一方通行アクセラレータが要所を締める役回りでありながら、最終的には上かみ条じようやアレイスターなどが合流して太い線を作っていく、というのが旧一五、一九などとの最大の違いでしょうか。学園都市暗部で独立しているように見せかけながら、実は根っこの部分では既刊からの連なりによってすっきり納得してもらう形を作れれば、新しい爽快感に結び付けられないかなあと。この辺りはいかがだったでしょうか。







　浜はま面づらの纏まとうプロセッサスーツやアネリのアシスト機能については、そんなのあったら面白そうだと初見で分かってもらえるよう努力を重ねたつもりです。ダンスゲームのような、中国拳法のすごいの、などなど、『実は何にも分かってない浜はま面づらが、それでも直感的に自分の言葉に置き換えている』感じを出せないかなと思っての試作の一つもここで織り込んでみました。

　ＡＩ系のキャラとしては前巻からのミナ＝メイザースや公式サイトに置いている無料小説のマクスウェルなども挙げられますが、ああいう敬語キャラではなくアネリは『しゃべらない子』として個性をつけています。それでいてぶーぶーのアビスなどとも系統が異なり、取調室でのトイレ機能の確認や、噓うそはつけないけど浜はま面づらと周りの人達にこれ以上仲良くなってほしくないのでアドバイスせず沈黙を守ったりと、従順なようでいて実は割と反抗気味の暴れＡＩに育っているのがポイントではないでしょうか。







　コロンゾンの『配下』については、ローラが黒幕でその直属の部下という関係性を思い浮かべれば、そりゃあの二人はそうなるよね、というのもお分かりだったはず。

　インデックスにしてもＡ・Ｏ・フランキスカにしても、今巻初出の設定や武器ではなく、既刊の積み重ねによって瞬殺する、というのが今回のこだわりでございます。浜はま面づらが決着をつけるならともかく、アレイスターならやはり自然とこうなるよね、と。







　イラストのはいむらさんと担当の三み木きさん、阿あ南なんさん、中なか島じまさん、それから今回はプロセッサスーツデザインの葛か西さい心しんさんには感謝を。まさかの主人公、一冊丸々マスクマンの巻。……少女型アレイスター、ローラ、リリス、Ａ・Ｏ・フランキスカ（二口女）などよりも、とにかくこの制約がメチャクチャ大変だったと思います。毎度の無茶ぶりにお付き合いいただき、本当にありがとうございました。

　そして読者の皆さんにも感謝を。ミナ＝メイザースは死すべき場面で死なず、まさかのリリスご本人様も大暴れ。いかがでしたでしょうか。美しく感動的にまとめるなら奇麗に退場させるべきだったかもしれません。しかし、感動的に周りを固められたら拒否できない感じを作中のエイワスは許せなかった、とお考えいただければ。善意と悪意を秤はかりに乗せれば、ほんのわずかに善意の方へと傾いていく。そんな優しい世界を受け入れてもらえましたらと、願っております。




　それではここでいったんページを閉じていただいて。

　次回もページをめくっていただける事を祈りつつ。

　今回は、この辺りで筆を置かせていただきます。




　とはいえ作中のエイワスは特に善人ではないので誤解なきよう


鎌かま池ち和かず馬ま　















　契約は締結した。

　一方通行アクセラレータや浜はま面づら仕し上あげがそれぞれの目的を見据えて行動を始める中、上かみ条じようも上かみ条じようで雨に打たれる銀髪の少女へ目をやっていた。

　アレイスター＝クロウリー。

「どうしたのかね？」

「いや……」

　上かみ条じようは産うぶ着ぎに包まれたリリスを抱える銀髪少女に目をやって、

「……一方通行アクセラレータの言葉じゃないけどさ。俺も、アンタには人並みの『恐怖』を思い出してほしいって思うよ」

「そうか。まあ無理もない、君の人生もこちらの都合で振り回してしまったからな」

「そうじゃない」

「？」

　首を横に振った上かみ条じように、アレイスターは不思議そうな顔をした。

　赤子を抱える銀髪少女に向けて、上かみ条じよう当とう麻まは続けてこう言い放ったのだった。




「だって、そうしないとアンタは胸を張れない。これからアンタは学力だけじゃない、そういうのも含めて全部リリスに教えていかなくちゃいけないんだろ。統括理事長」







　それだけだった。

　上かみ条じようはインデックスやオティヌス達たちの待つ方へと歩いていく。少年も少年で、しっかりと己の目的を見据えたように、その歩みには迷いというものが存在しなかった。

「……、」

　リリスを抱えるアレイスターは、その背中を見送っていた。

　余計な言葉など、一言もなく。

[image: ]
















　そして舞台はイギリスへ。

　狙うは大悪魔コロンゾンのアキレス腱けん。全てを刈り切るべく少しよう年ねん達たちが動き出す。
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